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ホ ス ピ タ リ テ ィ 入 試

作　　文

令和 7（2025）年度

試験学科
ホスピタリティ・マネジメント学科
試験時間（30分）　400字以内



経営学部　ホスピタリティ・マネジメント学科

日本（または日本人）ならではのホスピタリティ精神とはどのようなものと考えられるか。自己の体

験をまじえながら自由に論述せよ。

（横書　400字以内）



令和 7（2025）年度

試験学科
ホスピタリティ・マネジメント学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

理解力テスト

ホスピタリティ
Ａ Ｏ 入 試
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⑴　オリエンタルランド（OLC）に関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っているもの
を 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．従来の 1日券で新エリアのアトラクションを楽しむためには、アトラクションごとに

有料か無料の優先入場券が別途必要になる。
イ．連結業績の客単価は、21年 3 月期の最低から回復して、24年 3 月期には 1万 6千円程

度を達成する見込みである。
ウ．27年に東京ディズニーランドの「スペース・マウンテン」とその周辺の改良に新規の

投資を続けることを発表している。
エ．新エリアの全アトラクションを必ず利用できる新チケットは、新エリア内に開業する

ホテル宿泊者に限定して販売される。

⑵　この記事では、内容を踏まえた見出しが上段に入っている。「　　」内に入る見出しとし
て、もっとも適切なものを下記の記述から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．「高額券、体験価値を重視」
イ．「 1日券、変動価格制を導入」
ウ．「客単価、コロナ前の約 5割増」
エ．「新 1日券、従来の最大2.9倍」

⑶　オリエンタルランド（OLC）の損益分岐点分析に関する記事と図表を参考に、下記の 
記述で誤っているものを 1つ選びなさい。（※限界利益＝売上高－変動費）

【選択肢】
ア．会社が予想している24年 3 月期の営業利益率は 3割程度で、高収益構造が維持されて

いる。
イ．新エリアが開業しても「キャスト」と呼ばれる準社員の費用が増えた場合は、限界利

益率が下がり、試算通りに利益が伸びない恐れがある。
ウ．新エリアの開業で1,000億円ほどの利益を押し上げるためには、24年 3 月期よりも客

単価が 5％、客数が10～20％増加したうえで、限界利益率が約 7割での試算である。
エ．23年 4 ～ 9 月期の人件費が前年同期から64億円増額したように、人件費の増額は直接

的に固定費の比率を上げることになり、現在の収益構造が崩れることになる。

⑷　オリエンタルランド（OLC）に関する記事と図表を参考に、下記の記述でもっとも適切
なものを 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．試算通りの利益を確保するためには、来園者数を伸ばして客単価の上昇を続けること

が必要である。
イ．24年 3 月期の売上高は、コロナ禍前の水準には戻っていないものの、5,946億円を見

込んでいる。
ウ．コロナ禍で休園した21年 3 月期は、連結業績の最終損益で500億円程度の損失を計上

した。
エ．26年 3 月期に売上高が増加して約 7割の限界利益率が維持できれば、損益分岐点は低

くなる。

⑸　この記事の中段の●●には、「何かのために役立つこと」「その要素が関係する全体にまで
変化を及ぼしていること」を意味する用語が使用されている。もっとも適切な用語を下記
から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．尽力
イ．寄与
ウ．献身
エ．影響
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問題 1
次の日本経済新聞2024年 1 月10日の記事を読んで、次ページの設問に答えなさい。
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な
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す
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す
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。
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ョ
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。
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。
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デ
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ョ
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す
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ョ
ン
ご
と
に
有
料

と
エ
リ
ア
拡
張
と
し
て
最
大
か
無
料
で
時
間
摺
定
さ
れ
た

だ
。
優
先
入
場
券
が
別
途
必
要

野
心
的
な
取
り
組
み
が
新
だ
。
一
方
、
新
チ
ケ
ッ
ト
な

チ
ケ
ッ
ト
だ
。
新
エ
リ
ア
の
ら
従
来
エ
リ
ア
の
利
用
に
加

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
え
新
エ
リ
ア
の
全
ア
ト
ラ
ク

客数絞り人件費抑制
東京テイズニーシーの
新アトラクションの利用法

一

ア
ナ
雪
で
狙
―
つ
利
益
暉
億
円

1
2
0
％
増
え
れ
ば
売
上
高
は

約
9
0
0

億
ー
約1
5
0
0

億
円
押
し
上
げ
ら
れ
る
。
限

界
利
益
率
約7
割
を
韮
に
試

算
す
る
と
、
利
益
は
約
1
8

シ
ョ
ン
を
好
き
な
時
間
に
ほ
期
か
ら
約
5

割
上
昇
し
た
。
0
0

億
ー
約2
0
0
0

億
円

ぼ
並
ば
ず
に
利
用
で
き
る
。
客
数
は
コ
ロ
ナ
前
水
準
ま
で
か
ら
、
新
エ
リ
ア
開
業
で
約

価
格
は2
万
2
9
0
0
1

戻
っ
て
い
な
い
も
の
の
、2
4
2
5
0
0億
ー
約3
2
0
0

2

万
5
9
0
0

円
。
通
常
の
年3
月
期
の
売
上
高
は
過
去
億
円
に
増
え
る
。
さ
っ
と

1

大
人
1

日
券
（7
9
0
0
1

最
高
の5
9
4
6

億
円
を
見
0
0
0

億
円
ほ
ど
の
押
し
上

1

万
9
0
0

円
）
の
最
大2

込
む
。
げ
と
な
る
。

•
9

倍
だ
。
新
エ
リ
ア
内
に
新
エ
リ
ア
開
業
で
業
績
は
だ
が
、
試
算
通
り
に
利
益

開
業
す
る
ホ
テ
ル
宿
泊
者
に
ど
の
く
ら
い
押
し
上
げ
ら
れ
が
伸
び
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

し
か
売
ら
な
い
の
で
、
ホ
テ
る
の
か
。
揖
益
分
岐
点
分
析
業
界
の
人
手
不
足
で
人
件
費

ル
代
も
含
め
れ
ば1
人
4

万
を
使
っ
て
試
算
し
て
み
る
。
が
急
増
し
て
い
る
た
め
だ
。

円
以
上
か
か
る
と
見
ら
れ
コ
ロ
ナ
禍
で
休
園
し
て
い
た
コ
ロ
ナ
褐
明
け
で
来
園
客
が

る
。
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
2
0
年

4
S
6

月
期
決
算
や
有
戻
る
な
か
、
「
キ
ャ
ス
ト
」

ク
ス
証
券
の
宗
像
陽
ア
ナ
リ
価
証
券
報
告
書
の
費
用
明
と
呼
ば
れ
る
準
社
員
を
中
心

ス
ト
は
「
会
社
側
が
付
加
価
細
、
ア
ナ
リ
ス
ト
取
材
な
ど
に
費
用
が
増
え
、
人
件
輩
に

値
を
価
格
に
転
嫁
す
る
姿
勢
か
ら
、
固
定
費
は
年

2
3
0

占
め
る
変
動
費
の
比
璽
が
高

を
明
確
に
し
て
き
た
」
と
指0億
1
2
5
0
0

億
円
規
ま
っ
て
い
る
。
大
和
証
券
の

摘
す
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す
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よ
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引
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上
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①
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②
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。
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界
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が
れ
ば
、
売

従
上
高
が
伸
び
て
も
利
益
は
伸

じ
び
悩
む
。
営
業
利
益
率
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却

新 1 日券
（大人2万2900~2万5900円）

+ 

新ホテルの宿泊料金

OLCの損益分岐点分析

24/3 （予） 26/3 （予）

売上高 5946億円 6868~7492 

利益
1841億～ 2514~3169 
2041億円

固定費 2300 鷹~ 2300~2500 
2500 円

変動贅 1605億円 1854~2023 

限界利益率 73% 73 

損益売分上高岐点 3151 鷹~ 3151~3425 
3425 円

（注）限界利益率、固定費、変動費は日経推定。
24年3月期の売上高は会社予想。 26年 3 月期
の売上高は24年 3 月期の売上高から客単価が5
％増、客数が10~20％増と仮定
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す
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。
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す
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。
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営
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史
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績
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デ
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ら
れ
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⑴　訪日客の旅行消費額や訪日客数に関する記事と図表を参考に、下記の記述でもっとも適切
なものを 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．23年の訪日客の旅行消費額の増加は、円安効果が影響しており、ドルベースでも過去

最高額であることが読み取れる。
イ．地域の受け入れ体制の強化は、訪日客数の回復に貢献していることが読み取れる。
ウ．訪日客の旅行消費額が過去最高になった理由の 1つは、訪日客の爆買いが戻ったこと

にあると読み取れる。
エ．23年の韓国からの訪日客数は、コロナ禍前の19年の水準を超えていることが読み取れ

る。

⑵　この記事では、内容を踏まえた見出しが上段に 2つ入っている。「　　」内に入る見出し
として、もっとも適切なものを下記の記述から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．「円安追い風」「体験に関心」
イ．「伝統文化」「伝統料理」
ウ．「宿泊重視」「体験型観光」
エ．「富裕層の増加」「ADRの上昇」

⑶　訪日客の旅行消費額や訪日客数に関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っているもの
を 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．23年の訪日客数のうち欧米客の割合の増加により、インバウンドの消費行動として体

験価値を重視する傾向が強まっていることが読み取れる。
イ．アジア・太平洋地域での国際観光客数は、欧州と比べて戻りが鈍いことが読み取れる。
ウ．23年の中国からの訪日客数は、250万人にも満たないことが読み取れる。
エ．コロナ禍前の19年の訪日客数は3,100万人を超えており、中国からの訪日客数は1,000

万人程度であったことが読み取れる。

⑷　訪日客の旅行消費額や訪日客数に関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っているもの
を 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．訪日客の旅行消費額は、コロナ禍の 3年間を除いて16年から増加傾向にあり、23年に

は約5.3兆円に達した。政府は30年には15兆円の目標を立てている。
イ．23年の訪日客数のうち米国からの訪日客数は、コロナ禍前の19年より増加している。
ウ．今後は訪問地の分散と消費単価の拡大が重要になるとの指摘もある。
エ．24年に訪日客数が3,310万人になるとする予測もあるが、オーバーツーリズム（観光

公害）が訪日客数の増加に悪い影響を及ぼすという指摘もある。

⑸　この記事の最下段の●●には、「急いで行わなければならないこと」を意味する用語が使
用されている。もっとも適切な用語を下記から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．緊急
イ．急務
ウ．至急
エ．早急
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問題 2
次の日本経済新聞2024年 1 月18日の記事を読んで、次ページの設問に答えなさい。

「 」
「 」

訪日消費、 最畜の 5兆円
訪
日
客
の
浩
費
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
前
を
超
え

た
。
1
7
日
公
表
の
2
0
2
3

年
訪
日
客
の
旅
行
消
費
額
は

計
5

兆
2
9
2
3

億
円
で
過

去
最
高
だ
っ
た
。
同
年
の
訪

日
客
数
は2
5
0
6

方
人
で

コ
ロ
ナ
禍
前
の20
1
9

年

の
8

割
に
回
復
し
た
。
消
費

の
目
的
別
で
は
宿
泊
費
が
最

も
多
く
、
買
い
物
よ
り
も
体

験
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま

っ
て
い
る
。
企
業
は
戦
略
転

換
を
急
い
で
い
る
。

旅
行
会
社
の
東
武
ト
ッ
プ
数
全
体
の

3

分
の1
を
占
め

ツ
ア
ー
ズ
は
2
3
年
1
0
月
か
ら
て
い
た
が
、
2
3
年
は
全
体
の

北
海
道
と
沖
纏
を
め
ぐ
る
1
7
1
割
に
も
満
た
な
い
。
不
動

日
間
で1
人
あ
た
り1
2
8

産
不
況
に
よ
る
中
国
景
気
の

2

円
だ
っ
た
。
欧
米
や
ア
ジ
万
円
の
ツ
ア
ー
を
販
売
し
て
低
迷
が
影
響
し
て
い
る
と
み

ア
圏
の
富
裕
圏
が
中
心
に
惑
い
る
。
体
験
型
の
観
光
に
も
ら
れ
る
が
、
中
国
か
ら
の
訪

在
し
、
さ
ら
にA
D
R

を
引
力
を
入
れ
る
。
パ
レ
ス
ホ
テ
日
増
で
消
費
額
・
客
数
と
も

き
上
げ
て
い
る
。
ル
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
要
さ
ら
に
伸
び
る
余
地
が
あ

四
武
・
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
望
に
合
わ
せ
て
「
三
味
線
づ
る
。

ズ
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
で
は
沸
く
り
体
験
」
や
「
相
撲
の
朝
J

T
B

は
2
4
年
の
訪
日
外

在
日
数
が
長
く
高
単
価
な
欧
稽
古
の
見
学
」
を
提
案
し
て
国
人
客
数
が

3
3
1
0

万
人

米
の
利
用
者
が
増
え
て
い
い
る
。
と
、
過
去
最
高
に
な
る
と
予

る
。
訪
日
客
のA
D
R

は
1
9
地
域
も
受
け
入
れ
体
制
の
測
す
る
。
政
府
は
長
期
目
標

年
と
比
べ
て2
割
上
が
っ
強
化
を
進
め
て
い
る
。
と
し
て
3
0
年
の
旅
行
消
費
額

た
。
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
を
1
5
兆
円
に
設
定
す
る
。

一
方
で
円
安
効
果
も
大
き
イ
ム
ズ
(
N
Y
T
)
の
「
2
4
み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク

い
。
訪
日
客
の
消
費
額
を
年
年
に
行
く
べ
き
5
2
カ
所
」
に
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の
坂
中
弥
生
・

問
の
平
均
レ
ー
ト
で
ド
ル
ベ
選
ば
れ
た
山
口
市
は
多
言
語
上
席
主
任
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

ー
ス
に
直
す
と1
ド
ル11
1
4

対
応
に
力
を
入
れ
る
。
J
R

は
「
今
後
は
訪
問
地
の
分
散

0

円
だ
っ
た
2
3
年
は
3
8
0

山
口
駅
や
濡
田
混
泉
な
ど
の
や
消
費
単
価
の
拡
大
が
軍
要

億
訪
弱
と
な
る
。
1
9
年
(
1
観
光
案
内
所
に
翻
訳
機
能
を
と
な
る
」
と
指
摘
す
る
。
一

観
光
庁
が
1
7
日
に
公
表
し
2
3
年
は

3
4
.
6％
に
増
え
、
消
費
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ド
ル

1
1
1
0
8

円
）
の4
4
0

持
つ
端
末
を
今
後
配
備
す
部
地
域
で
は
住
民
生
活
に
悪

た
2
3
年
1
0
1
1
2
月
期
の
訪
日
買
い
物
代
は

3
4
.
7％
か
ら
る
」
と
分
析
す
る
。
欧
米
を
ホ
テ
ル
各
社
の
平
均
客
室
億
訪
超
に
は
届
い
て
い
な
る
。
市
内
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
影
響
が
生
じ
る
オ
ー
バ
ー
ツ

客
の
旅
行
消
費
額
（
速
報
値
）
2
6
.
4％
に
減
っ
た
。
対
象
に
し
た
民
間
の
調
査
で
単
価(
A
D
R
)は
上
昇
し
い
。
外
国
人
に
と
っ
て
日
本
ス
対
応
も
促
し
て
い
く
方
針
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
公
害
）
が

は
1

兆
6
6
8
8

億
円
で
1
9
観
光
分
野
に
詳
し
い
E
Y

も
、
日
本
独
自
の
「
伝
統
文
て
お
り
、
訪
日
支
出
を
押
し
へ
の
旅
行
は
割
安
に
な
っ
て
で
、
同
市
は
「
少
し
で
も
（
訪
生
じ
て
お
り
、
対
策
が
●
●

年
同
期
比
で3
7
.
6％
増
え
ジ
ャ
パ
ン
の
平
林
知
高
パ
ー
化
」
や
「
伝
統
料
理
」
が
訪
上
げ
た
。
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
い
る
。
日
客
の
）
ス
ト
レ
ス
を
藍
減
だ
。

た
。
日
本
政
府
観
光
局
(
J
ト
ナ
ー
は
、
「
買
い
物
よ
り
日
し
た
い
理
由
の
上
位
に
並
京
（
東
京
・
千
代
田
）
の
2
3
旅
行
や
ホ
テ
ル
各
社
は
旅
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
む
」

1

日
に
発
生
し
た
能
登
半

N
T
o
)
も
同
日
、
2
3
年
1
2
も
宿
泊
や
飲
食
、
ア
ク
テ
ィ
ぶ
。
加
え
て
治
安
の
良
さ
も
年
の

A
D
R

は
節
の
年
よ
り
行
消
賞
額
が
高
い
暦
を
狙
っ
計
画
だ
。
島
池
震
で
は
観
光
業
に
影
響

月
の
訪
日
客
数
は27
3

万
ビ
テ
ィ
ー
な
ど
体
験
重
視
の
訪
日
客
を
ひ
き
つ
け
て
い
4
4
％
上
昇
し
、

9

方
1
4
2

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
ア
ジ
ア
は
国
際
観
光
の
再
が
及
ん
だ
。
富
山
県
で
は
宿

4
0
0
0

人
で
1
9
年
同
月
比
開
の
遅
れ
が
目
立
ち
、
イ
ン
泊
施
設
の
予
約
の
キ
ャ
ン
セ

で
は8
.
2

％
増
だ
っ
た
と
バ
ウ
ン
ド
の
戻
り
の
勢
い
が
ル
な
ど
で
被
害
額
が

2

億
9

発
表
し
た
。
鈍
い
。
国
連
也
界
観
光
機
関

0
0
0

万
円
あ
ま
り
に
の
ぽ

消
費
額
は
政
府
が
目
標
と
(
U
N
W
T
O
)
に
よ
る
と
、
っ
た
。
坂
中
氏
は
「
訪
日
客

し
て
掲
げ
て
い
た
通
年
5

兆
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
池
域
で
の
数
と
い
う
『
量
』
よ
り
も
単

円
を
初
め
て
突
破
し
た
。
目
国
際
観
光
客
数
は
2
3
年

1
1

価
と
い
う
『
質
』
の
引
き
上

的
別
で
は
最
も
多
か
っ
た

9

月
で
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
の
げ
へ
注
力
す
べ
き
だ
」
と
言

宿
泊
費
で1
兆
8
2
8
9

億
6
2
％
と
、
欧
州
な
ど
に
比
べ
及
し
た
。

円
で
、
寅
い
物
代
が
次
い
で
て
低
い
。

1
兆
3
9
5
4

億
円
だ
っ
日
本
に
と
っ
て
カ
ギ
を
握

た
。
構
成
比
で
み
る
と
宿
泊
る
の
が
中
国
の
動
向
だ
。
コ

費
は
1
9
年
の
2
9
.
4％
か
ら
ロ
ナ
褐
前
の
1
9
年
は
訪
日
客

6
円レ
じ7

 
旅行消費額は過去最高に
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゜2016年 17 18 19 20 21 22 23 
（出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」
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⑴ 関西の飲食やホテル業界などの人手不足に関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っ
ているものを 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．関西の飲食やホテル業界などの人手不足が顕著になっていることが読み取れる。
イ．過去最高を更新するほど時給を上げても人材を確保できる事業者は少ないことが読み

取れる。
ウ．23年 6 月の近畿 2府 4県の全職種アルバイト平均時給は、過去最高を更新した。
エ． 1日 3時間からの短時間勤務の条件で募集を開始した企業もある。

⑵ この記事では、内容を踏まえた見出しが上段に入っている。「　　」内に入る見出しとし
て、もっとも適切なものを下記の記述から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．「短時間勤務で条件を緩和しても」
イ．「バイト平均時給、最高の1085円でも」
ウ．「シニアを含めた幅広い年齢の募集でも」
エ．「時給以外の条件を見直しても」

⑶ 関西の飲食やホテル業界などの人手不足に関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っ
ているものを 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．23年 6 月の近畿 2府 4県のアルバイト・パート平均時給は、「飲食の職業」が1,085円

で前年同月の1,050円弱から3.7％高く、19年同月の1,000円程度から85円高い。
イ．23年 6 月の近畿 2府 4県の「ホテルスタッフ」のアルバイト・パート平均時給は

1,161円で、19年同月の1,051円から110円上がって過去最高である。
ウ．23年 6 月の近畿 2府 4県の求人件数は、19年の同月と比べて1.85倍の件数がある。
エ．23年 6 月の近畿 2府 4県の「ホテルフロント」のアルバイト・パート平均時給は、ホ

テル関連の募集時平均時給では 1番高く、同年同月の全職種平均時給よりも高い。

⑷ 関西の飲食やホテル業界などの人手不足に関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っ
ているものを 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．人手不足でサービスの質が落ちないように、客数を抑制しても客単価を上げる戦略の

重要性を指摘する意見もある。
イ．近畿 2府 4県で「飲食の職業」や「ホテル関連」のアルバイト・パート平均時給は、

19年 1 月以降1,000円を下回ることはなかった。
ウ．人手不足を解消するために、体力などを考慮して適切な仕事を割り振るなど、シニア

に働いてもらいやすくする環境整備が欠かせないとする意見もある。
エ．訪日客の予約数が前年比で 2倍以上に増加する一方で、人手不足が続いていることか

らレストランの営業時間を短縮するなどして対応するホテルもある。

⑸ この記事の最下段の●●には、「その存在に傷がついたりすること」「その物としての組織
がこわされること」を意味する用語が使用されている。もっとも適切な用語を下記から
1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．毀損
イ．損壊
ウ．破損
エ．毀棄
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問題 3
次の日経MJ 2023年 7 月26日の記事を読んで、次ページの設問に答えなさい。

「 」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
法
上
の
分
類
が
5

類

に
移
行
し
外
出
機
会
が
急
拡

大
す
る
に
つ
れ
、
関
西
の
飲

食
や
ホ
テ
ル
業
界
な
ど
の
人

手
不
足
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
中
に
一

度
離
れ
た
ス
タ
ッ
フ
を
再
び

笈
得
す
る
の
は
難
し
く
、
6

月
の
関
西
の
ア
ル
バ
イ
ト
時

給
は
過
去
最
高
を
更
新
し

た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日

外
国
人
）
も
戻
る
な
か
で
、

高
品
質
の
「
お
も
て
な
し
」

を
提
供
で
き
る
か
懸
念
す
る

声
も
あ
が
る
。

「
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
な
く

て
提
供
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
」
。
大
阪
市
内
で
和
食
店

を
営
む
5
0
代
の
男
性
店
主
は

肩
を
落
と
す
。
行
動
制
限
が

緩
和
さ
れ
て
か
ら
は
客
足
が

回
復
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も

増
え
て
い
る
。
一
方
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
思
う
よ
う
に
採
用

で
き
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
半

数
の
従
業
員
で
堂
業
す
る
日

も
あ
る
と
い
う
。
「
注
文
に

す
ぐ
対
応
で
き
ず
、
ク
レ
ー

ム
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
」
ほ
ど
だ
。

関西の飲食・ホテル人手不足

査盆？望ぢ：ぃ；品ぢ霞り昆□ 烏言）t求飲食のバイト時給は過去最高に

員！冒叫！喜冒□三三同伸 3 娯の 4 はフ足な幅業方の国大 び 6
200 

たるび％楽職％前なはつにはで 7 人し近た月 150
だ°率ー施業一年ど深た減コ受割旅‘畿゜と
、 へ高設一呻同の刻結ら口けま客関で 比 100
過 4 で←のひ月→だ果さナ入で数西も ベ
去 •関は→‘比販°‘ざ褐れ回は国観 る 50
最 9 東 66 レ --,35 売店スるで側復コ際光 と 。
高 ％エ円ジサ円の舗夕を人のし口空需 ｧ9 2019/1 20/6 21/6 22/6 23/6 
を ーリ一、ヤ I,-., 職スツ得材観たナ港要 % 
更 をア 6 1 ビ 3 業タフなを光゜褐のが も （注）ディップまとめ。近畿2府4県求人1牛数
新 上の・・ス・ーッ不く大産ー前外拡 伸 は19年1月を 100 として指数化

I ぢ雙屡毛総臀皇嘉皇阿髯足飲謁忍合塁黄玄ホテル関連は時給上昇が目立つ
手と短 I ‘と‘安望人゜り後食すどだき思ほ
不採時ゲ外の採が通やコ‘しこ業動時゜るっ 、 1400
足用問ッ食オ旨用学り労口大働界き給そ事よとを条勤 各摘を生に働ナ学きはが以の業う時円
解件務卜社も難ら働時褐生や授広外た者に給 1300
消をでをはあししこけ間でのす業がのめは人を
し緩募広シる＜桟なも飲応いがる条‘少材上 旅館・民宿
よ和集げ二゜し強い滅食募こ終°件働なをげ 1200 • 
うししたアそてくとつ店がとわ をきい確てごf 8 F 筐警胃畠畠冒 11 言ぢ虞笥塁旦防物だ 1100:\/j
l CMO 広事振し分担な調そ 月ん゜代言吾て
←五 PO げ例るて化当ど理の 1 しこぐ罰のコい 1000
了認食g [i畠忌云：胃翫累塁と覧臨が闊よ歪 I ホテルスタッフ
日ず IL ←やが切体--,つ I しましの店運iーレ 2019/1 20/6 22/6 22/6 23/6 

3 し E I とし璽な力業てルキて男—常禾 1 （注）近畿2府4県のアルバイト・パート
時店 S F 話他要仕な務いでッ採性玩忍腰シ 募集時平均時給
間ーヘ E すのだ事と‘内るのチ用を市ーをヨ
かス F ゜店゜をを容゜片ンしア一焼入ン （出所）リクルート

の都ツ悠営ン ％比・だい月テト府）レ厳れ げりを国で二活にめ点ら
予市リ洛すッシーで 1 つ 1 比ル八 4 I し‘観て‘問人採ア用合たをの
約::::: I るリンもは％た 1 50 ス 県卜くホ光い採ゎ採用をでわ゜打短
数で・京ホ l ガ増 1 ―° 6 円夕［のになテ客る用ず用す含きせ学ち時
がはグ都テ・ポえ 1 侍胃 1 ＾ツ平 6 よっ）レか゜力 lこでるめるて校出間
悶晨オほ）レ冗↓ぢ畠ひ、か塁 1 ご均翡筐万突増 裔扉は゜たの空やし勤
比のプハデ 1 の 19 嘉過 5 が時ア‘る手え 上用見置讐髯位眉五嘉
2 訪←ン l プバ 貧年円去％前冒ル近゜不る iこし語生い徴時の集で
倍曰 ャワがン . 6 ＾最一年ーバ畿リ足に つて能ら年で間予をき
以客最ン・運ヤ 4 月 2 高高同ホイ 2 クもつ なお力外齢ンを定始る
いつのく二供す換単いのれ足久 げで関ををンタを 対時お割ツ上
ーた導しア給るも価°魅ばで客日る将心始学卜 l 専 8 応間りのフに
と環入たにを゜求は客ヵ日サ員本狙来をめん業ン攻月しを‘水数座
強塊をり働増そめ上数が本 1 研総いの持るで務をすかて短レ準はつ
厚謡讐忌足字麿昇望嘉•弯ピ究合が人つ°もや受るらい縮スとコむ
るがしッもたえる戟制●お歪胃覧塁謡□ ｀享言馨閃李醤歪忍占歪 □ ニ
゜欠た卜らめで←略ししも質→所゜保らル取方れ生光 なンが禍方
かりワいにーとへて芸互か人の にう業り法‘の学 どの続前‘
せと 1 やは労オ旨のも し落手山 つこ界組なフィな し営いのス
ないクすシ働摘転客なーち不田 なとにみどロンと‘ て業て 8 タ

ブラン クエスト
長方形

ブラン クエスト
新規スタンプ

ブラン クエスト
新規スタンプ
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⑴　ベトナムの航空業界に関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っているものを 1つ選
びなさい。

【選択肢】
ア．ベトジェットエアが急成長を遂げてきた理由は、国際線の拡大と低価格路線の戦略に

よることが読み取れる。
イ．ベトジェットエアは、米ボーイング社に200機の「737Max」を発注済であり、24年

からの引き渡しを予定している。
ウ．ベトジェットエアの正規料金は、ベトナム航空よりも 3～ 4割安いことが多く、定時

運航率が低い水準であっても低価格戦略を優先してきたことが読み取れる。
エ．従業員数がベトナム航空の約 3分の 1とみられ、効率経営による収益力がベトジェッ

トエアの急成長を支えてきたことが読み取れる。

⑵　この記事では、内容を踏まえた見出しが上段に 2つ入っている。「　　」内に入る見出し
として、もっとも適切なものを下記の記述から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．「成長優先経営」「国営独占破る」
イ．「相次ぎ新路線」「国営独占破る」
ウ．「航空需要拡大」「国営独占破る」
エ．「座席利用率増」「国営独占破る」

⑶　ベトナムの航空業界に関する記事と図表を参考に、下記の記述でもっとも適切なものを 1
つ選びなさい。

【選択肢】
ア．23年 1 ～11月の旅客数の累計では、ベトジェットエアの国内線は、ベトナム航空グ
ループの総旅客数をわずかに上回る。

イ．ベトジェットエアは急成長を遂げており、この15四半期において連続の最終赤字を計
上しているベトナム航空と比べて、一度も赤字を計上していない。

ウ．ベトジェットエアの23年 1 ～ 9 月期の連結業績は、売上高が前年同期比で 2倍以上の
43兆7,378億ドンを計上した。

エ．ベトジェットエアの23年 9 月末の国際線は80路線あり、経営難にあえぐベトナム航空
を上回る。

⑷　ベトナムの航空業界に関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っているものを 1つ選
びなさい。

【選択肢】
ア．国内の景気減速による国内線稼働率の低下は、ベトジェットエアを含めて多くの航空

会社にとって、旅客数が前年同月（11月）を下回る結果となった。
イ．ベトナムは社会主義国家で国営企業が高いシェアを持っており、国営フラッグキャリ

アのベトナム航空は、業界でも長らく独壇場であったことが読み取れる。
ウ．国内線と国際線を合算したベトジェットエアの旅客シェアは、LCCと国内線専業の

2社を含めたベトナム航空グループをわずかに上回る。
エ．業界 3位のバンブー航空は、再建に向けた経営体制が固まらない状況ではあるが、定

時運航率は90％超であることが読み取れる。

⑸　この記事の中段の●●には、「もろくて弱いこと。また、そのさま」を意味する用語が使
用されている。もっとも適切な用語を下記から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．脆弱
イ．軟弱
ウ．虚弱
エ．貧弱
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問題 4
次の日本経済新聞2023年12月23日の記事を読んで、次ページの設問に答えなさい。

「 」
「 」

ベ卜ナムL
 
c
 
c
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回
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国
内
線
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の
合
算
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起
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い
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0
2
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年
の
国
際
線
旅
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数
で
格
安
航
空
会
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（
L
-
首
位
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
経
常
難
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競
合
を
尻
自
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勢
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広
げ
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C
C
)
の
ベ
ト
ジ
ェ
ッ
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エ
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が
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国
営
ベ
ト
ナ
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航
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グ
ル
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を
ー
ベ
ト
ナ
ム
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代
表
す
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上
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詰
め
よ
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と
し
て
い
る
。

（注） 11月時点、ヘトナム航空は傘下の
2社含む、国内線と国際線の合算

（出所）取材を基に巳経作成
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⑴　アーバン（都市型）スポーツに関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っているもの
を 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．アーバンスポーツの平均実施率（関連種目を含む）では、 1位の高知県が 4％以上、

2位に東京都、 3位に岡山県の順で、 3％以上 4％未満には東京近郊や大阪府、京都
府などが入る。

イ．パリ五輪で「ブレイキン」や「スケートボード」「BMX」が採用されて注目が集まっ
たことは、アーバンスポーツの実施にとって追い風になっている。

ウ．アーバンスポーツは若者を呼び込む力を持っており、自治体などはこれを生かすため
にソフトとハードの両面で地域に根付かせてほしいという期待もある。

エ．公共スケートパーク数は、17年と比べて 4倍以上、21年以降は前年の 5割増で増えて
おり、全国で475カ所になった。

⑵　この記事では、内容を踏まえた見出しが上段に入っている。「　　」内に入る見出しとし
て、もっとも適切なものを下記の記述から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．「都市型スポーツ 若者支持」
イ．「アーバンスポーツ 5 種目」
ウ．「都市型スポーツで熱く」
エ．「アーバンスポーツ 五輪採用」

⑶　アーバン（都市型）スポーツに関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っているもの
を 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．高知県は、ダンスと「よさこい踊り」の相乗効果を期待しており、地域活性化につな

げたいと考えていることが読み取れる。
イ．岡山県は「アーバンスポーツの聖地」を目指しており、国際大会の誘致や観光誘客に

つながる活動を県が支援する考えであることが読み取れる。
ウ．茨城県笠間市では「ムラサキパークかさま」の利用者が 6月に 5万人を超え、市内で

の飲食や買い物などの波及効果もあることが読み取れる。
エ．高知県四万十市は「ダンスで元気なまちづくり」を考えており、子どもたちだけでは

なく中高年にもダンスに親しんでもらいたいと考えていることが読み取れる。

⑷　アーバン（都市型）スポーツに関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っているもの
を 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．アーバンスポーツは音楽やファッションなどの要素も兼ね備えており、若者からの支

持も高く、現在 5種目がスポーツ庁から認定されている。
イ．アーバンスポーツは、広い競技場などは必要ではなく、街中で手軽に楽しむことがで

きることが読み取れる。
ウ．「スケートボード」や「BMX」ができる公共スケートパークは全国で増えているが、

スケートボードの実施率は決して高くないことが読み取れる。
エ．種目ごとの実施率（全国）において、「ブレイキン」の実施率は「BMX」の 3分の 1

より少ないことが読み取れる。

⑸　この記事の中段の●●には、「時間、距離などをのばすこと」を意味する用語が使用され
ている。もっとも適切な用語を下記から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．維持
イ．延伸
ウ．延長
エ．伸張
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問題 5
次の日本経済新聞2024年 7 月13日の記事を読んで、次ページの設問に答えなさい。

「 」
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わ
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。
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取
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追
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ダ
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振
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。
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と
ダ
ン
ス
を
通
じ
た
地
ダ
ン
サ
ー
が
小
中
舌

E生
ら
を
指
導
す
げ
る
四
万
十
巾
は
、
子
ど
も
た
ち
ゃ
会
」
を
結
成
。

2
2年
1
1
月
に
同
市
中
心
い
」
と
話
す
。

域
活
社
化
で
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
る
。
中
高
年
に
も
ダ
ン
ス
に
親
し
ん
で
も
部
で
開
い
た
イ
ベ
ン
ト
は
約

1

万
人
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
ハ

「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
が
限
付
い
て
い
県
は
「
ダ
ン
ス
を
き
っ
か
け
に
、
ら
う
取
り
組
み
を
追
め
る
考
え
だ
。
を
集
め
た
。

2
5年
の
国
際
大
会
誘
致
ー
ド
面
の
整
備
も
進
む
。
日
本
ス
ケ

る
う
え
、
ダ
ン
ス
は
中
山
間
地
で
少
よ
さ
こ
い
に
参
加
す
る
若
い
人
も
増
中
平
正
宏
市
長
は
「
健
忠
寿
命
の
●
も
構
想
し
て
お
り
、
今
後
も
観
光
誘
ー
ト
パ
ー
ク
協
会
に
よ
る
と
、
ス
ケ

人
数
で
も
取
り
組
め
る
こ
と
に
編
口
え
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。
「
ダ
●
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
窓
気
込
む
。
客
に
つ
な
が
る
活
動
を
殷
開
す
る
。
ー
ト
ボ
ー
ド
や
B
M
X
が
て
き
る
公

し
た
。
2
4年
度
は
ラ
プ
チ
ャ
ー
ズ
の
ン
ス
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
椙
実
施
率

3

位
の
岡
山
県
は
競
技
の
協
会
碑
事
長
で
B
M
X
フ
リ
ー
ス
共
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
は
全
国
で

4
7

5

カ
所
と1
7年
に
比
べ
て4
倍
以
ト

0
]
]
]
冒
]
]
]
〖
]
]
]

0
8

と
い
う
。

2

ー
法甲
子
ど
も
や
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れぱ
深
刻
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
詳
し
い
人
阪
体
育
大
学
の

原
田
宗
彦
学
長
は
「
ア
ー
バ
ン
ス
ポ

ー
ツ
は
若
者
を
呼
び
込
む
班
力
を
持

つ
。
自
治
体
な
ど
は
こ
れ
を
生
か
す

た
め
に
も
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
持

っ
て
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両
面
で

地
域
に
根
付
か
せ
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

アーバンスポーツの実施率

一4％以上
伽 3％以上4％未満

一 2％以上3％未満
忽 1％以上2％未満

全国の公共スケートパーク数
500-
施設

400-

300-

200-

100-

高
知
の
小
中
高
。
フ
ロ
が
ダ
ノ
ン
ス
指
導
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一
方
東
側
の
ソ
連
占
領
地
域
で
は
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
啓
蒙
の
た
め
に
映
画
が

Ⅰ

が
、
そ
れ
は
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
時
代

の
左
翼
労
働
者
映
画
の
伝
統
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
俳
優
た
ち
も
ナ
チ
時
代
の
ス
タ
ー
が
引
き
続
き
人
気
を
博
し
て
い
た
。
戦
後
ド
イ
ツ

映
画
は
ま
さ
に
時
代
の
連
続
性
の
中
に
あ
っ
た
。

Ⅱ

、
二
〇
世
紀
ド
イ
ツ
は
ナ
チ
ス
を
生
ん
だ
国
と
い
う

ｂ

な
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
を
前
提
に
戦
後
ド
イ
ツ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
西
ド
イ
ツ
は
ナ
チ
ス
と
戦
争
の
過
去
を
忘
却
す
る
こ
と
で
戦
後

復
興
を
遂
げ
た
わ
け
だ
が
、
六
〇
年
代
に
は
戦
後
世
代
に
よ
る
親
世
代
へ
の
糾き
ゅ
う

弾だ
ん

が
過
熱
化
し
た
。
映
画
業
界
に
お
い
て
も
「
パ
パ
の
映
画
」

へ
の
対
抗
文
化
と
し
て
「
若
い
ド
イ
ツ
映
画
」
が
興
隆
し
、
や
が
て
国
際
的
な
注
目
を
浴
び
て
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
と
呼
ば
れ
た
。
劇
映

画
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
実
験
映
画
と
い
う
区
分
け
を
越
え
た
多
様
な
美
学
的
・
主
題
的
関
心
が
混
在
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
の
作

品
群
は
、
先
行
す
る
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
の
よ
う
な
映
画
と
し
て
の
斬
新
さ
や
魅
惑
だ
け
で
評
価
さ
れ
る
映
画
運
動
で
は
な
か
っ
た
。
現
体
制

へ
の
抵
抗
の
身
振
り
が
、
ナ
チ
時
代
を
継
承
す
る
社
会
へ
の
批
判
と
不
可
分
に
結
び
つ
き
、
そ
の
ド
イ
ツ
の

ｂ

な
遺
産
に
対
抗
す
る
社

会
的
運
動
の
一
端
を
担に
な

っ
た
。
そ
の
際
に
映
画
メ
デ
ィ
ア
が
注
目
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
映
画
研
究
者
ト
ー
マ
ス
・
エ
ル
セ
サ
ー
は
以
下
の
よ
う

に
纏ま
と

め
て
い
る
。

映
画
は
国
民
に
つ
い
て
の
特
定
イ
メ
ー
ジ
を
置
き
換
え
る
に
は
特
権
的
な
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。
そ
れ
は
映
画
史
的
な
も
の
よ
り
む
し
ろ
社
会

や
政
治
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
る
。
七
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
は
あ
る
意
味
で
映
画
館
に
行
か
な
い

※

※
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一
、
次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
よ
。

戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
巨
大
な
負
の
遺
産
で
あ
る
ナ
チ
ス
と
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
、
映
画
に
と
っ
て
は
題
材
の
宝
庫
で
も
あ
る
。
第
二
次
大
戦
中

の
ア
メ
リ
カ
映
画
で
は
ド
イ
ツ
が
敵
役
に
な
る
こ
と
が
自
明
の
前
提
だ
っ
た
が
、
戦
後
に
お
い
て
も
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
は
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
各

国
で
悪
役
と
し
て
映
画
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
犯
罪
的
な
フ
ァ
シ
ス
ト
国
家
が
生
ま
れ
た
こ
と
へ
の
警
告
や
反
省
が
含
ま
れ
る
が
、
そ

う
し
た
道
徳
的
態
度
と
無
関
係
に
ナ
チ
ス
を

ａ

と
し
て
捉
え
、
制
服
、
紋
章
、
ナ
チ
式
敬
礼
な
ど
が
気
軽
に
消
費
さ
れ
る
事
態
も
起

こ
っ
て
い
る
。
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
が
一
九
七
四
年
に
発
表
し
た
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
魅
惑
」
は
、
ナ
チ
時
代
の
代
表
的
映
画
監
督
レ
ニ
・
リ
ー

フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
の
戦
後
復
権
を
批
判
し
た
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ソ
ン
タ
グ
の
主
な
論
点
は
ナ
チ
時
代
が
遠
の
い
て
ゆ
く
中

で
、
ナ
チ
的
表
象
に
お
い
て
か
つ
て
は
自
明
の
前
提
だ
っ
た
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
不
当
に
軽
視
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
警
告
で
あ
る
。
そ

れ
を
鋭
い
指
摘
と
見
な
す
か
過
剰
反
応
と
見
な
す
か
で
評
価
は
分
か
れ
る
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ナ
チ
ス
の
復
権
や
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
否
定

を
め
ぐ
っ
て
現
代
で
も
極
め
て
政
治
的
な
議
論
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

ナ
チ
ス
と
の
対
峙
は
、
加
害
国
ド
イ
ツ
に
お
い
て
さ
ら
に
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
。
事
情
は
ど
う
あ
れ
ド
イ
ツ
国
民
は
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
を
共
に

生
き
た
当
事
者
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
に
戦
後
ド
イ
ツ
を
再
建
す
る
際
に
ナ
チ
ス
協
力
者
や
同
調
者
を
全
て
排
除
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。

映
画
産
業
の
再
編
に
お
い
て
も
、
ナ
チ
時
代
の
ス
タ
ッ
フ
や
俳
優
た
ち
が
活
動
を
継
続
し
た
。
と
り
わ
け
西
側
の
ア
メ
リ
カ
占
領
地
域
で
は
、
映

画
を
気
晴
ら
し
と
位
置
付
け
て
非
政
治
的
な
娯
楽
映
画
の
製
作
が
優
先
さ
れ
、
ナ
チ
時
代
の
娯
楽
映
画
の
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
。

※

※

※

イ
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ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
と
い
う
枠
を
越
え
て
ド
イ
ツ
映
画
界
で
最
も
知
名
度
の
あ
る
監
督
で
も
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
『
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
』
は

ナ
チ
時
代
の
歌
謡
シ
ョ
ー
を
豪
華
に
再
現
す
る
作
品
だ
っ
た
が
、
同
時
に
ナ
チ
体
制
下
で
ス
タ
ー
に
な
る
こ
と
へ
の
冷
笑
的
な
批
判
が
含
ま
れ
、

保
守
派
に
と
っ
て
は
ナ
チ
時
代
の
娯
楽
を
懐
か
し
く
回
顧
で
き
る
作
品
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
ペ
ー
タ
ー
ゼ
ン
は
、
七
〇
年
代
に
テ
レ
ビ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
ド
ラ
マ
の
監
督
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
が
、
社
会
の
タ
ブ
ー
に
触
れ
る
題
材
を
取
り
上
げ
て
放
映
禁
止
の
物
議
を
醸か
も

し
た
こ
と
も
あ
る
。

だ
が
『
Ｕ
ボ
ー
ト
』
は
第
二
次
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
軍
を
共
感
的
に
描
き
、
戦
争
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
と
し
て
一
般
観
客
に
訴
え
る
作
品
と
な
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
『
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
』『
Ｕ
ボ
ー
ト
』
は
、
六
八
年
世
代
の
批
判
に
晒さ
ら

さ
れ
て
き
た
親
世
代
の
ド
イ
ツ
映
画
の
伝
統

を
利
用
し
商
業
的
成
功
を
も
た
ら
し
た
例
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
の
時
代
に
は
、
国
家
や
家
族
と
い
っ
た
制
度
は
ナ
チ
ス
を
支
え
た
親
世
代
の
価
値
観
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
根

本
的
に
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
八
〇
年
代
に
は
こ
う
し
た
社
会
的
・
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
負
荷
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
、
個
人
的
な
記
憶
の

物
語
と
し
て
過
去
を
回
想
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
る
。
す
で
に
『
Ｕ
ボ
ー
ト
』
が
、
ド
イ
ツ
人
は
全
て
ナ
チ
ス
に
加
担
し
た
悪
人
で
あ
る
と
い
う

画
一
的
な
図
式
か
ら
距
離
を
取
っ
て
国
防
軍
の
兵
士
の
物
語
と
し
て
描
い
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
国
防
軍
神
話
」
と
し
て
当
時
の
戦

争
犯
罪
か
ら
目
を
逸そ

ら
す
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
通
り
だ
。
ま
た
銃
後
の
人
々
を
描
く
ド
ラ
マ
と
し
て
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ィ
ル
ス

マ
イ
ヤ
ー
監
督
『
秋
の
ミ
ル
ク
』（
一
九
八
八
）
は
、
ナ
チ
時
代
後
半
の
田
舎
の
人
々
の
生
活
を
丹
念
に
綴
っ
た
家
族
ド
ラ
マ
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「
郷
土
映
画
」
へ
の
回
帰
と
見
な
さ
れ
た
。
五
〇
年
代
の
西
ド
イ
ツ
で
は
、
ナ
チ
ス
と
戦
争
の
暗
い
過
去
か
ら
逃
避
し
て
地
方
の
牧
歌
的
な
生
活

を
謳う
た

い
上
げ
る
「
郷
土
映
画
」
が
量
産
さ
れ
た
が
、『
秋
の
ミ
ル
ク
』
は
田
舎
の
生
活
を
単
に
美
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
農
家
の
日
常
を
リ
ア

※
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人
の
た
め
の
映
画
だ
っ
た
。
根
本
に
「
社
会
問
題
を
扱
う
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
も
あ
り
、
国
家
の
助
成
を
受
け
た
独
立
系
の
映
画
は
政
治
や

文
化
の
問
題
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
映
画
の
娯
楽
的
価
値
か
ら
は
遠
い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
社
会
的
・
経
済
的
危
機
に
起
因
す
る

根
本
的
な
対
立
の
時
代
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
部
分
的
に
は
公
的
機
関
と
し
て
の
機
能
や
地
位
を
得
て
い
た
時
期
に
お
い
て
、
映
画
が

公
的
な
議
論
の
場
と
し
て
新
た
に
定
義
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
は
何
よ
り
も
ま
ず
ア
ン
チ
シ
ネ
マ
で
あ
り
、
時
代
を
批
判
的
に
記
録
す
る
と
い
う
使
命
を
帯
び
た
メ
デ
ィ
ア
だ
っ

た
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
移
民
労
働
者
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
な
ど
の
喫き
っ

緊き
ん

な
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
的
議
論
を
喚
起
し

た
。
そ
の
際
に
、
国
家
権
力
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
迫
害
の
歴
史
は
た
ち
ま
ち
ナ
チ
時
代
の
事
例
と
結
び
つ
く
。
同
時
代
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
て
も
ナ
チ

ス
は
絶
え
ず
議
論
に
登
場
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
は
歴
史
意
識
を
持
っ
た
批
判
精
神
に
よ
る
ド
イ
ツ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
再
構
築

の
試
み
で
あ
り
、
そ
れ
が
映
画
と
い
う
美
的
形
式
で
実
践
さ
れ
た
こ
と
で
海
外
の
映
画
人
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
の
最
盛
期
は
左
翼
的
傾
向
の
強
い
一
九
七
〇
年
代
だ
が
、
八
〇
年
代
の
保
守
政
権
の
成
立
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
映
画

業
界
は
大
衆
向
け
娯
楽
作
品
の
製
作
へ
と
方
向
転
換
し
、
観
客
不
在
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
は
急
速
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
過

渡
期
に
あ
た
る
八
〇
年
初
頭
に
は
海
外
市
場
を
意
識
し
た
一
般
向
け
の
大
作
と
し
て
『
リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
』（
一
九
八
〇
）
や
『
Ｕ
ボ
ー
ト
』

（
一
九
八
一
）
が
製
作
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
監
督
を
務
め
た
ラ
イ
ナ
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
と
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ペ
ー
タ
ー
ゼ
ン
は

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
で
開
花
し
た
才
能
で
あ
る
。
と
り
わ
け
フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
は
反
体
制
的
な
挑
発
者
と
し
て
知
ら
れ
、
当
時
の
ニ
ュ
ー

※

※

※
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メ
ー
ジ
が
あ
ま
り
に
強
大
な
影
響
力
を
も
っ
て
戦
後
も
作
用
し
続
け
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。（
1
）
ナ
チ
ス
宣
伝
相
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
に
よ
る
映
画

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
方
針
は
、
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
直
接
訴
え
る
よ
り
も
、
一
見
無
害
な
気
晴
ら
し
や
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
様
式
に
よ
っ
て
一

般
大
衆
を
体
制
に
順
応
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。（
2
）
そ
の
傾
向
は
『
意
志
の
勝
利
』（
一
九
三
四
）
や
『
オ
リ
ン
ピ
ア
』
二
部
作
（
一
九
三
八
）
の

よ
う
な
ナ
チ
体
制
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
大
き
く
寄
与
し
た
作
品
に
も
当
て
は
ま
る
。（
3
）
こ
れ
ら
の
映
画
に
は
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
す

る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
、
ひ
た
す
ら
圧
倒
的
な
映
像
の
流
れ
に
観
客
を
巻
き
込
む
見
世
物
で
あ
る
。（
4
）
ヒ
ト
ラ
ー
と
国
民
の
熱
狂
的
な
ま

な
ざ
し
の
交
換
、
ナ
チ
体
制
下
の
国
際
的
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
世
界
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
華
麗
な
活
躍
、
こ
こ
で
は
直
接
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

は
な
く
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
の
力
が
人
々
に
訴
え
か
け
る
手
段
と
な
る
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
エ
ル
セ
サ
ー
の
考
察
を
引
い
て
み
た
い
。

国
民
社
会
主
義
の
表
象
に
お
い
て
映
画
が
と
り
わ
け
両
義
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
何
よ
り
ド
イ
ツ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
映
像
と
音
声

に
よ
り
、
自
ら
の
姿
と
そ
の
歴
史
観
を
視
覚
的
に
記
録
す
る
式
典
の
演
出
を
、
そ
れ
に
先
立
つ
ど
の
体
制
よ
り
も
大
規
模
に
残
し
た
こ
と
に

よ
る
。
レ
ニ
・
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
の
『
意
志
の
勝
利
』
は
、
一
九
三
四
年
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
の
国
民
社
会
主
義
者
た
ち
に
よ
る
党

大
会
の
記
録
報
告
で
あ
る
以
上
に
、
む
し
ろ
そ
の
大
会
の
視
覚
的
、
音
響
的
、
劇
的
、
建
築
的
な
演
出
を
記
録
す
る
も
の
だ
。
こ
の
映
画
を

取
り
巻
く
両
義
性
と
魅
惑
は
、
そ
の
全
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
政
治
的
に
直
接
解
体
し
た
後
も
延
命
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
さ
に
テ
レ
ビ
の

時
代
に
お
い
て
人
々
は
こ
の
映
画
の
隠
さ
れ
た
美
学
と
生
き
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
だ
。
公
の
出
来
事
は
多
く
の
場
合
演
出
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス

は
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
よ
り
む
し
ろ
作
為
的
な
も
の
と
な
る
。

Ａ
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リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
描
き
、
戦
争
の
現
実
に
つ
い
て
も
部
分
的
に
言
及
さ
れ
る
。
だ
が
田
舎
の
家
族
と
い
う
狭
い
世
界
を
中
心
に
描
写
す
る
こ
と

で
、
ナ
チ
時
代
の
政
治
的
激
動
は
遥
か
に
隔
た
っ
た
非
日
常
と
な
り
、
そ
の
点
で
は
五
〇
年
代
の
「
郷
土
映
画
」
に
向
け
ら
れ
た
現
実
逃
避
と
い

う
批
判
か
ら
逃
れ
き
れ
て
は
い
な
い
。

さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
が
映
画
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
へ
の
批
判
的
対た
い

峙じ

で
あ
る
こ
と
も
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。

ナ
チ
政
権
下
で
映
画
や
ラ
ジ
オ
が
徹
底
し
て
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
さ
れ
た
事
実
を
踏
ま
え
て
、「
映
画
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
政
治
的
な

次
元
も
含
め
て
徹
底
的
に
問
い
に
付
し
た
作
品
群
で
も
あ
る
。
映
画
中
の
出
来
事
が
あ
た
か
も
現
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
う
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ

ズ
ム
を
破
壊
し
、
観
客
の
冷
静
な
知
覚
と
思
考
を
喚
起
す
る
ブ
レ
ヒ
ト
的
異
化
の
手
法
が
重
要
視
さ
れ
た
。
そ
れ
は
映
画
娯
楽
の
本
質
を
な
す
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
の
誘
惑
へ
の
抵
抗
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
エ
リ
ー
ト
的
な
傾
向
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
に
通
底
し
て
い
た
こ
と
は
否
め
ず
、

そ
の
反
動
と
し
て
八
〇
年
代
に
は
エ
リ
ー
ト
性
か
ら
通
俗
性
へ
、
異
化
効
果
か
ら
感
情
移
入
的
な
物
語
へ
、
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
重
視
か
ら

個
人
史
へ
の
回
帰
と
い
っ
た
変
化
が
起
こ
り
、
そ
れ
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
七
〇
年
代
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
の
映
画

美
学
は
一
気
に
過
去
の
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
そ
こ
で
実
践
さ
れ
て
い
た
映
画
に
よ
る
ナ
チ
ス
と
の
対
峙
と
い
う
大
命
題
は
、
現
代
に

お
い
て
も
解
決
済
み
に
な
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
も
そ
も
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
に
よ
る
ド
イ
ツ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
再
構
築
の
手
法

は
、
も
は
や
有
効
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
別
の
形
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

＊

ド
イ
ツ
映
画
が
歴
史
上
被
っ
た
最
大
の
打
撃
は
、
ナ
チ
時
代
に
優
れ
た
映
画
人
が
国
外
流
出
し
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ナ
チ
時
代
の
ド
イ
ツ
イ

※

※
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な
テ
ー
マ
を
関
連
づ
け
た
ア
ー
ト
系
映
画
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
数
多
く
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
、
ル
キ

ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
監
督
『
地
獄
に
堕お

ち
た
勇
者
ど
も
』（
一
九
六
九
）
で
あ
る
。
こ
う
し
た
映
画
は
、
ナ
チ
ス
や
ヒ
ト
ラ
ー
が
な
ぜ
人
々
を
魅

了
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
心
理
学
的
な
問
題
を
喚
起
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
や
が
て
八
〇
年
代
以
降
に
は
ナ
チ
ス
が
大
衆
娯
楽
映
画
の
中
で

扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
作
品
の
本
数
も
ジ
ャ
ン
ル
の
幅
も
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
二
一
世
紀
に
は
ド
イ
ツ
で
も
堰せ
き

を
切
っ
た
よ
う

に
ナ
チ
ス
に
関
す
る
劇
映
画
が
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
邦
題
だ
け
を
並
べ
て
も
『
ヒ
ト
ラ
ー
〜
最
期
の
12
日
間
〜
』D

er U
ntergang

（
二

〇
〇
四
）、『
九
日
目
〜
ヒ
ト
ラ
ー
に
捧
げ
る
祈
り
〜
』D
er neunte T

ag

（
二
〇
〇
四
）、『
わ
が
教
え
子
、
ヒ
ト
ラ
ー
』M

ein Führer

（
二
〇
〇

七
）、『
ヒ
ト
ラ
ー
の
贋に

せ

札さ
つ

』D
ie Fälscher

（
二
〇
〇
七
）
と
ヒ
ト
ラ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
原
題
に

ヒ
ト
ラ
ー
の
名
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
一
作
も
な
い
が
、
と
も
か
く
こ
れ
ま
で
の
ド
イ
ツ
映
画
の
欠
如
を
埋
め
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
ナ
チ
ス

に
関
わ
る
映
画
の
ブ
ー
ム
は
継
続
し
て
い
る
。

ナ
チ
ス
や
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
語
り
得
な
い
タ
ブ
ー
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
戦
後
が

遠
の
く
中
で
ド
イ
ツ
が
ナ
チ
時
代
の
犯
罪
の

Ⅳ

な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
関
し
て
二
一
世
紀
初
頭
の
象
徴
的
な
出

来
事
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。『
意
志
の
勝
利
』
や
『
オ
リ
ン
ピ
ア
』
の
監
督
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
が
、
二
〇
〇
三
年
に
一
〇
一
歳
の
生

涯
を
終
え
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
を
通
じ
て
彼
女
は
、
ナ
チ
ス
に
加
担
し
た
過
去
の
責
任
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
親
世
代
の
典
型
的
な
存
在
で

あ
っ
た
。『
意
志
の
勝
利
』
で
さ
え
ナ
チ
ス
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
で
は
な
い
と
主
張
し
、
そ
れ
だ
け
に
長
ら
く
ド
イ
ツ
国
内
で
は
彼
女
の
作
品

を
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
と
は
い
え
公
の
場
で
彼
女
が
声
高
に
自
己
正
当
化
を
繰
り
返
し
た
こ
と
で
、
逆
に
ナ
チ
時
代
に
つ

※
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ま
さ
に
効
果
的
な
演
出
と
い
う
意
味
で
『
意
志
の
勝
利
』
は
、
現
代
ま
で
無
限
に
応
用
可
能
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
形
式
を
提
供
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
も
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
あ
ま
り
に
も
巧こ
う

緻ち

に
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
を
映
像
化
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
歴
史
資
料
と
し
て
映
像
の

一
部
を
引
用
さ
れ
る
や
否
や
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
歓
迎
す
る
ド
イ
ツ
国
民
の
現
実
の
姿
で
あ
る
か
の
ご
と
く
印
象
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
徹
底
し

て
作
為
的
な
映
像
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
形
式
が
、
時
代
を
越
え
た
ド
イ
ツ
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
を
特
徴
づ
け
る
も
う
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
群
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
め
ぐ
る
も
の
だ
。
そ
れ
は
ま
ず
不
可
視
に
さ
れ
、
次
に
衝
撃
と

共
に
発
見
さ
れ
た
。
ゲ
ッ
ト
ー
や
強
制
収
容
所
の
被
収
容
者
た
ち
の
惨
状
を
捉
え
た
映
像
は
、
大
半
が
解
放
後
に
連
合
軍
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た

も
の
だ
が
、
中
に
は
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ラ
イ
ザ
ー
監
督
『
我
が
闘
争
』（
一
九
六
〇
）
で
紹
介
さ
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ゲ
ッ
ト
ー
の
映
像
の
よ
う
に
、

そ
も
そ
も
ナ
チ
ス
が
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
宣
伝
す
る
目
的
で
撮
影
さ
れ
た
が
、
あ
ま
り
に
悲
惨
な
光
景
だ
っ
た
た
め
、
観
る
者
の
同
情
を
喚
起
す
る

可
能
性
が
あ
り
公
開
中
止
と
な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
結
局
ナ
チ
ス
が
強
制
収
容
所
に
お
け
る
大
量
虐
殺
の
映
像
記
録
を
禁
じ
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
る
と
お
り
だ
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
見
る
に
堪
え
な
い
も
の
、
ま
た
は
目
を
逸
ら
し
て
し
ま
う
も
の
と
し
て
タ
ブ
ー
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
、
や
が

て
ラ
ン
ズ
マ
ン
の
『
シ
ョ
ア
』（
一
九
八
五
）
に
よ
っ
て
、
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
を
映
像
化
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う 

Ⅲ
　
　

論
議
の
対
象
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ド
イ
ツ
の
映
像
は
、
見
え
る
も
の
は
虚
偽
で
あ
り
、
見
え
な
い
真
実
は
映
像
化
で
き
な
い
も

の
と
な
っ
た
。

戦
後
に
お
い
て
、
ナ
チ
ス
や
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
映
像
は
『
夜
と
霧
』（
一
九
五
五
）
や
『
我
が
闘
争
』
の
よ
う
な
思
索
的
あ
る
い
は
啓
蒙
的
な
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
中
で
使
用
さ
れ
、
や
が
て
一
九
六
〇
年
代
末
に
な
る
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
神
話
等
の
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク

※※
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『
オ
リ
ン
ピ
ア
』
も
ナ
チ
党
の
全
面
的
な
協
力
で
製
作
さ
れ
た
映
画
で
あ
る
こ
と
は
、
現
在
で
は
様
々
に
検
証
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
。
リ
ー
フ
ェ

ン
シ
ュ
タ
ー
ル
が
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
お
こ
な
っ
た
歴
史
修
正
主
義
的
な
言
説
の
数
々
は
、
彼
女
個
人
の
名
誉
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会

に
お
い
て
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
や
ネ
オ
ナ
チ
に
よ
る
ナ
チ
ス
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
再
利
用
な
ど
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
と
の
関
連
で
見
て
ゆ
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
の
芸
術
性
を
非
政
治
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
映
画
『
オ
リ
ン
ピ
ア
』
の
画
面

外
に
確
実
に
存
在
し
て
い
た
政
治
的
側
面
を
隠い
ん

蔽ぺ
い

す
る
こ
と
が
問
題
な
の
だ
。
ド
イ
ツ
が
ナ
チ
ス
や
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
扱
い
に
つ
い
て
は
極
め
て

慎
重
な
対
応
を
取
り
続
け
て
き
た
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
芸
術
表
現
の
自
由
に
対
す
る
大
き
な
挑
戦
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
ナ
チ
ス

と
の
連
続
性
の
中
に
あ
る
戦
後
ド
イ
ツ
を
表
象
す
る
こ
と
自
体
が
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
厄
介
な
試
み
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
独
特
な
否
定
性
の

美
学
を
追
求
し
た
の
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
と
い
え
る
。

＊

戦
後
長
ら
く
ナ
チ
ス
の
組
織
的
大
量
虐
殺
を
題
材
に
し
た
映
画
は
限
ら
れ
た
観
客
層
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
の
状
況
が
大
き
く
変

化
し
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
』
が
世
界
各
国
で
放
映
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ナ
チ
時
代

ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
一
家
が
受
け
る
迫
害
、
ま
た
ナ
チ
ス
親
衛
隊
一
家
が
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
に
加
担
し
て
ゆ
く
様
を
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
な
見
せ
場

の
連
続
で
描
い
た
も
の
だ
。
ユ
ダ
ヤ
人
街
の
焼
き
討
ち
、
障
害
者
の
安
楽
死
、
ゲ
ッ
ト
ー
で
の
処
刑
、
絶
滅
収
容
所
で
の
ガ
ス
室
ま
で
残
虐
な
内

容
が
描
き
出
さ
れ
る
が
、
テ
レ
ビ
視
聴
者
が
耐
え
得
る
よ
う
に
凄
惨
な
描
写
は
回
避
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
対
し
、
想
像
を
絶
す
る
大
量
虐

殺
に
通
俗
的
な
映
像
を
与
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
抗
議
の
声
が
エ
リ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
ら
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
生
還
者
か
ら
上
が
っ
た
。
九

※

※
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い
て
の
批
判
的
検
証
の
重
要
性
を
人
々
に
意
識
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
も
事
実
だ
。
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
は
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
過

去
の
克
服
に
と
っ
て
、
厄
介
だ
が
重
要
な
棘と

げ

の
役
割
と
し
て
意
義
が
あ
る
存
在
だ
っ
た
と
今
と
な
っ
て
は
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

だ
が
二
〇
〇
三
年
に
そ
の
棘
が
ド
イ
ツ
社
会
か
ら
抜
け
た
か
。
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
は
自
身
を
政
治
と
無
縁
の
美
の
探
究
者
だ
と
主
張
し

て
い
た
が
、
そ
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
記
録
し
た
自
伝
『
回
想
』
や
、
様
々
な
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
映
像
は
彼
女
の
死
後
も
何
の
修
正
も
な
い
ま
ま
書
籍

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
な
っ
て
流
通
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
の
個
人
史
が
無
批
判
に
引
用
さ
れ
て
新
た
な
映
画
が
つ
く
ら
れ

る
。
そ
の
例
が
二
〇
一
六
年
に
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・
カ
ナ
ダ
で
共
同
製
作
さ
れ
た
『
栄
光
の
ラ
ン
ナ
ー
／
1
9
3
6
ベ
ル
リ
ン
』
で
あ
る
。
一

九
三
六
年
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ア
メ
リ
カ
代
表
と
し
て
出
場
し
た
黒
人
ア
ス
リ
ー
ト
、
ジ
ェ
シ
ー
・

オ
ー
ウ
ェ
ン
ス
の
伝
記
映
画
で
、
映
画
後
半
は
彼
が
広
大
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
活
躍
す
る
場
面
が
見
せ
場
と
な
る
。
ベ
ル
リ
ン
で

の
競
技
を
記
録
す
る
撮
影
チ
ー
ム
の
ボ
ス
が
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
で
あ
る
。
彼
女
の
指
示
し
た
競
技
撮
影
を
宣
伝
相
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
に
繰
り
返

し
妨
害
さ
れ
た
と
い
う
『
回
想
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
下
敷
き
に
、
映
画
で
は
両
者
が
不ふ

倶ぐ

戴た
い

天て
ん

の
敵
同
士
と
し
て
描
き
出
さ
れ
、
宣
伝
大
臣
の

オ
ー
ウ
ェ
ン
ス
を
露
骨
に
差
別
す
る
態
度
と
は
対
照
的
に
、
人
種
に
関
係
な
く
優
れ
た
選
手
の
活
躍
を
記
録
し
よ
う
と
す
る
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ

タ
ー
ル
の
信
念
に
満
ち
た
態
度
が
際
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
映
画
『
オ
リ
ン
ピ
ア
』
は
、
ナ
チ
ス
の
人
種
主
義
に
抵
抗
し
て
オ
ー
ウ
ェ
ン
ス
の

輝
か
し
い
成
績
を
称
賛
す
る
映
像
記
録
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
監
督
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
は
彼
女
自
身
が
望
ん
だ
よ
う
に
非
政
治
的
芸
術

家
と
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
そ
の
姿
を
刻
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
街
ぐ
る
み
で
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と
し
て
利
用
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
映
画

ホ
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歴
史
の
一
部
と
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
と
向
き
合
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
戦
後
長
き
に
わ
た
っ
て
、

Ⅴ

と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
ド
イ
ツ
映
画
史
に
お
い
て
商
業
作
品
と
し
て
大
胆
に
も
ヒ
ト
ラ
ー
を
主
役
に
し
た
『
ヒ
ト
ラ
ー
〜
最
期
の
12
日
間
〜
』
が
登

場
し
、
奇
し
く
も
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
の
死
の
翌
年
に
公
開
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
『
意
志
の
勝
利
』
に
見
ら
れ
る
颯
爽
と
し
た
総
統
の
姿
は

な
い
。
地
下
壕
で
爆
撃
に
晒
さ
れ
な
が
ら
も
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
総
力
戦
を
命
じ
る
狂
気
の
独
裁
者
で
あ
り
、
そ
の
一
方
、
側
近
や
秘
書
に
は
紳
士

的
な
態
度
で
接
す
る
好
人
物
な
側
面
も
見
せ
る
。
人
間
味
あ
る
ヒ
ト
ラ
ー
を
描
く
こ
と
は
、
戦
後
世
代
が
お
こ
な
っ
て
き
た
「
自
ら
の
内
な
る
ヒ

ト
ラ
ー
」
へ
の
批
判
を
捨
て
て
、
自
ら
の
暗
い
過
去
と
の
宥ゆ
う

和わ

へ
と
進
む
こ
と
で
も
あ
る
。
結
局
は
ヒ
ト
ラ
ー
も
た
だ
の
弱
い
人
間
に
過
ぎ
な
い

と
す
る
な
ら
、
ナ
チ
ス
と
ヒ
ト
ラ
ー
を
悪
魔
化
す
る
必
然
性
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
総
統
命
令
に
従
っ
た
た
め
に
爆
撃
や
赤
軍
の
侵
攻
に
巻
き

込
ま
れ
た
数
多
く
の
弱
い
ド
イ
ツ
人
た
ち
の
共
通
体
験
と
し
て
戦
争
が
描
写
さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
映
画
は

Ⅵ

と

い
う
立
場
を
表
明
し
た
作
品
と
し
て
、
過
去
の
ド
イ
ツ
人
の
自
己
正
当
化
の
論
法
に
回
帰
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
以
前
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
そ

こ
に
ヒ
ト
ラ
ー
総
統
も
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

だ
が
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
ヒ
ト
ラ
ー
が
あ
ま
り
に
身
近
な
対
象
と
な
る
こ
と
に
対
し
、『
帰
っ
て
き
た
ヒ
ト
ラ
ー
』（
二
〇
一
五
）
は
不
気
味
な

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
二
一
世
紀
ド
イ
ツ
に
突
如
復
活
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
あ
る
誇
大
妄
想
的
イ
メ
ー
ジ
と
は
正

反
対
に
、
む
し
ろ
理
性
的
で
思
慮
深
く
、
威
厳
あ
る
発
言
で
周
囲
の
者
た
ち
の
心
を
摑つ
か

ん
で
し
ま
う
。
ユ
ー
モ
ア
と
柔
和
さ
に
よ
っ
て
受
け
手
は

当
初
の
警
戒
心
を
解
か
れ
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
言
説
に
巻
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
。
テ
レ
ビ
シ
ョ
ー
の
人
気
者
と
な
っ
た
ヒ
ト
ラ
ー
に
、
現
代
の
排
外
主
義

や
国
粋
主
義
が
共
鳴
す
る
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ョ
ー
ク
に
つ
い
て
も
、
映
画
内
で
批
判
的
コ
メ
ン
ト
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
政
治
的
潜
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〇
年
代
の
『
シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
』（
一
九
九
三
）
に
対
し
て
ラ
ン
ズ
マ
ン
が
起
こ
し
た
批
判
も
こ
の
延
長
に
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
幅
広
い
大

衆
に
訴
え
か
け
る
手
段
と
し
て
の
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
コ
ミ
ッ
ク
作
品
は
け
っ
し
て
無
視
で
き
な
い
影
響
力
を
持
つ
。
実
際
に
八
〇
年
代
以

降
、
ド
イ
ツ
で
ナ
チ
時
代
に
関
す
る
商
業
映
画
が
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
』
の
成
功
が
重
大
な
契

機
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
以
下
は
当
時
の
ド
イ
ツ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
評
価
で
あ
る
。

ま
っ
た
く
素
晴
ら
し
い
。
わ
が
国
の
現
代
史
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
映
画
製
作
者
が
、
ド
イ
ツ
の
犯
し
た
世
紀
の
犯
罪
の
恐
し
さ
を
、
記

録
集
や
記
事
や
映
画
で
伝
達
し
よ
う
と
長
年
に
渡
っ
て
努
力
し
て
き
た
が
、
そ
こ
へ
ハ
リ
ウ
ッ
ド
製
の
商
品
映
画
が
や
っ
て
来
て
、
ヒ
ト

ラ
ー
以
降
の
ド
イ
ツ
人
の
心
を
揺
り
動
か
し
た
…
…
、
他
の
ど
ん
な
映
画
も
数
百
万
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
ガ
ス
室
へ
の
行
進
を
こ
れ
ほ
ど
理
解
可

能
な
ま
で
に
可
視
化
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
』
の
お
か
げ
で
よ
う
や
く
そ
れ
以
降
国
民
の
よ
り
大
多
数
が
、「
ユ
ダ
ヤ
問

題
の
最
終
解
決
」
と
い
う
、
無
味
乾
燥
だ
が
恐
ろ
し
い
官
僚
的
表
現
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
き
た
も
の
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
知
り

得
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
映
画
作
家
が
人
々
を
怖お
じ

気け

づ
か
せ
る
教
義
、
大
量
虐
殺
は
表
象
不
可
能
だ
、
を
破
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

実
際
に
、
ナ
チ
ス
を
通
俗
化
し
て
描
く
行
為
が
そ
の
裏
面
に
様
々
な
表
現
上
の
問
題
を
含
み
得
る
こ
と
は
、『
ヒ
ト
ラ
ー
〜
最
期
の
12
日
間
〜
』

（
二
〇
〇
四
）
が
明
確
に
示
し
て
い
る
。
悪
の
カ
リ
ス
マ
と
し
て
の
ヒ
ト
ラ
ー
像
は
、
外
国
映
画
が
好
ん
で
描
く
人
類
の
敵
と
し
て
の
悪
魔
化
の
手

法
で
あ
り
、
そ
の
矛
先
は
潜
在
的
に
ド
イ
ツ
人
全
て
に
向
け
ら
れ
る
。
一
方
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
内
側
で
ヒ
ト
ラ
ー
を
描
く
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の

ヘ
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※
　
レ
ニ
・
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
（
一
九
〇
二
―
二
〇
〇
三
）

＝
ド
イ
ツ
の
映
画
監
督
、
写
真
家
、
女
優
。
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
録
映
画
『
オ
リ
ン
ピ
ア
』
と
ナ
チ
ス
党
大
会
の
記
録
映

画
『
意
志
の
勝
利
』
が
ナ
チ
に
よ
る
独
裁
を
正
当
化
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
と
し
て
機
能
し
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
戦
後
は
ナ

チ
協
力
者
と
し
て
長
ら
く
批
判
さ
れ
続
け
た
。

※
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
時
代
＝ 

ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
政
期
（
一
九
一
八
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
敗
北
か
ら
一
九
三
三
年
の
ヒ
ト
ラ
ー
政

権
成
立
ま
で
）
に
発
祥
し
育
ま
れ
た
諸
文
化
の
勃
興
を
指
す
。
こ
の
時
代
に
お
け
る
知
的
な
成
果
は
、
人
類
史
上
最

高
水
準
の
一
つ
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

※
　
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
＝ 

一
九
五
〇
年
代
末
に
始
ま
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
映
画
運
動
。
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ
と
も
表
記
さ
れ
、「
新
し
い

波
」
を
意
味
す
る
。

※
　
ト
ー
マ
ス
・
エ
ル
セ
サ
ー
（
一
九
四
三
―
二
〇
一
九
）

＝
ベ
ル
リ
ン
生
ま
れ
。
二
〇
〇
六
―
二
〇
一
二
年
イ
ェ
ー
ル
大
学
、
二
〇
一
三
年
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
客
員
教
授
。
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー

マ
ン
シ
ネ
マ
と
そ
の
旗
手
の
一
人
で
あ
る
フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
の
研
究
か
ら
出
発
し
、
ド
イ
ツ
映
画
史
、
映
画
理
論
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド

映
画
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
の
関
係
等
に
つ
い
て
の
業
績
が
多
数
あ
る
。

※
　
喫
緊
な
＝
差
し
迫
っ
て
大
切
な
、
の
意
。
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在
力
に
対
す
る
批
判
は
極
め
て
曖
昧
な
領
域
に
留
ま
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
意
識
あ
る
観
客
に
向
け
た
知
的
な
ゲ
ー
ム
と
し
て
、
こ
の
映
画
の
批

判
的
ス
タ
ン
ス
は
理
解
さ
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
の
戦
略
と
は
異
な
る
が
エ
リ
ー
ト
的
な
態
度
で
あ
る
こ
と
は

同
様
で
あ
り
、
と
は
い
え
メ
デ
ィ
ア
の
戯
れ
を
逆
利
用
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
批
判
の
効
力
は
、
こ
の
映
画
を
観
る
限
り
か
な
り
両
義
的
だ
。

当
然
な
が
ら
『
帰
っ
て
き
た
ヒ
ト
ラ
ー
』
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
そ
の
も
の
を
肯
定
し
て
は
い
な
い
。
だ
が
こ
の
映
画
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
ス
を
表

層
的
に
消
費
す
る
こ
と
で
「
我
ら
の
内
な
る
ヒ
ト
ラ
ー
」
の
復
権
に
声
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

ナ
チ
ス
は
ド
イ
ツ
の
加
害
者
性
に
対
す
る
批
判
を
明
確
に
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
題
材
で
あ
る
こ
と
を
、『
帰
っ
て
き
た
ヒ
ト
ラ
ー
』
の
イ
ン
パ
ク

ト
は
逆
説
的
に
伝
え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
映
画
に
取
り
憑つ

い
た
ナ
チ
ス
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
呪
い
を
振
り
払
う
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
。

（
渋し
ぶ

谷た
に

哲て
つ

也や

／
夏な

つ

目め

深み

雪ゆ
き

編
著
『
ナ
チ
ス
映
画
論
―
―
ヒ
ト
ラ
ー
・
キ
ッ
チ
ュ
・
現
代
』
所
収
の
渋
谷
哲
也
著
「
ナ
チ
ス 

vs 

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ

ン
シ
ネ
マ
」
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
一
部
表
記
を
改
め
、
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

※
　
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
＝ 

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ナ
チ
ス
が
ド
イ
ツ
国
内
や
占
領
地
で
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
に
対
し
て
組
織
的
に
行
っ
た
絶
滅
政
策
・
大

量
虐
殺
を
指
す
言
葉
。

※
　
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
（
一
九
三
三
―
二
〇
〇
四
）

＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
作
家
（
小
説
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
批
評
家
）、
映
画
製
作
者
、
社
会
運
動
家
。
代
表
作
に
『
反
解
釈
』『
写
真

論
』
な
ど
。
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※
　
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ラ
イ
ザ
ー
（
一
九
二
三
―
一
九
九
六
）

＝
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
監
督
、
作
家
、
俳
優
。
ナ
チ
ス
の
残
虐
行
為
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
我
が
闘
争
』
で
広
く
知
ら

れ
る
。

※
　
ラ
ン
ズ
マ
ン
＝ 

ク
ロ
ー
ド
・
ラ
ン
ズ
マ
ン
（
一
九
二
五
―
二
〇
一
八
）
の
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
監
督
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
扱
っ
た
九
時
間

三
〇
分
に
わ
た
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
シ
ョ
ア
』
で
よ
く
知
ら
れ
る
。

※
　
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
＝ 

「
形
而
上
学
」
と
和
訳
さ
れ
る
。
感
覚
や
経
験
の
枠
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
の
根
本
的
な
成
り
立
ち
や
存
在
そ
れ
自

体
を
理
性
的
な
思
惟
で
深
く
問
う
学
問
。

※
　
ル
キ
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
（
一
九
〇
六
―
一
九
七
六
）

＝
イ
タ
リ
ア
の
映
画
監
督
、
脚
本
家
、
舞
台
演
出
家
。
代
表
作
に
『
山
猫
』（
一
九
六
三
）『
ベ
ニ
ス
に
死
す
』（
一
九
七
一
）
な
ど
が
あ
る
。

※
　
歴
史
修
正
主
義
＝ 

歴
史
の
再
定
義
や
再
解
釈
の
言
説
を
指
す
用
語
。
一
般
に
否
定
的
・
批
判
的
な
意
味
合
い
を
込
め
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。

※
　
エ
リ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
（
一
九
二
八
―
二
〇
一
六
）

＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
。
自
ら
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
体
験
を
自
伝
的
に
記
し
、
一
九
八
六
年
に
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
大
学
教
授
。
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※
　
ラ
イ
ナ
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
（
一
九
四
五
―
一
九
八
二
）

＝
ド
イ
ツ
の
映
画
監
督
、
脚
本
家
、
舞
台
演
出
家
、
俳
優
。
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
シ
ネ
マ
の
担
い
手
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ

る
。
三
十
七
年
と
い
う
短
い
生
涯
で
四
十
四
本
の
映
画
、
十
四
本
の
戯
曲
、
六
本
の
脚
色
戯
曲
、
四
本
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
を
発
表

し
た
。

※
　
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ペ
ー
タ
ー
ゼ
ン
（
一
九
四
一
―
二
〇
二
二
）

＝
ド
イ
ツ
の
映
画
監
督
。『
Ｕ
ボ
ー
ト
』
の
監
督
と
し
て
成
功
し
、
以
後
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
て
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
活
躍
し
た
。

※
　
六
八
年
世
代
＝ 

一
九
六
〇
年
代
末
に
学
生
運
動
を
展
開
し
た
世
代
を
一
般
に
「
六
八
年
世
代
」
と
呼
ぶ
。

※
　
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ィ
ル
ス
マ
イ
ヤ
ー
（
一
九
三
九
―
二
〇
二
〇
）

＝
ド
イ
ツ
の
映
画
監
督
。
代
表
作
に
『
二
人
の
ロ
ッ
テ
』（
一
九
九
三
）『
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
』（
一
九
九
三
）
な
ど
が
あ
る
。

※
　
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
＝
造
形
芸
術
、
と
く
に
絵
画
に
お
い
て
立
体
感
や
奥
行
き
の
錯
覚
を
与
え
る
造
形
技
法
と
そ
の
表
現
を
さ
す
。

※
　
ブ
レ
ヒ
ト
的
異
化
＝ 

ド
イ
ツ
の
劇
作
家
ブ
レ
ヒ
ト
が
提
唱
し
た
演
劇
手
法
で
、
一
般
的
に
は
「
異
化
効
果
」
と
呼
ば
れ
る
。
ド
ラ
マ
の
中
の

出
来
事
を
、
観
客
が
距
離
を
も
っ
て
批
判
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
方
法
だ
と
さ
れ
る
。

※
　
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
＝ 

視
覚
的
に
強
い
印
象
を
与
え
る
も
の
の
こ
と
で
あ
り
、
広
く
は
光
景
や
情
景
な
ど
が
意
味
さ
れ
る
。
芸
能
で
の
業
界
用
語

と
し
て
は
、
視
覚
的
に
強
い
印
象
を
与
え
る
大
が
か
り
な
仕
掛
け
を
見
せ
場
に
す
る
も
の
を
い
う
。

※
　
ゲ
ッ
ト
ー
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
都
市
内
で
ユ
ダ
ヤ
人
が
強
制
的
に
住
ま
わ
さ
れ
た
居
住
地
区
の
こ
と
。
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問
㈢
　
空
欄
Ⅰ
、
Ⅱ
に
当
て
は
ま
る
最
適
な
語
句
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
1
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ
　
1

　
率
先
し
て
利
用
さ
れ
た

2
　
巧
妙
に
排
除
さ
れ
た

3
　
計
画
的
に
量
産
さ
れ
た

4
　
徐
々
に
疎
外
さ
れ
た

Ⅱ
　
1

　
敗
戦
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

2
　
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず

3
　
反
倫
理
的
な
行
い
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

4
　
人
間
性
あ
ふ
れ
る
理
想
を
追
求
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
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問
㈠

　
空
欄
ａ
、
ｂ
に
当
て
は
ま
る
最
適
な
カ
タ
カ
ナ
語
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ａ
　
1

　
フ
ァ
ル
ス

　
　
　
2

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
3

　
フ
ェ
イ
ク

　
　
　
4

　
フ
ェ
ア
リ
ー

ｂ
　
1

　
ネ
イ
テ
ィ
ヴ

　
　
2

　
ネ
セ
サ
リ
ー

　
　
　
3

　
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ

　
　
4

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

問
㈡

　
波
線
イ
、
ロ
の
語
句
の
意
味
内
容
と
し
て
最
適
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

イ
　「
様
相
を
呈
す
る
」

1
　
状
況
が
最
終
的
に
悪
い
結
果
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

2
　
種
々
様
々
な
状
況
性
が
表
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

3
　
あ
る
状
況
下
に
お
い
て
不
吉
な
推
測
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

4
　
あ
る
状
況
や
状
態
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

ロ
　「
不
可
分
に
」

1
　
分
析
が
で
き
な
い
ほ
ど
複
雑
な
状
態
で

2
　
分
不
相
応
な
ほ
ど
明
ら
か
に

3
　
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
密
接
に

4
　
分
け
て
考
え
る
し
か
な
い
ほ
ど
切
羽
詰
ま
っ
た
状
態
で
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問
㈤
　
傍
線
ニ
「
そ
れ
は
映
画
娯
楽
の
本
質
を
な
す
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
誘
惑
へ
の
抵
抗
で
も
あ
る
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
最
適
な
説
明
を
次

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
異
化
効
果
を
排
し
て
感
情
移
入
的
な
物
語
を
志
向
し
た
と
い
う
こ
と
。

2
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
の
映
画
美
学
に
対
す
る
反
抗
を
表
現
し
た
と
い
う
こ
と
。

3
　
通
俗
性
、
娯
楽
性
を
排
し
て
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
重
視
す
る
映
画
を
追
求
し
た
と
い
う
こ
と
。

4
　
娯
楽
と
し
て
消
費
さ
れ
る
こ
と
を
拒
絶
し
て
個
人
史
を
深
め
る
立
場
を
貫
い
た
と
い
う
こ
と
。

問
㈥
　
次
の
一
文
が
入
る
べ
き
最
適
な
場
所
を
、
文
中
Ａ
の
箇
所
の
（
1
）
〜
（
4
）
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

し
た
が
っ
て
、
ナ
チ
時
代
の
映
画
は
露
骨
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
性
の
な
い
非
政
治
的
な
娯
楽
作
品
が
大
半
だ
っ
た
こ
と
は
今
で
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
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問
㈣

　傍
線
ハ
「
七
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
は
あ
る
意
味
で
映
画
館
に
行
か
な
い
人
の
た
め
の
映
画
だ
っ
た
」
の
説
明
と
し
て
最

適
な
も
の
を
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

　映
画
が
、
映
画
館
に
行
く
だ
け
の
経
済
的
な
ゆ
と
り
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
人
の
た
め
に
作
ら
れ
た
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

2

　映
画
が
、
娯
楽
と
し
て
楽
し
む
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
時
代
を
批
判
的
に
記
録
す
る
と
い
う
使
命
を
帯
び
た
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
。

3

　映
画
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
ア
ン
チ
シ
ネ
マ
で
あ
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
迫
害
の
歴
史
を
背
負
っ
た
ナ
チ
ス
の
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
。

4

　ド
イ
ツ
映
画
は
、
ド
イ
ツ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
構
築
す
る
た
め
の
試
み
で
あ
り
、
海
外
の
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
を
第
一
の
目

標
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
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問
㈧

　傍
線
ホ
「
厄
介
だ
が
重
要
な
棘
の
役
割
と
し
て
意
義
が
あ
る
存
在
だ
っ
た
」
と
は
、
概
ね
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
適

な
も
の
を
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

　リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
が
繰
り
返
し
た
自
己
正
当
化
は
、
決
し
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
自
己
正
当
化
の
弁
舌
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
ナ
チ
ス
の
誤
っ
た
行
為
の
検
証
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
人
々
に
強
く
認
識
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
。

2

　リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
撮
っ
て
い
た
映
像
が
、
戦
後
に
お
い
て
は
逆
に
ナ
チ
ス
の
残
虐
な
行
為
を
弁
明
す

る
た
め
の
証
拠
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

3

　リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
は
、
ナ
チ
ス
に
加
担
し
た
過
去
の
責
任
を
一
切
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
態
度
の
ゆ
え
に
、
彼
女

の
作
品
の
優
れ
た
人
道
的
価
値
を
正
し
く
評
価
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

4

　リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
の
自
己
を
正
当
化
す
る
弁
舌
が
、
ナ
チ
ス
の
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
非
道
な
行
為
を
不
明
快
な
も
の
に
し
、

ナ
チ
ス
の
戦
争
責
任
を
い
ち
じ
る
し
く
曖
昧
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。
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問
㈦

　
空
欄
Ⅲ
、
Ⅳ
に
入
る
べ
き
最
適
な
語
句
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅲ
　
1

　
新
た
な
禁
則
と
し
て

2
　
新
た
な
欲
望
と
し
て

3
　
旧
来
の
慣
習
と
し
て

4
　
旧
来
の
倫
理
と
し
て

Ⅳ
　
1

　
背
景
を
心
理
学
的
に
分
析
す
る
た
め
の
目
的
意
識

2
　
目
的
を
再
び
遂
行
し
よ
う
と
し
始
め
た
現
状

3
　
証
拠
を
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
完
全
に
抹
消
し
た
結
果

4
　
重
荷
を
下
ろ
そ
う
と
し
始
め
た
徴
候
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問
㈩
　
空
欄
Ⅴ
、
Ⅵ
に
入
る
べ
き
最
適
な
表
現
を
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅴ
　
1

　
ド
イ
ツ
映
画
は
意
図
的
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
描
写
を
行
な
っ
て
き
た

2
　
ド
イ
ツ
映
画
は
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
の
描
写
を
安
直
に
行
な
っ
て
き
た

3
　
ド
イ
ツ
映
画
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
描
写
を
慎
重
に
避
け
て
き
た

4
　
ド
イ
ツ
映
画
は
戦
争
の
現
実
を
全
く
描
か
な
か
っ
た

Ⅵ
　
1

　
ア
メ
リ
カ
人
も
戦
争
の
犠
牲
者
で
あ
る

2
　
ア
メ
リ
カ
人
も
ド
イ
ツ
人
と
同
じ
く
戦
争
の
加
害
者
で
あ
る

3
　
ド
イ
ツ
人
こ
そ
揺
る
ぎ
な
い
戦
争
の
被
害
者
で
あ
る

4
　
ド
イ
ツ
人
も
戦
争
の
犠
牲
者
で
あ
る
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問
㈨

　傍
線
ヘ
「
ヒ
ト
ラ
ー
以
降
の
ド
イ
ツ
人
の
心
を
揺
り
動
か
し
た
」
の
は
ど
う
し
て
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
適
な
も
の
を
次
の
1
〜
4
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

　こ
れ
ま
で
表
象
不
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
量
虐
殺
が
、
作
品
『
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
』
に
お
い
て
理
解
可
能
な
も
の
と

し
て
可
視
化
さ
れ
た
か
ら
。

2

　「
ユ
ダ
ヤ
問
題
の
解
決
」
と
い
う
官
僚
的
表
現
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、
ド
イ
ツ
人
自
身
の
手
に
よ
っ
て
明
る
み
に
曝
け
出

す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。

3

　戦
後
の
ド
イ
ツ
人
が
で
き
な
か
っ
た
「
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
」
の
真
相
究
明
を
、
ア
メ
リ
カ
人
が
第
三
者
的
立
場
か
ら
易
々
と
成
し
遂

げ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

4

　「
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
」
の
真
相
究
明
を
、
映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
で
は
な
く
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ

て
し
ま
っ
た
か
ら
。
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二
、
以
下
の
問
㈠
〜
㈢
に
答
え
よ
。

問
㈠

　次
の
各
文
に
つ
い
て
、
傍
線
部
の
漢
字
に
は
最
も
適
切
な
読
み
を
、
カ
タ
カ
ナ
に
は
最
も
よ
く
該
当
す
る
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
5 

の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①

　コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作
に
選
ば
れ
た
。

 

1

　け
い
さ
く

　
　 2

　あ
い
さ
く

　
　 3

　か
い
さ
く

　
　 4

　か
さ
く

　
　
　 5

　け
い
ざ
く

②

　漢
方
薬
を
土
瓶
で
煮
出
す
。

 

1

　ど
が

　
　
　
　 2

　ど
び
ん

　
　
　 3

　つ
ち
が
め

　
　 4

　ど
ひ
ょ
う

　
　 5

　ど
へ
い

　

③

　幾
重
に
も
包
帯
を
巻
い
た
。

 

1

　い
く
か
さ

　
　 2

　い
く
え

　
　
　 3

　き
じ
ゅ
う

　
　 4

　い
く
し
げ

　
　 5

　き
ち
ょ
う

④

　七
夕
の
笹
に
短
冊
を
結
び
つ
け
た
。

 

1

　た
ん
さ
つ

　
　 2

　た
ん
ざ
つ

　
　 3

　た
ん
さ
く

　
　 4

　た
ん
ざ
く

　
　 5

　た
ん
ざ
ん

013 25

問
十一

　本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
最
適
な
も
の
を
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

　映
画
『
帰
っ
て
き
た
ヒ
ト
ラ
ー
』
は
、「
我
ら
の
う
ち
な
る
ヒ
ト
ラ
ー
」
の
復
権
に
声
を
与
え
て
く
れ
る
作
品
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
構
築
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
と
言
え
る
。

2

　ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ
は
ナ
チ
ス
を
支
え
た
親
世
代
の
価
値
観
を
踏
襲
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
人
は
全
て
ナ
チ
ス
に
加
担
し
た
悪
人

で
あ
る
と
い
う
従
来
の
画
一
的
な
図
式
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
姿
勢
を
保
持
し
て
い
る
。

3

　ゲ
ッ
ト
ー
に
お
け
る
被
収
容
者
た
ち
の
映
像
は
、
当
初
ナ
チ
ス
も
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
宣
伝
す
る
目
的
で
撮
影
し
て
い
た
が
、
や
が
て
公

開
中
止
に
な
っ
た
も
の
も
あ
り
、
結
局
は
収
容
所
に
お
け
る
大
量
虐
殺
の
映
像
記
録
は
禁
じ
ら
れ
た
。

4

　リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
の
芸
術
性
を
非
政
治
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
彼
女
の
作
品
に
確
実
に
存
在
し
て
い
た
政

治
的
側
面
を
隠
蔽
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
彼
女
の
作
品
を
上
映
し
た
り
引
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
全
て
禁
じ
ら
れ
た
。



013 28

問
㈡
　
文
中
の
空
欄
ア
〜
シ
に
入
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
20
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。（
同
じ
番
号

を
重
複
し
て
選
ば
な
い
こ
と
。）

西
洋
文
明
の
生
み
出
し
た
も
っ
と
も
大
が
か
り
な
美
術
が
、
十
七
世
紀
の
美
術
す
な
わ
ち
バ
ロ
ッ
ク
美
術
で
あ
る
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば

ア

映
画
に
た
と
え
ら
れ
、
繊
細
で

イ

な
味
を
好
む
日
本
人
に
は
合
わ
な
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
再
現
的
表
現
、
つ
ま
り

ウ

を
求
め
て
き
た
西
洋
美
術
の
技
術
的
頂
点
を
示
し
、
芸
術
的
に
も
っ
と
も
多
産
な
時
代
で
あ
っ
た
と

同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
最
後
の
黄
金
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
規
模
の

エ

と
と
も
に
、
こ
の
時
期

の
美
術
は
異
文
化
圏
に
も
広
く
伝で

ん

播ぱ

し
、
南
米
や
わ
が
国
の
一
時
期
の
美
術
も
含
め
て
、
真
の

オ

様
式
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ル

ネ
サ
ン
ス
と
近
代
市
民
社
会
の
美
術
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
、

ウ

的
で
あ
り
な
が
ら
精
神
的
な
美
術
と
い
う

カ

を
か
か
え

て
い
た
バ
ロ
ッ
ク
美
術
は
、
あ
い
反
す
る
力
に
満
ち
て
お
り
、
科
学
と
宗
教
、

キ

と
幻
影
、

ク

と
熱
狂
、
理
性
と

ケ

、
秩
序
と

コ

と
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
が
、
基
本
的
に
そ
の
本
質
は
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
幻
視
）
の
表
現
に
求
め
ら
れ
る

と
私
は
考
え
て
い
る
。
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
は

サ

的
な
も
の
を
見
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
霊
的
特
性
を
失
わ
せ
ず
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ

て
表
現
す
る
こ
と
こ
そ
バ
ロ
ッ
ク
の
追
求
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
す
で
に
ル
ネ
サ
ン
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
合
理
主
義
を

へ
た
時
代
に
は
、
霊
的
な
存
在
や

サ

の
事
象
を
中
世
の
よ
う
に
素
朴
に
表
現
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と
は
い
え
、
自
然
主
義

的
に
表
現
す
る
だ
け
で
は
、
神
秘
性
を
喪
失
し
て
し
ま
う
。

シ

を
保
ち
な
が
ら
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
表
現
す
る
と
い
う
困
難
な
課
題
を

013 27

⑤

　目
撃
者
は
マ
イ
キ
ョ
に
い
と
ま
が
な
い
。

 

1

　毎
挙

　
　 2

　毎
拠

　
　 3

　枚
居

　
　 4

　毎
居

　
　 5

　枚
挙

⑥

　ラ
イ
ヒ
ン
が
会
場
に
到
着
し
た
。

 

1

　来
頻

　
　 2

　礼
賓

　
　 3

　来
賓

　
　 4

　頼
賓

　
　 5

　礼
品

⑦

　タ
ン
カ
ー
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
カ
イ
キ
ョ
ウ
で
立
ち
往
生
し
た
。

 

1

　海
境

　
　 2

　海
溝

　
　 3

　海
峡

　
　 4

　海
郷

　
　 5

　海
橋

⑧

　鎌
倉
キ
ン
コ
ウ
の
丘
陵
を
散
策
す
る
。

 

1

　近
行

　
　 2

　今
口

　
　 3

　僅
郊

　
　 4

　近
郊

　
　 5

　勤
行



013 30

問
㈢

　次
の
①
〜
④
の
四
字
熟
語
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
8
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

（
同
じ
番
号
を
重
複
し
て
選
ば
な
い
こ
と
。）

①

　不
眠
不

　
　②

　七
転
八

　
　③

　鶏
口
牛

　
　④

　青
息

息

1

　背

　
　 2

　吐

　
　 3

　倒

　
　 4

　滅

5

　寝

　
　 6

　後

　
　 7

　溜

　
　 8

　休

013 29

解
決
し
て
い
っ
た
の
が
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
の
美
術
家
で
あ
っ
た
。

（
宮み
や

下し
た

規き

久く

朗ろ
う

『
バ
ロ
ッ
ク
美
術
の
成
立
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
一
部
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

1
　
福
音

　
　
　
　
　
2

　
大
胆

　
　
　
　
　
　
　
3

　
写
実

　
　
　
4

　
整
合

　
　
5

　
布
教

6
　
ハ
リ
ウ
ッ
ド

　
　
7

　
散
乱

　
　
　
　
　
　
　
8

　
超
自
然

　
　
9

　
国
際

　
　
10
　
平
安

11
　
矛
盾

　
　
　
　
　
12
　
現
実

　
　
　
　
　
　
　
13
　
淡
白

　
　
　
14
　
模
倣

　
　
15
　
冷
静

16
　
期
待

　
　
　
　
　
17
　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
　
18
　
混
沌

　
　
　
19
　
欲
望

　
　
20
　
聖
性





一 般 入 試

令和 7（2025）年度

試験学科
ホスピタリティ・マネジメント学科
データサイエンス学科
法律学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

（　学　科　別　）

英　　語



012 2

8 ．This is （ ） I came to know the procedure.

① that ② which ③ what ④ how

9 ．According to the president, the greater the demand, （ ） the 

price.

① the higher  ② becoming high

③ expensive  ④ the cheap

10．Would you mind （ ） a letter of recommendation to the 

university?

① me to write  ② writing me

③ to write me  ④ to write

012 1

次の 1 ～10の英文の（ ）に入る最も適当なものを、①～④から 1 つず

つ選び、マークしなさい。

1 ．The research on Japanese families （ ） that they are becoming 

more dependent on two incomes.

① show ② shows ③ be ④ say

2 ．We should get going, （ ） we?

① don’t ② shouldn’t ③ haven’t ④ won’t

3 ．Neither you （ ） Ann was wrong.

① and ② or ③ nor ④ but

4 ．My husband usually （ ） home around seven o’clock in the 

morning.

① leaves ② leaving ③ have left ④ had left

5 ．Until my little brother went to the zoo, he （ ） a panda.

① would see ② saw ③ see ④ hadn’t seen

6 ．A: What should I do?  B: If I （ ）, I would write a letter.

① took ② am you ③ were you ④ maintain

7 ．The issue has （ ） heavily on my mind for several weeks.

① lain ② lie ③ lay ④ lying

Ⅰ．



012 4

8 ．I am really fed up with my boss’s unreasonable requests.

① tired of  ② interested in

③ get use to  ④ appreciate

9 ．This job interview will be a piece of cake for you.

① difficult ② easy ③ timely ④ substantial

10．They finally saw eye to eye on the business deal.

① suggested ② advised ③ agreed ④ complained

012 3

次の 1～10の下線部の意味に最も近いものを、①～④から 1つずつ選び、マー

クしなさい。

1．Kyoko and Masato hadn’t been getting along, so they finally broke up.

① argued ② agreed ③ separated ④ complained

2 ．My younger sister often tries to make up excuses for her mistakes.

① dress ② deny ③ instruct ④ invent

3 ．Our plan for hiking was called off due to the heavy rain.

① canceled ② tried ③ tired ④ questioned

4 ．We are supposed to hand in the paper by the end of this week.

① turn out ② pick up ③ pick out ④ turn in

5 ．It is very hard to figure out what the instructor wants from us.

① develop ② understand ③ create ④ detest

6 ．The soldiers carried on walking in order to get to the destination before 

dark.

① brought ② continued ③ stopped ④ wondered

7 ．She decided to get rid of all the magazines in her room.

① collect ② read ③ discard ④ bring

Ⅱ．



012 6

A　① When ② Why ③ Who ④ Whom

B　① How about going to ② When do we go

③ Why do you want to ④ How often do you go

C　① He is  ② They are

③ That sounds  ④ It was

D　① you find ② that lives ③ who looks ④ not found

E　① when we buy something for them

② I don’t want to do anything at all

③ when we are going to the zoo

④ we go shopping instead

F　① Never before  ② My please

③ No problem  ④ You are welcome

012 5

次の会話の（ Ａ ）～（ Ｆ ）に入るものとして最も適当なものを、①～④ 

からそれぞれ 1 つずつ選び、マークしなさい。

 Man :  So, what do you wanna do tomorrow?

 Woman :  Well, let’s look at this city guide here.  Uh, here’s something 

interesting.  （ Ａ ） don’t we first visit the art museum 

in the morning?

 Man :  Okay.  I like that idea.  And, uh, where do you want to eat lunch?

 Woman :  （ Ｂ ） an Indian restaurant?  The guide recommends 

one a few blocks from the museum.

 Man :  （ Ｃ ） great.  And after that, what do you think about 

visiting the zoo?  It says here that there are some very unique 

animals （ Ｄ ） anywhere else.

 Woman :  Well, to tell you the truth, I’m not really interested in going there.  

How about （ Ｅ ）?  There are supposed to be some 

really nice places to pick up souvenirs.

 Man :  Nah, I don’t think that’s a good idea.  I only have fifty dollars left 

in cash.

 Woman :  （ Ｆ ）.  We can use your credit card to pay for my 

souvenirs.

 Man :  Oh, no.  I remember the last time you used my credit card for 

your purchases.

 Woman :  Okay, fine.  Let’s take the subway down to the seashore and walk 

along the beach.

 Man :  Now I really like your suggestion.

Ⅲ．



012 8

spent studying and writing.

Another ingredient in the recipe for success is a plan.  To reach your 

goal, you need to get organized and break the goal down into doable steps.  

You know what they say̶if you fail to plan, you plan to fail.

According to passage 【Ｂ】,

① People notice easily that success comes only with hard work.

② People tend to think an overnight success is dangerous.

③ Making a plan is an important part of being successful.

④ You can achieve success by failing to make a plan.

【Ｃ】 Many English phrases make the road to success sound like a real 

physical path̶something we could find on a map.  Real roads are paved 

with materials such as asphalt.  But when we talk about success, the roads 

to it are paved with different materials.  Sometimes we say the roads are 

paved with gold.  This suggests a place where success, especially financial 

wealth, is easy to come by.  For some people the road to success is paved 

with hard work or luck.  Others may find their road to success is paved 

with failures.  Learning from their failures taught them how to succeed.

According to passage 【Ｃ】,

① You should not drive on roads paved with asphalt.

② The road to success is different from person to person.

③ Making money is the primary purpose of being successful.

④ You can’t succeed unless you fail at least once.

012 7

次の一連の英文【Ａ】～【Ｄ】を読み、各質問の答えとして最も適当なものを

①～④から 1 つずつ選び、マークしなさい。

【Ａ】 We all want to be a success in life.  But success can look different 

from person to person.  The true key to success is really knowing yourself.  

What do you want?  What are your skills and strong suits?  What are you 

really good at and what are you not?

Climbing the ladder of success also requires different strategies in 

different industries.  If you want to be a success in a traditional corporate 

environment, you may have to wear business clothing like a suit.  As they 

say, you may have to dress for success.  If you want a creative job, you may 

need to wear the latest fashions.  Again, English has a common expression 

about clothes and future job goals: Dress for the job you want, not the one 

you have.

According to passage 【Ａ】,

① There is a common idea of what success means.

② Climbing the ladder is very hard and you should not do it.

③ If you need to be successful, you should wear the same clothes every 

day.

④ In order to be successful, you have to know yourself.

【Ｂ】 However, success takes more than just the right clothes.  It also takes 

hard work.  Oftentimes others do not see all the hard work that goes into a 

project.  They think success comes suddenly, for example, overnight.  Let’s 

say an unknown writer makes it big with her first book.  People may call 

her an overnight success.  But they do not know about the many years she 

Ⅳ．



012 10

次の一連の英文を読み、設問に答えなさい。

問 1．次の一連の英文に関する 1～ 5の質問の答えとして最も適当なものを、

①～④からそれぞれ一つずつ選び、マークしなさい。

Ⅴ．

012 9

【Ｄ】 Often if you follow the right road, you can achieve your goal.  Then, 

life is filled with the sweet smell of success.  You have the world at your 

feet.  You are riding high.  You’ve got it made and are killing it.  You are 

golden.  As you can see, we have many expressions describing success.

But make sure that you do not lose sight of what really makes you 

happy and successful.  Some people become a victim of their own success.  

This means you start having problems because of your success.  And that 

explains our final popular English saying, a gentle warning: Be careful what 

you wish for: you just might get it.

According to passage 【Ｄ】,

① If you take the wrong path, you will definitely achieve your goal.

② If you want to be successful, you should eat lots of sweets.

③ Success can sometimes have downsides.

④ There are no popular sayings about being successful.

[出典：Voice of America]

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

ブラン クエスト
長方形



012 12012 11

2 ．According to the passage above,

① The employment available in a city was considered in the ranking.

② Many people take snapshots of globes in New York City.

③ One purpose of ranking cities is to motivate people to travel.

④ New York is well known for its museums and theaters, which did

not influence the survey.

3 ．According to the passage above,

① People taking the survey did not consider Cape Town beautiful.

② People valued Cape Town’s beauty and cultural scene.

③ Museums and theaters open only at night during the summer.

④ People tend to shout very loudly in Cape Town.

① Scott thinks Cape Town has an arrogant atmosphere

② All people can enjoy Cape Town’s nature, nice restaurants, and

nightlife.

③ Scott thinks inequality in Cape Town is very striking

④ Time Out recommends visitors avoid South Africa’s apartheid

history.

4 ．According to the passage above,

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

ブラン クエスト
長方形

ブラン クエスト
長方形

ブラン クエスト
長方形

ブラン クエスト
長方形



012 13

5 ．According to the passage above,

① We don’t have to pay an entrance fee for all museums in Berlin.

② Food and drinks are outstanding in Madrid.

③ Time Out recommends travelers go to Porto as a member of a group

tour.

④ Liverpool was the number one city in Time Out ’s ranking.

問 2 ．（ Ａ ）～（ Ｅ ）に入るものとして最も適当なものを、①～④か

らそれぞれ 1つずつ選び、マークしなさい。

A　① no wonder ② unbelievable

③ a shame ④ astonishing

B　① the moon ② the road ③ elevate ④ account

C　① as well as ② according to

③ in addition ④ because

D　① crying ② praising ③ warning ④ denying

E　① On ② At ③ With ④ Without

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

ブラン クエスト
長方形
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〈数学解答上の注意〉
⑴　分数形で解答が求められているときは、既約分数（それ以上約分ができ

ない分数）で答えなさい。
⑵　根号を含む形で解答する場合は、根号の中に現れる自然数が最小となる
形で答えなさい。



日
本
史

日本史

日
本
史

124－1



日
本
史

ぼすようになっていったが，昭和初期になると政府や軍部に批判的な立場と見なされた研

究者らは弾圧されるようになった。より自由な学術研究の再開は太平洋戦争の敗北を待た

ねばならなかった。

問1 下線部⑴に関して，渡来人による学問や文化の伝播について述べた文として誤って

いるものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 1

① 渡来人によって，灰色で硬質の須恵器の生産技術が伝えられた。

② 漢字を用いて文書などを作成する渡来人を組織し，史部とした。

③ 新羅より渡来した五経博士は，儒教の経典についての知識を伝えた。

④ 欽明天皇の時代に伝わった仏教は，百済よりもたらされたものであった。

問2 下線部⑵に関して，冠位十二階とは，6つの階級をそれぞれ大小に分けて十二階と

したものであるが，そのうち最も上位の階級を示す語句として正しいものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 2

① 徳 ② 仁 ③ 礼 ④ 信

問3 下線部⑶に関連して，貴族の子弟らが官人になるために学ぶ大学の教科として誤っ

ているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 3

① 明法道 ② 修験道 ③ 明経道 ④ 紀伝道

問4 空欄 Ａ に入る書物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 4

① 文華秀麗集 ② 懐風藻 ③ 経国集 ④ 凌雲集

問5 下線部⑷に関して，有職故実書について述べた文として正しいものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 5

① 後鳥羽上皇によって『禁秘抄』が著された。

② 後醍醐天皇によって『職原抄』が著された。

③ 北畠親房によって『樵談治要』が著された。

④ 一条兼良によって『公事根源』が著された。

日
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第1問 次の文章を読んで，下の問い（問1～11）に答えなさい。

古代より現代にいたるまで，思想・学問の伝播や受容はどのようにおこなわれたのであ

ろうか。その推移を追ってみよう。

おおむね4～6世紀に漢民族や百済系の人々が日本列島に渡来した。
⑴
彼らがもたらした

技術や学問はヤマト政権の形成に大きな影響を与えたが，推古朝期に定められた
⑵
冠位十二

階や憲法十七条も同様であった。やがて遣唐使が派遣され，唐の制度を模倣した律令体制

が日本に導入されるようになると，諸豪族は天皇に仕える官人に編成され，
⑶
官人養成のた

め大学や国学が設置された。平安時代に入ると文芸の重要性が説かれるようになり，嵯峨

天皇の命で編纂された初の勅撰漢詩文集である『 Ａ 』の序文には「文章は経国の

大業なり」と記されている。

平安時代中期より
⑷
公家社会の儀礼や慣習を研究する有職故実という学問が形成され，そ

の後，鎌倉時代から室町時代にかけて武家による支配が強まっていくなか，公家らの間で

は自らの伝統を後世に伝えるべく有職故実が盛んになった。また，足利尊氏が夢窓疎石に

帰依したことから，室町幕府は臨済宗を保護し，特に
⑸
京都五山と称される臨済宗寺院に属

する五山僧の中には，禅学や漢詩文の研究のみならず，政治・外交顧問として活躍する者

も現れた。戦国時代にポルトガルやスペインの商人が日本に来航するようになると，貿易

船に便乗したキリスト教の宣教師らも日本を訪れるようになった。特に天正遣欧使節を引

率したことで知られる Ｂ は活字印刷技術を日本に伝えたため，これを用いた出版

物（キリシタン版・天草版）が出版された。

17世紀初頭，徳川家康によって樹立された江戸幕府は，次第にキリスト教の禁止と儒学

の奨励を基本方針とするようになった。こうして江戸時代には多くの儒学者が活躍するこ

ととなったが，たとえば薬草などの薬効の研究書である『 Ｃ 』を著した貝原益軒

のように，儒学の研究を通じて身につけた合理的・現実的な見地から，儒学以外の学問に

進出する者もいた。18世紀に入り，幕府や諸藩が財政再建などの理由から様々な改革をお

こなうようになると，新たな知見を求める動きが社会に広まり，
⑹
西洋の知識や学問を学ぶ

洋学が発展したが，反面，洋学のみならず儒学や仏教に否定的な国学も形成された。

明治新政府が発足すると，政府は欧米の知識や技術を導入するため，各国から専門家を

多数招いた。
⑺
「御雇外国人」と称された彼らは知識や技術を伝えるだけでなく，日本人の

研究者や技術者の育成にも努めた。やがて，
⑻
日本人の研究者による業績が社会に影響を及
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第2問 次の文章を読んで，下の問い（問1～6）に答えなさい。

公家から武家へと政治権力が徐々に移行していく過程において，多くの合戦や政変が繰

り返されてきた。その様子は現在も残る様々な文書や絵画資料などからもうかがい知るこ

とができる。

13世紀前半に天台座主の慈円が著した『愚管抄』には，平安時代末期に起こったある戦

乱が「武者の世」へ移る契機となったと記されている。例えば
⑴
『平治物語絵巻』には当時

の上皇の御所を多くの武士たちが襲撃する姿が描かれているが，この合戦の後，武士が朝

廷の要職を占めるようになっていった。なお，武士による中央進出が目立つ
⑵
院政期には，

このほかにも多くの絵巻物が描かれ現存している。

清和源氏の棟梁である源頼朝が関東に新たな武家政権，すなわち鎌倉幕府を発足させた

後も，内部の権力争いから合戦や政変が生じている。13世紀後半の
⑶
2度にわたる蒙古襲来

においては多くの人々が結束して事態に当たった様子が『蒙古襲来絵巻』に描かれている

が，以降も幕府内では政変が起こり，1285年には内管領平頼綱の策謀により，有力御家人

の Ａ が倒された。

鎌倉幕府が滅亡し，後醍醐天皇による親政も短期で崩壊するなか，足利尊氏は新たな武

家政権を発足させた。この政権は後に室町幕府と呼ばれるようになるが，この政権内にお

いても有力者らによる権力争いはなかなか収まらず，ついには
⑷
応仁の乱という大乱を招い

た。『真如堂縁起』には当時の様子が描かれているが，この合戦は幕府そのものを衰退さ

せることとなった。

日本国内が群雄割拠の様相を呈し，各地では合戦が繰り返された。尾張を本拠とした織

田信長は桶狭間の戦いで今川義元を破って以来，東海・北陸・畿内へと勢力を広げた。信

長は合戦に多くの鉄砲を導入したことで知られ，『長篠合戦図屛風』には，
⑸
1575年に織田

・徳川連合軍による鉄砲隊が武田勝頼の騎馬隊を破る姿が描かれており，合戦の手法や築

城法が変化していく契機を示した作品と言えよう。

日
本
史

124－5

問6 下線部⑸に関して，京都五山に該当する寺院として正しいものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 6

① 建長寺 ② 寿福寺 ③ 天龍寺 ④ 円覚寺

問7 空欄 Ｂ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 7

① ルイス�フロイス ② ヴァリニャーニ

③ フラシスコ�ザビエル ④ ガスパル�ヴィレラ

問8 空欄 Ｃ に入る書物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 8

① 大和本草 ② 庶物類纂 ③ 後見草 ④ 北越雪譜

問9 下線部⑹に関して，近世の洋学や洋学者について述べた文として正しいものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 9

① 徳川綱吉は，青木昆陽らにオランダ語を学ばせた。

② 大槻玄沢らは，西洋の解剖書を翻訳し『解体新書』を完成させた。

③ 平賀源内は，蘭日辞書である『ハルマ和解』を刊行した。

④ 緒方洪庵は，大坂で蘭学塾である適々斎塾（適塾）を開いた。

問10 下線部⑺に関して，「御雇外国人」のうち，動物学・考古学を日本で講義した人物

として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 10

① フェノロサ ② モース ③ ボアソナード ④ ベルツ

問11 下線部⑻に関して，大正・昭和戦前期の研究者およびその業績について述べた文と

して誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 11

① 津田左右吉は，論文「神道は祭天の古俗」を発表した。

② 野口英世は，黄熱病の研究に取り組んだ。

③ 柳田国男は，民間伝承の研究を通じて民俗学を確立した。

④ 滝川幸辰は，自身の刑法学説が共産主義的であるとの批判を受けた。

124－4
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問3 下線部⑶に関して，蒙古襲来について述べた文として誤っているものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 14

① 元軍の襲来に先立って，鎌倉幕府は鎮西探題を設置した。

② 文永の役の後，鎌倉幕府は異国警固番役を強化した。

③ 弘安の役の後も異国警固番役による御家人の動員は続いた。

④ 蒙古襲来を機に，鎌倉幕府は西日本における支配力を強めた。

問4 空欄 Ａ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 15

① 三浦泰村 ② 和田義盛 ③ 安達泰盛 ④ 比企能員

問5 下線部⑷に関して，応仁の乱について述べた文として正しいものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 16

① 将軍足利義政の子・義視と弟・義尚の対立が背景にあった。

② 幕府の有力者である山名氏清と細川勝元の対立が背景にあった。

③ 畠山氏や赤松氏の両管領家による家督争いが背景にあった。

④ 雪舟が山口へくだるなど，中央の文化が地方へ広がる背景となった。

問6 下線部⑸に関して，長篠の戦い以降の戦いとして誤っているものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 17

① 姉川の戦い ② 天目山の戦い ③ 山崎の戦い ④ 本能寺の変

日
本
史
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問1 下線部⑴に関連して，次の絵図は『平治物語絵巻』の一部であるが，この絵図を参

考に，平治の乱について述べた文として正しいものを，下の①～④のうちから一つ選

びなさい。 12

① 後白河上皇の住居であった御所（三条殿）が襲撃された場面を描いた絵である。

② この絵で襲撃をかけているのは平清盛軍である。

③ 軽装の軍備で戦う足軽が多数参加する合戦であった。

④ 京都の郊外が合戦に巻き込まれ大規模な火災が発生した。

問2 下線部⑵に関連して，院政期に描かれた絵巻物として誤っているものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 13

① 『伴大納言絵巻』 ② 『鳥獣戯画』

③ 『春日権現験記』 ④ 『信貴山縁起絵巻』
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問4 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 21
たかばた ながしすき ひ

① 高機 ② 流漉 ③ いざり機 ④ 飛び杼

問5 下線部⑷に関して，近世の手工業について述べた文として誤っているものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 22

① 伏見や灘では酒造業が盛んになり，銘酒が誕生した。

② 尾張瀬戸では，尾張藩の保護を受け磁器が生産された。

③ 都市の商人が農民に原料などを渡し，製品を生産させるようになった。

④ 水呑百姓らが共同で出資して手工業の工場を設けた。

問6 下線部⑸に関連して，近世の商業について述べた文として正しいものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 23

① 蔵元や掛屋は各地からの納屋物の取り扱いに従事した。

② 各地からの民間の商品を蔵物と呼んだ。

③ 江戸では二十四組問屋が商品の流通を担った。

④ 大坂の天満には青物市場が形成された。

問7 空欄 Ｂ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 24

① 越後屋 ② 紀伊国屋 ③ 鴻池家 ④ 奈良屋

日
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第3問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

江戸時代に入り，
⑴
幕府や諸藩は治水・灌漑工事を各地でおこなったため，より大規模な

新田開発も進められ，特定の作物の栽培も奨励された。このような動きと並行して
⑵
農具の

改良も進められ，栽培技術や農具の普及に貢献する農書が広く読まれるようになった。全

国各地では地域の気候や特性を生かした特産品が登場し売買されるようになったため，産

地と市場を結ぶ交通網の発達が促された。例えば
⑶
木曽の檜や吉野の杉などは，江戸や大坂

をはじめ，各地の都市建設や拡充に大きく貢献した。

都市部の人口増加により様々な商品の需要が拡大した。京都から関東の上野や下野など

に Ａ の技術が伝わったことから各地で絹織物の産地が誕生したように，都市部の

みならず農村部でも
⑷
手工業生産が活発になった。

各地で生産された農産物，手工業製品などの物産は，産地から城下町へ，城下町から三

都（京都・江戸・大坂）へと運び込まれ，
⑸
商品として大々的に取引された。特に大坂では

Ｂ など代表的な両替商が「十人両替」を形成し，幕府や諸藩の財政をも左右する存

在となった。

問1 下線部⑴に関連して，近世の幕府や諸藩の農業政策について述べた文として誤って

いるものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 18

① 幕府は，利根川の改修をおこない，関東平野での新田開発を容易にした。

② 幕府は，田畑勝手作を許可し，商品作物の栽培を奨励した。
はぜ

③ 熊本藩では，櫨の栽培が奨励され，新田開発が進められた。

④ 佐賀藩では，均田制を導入し，米の増産を奨励した。

問2 下線部⑵に関連して，近世に登場した農具として誤っているものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 19

① 千石 ② 唐箕 ③ 千歯扱 ④ 鉄鎌

問3 下線部⑶に関して，木曽が所在した国として正しいものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 20

① 越中 ② 飛驒 ③ 信濃 ④ 甲斐
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問3 下線部⑵に関連して，講和条約反対の騒動とその関連事項について述べた文として

正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 27

① 日露戦争に際して，政府は大幅な増税をおこなっていた。

② 多くの国民は，ロシアからの賠償金が少ないことに反発していた。

③ この騒動に対して，政府は戒厳令の実施を検討したが断念した。

④ この騒動を受けて，当時の西園寺公望内閣は総辞職した。

問4 下線部⑶に関して，大正時代の社会運動について述べた文として誤っているものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 28

① 高野房太郎を中心に結成された友愛会は，次第に本格的な労働組合へ変化した。

② 平塚らいてうらは新婦人協会を結成し，治安警察法第5条の撤廃を訴えた。

③ 山川均らによって，コミンテルンの日本支部として日本共産党が結成された。

④ 賀川豊彦らによって日本農民組合が結成され，小作争議に影響を与えた。

問5 空欄 Ｂ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 29

① 堺利彦 ② 西光万吉 ③ 杉山元治郎 ④ 鈴木文治

問6 空欄 Ｃ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 30

① 東条英機 ② 若槻礼次郎 ③ 近衛文麿 ④ 田中義一

問7 下線部⑷に関連して，戦後の民衆による運動について述べた文として正しいものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 31

① 官公庁労働者を中心とする二・一ゼネストが実施された。

② サンフランシスコ講和条約調印後，レッド�パージが始まった。

③ 日本の漁船が被爆したのを機に原水爆禁止運動が起こった。

④ 在日米軍基地の建設に反対する松川事件が起こった。

日
本
史

124－11

第4問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

王政復古の大号令で発足した明治新政府は，旧幕府派との内戦を続けつつ，欧米的な諸

政策の実施に取りかかった。しかし，国民からは政策への不満が募り，
⑴
様々な反対一揆や

運動が各地で起こった。また，政府内部でも対立が生じ，明治六年の政変を機に下野した

板垣退助らは，国会開設を目標とする自由民権運動を展開した。これに政府への不満を持

つ農民や商工業者らも加わり民権運動は高揚した。また，政府が推進するデフレ政策が農

民らの生活を圧迫したため，各地で激しい抗議行動が起こった。なかでも埼玉県の貧農層

が結成した Ａ を中心とする運動は特に大規模なものであったが，政府は軍隊を出

動させ鎮圧した。

1890年代から1900年代にかけて，日本は清やロシアとの戦争に突入したが，ロシアとの

講和の際には，国内で
⑵
講和条約調印に反対する騒動が発生した。この騒動が沈静化した後

も国民の政治や社会への不満・要求を背景に
⑶
大正時代には様々な社会運動が展開さ

れ，1922年には Ｂ を中心に被差別部落の解放を目指す全国水平社も結成された。

1920年代の日本経済は恐慌に陥った。中国大陸への出兵を断行した Ｃ 内閣は，

他方で特別高等警察（特高）を全国に配置し，社会主義や共産主義運動の弾圧を強化した。

1930年代に入り日本が日中戦争に突入していくと，言論・思想弾圧はいっそう進み，国民

が政府に異を唱えるのが難しい状況となったが，1945年の日中戦争並びに太平洋戦争の敗

戦により，
⑷
再び民衆による多様な運動が見られるようになった。

問1 下線部⑴に関連して，明治初期の様々な反対一揆や運動について述べた文として誤

っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 25

① 徴兵令に反対する人々が血税一揆を起こした。

② 地租改正反対一揆の後，地租の税率は引き下げられた。

③ 江藤新平らを中心に三大事件建白運動が起こった。

④ フランス式の教育制度に反対する学制反対一揆が起こった。

問2 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 26

① 自由党 ② 立志社 ③ 困民党 ④ 愛国社
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問2 下線部⑵に関連して，ロシア革命について述べた文として誤っているものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 2

① 血の日曜日事件をきっかけに，二月（三月）革命が起こった。

② ニコライ2世が退位して，ロマノフ朝が滅亡した。

③ 二月（三月）革命後，レーニンが四月テーゼを発表した。

④ 十月（十一月）革命で，ケレンスキー内閣が打倒された。

問3 下線部⑶に関連して，1938年にドイツがチェコスロヴァキアに割譲を要求した地域

として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 3

① ズデーテン ② ラインラント ③ ルール ④ 南チロル

問4 下線部⑷について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 4

① アメリカ合衆国・イギリス・フランス・イタリアが常任理事国であった。

② 付属機関として，常設国際司法裁判所が設置された。

③ 侵略国に対する強力な武力制裁の権限があった。

④ ミュンヘン会談の結果，ドイツの加盟が決定した。

問5 下線部⑸に関連して，旧オスマン帝国領の一部はイギリス・フランスの委任統治領

とされた。これらの地域を含む第一次世界大戦後の西アジアについて述べた文として

誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 5

① シリアは，フランスの委任統治領となった。

② パレスチナは，イギリスの委任統治領となった。

③ アラビア半島では，フセインがサウジアラビア王国を建てた。

④ イランでは，レザー�ハーンがパフレヴィー朝を建てた。
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第1問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

第一次世界大戦が終結すると，戦後の処理はアメリカ合衆国大統領ウィルソンが提唱し

た十四カ条の平和原則に基づくことがうたわれた。しかし，十四カ条は民族自決の原則を

含んでいたにもかかわらず，その範囲はヨーロッパに限られていたため，戦勝国のイギリ

スやフランスが植民地を手放すことはなかった。ドイツ帝国・
⑴
オーストリア�ハンガリー

帝国・オスマン帝国が敗戦によって，ロシア帝国が
⑵
大戦末期の革命によって崩壊したが，

その支配下にあった諸地域のうち，バルト3国やポーランド・
⑶
チェコスロヴァキアなどの

北欧・東欧諸国が独立を達成した一方で，アジア・アフリカ地域は
⑷
国際連盟の

⑸
委任統治と

いう形をとって戦勝国に分配されてしまった。

アジア・アフリカ諸国の多くが独立を達成するのは，
⑹
第二次世界大戦後のことであった

が，アフリカでは独立後も，植民地支配の負の遺産が残ることになった。帝国主義時代に

列強が
⑺
アフリカ分割を進めた際に，現地の民族の分布状況などを無視して互いの支配領域

の境界線を画定したため，その境界に基づいて独立した諸国では複雑な民族問題が残り，

しばしば
⑻
民族紛争が生じた。一方アジアでは，欧米諸国の間で始まった冷戦がこの地域に

も波及し，分断国家が生まれて武力衝突にまで至る場合もあった。朝鮮半島では大韓民国

と朝鮮民主主義人民共和国との間に
⑼
朝鮮戦争が起こり，分断状態は現在も解消されていな

い。ベトナムも，独立を宣言してから1970年代に統一国家が成立するまでに，インドシナ

戦争・ベトナム戦争を経験しなければならなかった。

1989年に東西冷戦の終結が宣言されると，朝鮮半島と同じく分断状態にあったドイツは

統一され，
⑽
ヨーロッパは統合に向かった。しかし，民族や地域・宗教などに起因する紛争

は各地でむしろ顕在化した。ヨーロッパ連合（ＥＵ）もイギリスが離脱し，東ヨーロッパ

諸国の参加に反発するロシアとの対立が深まるなど，試練を迎えている。

問1 下線部⑴に関連して，オーストリアと連合国が結んだ第一次世界大戦の講和条約の

名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 1

① ヌイイ条約 ② セーヴル条約

③ トリアノン条約 ④ サン�ジェルマン条約
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第2問 次の対話文を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

あるクラスで，世界史の授業がおこなわれている。

先 生：今日はローマ帝国の復習から始めます。次のグラフは，
⑴
帝政が始まった前27年以

降のローマ銀貨の銀含有率の変化を示したものです。これを見て気が付いたこと

はありますか。

ローマの帝国銀貨 前27年―後272年

（％） 銀含有率 その他の金属
100

75

50

25

0
前27年0 後50年 100年 150年 200年 250年

生徒Ａ：（2―Ａ）していますが，これは（2―Ｂ）と関係ありますか。

先 生：その可能性が高いですね。そのような社会・経済の変化に対応しようとしたのが

ディオクレティアヌス帝やコンスタンティヌス帝でしたね。コンスタンティヌス

帝が何をおこなったか，覚えていますか。

生徒Ｂ：（ 3 ）

先 生：その通りです。よく復習できています。それでは，次にヨーロッパ中世について

学習しましょう。ヨーロッパ中世について前回までに学習したことを発表してく

ださい。
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問6 下線部⑹について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 6

① サライェヴォ事件を機に，ドイツがポーランドに侵攻した。

② ドイツはフランスを降伏させ，南フランスにヴィシー政府を樹立した。

③ ソ連は独ソ不可侵条約を結び，終戦までドイツと戦うことはなかった。

④ ポツダム会談の決定に基づいて，ノルマンディー上陸作戦が実行された。

問7 下線部⑺について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 7

① ドイツのビスマルクが主催したベルリン会議で，アフリカの植民地化の原則が決

定された。

② イギリスは，エジプトと南アフリカを結ぶアフリカ縦断政策を進めた。

③ ベルギーはマダガスカルを領有し，国王の私領とした。

④ フランスの進出にドイツが反発し，2度にわたるモロッコ事件が起きた。

問8 下線部⑻に関連して，フツ人とツチ人の対立から1990年代に内戦が起こった国の名

として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 8

① アルジェリア ② リビア ③ エチオピア ④ ルワンダ

問9 下線部⑼について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 9

① 当時の大韓民国の大統領は朴正煕であった。

② 中華人民共和国の義勇軍が，朝鮮民主主義人民共和国を支援した。

③ 国際連合はソ連が拒否権を行使したため，介入することができなかった。

④ 朝鮮休戦協定の結果，北緯17度線が南北の暫定軍事境界線とされた。

問10 下線部⑽に関連して，1992年に調印され，ヨーロッパ連合（EU）の設立を決めた

条約の名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 10

① パリ条約 ② ローマ条約

③ リスボン条約 ④ マーストリヒト条約
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問2 空欄（2―Ａ）に入れる文と（2―Ｂ）に入れる語句との組み合わせとして正しい

ものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 12

① Ａ―2世紀後半に銀含有率が前27年の4分の1以下に減少

Ｂ―軍人皇帝時代の混乱

② Ａ―2世紀後半に銀含有率が前27年の4分の1以下に減少

Ｂ―「内乱の1世紀」

③ Ａ―3世紀後半に銀含有率が前27年の4分の1以下に減少

Ｂ―軍人皇帝時代の混乱

④ Ａ―3世紀後半に銀含有率が前27年の4分の1以下に減少

Ｂ―「内乱の1世紀」

問3 空欄（ 3 ）に入れる文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 13

① 四帝分治制を始めて帝国の秩序を回復しました。

② ビザンティウムに遷都してコンスタンティノープルと改称しました。

③ ミラノ勅令を発布してキリスト教を公認しました。

④ ソリドゥス金貨を発行して交易を安定化させました。

問4 下線部⑷に関連して，大移動前のゲルマン人を知る史料『ゲルマニア』の著者の名

として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 14

① カエサル ② プリニウス ③ ストラボン ④ タキトゥス

問5 下線部⑸に関連して，フランク王国とキリスト教・キリスト教会との関係について

述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 15

① クローヴィスは，正統とされていたアタナシウス派に改宗した。

② カール�マルテルは，ラヴェンナ地方をローマ教皇に寄進した。

③ ローマ教皇は，ピピンによるメロヴィング朝の樹立を承認した。

④ カール大帝は，南フランスのアルビジョワ派を討伐した。
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生徒Ｃ：ヨーロッパ中に定住した
⑷
ゲルマン人のなかではフランク王国が台頭します。

生徒Ｄ：キリスト教会は東西に分裂し，西ヨーロッパではローマ�カトリック教会が勢力

を確立していきます。
⑸
フランク王国とローマ�カトリック教会は提携を強め，そ

の結果，カール大帝がローマ教皇（ 6 ）によってローマ皇帝の帝冠を与えら

れます。

先 生：そうですね。ではフランク王国はカール大帝以後どうなりましたか。

生徒Ｅ：870年の（ 7 ）によって最終的に3つに分裂し，これがドイツ・
⑻
フランス・

イタリアの原形になります。

先 生：その通りです。フランク王国が分裂した頃，ヨーロッパでは
⑼
ノルマン人が新たな

活動を開始し，各地に侵入して国家を建設していました。西ヨーロッパではこの

ような混乱の中で弱い者は有力な者に保護を求めて主従関係が成立し，封建社会

が形成されていきました。では，次に
⑽
ヨーロッパ中世の制度・社会の特徴につい

て調べてみましょう。

問1 下線部⑴に関連して，ローマの帝政を始めたオクタウィアヌスの事績について述べ

た文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 11

① ポンペイウス・クラッススとともに三頭政治をおこなった。

② ストア派の哲学者として『自省録』を著した。

③ エジプトのプトレマイオス朝を滅ぼして地中海世界を統一した。

④ 帝国領内の全自由民にローマ市民権を与えた。
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第3問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

前4世紀，ベトナム北部を中心に，銅鼓という独特の青銅器の製作を特色とする

（ 1 ）文化が発展した。この文化は，中国の影響を受けながらも，水稲耕作を基盤と

する独自の社会を発展させ，東南アジアの広い範囲に影響を与えた。

1世紀末に，東南アジア最古の国家とされる扶南がメコン川下流域に建国された。この

国の神話や出土物からはインドおよび西方の文化の影響を見ることができる。また2世紀

末からベトナム中部に（ 2 ）が建国され，17世紀まで長く中国と西方を結ぶ中継貿易

で繁栄した。

4世紀末から，ヒンドゥー教，仏教やサンスクリット語などが受容されるなど，東南ア

ジアでインド文化の影響が強く見られるようになった。

インドシナ半島の大陸部のメコン川中流域には，6世紀にカンボジアが建国され，7世

紀には扶南を滅ぼした。カンボジアは，9世紀以降アンコールを都として，12世紀に
⑶
アン

コール�ワットを造営した。

同じく大陸部のイラワディ川流域に11世紀に生まれた，ビルマ人による初の統一王朝が

（ 4 ）朝である。この王朝はスリランカとの交流から仏教を受けいれた。モン人によ

るドヴァーラヴァティー王国や，タイ人最古のスコータイ朝も仏教を信奉した。

諸島部でもインドの文化が広まり，7世紀半ばに成立した
⑸
シュリーヴィジャヤ王国が海

上貿易で長く繁栄した。また，8世紀には仏教国シャイレンドラ朝が栄えて
⑹
ボロブドゥー

ル寺院を造立した。

13世紀の元の軍事侵攻は，東南アジアに多大な変化をもたらした。ベトナムの陳朝はこ

れを退け，ビルマの（ 4 ）朝は衰退し，やがて滅亡した。ジャワで元の侵攻を退けて

建国した（ 7 ）王国は，この地域最後のヒンドゥー教国となった。

元に代わって中国の支配者となったのは明であった。明は海上民間貿易を禁じ，朝貢貿

易を推進した。その促進のため明は，
⑻
鄭和に命じて大艦隊を率いて南海遠征をおこなわせ

た。14世紀末にマレー半島南西部に成立し，鄭和の艦隊の拠点にもなったことで発展した

のが（ 9 ）王国で，この国がイスラームを受容したことが東南アジアにイスラームが

拡散する契機となった。

その後，東南アジアは，タイを除いて全ての地域が欧米諸国の植民地支配を受けた。フ

ランスはインドシナ半島，
⑽
オランダはジャワやスマトラなど，イギリスはマレー半島やビ
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問6 空欄（ 6 ）に入れるローマ教皇の名として正しいものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 16

① グレゴリウス1世 ② レオ3世

③ グレゴリウス7世 ④ ウルバヌス2世

問7 空欄（ 7 ）に入れる条約の名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 17

① パリ条約 ② ユトレヒト条約

③ ヴェルダン条約 ④ メルセン条約

問8 下線部⑻に関連して，フランク王国分裂後のフランスで987年に成立した王朝の名

として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 18

① カペー朝 ② ブルボン朝 ③ ヴァロワ朝 ④ オルレアン朝

問9 下線部⑼について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 19

① ルーシの首長アッティラは，ノヴゴロド国を建てた。

② リューリクは，両シチリア王国を建てた。

③ ロロは，ノルマンディー公国を建てた。

④ アルフレッド大王は，ノルマン朝を建てた。

問10 下線部⑽について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 20

① ローマの恩貸地制とゲルマンの従士制が結合して封建的主従関係が成立した。

② 主君と臣下の関係は，双務的な契約関係であった。

③ 荘園領主は，国王による裁判や課税を拒否する権利をもっていた。

④ 荘園の農奴は貢納や賦役の義務があったが，移動の自由はあった。
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問6 下線部⑹の位置として正しいものを，次の地図中の①～④のうちから一つ選びなさ

い。 26

①

②

③

④

問7 空欄（ 7 ）に入れる王国の名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 27

① マジャパヒト ② アチェー ③ マタラム ④ マラッカ

問8 下線部⑻について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 28

① 鄭和はイスラーム教徒の宦官であった。

② 永楽帝の命で遠征事業が始まった。

③ 艦隊は南インドのサータヴァーハナ朝に立ち寄った。

④ 艦隊の一部はアフリカ東岸に到達した。

問9 空欄（ 9 ）に入れる王国の名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 29

① マジャパヒト ② アチェー ③ マタラム ④ マラッカ
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ルマ（ミャンマー）などを支配した。

問1 空欄（ 1 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 21

① ヤンシャオ ② ドンソン ③ ロンシャン ④ スキタイ

問2 空欄（ 2 ）を建国したのは何人か。正しいものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 22

① ピュー人 ② チャム人 ③ シンハラ人 ④ モン人

問3 下線部⑶について述べた文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，下の①

～④のうちから一つ選びなさい。 23

Ａ クメール人が造営した。

Ｂ 仏教寺院として建立されたが，のちにヒンドゥー寺院に改修された。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤

問4 空欄（ 4 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 24

① パガン ② チョーラ ③ クディリ ④ タウングー

問5 下線部⑸について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 25

① ジャワ島のパレンバンを中心に交易活動をおこなった。

② 唐僧の義浄が，ヒンドゥー教が盛んなことを記録している。

③ 漢字に影響を受けた字喃（チュノム）と呼ばれる独自の文字を使用した。

④ 南インドのチョーラ朝と交易の利をめぐって争った。
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

日清戦争に敗北したことで清の衰退は明らかとなり，列強が中国分割を進めた。また，

⑴
清の敗北と日本の勝利は清の藩部や東アジア各地にも影響を与えた。こうしたなか，排外

主義の義和団事件が発生したものの，日露を中心とした軍に鎮圧され，清は北京議定書で

巨額の賠償金の支払いや外国軍隊の北京駐屯などを認めた。

清は，
⑵
諸改革に取り組んだが，1911年10月に

⑶
辛亥革命が始まり，翌年には中華民国が成

立し，
⑷
孫文が臨時大総統となった。清の軍人で革命の鎮圧を命じられた袁世凱は，孫文ら

と取り引きし，孫文に代わって自らが臨時大総統となるのと引き換えに幼帝を退位させ，

清は滅亡し，秦以来の皇帝による支配は終わった。

中華民国では，1916年に袁世凱が没したものの，列強の支援を受けた軍事指導者（軍

閥）の抗争が続き，不安定な情勢であった。当時，中国の後進性を憂えた知識人たちを中

心に文学革命が起こったが，この活動の一翼を担ったのが
⑸
魯迅である。

国民党を指導した孫文が1925年に没すると，後継者となった蔣介石が，中国統一を目指

す北伐を成功させ，1928年に中国の再統一を実現したが，1927年以来の共産党との内戦は

続いた。一方で日本による中国侵略が進行し，
⑹
1931年に満洲事変が起こり，翌年日本は満

洲国を成立させた。1937年に日中戦争が始まると，蔣介石は毛沢東らの共産党との提携に

踏み切った。日中戦争の長期化に伴って，日本は東南アジアに活路を求めてアメリカ合衆

国やイギリスなどとの対立を深め，1941年に太平洋戦争を開始するに至った。

太平洋戦争に敗北した日本が撤退すると，日中戦争中は協力していた蔣介石の国民党と

毛沢東の共産党は内戦を再開した。その結果，共産党が勝利し，蔣介石は台湾に逃れて中

華民国を維持した。こうして1949年に毛沢東主席・周恩来首相らが指導する中華人民共和

国が成立した。
⑺
国内に多数の民族を含み，長大な国境線をもつ巨大国家は，成立後も国内

では少数民族問題，対外的には
⑻
周辺諸国家との国境をめぐる問題を残した。

中華人民共和国は1966年からの
⑼
プロレタリア文化大革命で政治的に混乱したが，1976年

に毛沢東主席が没すると混乱は収束に向かい，その後は（ 10 ）が権力を掌握して，経

済に市場原理を採用して外資を導入する，いわゆる改革・開放政策を始めた。しかし，政

治は共産党の一党独裁体制が維持され，これを不満とした人々の民主化運動が1989年に起

こったが，政府はこれを弾圧した（天安門事件）。
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問10 下線部⑽に関連して，オランダの植民地政策とインドネシアの民族運動について述

べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 30

① 17世紀にオランダはバタヴィアを拠点とし，アンボイナ事件でイギリスを排除す

るなどして，香辛料貿易を独占した。

② 19世紀になると，オランダは米・小麦の強制栽培をおこない，インドネシア社会

の窮乏を招いた。

③ ジンナーを党首とするイスラーム同盟（サレカット�イスラーム）は，独立運動

の中心を担ったが，弾圧により壊滅した。

④ インドネシア国民党を結成したスハルトによって第二次世界大戦後に独立が達成

された。
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問5 下線部⑸の業績として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

35

① 『新青年』を発行し，儒教道徳を批判した。

② 『狂人日記』・『阿Ｑ正伝』などの小説を著した。

③ 北京大学教授であり，マルクス主義を紹介した。

④ 古典の表現に忠実に従った白話文学を提唱した。

問6 下線部⑹に関連する史料として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。ただし，表記を読みやすく改めている。また，史料中の「支那」は当時，中国を

指していた。 36

① 9月18日午後10時より10時30分の間に鉄道線路上もしくはその付近において爆発

ありしは疑いなきも，鉄道に対する損傷はもしありたりとするも，事実長春よりの

南行列車の定刻到着を妨げざりしものにしてそれのみにては軍事行動を正当とする

に充分ならず。

② 支那国政府は，ドイツ国が山東省に関し条約その他により支那国に対して有する

一切の権利・利益・譲与などの処分につき，日本国政府がドイツ国政府と協定すべ

き一切の事項を承認すべきことを約す。

③ 合衆国及び日本国両政府は，領土相近接する国家の間には特殊の関係を生ずるこ

とを承認す，従って合衆国政府は日本国が支那において特殊の利益を有することを

承認す，……。

④ 今回欧州の大禍乱は，日本国運の発展に対する大正新時代の天祐にして，日本国

は直ちに挙国一致の団結をもって，この天祐を享受せざるべからず。

問7 下線部⑺に関連して，現在の中華人民共和国の新疆ウイグル自治区という名称は，

清が18世紀半ばにジュンガルを制圧し，「新疆」と称して藩部としたことに由来する。

この時ジュンガルを制圧した皇帝として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 37

① 順治帝 ② 康熙帝 ③ 雍正帝 ④ 乾隆帝
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問1 下線部⑴に関連して，同時期である20世紀初めの中国周辺部の動向について述べた

文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 31

① チベットでダライ�ラマ14世が独立を主張する布告を出した。

② 世界初の社会主義国であるモンゴル人民共和国が成立した。

③ ベトナムのファン�ボイ�チャウが，日本へ留学生を送る東遊運動を指導した。

④ 朝鮮は，三・一運動の結果，清からの独立を宣言した。

問2 下線部⑵について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 32

① 外交機関である総理各国事務衙門が作られた。

② 国会の開設を公約した。

③ 隋以来の科挙が廃止された。

④ 立憲政へ向けて憲法大綱が発表された。

問3 下線部⑶の前後の中国について述べた文として誤っているものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 33

① 鉄道国有化に反対する暴動が，四川省で起こった。

② 湖北省の武昌の軍隊が蜂起し，革命が始まった。

③ 中華民国はアジアで最初の共和国であった。

④ 中華民国の首都は当初上海に置かれた。

問4 下線部⑷が結成した結社Ａ～Ｃが年代の古い順に正しく配列されているものを，下

の①～④のうちから一つ選びなさい。 34

Ａ 中華革命党

Ｂ 興中会

Ｃ 中国同盟会

① Ａ→Ｂ→Ｃ ② Ｂ→Ａ→Ｃ

③ Ｂ→Ｃ→Ａ ④ Ｃ→Ａ→Ｂ

124－26



政
治
・
経
済

政治・経済

政
治
・
経
済

124－29

問8 下線部⑻に関連して，1959年のチベットでの反中国運動を機に軍事衝突が起こるな

ど，中国と国境紛争を繰り返した相手国として正しいものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 38

① バングラデシュ ② ベトナム

③ ソ連 ④ インド

問9 下線部⑼について述べた文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，下の①

～④のうちから一つ選びなさい。 39

Ａ 紅衛兵が毛沢東を批判したことから始まった。

Ｂ 劉少奇らが失脚し，江青ら四人組が台頭した。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤

問10 空欄（ 10 ）に入れる人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 40

① 華国鋒 ② 李登輝 ③ 鄧小平 ④ 汪兆銘
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問1 文中の 1 ， 2 に入る語句として最も適当なものを，各群の①～④の

うちからそれぞれ一つずつ選びなさい。

1 ① 情報自由法 ② サンシャイン法

③ タフトハートレー法 ④ ワグナー法

2 ① エイズ薬害訴訟

② エホバの証人輸血拒否事件

③ サリドマイド薬害事件

④ カネミ油症事件

問2 下線部ⓐの環境問題に関連して，環境権に関する記述として最も適当なものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 3

① 環境権の保障は，1993年制定の環境基本法に明記されている。

② 最高裁判所は，環境権を憲法上の国民の権利と認めている。

③ 空港公害訴訟では，環境権を根拠に飛行の差し止めを認めた判決はない。

④ 「日照権」は，十分な日光の享受を保障する権利として法律で定められている。

問3 下線部ⓑのプライバシー権に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 4

① 情報化社会の進展にともない，個人が自己の情報をコントロールする権利として

主張されるようになった。

② 表現の自由とプライバシー権とが衝突する場合，一般的に前者が優先すると解さ

れている。

③ 最高裁判所は，『宴のあと』事件において，モデルとされた人物が公人であると

いうことを理由に，この作品の出版差し止めを認めなかった。

④ 最高裁判所は，『石に泳ぐ魚』事件において，モデルとされた人物のプライバシ

ーを含む人格権を侵害するものではないとして，この著者の出版差し止めを認めな

かった。
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第1問 次の文章を読み，下の問い（問1～問9）に答えなさい。

日本国憲法は，国家からの干渉・制限を排除する権利である自由権を定めており，また，

社会的弱者が国家に対して積極的な施策を要求する権利として，社会権も明記している。

しかし，複雑で多様化した現代社会では，
ⓐ
環境問題の深刻化や情報化の進展などにともな

って新たな問題が生じている。そこで，それらに対応した新しい人権が主張されるように

なり，それは，裁判所の判例や国会による新たな法律の制定などを通じて認められつつあ

る。

今日，政府や地方公共団体の役割が増大するにともない，これらの機関の内部に市民の

生活や福利にかかわる膨大な情報が収集，管理されるようになっている。そこで，市民の

ⓑ
プライバシー権を守り，政府や地方公共団体の管理する

ⓒ
個人情報が不当に利用されること

を防止することが，重要な課題となる。さらに，国民の基本的権利を拡大し，市民の政治

参加を実のあるものにするために，政府や地方公共団体の決定や政策に関する説明責任を

定めている。また，これらの機関が管理する行政文書の公開を義務づける法律や条例も制

定されている。

アメリカでは，1966年に連邦政府情報公開法，1976年に 1 と呼ばれる情報を公

開する法律が制定された。日本でも1999年に中央省庁の行政文書の原則公開を定めた，
ⓓ
情

報公開法が制定された。こうした動きは，国民は人間らしい生活を営むために良好な生活

環境を享受し，必要な情報を自由に
ⓔ
知る権利があるとする考え方に支えられている。また，

個人がマスメディアから情報を受け取るだけでなく，マスメディアを活用し，自らの意見

を発表する権利があるとする考え方も主張されている。さらに，一定の私的事項について，

国家の介入を受けずに自ら決定できる
ⓕ
自己決定権も主張されている。特に医療技術の発達

を背景に，治療方法の選択や治療拒否などがこの問題に関連して議論されている。最高裁

判所が，治療方法に関する患者の自己決定権を憲法で保障されている人格権の一内容とし

て認めた初の判決が 2 である。ほかに結婚・出産・服装・髪型・趣味などの私的

事項に関する選択決定について，
ⓖ
公共の福祉に反しない限り，尊重されるべきものとされ，

これは
ⓗ
幸福追求権を根拠として考えられている。
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問8 下線部ⓖの公共の福祉などの人権の制約に関する記述として最も適当なものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 9

① 大日本帝国憲法にも限定的ながらも，公共の福祉による人権の制約はあった。

② 日本国憲法が保障する人権は，すべて公共の福祉で制約されるので，絶対的に保

障されるものではない。

③ 日本国憲法は，国家権力が検閲という形で表現の自由に制約を加えることを禁止

している。

④ 日本国憲法は，公共の福祉に基づいて，個人の思想・良心の自由に制約を加える

ことを認めている。

問9 下線部ⓗの幸福追求権に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 10

① 幸福追求権は，歴史的にはイギリスの権利請願や権利章典に由来する。

② 幸福追求権を提唱した思想家として，イギリスのホッブズがいる。

③ 幸福追求権を根拠として争われた裁判として，三菱樹脂事件がある。

④ 幸福追求権は日本国憲法13条に明記され，包括的基本権とされている。
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問4 下線部ⓒの個人情報に関連して，1990年に日本で最初に個人の情報を保護する条例

を制定した都道府県として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

5

① 北海道 ② 東京都 ③ 山梨県 ④ 神奈川県

問5 下線部ⓓの情報公開法に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 6

① 請求者は日本国籍をもつ日本国民に限定され，外国人は除かれている。

② 政府の説明責任を根拠づけるものとして，国民の「知る権利」が法律で明文化さ

れている。

③ 公開の対象とされるものには，行政機関のほかに立法機関や司法機関の情報も含

まれる。

④ 公開の対象とされるものには，文書だけでなく，電子情報も含まれる。

問6 下線部ⓔの知る権利に関連して，知る権利の根拠となる憲法の条項として最も適当

なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 7

① 思想及び良心の自由（19条） ② 表現の自由（21条）

③ 学問の自由（23条） ④ 教育を受ける権利（26条）

問7 下線部ⓕの自己決定権に関連して，日本の現在の法律に照らして違法となるものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 8

① 医師が，患者の意思を尊重して安楽死の措置をとること

② 患者が，医師による延命治療を拒否して，結果的に自らの死を早めること

③ 完治する見込みのない末期の患者に対して，ターミナルケアを行うこと

④ 医師が，患者のドナーカードに表示されている意思に基づいた脳死判定を行うこ

と
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問1 文中の 11 ， 12 に入る語句として最も適当なものを，各群の①～④の

うちからそれぞれ一つずつ選びなさい。

11 ① 護送船団 ② 企業集団

③ 株式持合い ④ 管理価格

12 ① ＳＲＩ ② ＥＳＧ

③ ＰＲＩ ④ ＰＰＰ

問2 文中の Ａ ， Ｂ に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを，次

の①～⑥のうちから一つ選びなさい。 13

① Ａ サステナビリティ Ｂ ガバナンス

② Ａ サステナビリティ Ｂ コンプライアンス

③ Ａ コンプライアンス Ｂ ガバナンス

④ Ａ コンプライアンス Ｂ サステナビリティ

⑤ Ａ ガバナンス Ｂ コンプライアンス

⑥ Ａ ガバナンス Ｂ サステナビリティ

問3 下線部ⓐに関連して，日本の金融機関に関する記述として最も適当なものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 14

① 現在存在している政府系金融機関として，住宅金融専門会社や日本開発銀行など

がある。

② 信託銀行は，政策性が高いプロジェクトに限定して，短期資金の融資や出資など

の支援を行う。

③ 証券会社は，株式会社や国と投資家を結びつけて資金を円滑に循環させる間接金

融の担い手である。

④ 保険会社には，損害保険会社と生命保険会社があり，受け入れた保険料などを貸

し付けて運用する。
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第2問 次の文章を読み，下の問い（問1～問7）に答えなさい。

戦後，日本の
ⓐ
金融機関は 11 方式のもと，激しく競争することもなく，ほとんど

同じような金融商品を販売していた。そのような時代では，消費者は商品を真剣に選ぶ必

要性もなく，金融機関がすすめるままに預けたり，借りたりしていた。つまり，消費者が

直接自己責任を問われることはほとんどなかった。

ところが，
ⓑ
金融の自由化，

ⓒ
日本版金融ビッグバンとともに，自己責任という言葉を多く

聞くようになった。自己責任とは，自分で考えて行動し，その結果についての責任は自分

で負うということである。資産運用に特定して言えば，運用のリスクを個人がみずからの

責任で取捨選択し，運用のリターンも個人に帰属するのである。

とりわけ最近注目されている資産運用が， 12 投資である。環境や社会に配慮し

て事業を行っていて，適切な Ａ がなされている会社に投資しようというのが

12 投資である。これは，環境問題や労働問題，人権問題など，社会が抱えている課

題を解決していく企業こそが Ｂ があり，中長期的に成長していく企業だという考

え方にもとづいている。従って，こういった企業に中長期的に投資することで利益を期待

できるということである。このような考え方は世界中で広まりつつある。

これら投資に注目が集まり，また岸田首相の「貯蓄から投資へ」の発言もあり近年，お

金について学ぶ
ⓓ
金融教育が注目されている。金融教育は，学校の授業でも行われてお

り，2022年から実施された学習指導要領では，金融教育の充実が図られた。

このようななかで東京都が世界的な金融センターとなることを目指し「『国際金融都市

・東京』構想」を策定したのは2017年11月であった。それから数年が経過し，その間，デ

ジタル化の潮流やコロナ禍の発生など，国際金融を取り巻く環境は激しく変動した。こう

した変化に的確に対応するため，東京都は2021年11月，「『国際金融都市・東京』構想」の

内容を刷新し，「構想2．0」にバージョンアップした。

その一つが，
ⓔ
スタートアップ企業の支援である。東京都は，ビジネスに限らず，芸術，

社会活動，スポーツ，学問などあらゆる分野において新しいことに挑戦する人が生まれる

ように支援する戦略を打ち出した。

東京がロンドンのシティやニューヨークのウォール街のような世界をリードする金融セ

ンターの地位を確立できるかどうかは，今後の取り組みが重要である。
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第3問 次の文章を読み，下の問い（問1～問8）に答えなさい。

生徒：先生，北朝鮮のミサイル発射が怖いです。

先生：そうだね。

生徒：日本は防御できるのでしょうか。

先生：安倍内閣が2014年に
ⓐ
集団的自衛権の行使容認を閣議決定したね。

生徒：でも日本は
ⓑ
交戦権を否認しているのではないですか。

先生：その通りです。日本国憲法9条1項は「 Ａ の発動たる戦争と，武力による

Ｂ 又は武力の行使は，国際紛争を解決する手段としては，永久にこれを放棄

する」と定めているよ。

生徒：9条2項には「戦力の放棄」も規定されていますよね。

先生：憲法制定当初は9条で侵略戦争の放棄はもちろんのこと，軍備をはじめ，一切の戦

力の保持を禁止している，との解釈だった。

生徒：情況が変わったのは朝鮮戦争ですか。

先生：そうだね。マッカーサーの指示に基づいて警察予備隊が創設され，1951年には日米

安保条約が締結された。そして1960年には 19 内閣の下で，日米安保条約が

全面的に改定され，日本の防衛力増強義務や共同防衛義務が明記されたんだ。

生徒：そうだったんですね。

先生：政府によれば，
ⓒ
自衛隊は「自衛のための必要最小限度の実力」であって，憲法が保

持を禁止している「戦力」にはあたらないということだ。

生徒：いわゆる
ⓓ
専守防衛ですね。

先生：しかし，
ⓔ
米軍の駐留や自衛隊の存在は，憲法9条との関係で論争の的となり，裁判

でもその合憲性が争われてきた。だが，1991年の湾岸戦争を契機に，日本も冷戦後

の国際秩序の維持に参加して国際貢献をすべきだ，との議論が高まり，翌年にＰＫ

Ｏ協力法が制定され，自衛隊が海外に派遣された。また，2003年に武力攻撃事態対

処法など3つの法律，2004年に国民保護法など7つの法律が制定されたね。

生徒：いわゆる
ⓕ
有事法制が整備されたのですね。

先生：その後も武力攻撃事態・存立危機事態法などが制定され，自衛隊が幅広く活動でき

るようにしたね。

生徒：いろいろ勉強になりました。ありがとうございました。
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問4 下線部ⓑの金融自由化に関して，1990年代以降に実施された日本における金融改革

として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 15

① 普通預金や当座預金などの金利が自由化された。

② 普通銀行・証券会社・保険会社が相互の業務に自由に参入できるようになった。

③ 日本銀行と都市銀行が独占していた外国為替業務を自由化した。

④ 異業種の金融機関をたばねる金融持株会社の設立が解禁された。

問5 下線部ⓒの日本版金融ビッグバンに関する記述として最も適当なものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 16

① 1986年以降のドイツにおいて金融大改革を指す言葉としてビッグバンは用いられ

た。

② 社会党首班内閣であった村山内閣のときにその方針を打ち出した。

③ フリー，フェア，グローバルの三原則をうたい文句にした。

④ 政府は，銀行改革に注力し，証券市場改革は行わなかった。

問6 下線部ⓓの金融教育に関して最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 17

① 2022年4月から，金融教育が高等学校で義務化された。

② 金融教育は，高等学校のみで実施されている。

③ 18歳の成人年齢に達しても高校生は親権者の同意がなくてはお金を借りることは

できない，と教えられている。

④ 金融教育の指導要領に資産運用に関する内容は盛り込まれていない。

問7 下線部ⓔに関連して，スタートアップ企業やベンチャー企業の多くが採用する法人

格として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 18

① 合資会社 ② 合名会社 ③ 有限会社 ④ 株式会社
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問5 下線部ⓒの自衛隊に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一

つ選びなさい。 23

① 自衛隊の防衛出動については内閣の承認が必要である。

② 自衛隊の最高指揮権は防衛大臣がもっている。

③ 国防についての重要事項は国家安全保障会議で判断する。

④ 内閣総理大臣と自衛隊幹部は文民でなければならない。

問6 下線部ⓓの専守防衛に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 24

① 専守防衛は国際社会において多くの国が採用している。

② 専守防衛は自衛隊が設立された1954年の『防衛白書』で正式用語として記載され

た。

③ 防衛力の行使は自衛のための必要最小限度にとどめなければならない。

④ 相手からの武力攻撃が事前に予見された時点で初めて防衛力を行使できる。

問7 下線部ⓔの憲法9条をめぐる裁判に関して，日米安保条約が争点となった事件・訴

訟として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 25

① 百里基地訴訟 ② 砂川事件

③ 恵庭事件 ④ 長沼ナイキ基地訴訟

問8 下線部ⓕに関して，有事対応のための法制化に関連する記述として最も適当なもの

を，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 26

① 他国で発生した紛争において日本が無条件に後方支援を行うことができる周辺事

態法が成立した。

② イラク戦争にともない，自衛隊をイラク全域に派遣できることを定めたイラク復

興支援特別措置法が成立した。

③ 日本が対テロ戦争に限って後方支援を行うことができる国際平和支援法が成立し

た。

④ 日本の安全保障に関する情報のうち，特に秘匿すべきものを保護するための特定

秘密保護法が制定された。
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問1 文中の 19 に入る語句として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 19

① 岸信介 ② 吉田茂 ③ 鳩山一郎 ④ 田中角栄

問2 文中の Ａ ， Ｂ に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 20

① Ａ 政府 Ｂ 攻撃 ② Ａ 政府 Ｂ 威嚇

③ Ａ 国権 Ｂ 攻撃 ④ Ａ 国権 Ｂ 威嚇

問3 下線部ⓐの集団的自衛権に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうち

から一つ選びなさい。 21

① 政府は締結当初から日米安保条約は集団的自衛権にもとづく軍事同盟を成立させ

るものであるとしている。

② 国際連合憲章の規定では，集団的自衛権を発動する場合に，安全保障理事会に報

告する義務はない。

③ 存立危機事態などの要件を満たした場合に集団的自衛権の行使を認める武力攻撃

事態・存立危機事態法が2015年に成立した。

④ 政府の見解によれば，2005年に実現した弾道ミサイル防衛システムは集団的自衛

権にあたるとしている。

問4 下線部ⓑの交戦権に関連して，侵略戦争に関しても戦争放棄の規定をもたない憲法

として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 22

① アメリカ合衆国憲法 ② フランス第4共和国憲法

③ イタリア憲法 ④ ブラジル憲法
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市場での独占的な地位を有していると考えられている。欧州連合（ＥＵ）では，すでに違

法コンテンツの削除や広告の適正な表示を義務づけ，違反企業には罰金も科している。日

本の公正取引委員会もその地位を利用した不公正な取引が行われていないか，実態調査等

を実施している。

問1 文中の 27 に入る語句として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 27

① ＧＰＩＦ ② ＧＳＴＶ ③ ＧＩＬＴ ④ ＧＡＦＡ

問2 文中の Ａ ～ Ｃ に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを，次

の①～⑥のうちから一つ選びなさい。 28

① Ａ 増加 Ｂ 減少 Ｃ 右上方

② Ａ 増加 Ｂ 減少 Ｃ 左下方

③ Ａ 減少 Ｂ 増加 Ｃ 右上方

④ Ａ 減少 Ｂ 増加 Ｃ 左下方

⑤ Ａ 増加 Ｂ 減少 Ｃ 左上方

⑥ Ａ 減少 Ｂ 増加 Ｃ 右下方

問3 下線部ⓐの完全競争市場の特徴を説明する記述として最も適当なものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 29

① 各企業とも，市場の情報を自由に入手することができない。

② 市場では各企業は自社製品を他の製品と差別化しながら競争して販売する。

③ 各企業は，個々では市場で決まった価格を変更させる価格支配力を持たない。

④ 市場には多数の消費者と少数の企業が存在する。

問4 下線部ⓑに関連して，同業種内の各企業が競争の排除を目的に一つの企業として合

併する形態として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

30

① トラスト ② カルテル

③ コンツェルン ④ コングロマリット
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～問8）に答えなさい。

価格 Ｄ Ｓ

数量

市場経済とは，需要と供給の不均衡が，価格によって調整されるメカニズムである。売

り手と買い手が多数存在し，売り手も買い手も同一の情報を有し，市場に参入・退出でき

る
ⓐ
完全競争市場を想定し，価格を与えられたものとして売り手と買い手が行動すると仮定

する。すると一般的に，需要量は価格が上昇すれば Ａ し，下落すれば Ｂ す

る。供給量はその逆である。また，買い手の所得が増加すれば，需要曲線は Ｃ に

移動し，供給曲線との交点もそれにより移動する。価格はこうして資源の過不足情報を提

供し，その変動を通じて需給を調整する。そのことによって，資源の効率的な利用がもた

らされ，市場メカニズムがうまく機能すれば，結果的に資源の最適な配分が達成される。

しかし，現代では多くの市場で
ⓑ
独占や寡占の傾向が見られるため，こうしたメカニズム

がうまく作用しない場合も多い。また完全競争を維持しても，最適な資源配分を達成でき

ない場合がある。それは，
ⓒ
公共財や

ⓓ
外部経済・外部不経済が存在するためである。したが

って，これらの市場機構の限界を補うため，資源の再配分などが経済政策によって行われ

る必要がある。

また，独占・寡占市場では価格競争が弱まり，消費者に不利益がもたらされたりするな

どの弊害が生じるため，公正な自由競争を維持するために，多くの国で
ⓔ
独占禁止法または

競争法が制定されている。その運用の中立性を確保するために，日本では公正取引委員会

が設置されており，それは内閣から独立した職権を有する行政委員会である。公正取引委

員会の最近の注目すべき動きとして，グーグルなどいわゆる 27 と呼ばれる巨大Ｉ

Ｔ企業4社への対応が挙げられる。これらの企業は
ⓕ
プラットフォーム・ビジネスを通じて，
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問5 下線部ⓒの公共財に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 31

① 公共財は外部性がマイナスに働く代表的な例である。

② 排除性と競合性の二つの性質をもつ財やサービスを公共財とよぶ。

③ 公共財は，フリーライダーが発生するため市場で供給されやすい。

④ 政府の供給している防衛，治安維持のようなサービスは公共財の例である。

問6 下線部ⓓの外部経済・外部不経済に関する記述として最も適当なものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 32

① 産業の集積による知識の移転現象は，外部不経済である。

② 外部不経済の存在は，社会全体の観点からみると，資源の効率的配分を妨げるが，

社会的費用は減少する。

③ ある経済主体の活動が，市場取引を通さないで他の経済主体に及ぼす効果を外部

効果という。

④ 外部経済の例として，環境汚染や騒音などの公害現象が挙げられる。

問7 下線部ⓔに関連して，日本の独占禁止法に関する記述として最も適当なものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 33

① アメリカのニューディール政策の時のワグナー法を模範にしている。

② 再販売価格維持行為は自由競争を阻害するものとして，一切禁止している。

③ 持株会社を一切禁止してきたが，1997年の改正で，例外として金融持株会社のみ

認められるようになった。

④ 公正取引委員会は，違法カルテルによって不当な利益を得た企業に課徴金の支払

いを命じることができる。

問8 下線部ⓕのプラットフォーム・ビジネスに関して，同じ機能を持つと考えられる業

態として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 34

① 旅館 ② 遊園地 ③ 証券取引所 ④ 建設会社

124－42



数

学

計算用紙

数

学

124－45

1

⑴ x ＝�7＋2�10，y ＝�7－2�10のとき，

x2－ xy ＋ y2＝ 1 2 ，x ＋ y ＝ 3 4

である。

⑵ 連立不等式
�
�
�

�x －4�≦2

�－ x ＋15�≦3x －1
の解は

5 ≦ x ≦ 6

である。

⑶ 0°≦θ≦180°とする。f（θ）＝10－4cosθ－4sin2θのとり得る値の範囲は

7 ≦ f（θ）≦ 8 9

である。

⑷ △OABにおいて，OA＝2，OB＝3，∠AOB＝60°とすると

AB＝ 10

である。∠AOBの2等分線と辺 ABの交点を Pとおくと

AP＝
11

13

12
，OP＝

14

16

15

である。
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2 a を実数の定数とし，関数 f（ x）＝ x2－6x ＋ a ＋7を考える。

⑴ y ＝ f（ x）のグラフの頂点の座標は

（ 17 ，a － 18 ）

である。

⑵ y ＝ f（ x）のグラフが x 軸の x ＞0の部分と異なる2つの共有点をもつ a の値の

範囲は

－ 19 ＜ a ＜ 20

である。

⑶ 4≦ x ≦5における f（ x）の最大値をM，最小値を m とすると，

M ＝ a ＋ 21 ，m ＝ a － 22

である。

⑷ a ≦ x ≦ a ＋1における f（ x）の最小値を m（a）とおく。

ⅰ m（a）は

a ≦ 23 のとき m（a）＝ a2－ 24 a ＋ 25

23 ＜ a ＜ 26 のとき m（a）＝ a － 27

26 ≦ a のとき m（a）＝ a2－ 28 a ＋ 29

である。

ⅱ m（a）を最小にする a の値は a ＝
30

31
である。
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3 1から10までの番号が1つずつ重複なく書かれた10枚のカードがある。以後，番

号1が書かれたカードを「番号1のカード」と言うことにする。2から10について

も同様である。これらを無作為に1列に並べる試行を行う。ここで，2つの条件

条件A：番号1のカードと番号2のカードが隣り合わない。

条件B：番号3のカードと番号4のカードの間に，ちょうど1枚のカードがある。

を考える。

⑴ 条件Aが成り立つ確率は
32

33
である。

⑵ 条件Bが成り立つ確率は
34

35 36
である。

⑶ 番号3のカードと番号4のカードの間に，番号1のカードだけがある確率は

37

38 39
である。

⑷ 番号3のカードと番号4のカードの間に番号5のカードだけがあり，かつ，番号

1のカードと番号2のカードが隣り合わない確率は
40

41 42
である。

⑸ 条件A，条件Bが同時に成り立つ確率は
43 44

45 46
である。
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⑵ 2000年度と2005年度のヒストグラムを比較して，ある人は次のように考えた。

Ⅰ 年齢の中央値は，2000年度より2005年度の方が大きい。

Ⅱ 住民全体に対して70歳以上の高齢者の占める割合は，2000年度より2005年

度の方が大きい。

Ⅲ 2000年度に9歳以下だった人のうち2005年度までに死亡した人が2人いた。

Ⅰ，Ⅱ，Ⅲのうち，図 Aと図 Bのヒストグラムから正しいと判断できるものは

52 である。 52 には，次の⓪～⑥のうちから適切なものを一つ選びなさ

い。

⓪ Ⅰだけ ① Ⅱだけ ② Ⅲだけ

③ ⅠとⅡだけ ④ ⅠとⅢだけ ⑤ ⅡとⅢだけ

⑥ ⅠとⅡとⅢのすべて

問⑶，⑷では，2000年度～2004年度の5年間と2005年度～2009年度の5年間に

生まれた人，9歳以下で死亡した人，80歳以上89歳以下で死亡した人，90歳以上で

死亡した人の人数が次の表1の通りであるとして答えなさい。

出生数（人） 9歳以下の
死亡者数（人）

80～89歳の
死亡者数（人）

90歳以上の
死亡者数（人）

2000年度～2004年度 3（＊） 0 1 2
2005年度～2009年度 3（＊＊） 0 2 2

表1

（＊） 2000年の年初に生まれた人はいないので，この3人は図 Aのヒストグラムには含まれていない。
（＊＊） 2005年の年初に生まれた人はいないので，この3人は図 Bのヒストグラムには含まれていない。

⑶ 図 A，図 Bと表1から，2000年度年初に4歳以下であった人の人数は 53

人であることがわかる。

数

学

124－51

4 次の図は，ある地区の住人の2000年度と2005年度の年初（その年度が始まった時

点）における年齢別人数をヒストグラムで表したものである。ヒストグラムの階級は

それぞれ0歳以上9歳以下，10歳以上19歳以下，20歳以上29歳以下，……，80歳

以上89歳以下，90歳以上のように区切られている。なお，どの年度についても，地

区外に転出した人も地区外から転入した人もいないものとする。

2000年度 2005年度
20 20
18 18
16 16
14 14

度
数
（
人
）

度
数
（
人
）

12 12
10 10
8 8
6 6
4 4
2 2
0 0

0
～
9

10
～
19

20
～
29

30
～
39

40
～
49

50
～
59

60
～
69

70
～
79

80
～
89

90
～

0
～
9

10
～
19

20
～
29

30
～
39

40
～
49

50
～
59

60
～
69

70
～
79

80
～
89

90
～

年齢（歳） 年齢（歳）

図 A 図 B

⑴ 2000年度について調べる。

住民の総数は 47 48 49 人である。

年齢の平均値を調べるために，どの階級についてもそれに属する人の年齢がその

階級の年齢の最小値であると仮定して平均値を計算し，小数第1位を四捨五入する

と 50 51 歳となる。これに階級の幅の半分の5歳を足したものが真の平

均値に近い値と考えることができる。
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⑷ 次の4つの図は，それぞれある年度の年初におけるこの地区の住人の年齢別人数

をヒストグラムで表したものであり，そのうちの1つは2010年度のものである。

図 Aと表1から，2010年度のヒストグラムは図 54 であることがわかる。

54 には，図の番号1，2，3，4のうち当てはまるものを入れなさい。

18 18
16 16
14 14
12 12

度
数
（
人
）

度
数
（
人
）

10 10
8 8
6 6
4 4
2 2
0 0

0
～
9

10
～
19

20
～
29

30
～
39

40
～
49

50
～
59

60
～
69

70
～
79

80
～
89

90
～

0
～
9

10
～
19

20
～
29

30
～
39

40
～
49

50
～
59

60
～
69

70
～
79

80
～
89

90
～

年齢（歳） 年齢（歳）

図1 図2

18 18
16 16
14 14
12 12

度
数
（
人
）

度
数
（
人
）

10 10
8 8
6 6
4 4
2 2
0 0

0
～
9

10
～
19

20
～
29

30
～
39

40
～
49

50
～
59

60
～
69

70
～
79

80
～
89

90
～

0
～
9

10
～
19

20
～
29

30
～
39

40
～
49

50
～
59

60
～
69

70
～
79

80
～
89

90
～

年齢（歳） 年齢（歳）

図3 図4

124－52









一 般 入 試

令和 7（2025）年度

試験学科
データサイエンス学科
試験時間（90分）
解答　…　巻末

（　学　科　別【 2教科型】　）

数　　学

〈数学 解答上の注意〉
⑴　分数形で解答する場合、分数の符号は分子につけ、分母につけてはいけません。

例えば、
12

10 11
に

5

4
- と答えたいときは、

5

4- として答えなさい。また、

既約分数（それ以上約分できない分数）で答えなさい。
⑵　根号を含む形で解答する場合は、根号の中に現れる自然数が最小となる形で答え
なさい。

⑶　問題の文中の二重四角で表記された 30 などには、選択肢から一つを選んで答
えなさい。

⑷　同一の問題文中に 40 、 50 などが 2度以上現れる場合、原則として 2度目
以降は 40 、 50 のように細字で表記しています。
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⑴　直線 y=ax+bが，任意の aについて 2次関数 y=x2のグラフに接するように

bを決定すると，b=
3

1 2
a2であり，接点 Pの座標は a a

4 5

2

，f p 
である。Pを通り直線 y=ax+bと直交する直線を lとすると，a!0 のとき，l

の y切片は
a 1

6 7

2

+ である。

⑵　 2次方程式 x2+ax+b=0 の 2 解が x=sini，x=cosiであるとする。このと

き，sin2i= 8 bである。また，a2= 9 b+ 10 の関係が成立する。

⑶　z
i

i

1

1
1=

-
+ とおく。さらに z

z

z

1

1

1

1
2=

-
+ ，z

z

z

1

1
3

2

2
=
-
+ とおく。

このとき，z
z

z

k

1 2

3
4

3

3
=
+
+

が実数となるような実数 kの値は k= 11 である。

⑷　 2
2 5 3 0x x x

3 3
+ + - = を満たす実数 xの値は x=

13

12
である。

また， 3 09yy
3

=+ を満たす実数 yの値は y= 14 15 16 である。

⑸　logx y2+logy x4=8 のとき，logx y= 17 ! 18 である。

1
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次の規則で冬休みの部活の練習日を決める。

1日目は練習日とする。

練習日の翌日は，サイコロをふって 1か 2が出た場合だけ練習日とする。練習

日でない日の翌日は，必ず練習日とする。

⑴　 2日目と 3日目が共に練習日となる確率は
1

20

9
である。 2日目が練習日でな

く，かつ 3日目が練習日となる確率は
22

21
である。したがって， 3日目が練習

日となる確率は
24

23
である。

⑵　 3日目が練習日の場合， 2日目が練習日である条件つき確率は
26

25
である。

⑶　 2日目から 4日目まで計 3日間の練習日数の合計を X日とする。X=0 となる

確率は 27 ，X=1 となる確率は
29

28
，X=2 となる確率は

30 31

32 33
，

X=3 となる確率は
32 33
34

なので，Xの期待値は
32 33
35 36

である。

⑷　n日目が練習日となる確率を pnとおけば，pn+1= 37 -
9

8

3

3
pnが成り立つ。

⑸　 2日目が練習日の場合， 5日目が練習日である条件つき確率は，k= 40 の pk

に等しい。また， 2日目が練習日でない場合， 5日目が練習日である条件つき確率

は，l= 41 の plに等しい。

⑹　 2日目と 5日目が共に練習日となる確率は
42

81

43
である。 5日目が練習

日の場合， 2日目が練習日である条件つき確率は
42 43
44 45

である。

2
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aを定数として， 2つの関数 f（x）=2x3+xと g（x）=7x+aを考える。

⑴　y= f（x）のグラフについて，接線の傾きの最小値は 46 である。

⑵　y= f（x）のグラフと y=g（x）のグラフとが接するのは，a=! 47 の場合であ

る。

⑶　a=0 の場合，y= f（x）のグラフと y=g（x）のグラフとで囲まれる 2つの領域の

面積の合計は 48 である。

⑷　0EbE1 の範囲で， f dx x
b

b ] g# の値が最大となるのは b=
49

1

3
のときで 

ある。

⑸　01c11 とする。y= f（x）のグラフと 2直線 y=0，x=cとで囲まれた領域の

面積を S1（c）とおけば，S1l（c）= 50 c3+cである。また，y= f（x）のグラフと 

2 直線 y=3，x=cとで囲まれた領域の面積を S2（c）とおけば，  

S2l（c）=-$ 51 -（ 50 c3+c）.である。したがって，S1（c）+S2（c）が最小と
なるのは，f（c）=

51
52

のときである。

⑹　01d13 とする。y= f（x）のグラフと 2直線 x=0，y=dとで囲まれた領域の

面積を T1（d）とおく。また，y= f（x）のグラフと 2直線 x=1，y=dとで囲まれた

領域の面積を T2（d）とおく。T1（d）+T2（d）が最小となるのは，d=
54

53
のとき

である。

3
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数列 an" ,は，初項が a1=2 であり，第 2項以降は漸化式 a
a

a

2 1

3 2
n

n

n
1=

-
-

+ で与えら

れる。以下でこの数列の一般項 anを求める。

⑴　数列 bn=an-1 は，初項が b1= 55 であり，第 2項以降は漸化式

b
b

b

56 57
n

n

n

1=
+

+

を満たす。初項と漸化式から，bn20 が成り立つ。

⑵　数列 c
b

1
n

n

= は等差数列であり，その一般項は cn= 58 n- 59 で与えら

れる。これより，数列 bn" ,の一般項は bn=
58 n- 59

1 である。

⑶　以上より数列 an" ,の一般項は an=
58 n- 59
60 n

で与えられる。

次に，等差数列 5，11，17，23，…の一般項を An，等差数列 2，5，8，11，…の一般項

を Bnとおいて，Cn=AnBnおよび D
B

A
n

n

n
= について考える。

⑷　数列 Cn" ,の初項から第 10項までの和は Ck
k 1

10

=
=

| 61 62 63 64 である。

⑸　以下で数列 Dn" ,が満たす漸化式を導く。数列 Dn" ,の一般項は
D

n65 66

1
67n=

-
+

なので，
Dn- 67

1
= 65 n- 66 が成り立つ。すると

Dn+1- 67
1

=
Dn- 67

1
+ 68

だから，整理して Dn+1=
72 Dn- 73

69 Dn- 70 71
を得る。

4
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空間内の 5点M，N，O，P，Qについて，Oは原点，Nは x軸上の点，Pは y軸

上の点とする。点Nおよび点 Pの x座標，y座標は 0以上とする。また， 

+OPQ=+PQM=+QMN=+MNO=90°およびMN=PQ= 2，NO=OP=3 と 

する。点M，Qの座標をM（a，b，c），Q（d，e，f）とおく。

⑴　a=e= 74 ，b2+c2=d2+ f 2= 75 である。

⑵　MN MQ$ =-b（ 76 -b）-c（ f-c）= 77 である。整理すれば，

76 b+cf= 78 　……［ア］

が成り立つ。同様に， MQP Q$ =-d（ 76 -d）- f（c- f）= 77 である。

整理すれば，

76 d+cf= 78 　……［イ］

が成り立つ。

⑶　［ア］［イ］および⑴より，点M，Qの座標は

M（ 74 ， 79 ，! 08 ），Q（ 79 ， 74 ，! 08 ）　……［ウ］

または

M（ 74 ， 81 ，! 82 ），Q（ 81 ， 74 ，" 82 ）　……［エ］

である（複号同順，すなわち複号!，"の上下それぞれについてMとQは対応し

ているものとする）。

⑷　［ウ］の場合MQ= 83 84 ，［エ］の場合MQ= 8 85 6 である。

⑸　［ウ］の場合，点M，N，O，P，Qを頂点とする四角錐の体積は 8 87 8

である。

⑹　［エ］の場合，三角形MOQの面積は 89 90 である。

5
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や
少
数
者
、
被
害
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
た
な
い
、
あ
る
い
は
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
自
分
の
置
か
れ
た
状
況
を
誰
に
も

承
認
し
て
も
ら
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
は
ど
う
や
ら

ウ

で
き
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
九
年
に
は
映
画

『
ジ
ョ
ー
カ
ー
』
が
話
題
と
な
っ
た
。
物
語
の
主
人
公
は
障
害
の
発
作
を
抑
制
す
る
薬
の
処
方
を
受
け
な
が
ら
道
化
師
と
し
て
働
い
て
き
た
が
、

公
助
の
削
減
や
周
囲
の
無
理
解
に
よ
り
次
第
に
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
く
。
最
終
的
に
、
主
人
公
は
快
楽
殺
人
者
に

変
し
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
に
置
か
れ
た
暴
徒
を
扇
動
し
、
舞
台
と
な
る
ゴ
ッ
サ
ム
シ
テ
ィ
を
無
秩
序
状
態
に
陥
れ
る
。
死
者
三
六
名
・
負
傷
者
三
四
名
を
出
し
た
京
都
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
放
火
殺
人
事
件
の
直
後
に
公
開
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
同
作
品
は
「
無
敵
の
人
」
に
よ
る
重
大
犯
罪
を

エ

す
る
世
相
を

反
映
す
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
二
〇
二
一
年
に
は
『
ジ
ョ
ー
カ
ー
』
の
主
人
公
の
衣
装
を
着
た
青
年
が
京
王
線
で
殺
人
未
遂
を
犯
し

た
。も

ち
ろ
ん
、
多
様
性
を

オ

す
る
「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
立
場
は
そ
う
し
た
人
び
と
を
積
極
的
に
見
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
社
会
が
複
雑
化
す
る
な
か
で
、
弱
者
や
少
数
者
を
特
定
の
属
性
区
分
で
括
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
被
る
抑
圧
に
想
像
力
を
働
か

せ
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
解
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
軸
足
に
据
え
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
か
ら
も

「
交
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

差
性
」
の
理
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
「
女
性
」
で
も
「
白
人
女
性
」
と
「
黒
人
女
性
」
の
経
験
す
る
抑
圧
は
質

的
に
異
な
る
。
交
差
性
が
示
唆
す
る
の
は
、
実
際
の
「
私
」
の
な
か
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
交
錯
し
て
お
り
、
そ
れ
が

交
わ
る
と
こ
ろ
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
抑
圧
や
差
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
解
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
以
外
の
領
野
に
も
広

が
り
始
め
、
個
人
個
人
が
異
な
る
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
抱
え
る
状
況
で
、
ど
の
よ
う
に
相
互
の
経
験
の

カ

を
尊
重
し
、
連
帯
で
き
る
の

※
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一
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
に
答
え
よ
。（
な
お
、〔

　
　〕
は
出
題
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。）

最
近
、「
声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
る
」、「
生
き
づ
ら
さ
に
寄
り
添
う
」
と
い
っ
た
耳
当
た
り
の
よ
い
フ
レ
ー
ズ
を
よ
く
目
に
す
る
。
現
代
の
高

度
情
報
社
会
で
は
、
誰
で
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
の
経
験
が
可
視
化
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
声
」
が
過
剰
に
供
給
さ
れ
、「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
や
「
ポ
ス
ト
真
実
」
の
よ
う
な
社
会
の
不
安
定
化
が
問
題

視
さ
れ
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
声
な
き
声
」、
す
な
わ
ち
、「
声
」
が
誰
に
も
聞
か
れ
な
い
こ
と
が
相
変
わ
ら
ず
深
刻
な
問
題
で
あ
る
の

は
な
ぜ
な
の
か
。

い
わ
ゆ
る
「
リ
ベ
ラ
ル
」
を
自
認
す
る
人
び
と
は
、
一
般
的
に
、「
声
な
き
声
」
や
「
生
き
づ
ら
さ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
社
会
的
弱
者
や
少
数

者
の
存
在
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
障
害
を
理
由
に
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
り
、
女
性
と
い
う
だ
け
で
人
生
の
選

択
肢
を
狭
め
ら
れ
る
な
ど
の
結
果
、
構
造
的
に
弱
い
属
性
の
人
び
と
が
声
を
上
げ
て
も
、
重
要
な
意
思
決
定
の
場
面
に
十
分
に
包
摂
さ
れ
な
い
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
女
性
、
障
害
者
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
（
ア
イ
ヌ
・
在
日
コ
リ
ア
ン
・
ミ
ッ
ク
ス
ル
ー
ツ
）、
特

定
の
地
域
（
水
俣
・
沖
縄
・
福
島
）
な
ど
、
弱
者
や
少
数
者
と
し
て
抑
圧
さ
れ
て
き
た
自
ら
の
属
性
を

ア

と
し
て
団
結
し
、
現
行
の
社
会

秩
序
に
対
し
て
異
議
申
し
立
て
を
行
う
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
」
が
、
従
来
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な

イ

と
は
異
な
る
政
治
の
あ

り
方
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
た
。
弱
者
の
包
摂
は
相
変
わ
ら
ず
深
刻
な
課
題
だ
し
、
そ
の
運
動
の
重
要
性
も
変
わ
ら
な
い
。

他
方
で
、
こ
う
し
た
「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
思
想
に
反
感
を
抱
く
人
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
生
き
づ
ら
さ
」
を
感
じ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弱
者
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ａ
　
そ
の
た
め
、
弱
者
に
対
し
て
排
外
的
で
不
寛
容
な
態
度
を
取
る
人
び
と
の
「
声
」
に
ま
で
耳
を
傾
け
る
必
要
は
な
い
と
い
う
意
見
は
ま
っ

と
う
に
思
わ
れ
る
。

ｂ
　「
声
な
き
声
」
は
優
し
げ
で
規
範
的
な
響
き
を
持
つ
表
現
で
は
あ
る
。

ｃ
　
し
か
し
、
こ
う
し
た
人
び
と
の
攻
撃
的
な
態
度
が
、
彼
ら
が
胸
の
内
に
秘
め
る
「
声
な
き
声
」
と
首
尾
一
貫
し
た
論
理
的
な
繋
が
り
を
持

つ
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

ｄ
　
そ
し
て
、「
声
な
き
声
」
が
規
範
的
に
正
し
い
か
ど
う
か
は
一
度
留
保
し
て
お
く
。

ｅ
　
社
会
に
対
す
る
自
分
自
身
の
不
平
や
不
満
が
言
葉
に
な
ら
ず
、
他
者
に
見
聞
き
さ
れ
な
い
状
況
で
、
そ
の
不
平
不
満
の
情
念
だ
け
が
短
絡

的
に
噴
出
し
て
い
る
だ
け
だ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
態
度
は
他
者
の
尊
厳
や
自
由
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
と
は
別
に
、
彼
ら
の
内
面
に
あ

る
不
平
不
満
を
対
話
可
能
な
言
葉
に
変
換
し
、

Ⅲ

民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
に
包
摂
す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
、

対
立
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ど
の
「
声
な
き
声
」
が
聞
か
れ
る
に
値
し
、
ど
の
「
声
な
き
声
」
が
聞
く
に

値
し
な
い
の
か
と
い
う
規
範
的
な
線
引
き
は
分
析
に
お
い
て
一
度
留
保
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。

Ⅳ

か
ら
こ
そ
、「
声
な
き
声
」
は
集
合
的
な
意
思
決
定
を
志
向
す
る
民
主
主
義
社
会
の
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
。

た
と
え
ば
、
二
〇
二
二
年
七
月
、
奈
良
県
で
の
応
援
演
説
中
に
安
倍
晋
三
元
首
相
が
銃
殺
さ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
。
政
治
的
な
言
論
が
非
合
法
な
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か
が
問
わ
れ
始
め
て
き
た
。

そ
の
連
帯
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
「
声
な
き
声
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
、
自
分
自
身
の
直

面
す
る
主
観
的
な
現
実
を
言
葉
と
し
て
表
現
し
、
他
者
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
構
造
的
に
困
難
な
状
況
を
意
味
す
る
。
確
か
に
以
前
に
比
べ
て

「
声
」
を
上
げ
る
機
会
は
増
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
の
ニ
ッ
ク
・
ク
ド
リ
ー
〔
一
九
五
八
―
〕
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
メ

デ
ィ
ア
空
間
の
な
か
で
「
声
」
に
は
不
平
等
に
価
値
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
に
多
く
の
「
声
」
が
集
約
さ
れ
る
た
め
に
、

Ⅰ
　
　
　
　

も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
、
個
別
具
体
的
な
特
定
の
状
況
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、

社
会
全
体
が
構
造
的
に
招
く
問
題
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
事
者
の
直
面
す
る
個
別
具
体
的
な
経
験
の
違
い
は
重
要
な
も

の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
こ
に
「
声
な
き
声
」
と
い
う
よ
り
包
括
的
な
表
現
を
設
け
る
こ
と
で
、
個
人
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
し
て
公
共
的
な
問

題
に
接
続
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
提
起
を
行
い
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、「
声
な
き
声
」
に
は
、
女
性
、
障
害
者
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
外
国

人
な
ど
の
立
場
に
起
因
す
る
経
験
も
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
虐
待
、
暴
力
な
ど
に
よ
る
深
刻
な
ト
ラ
ウ
マ
も
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
最
近
に
な
っ
て

注
目
さ
れ
始
め
た
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」（
家
庭
に
お
け
る
ケ
ア
労
働
を
担
わ
ざ
る
を
え
な
い
子
ど
も
た
ち
）
な
ど
の
よ
う
に
、 

Ⅱ
　
　
　

も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
対
極
に
あ
る
加
害
的
だ
っ
た
り
、
差
別
的
で
あ
る
よ
う
な
人
び
と
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
自
分

自
身
の
直
面
す
る
現
実
を
解
釈
し
、
他
者
に
対
し
て
伝
え
る
た
め
の
資
源
を
欠
い
た
状
態
に
起
因
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
声
な
き
声
」

と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
声
な
き
声
」
は
属
人
的
な
性
質
を
指
す
も
の
で
も
、
特
定
の
集
団
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
な
い
。
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に
転
じ
る
恐
れ
）
を
背
負
う
。
ほ
か
に
も
、
た
と
え
ば
、「#M

eT
oo

」
は
、
女
性
た
ち
が
自
ら
の
被
っ
た
性
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
不

特
定
多
数
に
告
発
し
、
不
可
視
化
さ
れ
た
問
題
を
公
共
的
に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
促
す
運
動
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
告
発
に
は
、
加
害
者
か
ら

名
誉
棄
損
や
冤
罪
で
訴
え
返
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
付
随
す
る
。
こ
れ
ら
の
被
害
は
第
三
者
の
目
に
触
れ
な
い
私
的
な
関
係
や
空
間
で
生
じ
て
い
る
が

た
め
に
、
立
証
が
た
び
た
び
困
難
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
ま
さ
し
く
、「
声
な
き
声
」
を
「
声
な
き
声
」
の
ま
ま
留
め
置
く
支
配
的
な
制
度
や
構
造

に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
代
替
案
を
示
す
の
か
は
、
民
主
主
義
的
、
政
治
的
な
問
題
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
他
者
に
向
け
て
「
声
な
き
声
」
を
認
識
さ
せ
、
社
会
全
体
で
議
論
す
べ
き
問
題
を
構
築
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
「
声
な
き
声
」
の
活
性
化

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
は
民
主
主
義
の
実
現
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
引
き
受
け
る
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
取
材
を
通
じ
て
事
実
や
論
点
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
記
事
や
映
像
と
し
て
編
集
し
、
新
聞
や
放
送
な
ど
の

媒メ
デ
ィ
ア体

を
通
じ
て
公パ

ブ
リ
ッ
ク衆

に
伝
達
し
、
世
論
の
形
成
を
促
す
活
動
で
あ
り
、
民
主
主
義
的
な
意
思
決
定
を
促
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、

哲
学
者
の
鶴つ
る

見み

俊し
ゅ
ん

輔す
け

〔
一
九
二
二
―
二
〇
一
五
〕
が
「
同
時
代
を
記
録
し
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
批
評
す
る
仕
事
」、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
原は

ら

寿と
し

雄お

〔
一
九
二
五
―
二
〇
一
七
〕
が
「
時
事
的
な
事
実
の
報
道
や
論
評
を
伝
達
す
る
社
会
的
な
活
動
」
と
説
明
す
る
よ
う
に
、
物
事
を
客
観
的
に
報
じ
る
だ

け
で
は
な
く
、
物
事
の
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
や
評
価
を
積
極
的
に
提
示
す
る
こ
と
で
読
者
に
世
界
を
め
ぐ
る
判
断
材
料
を
提
供
し
、
民
衆
の
集
合
的

な
意
見
＝
世
論
を
生
み
出
す
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
様
な
仕
方
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
取
材
者
が
一
人
称
の
視
点
で
出
来
事
を
綴

る
「
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
無
署
名
の
新
聞
記
事
と
は
異
な
る
臨
場
感
で
読
者
を
魅
了
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
業
界
の
専
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

門
職
の
代

わ
り
に
一
般
市
民
が
自
ら
取
材
す
る
「
市
民
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
よ
う
に
市
民
同
士
に
よ
る
主
体
的
な
政
治
参
加
を
促
す
も
の
も
あ
る
。
特
定

Ｂ
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暴
力
で
封
殺
さ
れ
る
恐
れ
に
対
す
る

エ

が
広
が
る
反
面
、
加
害
者
の
動
機
が
判
明
す
る
に
つ
れ
て
、
世
論
は
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
も
の

と
な
っ
て
い
く
。
加
害
者
は
、
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
統
一
教
会
）
に
よ
る
霊
感
商
法
に
よ
り
母
親
が
搾
取
さ
れ
、
家
庭
崩
壊
を
経
験
し
た

経
緯
か
ら
、
同
組
織
に
対
す
る
恨
み
を
持
ち
、
同
組
織
と
親
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
安
倍
を
襲
撃
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
と
供
述
し
た
。
そ
の

結
果
、
多
く
の
政
治
家
と
旧
統
一
教
会
が
選
挙
協
力
な
ど
で
癒
着
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
政
治
的
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
発
展
し
て
い
っ

た
。
新
興
宗
教
の
熱
心
な
信
者
の
家
族
が
被
る
人
権
侵
害
も
よ
う
や
く
社
会
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
は
、
政
治
的
な
手
続
き
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
が
た
め
に
、
暴
力
的
な
手
段
で
し
か
異
議
申
し
立
て
が
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
議
会
政

治
に
対
す
る
不
信
や
無
力
感
で
あ
る
。
政
治
学
者
の
宇う

野の

重し
げ

規き

〔
一
九
六
七
―
〕
は
『〈
私
〉
時
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』〔
二
〇
一
〇
年
刊
〕
で
「
民
主

主
義
の
危
機
」
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

社
会
に
お
い
て
不
満
や
不
安
が
募
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
適
切
に
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
回
路
へ
と
接
続
さ
れ
て
い
な
い

状
況
が
続
く
こ
と
で
、
政
治
に
対
す
る
絶
望
や
シ
ニ
シ
ズ
ム
が
増
大
す
る
一
方
で
、
た
ま
っ
た
政
治
的
情
念
の
マ
グ
マ
は
そ
の
噴
出
場
所
を

求
め
、
次
第
に
代
議
制
の
外
部
へ
と
向
か
う
。

他
者
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
「
声
」
を
上
げ
、
自
ら
の
直
面
す
る
問
題
を
他
者
に
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
の
適
切
な
手
段
を
奪
わ
れ
る
人
び
と

は
、
被
害
者
（
＝
社
会
か
ら
無
視
さ
れ
、
抑
圧
さ
れ
る
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
加
害
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
リ
ス
ク
（
＝
合
法
的
な
言
論
か
ら
非
合
法
な
暴
力

Ｘ

Ｙ

Ａ
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か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
彼
ら
の
姿
勢
は
制
度
や
組
織
に
囚
わ
れ
な
い
自
由
を
体
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
作
家
性

の
高
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
を
連
想
す
る
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
そ
れ
に
対
し
て
「
偽
善

だ
」、「
意
識
が
高
い
」、「
偉
そ
う
だ
」
と
い
う
世
間
の
冷シ
ニ
カ
ル

笑
的
な
空
気
も
日
に
日
に
増
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
八
年
、
シ
リ
ア
の
紛
争

地
取
材
中
に
拘
束
さ
れ
、
解
放
さ
れ
た
安
田
純
平
〔
一
九
七
四
―
〕
は
、
ネ
ッ
ト
世
論
か
ら
「
自
己
責
任
だ
」
と
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
た
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
が
自
認
す
る
民
主
主
義
的
な
役
割
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
に
く
く
、
俯
瞰
的
な
視
点
か
ら
物
事
を
述
べ
る
職
業
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
人

に
よ
っ
て
は
「
エ
リ
ー
ト
目
線
」
に
映
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
報
道
機
関
そ
の
も
の
が
権
威
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
反

権
力
」
や
「
権
力
監
視
」
を
標
榜
し
て
い
る
こ
と
も
、
民
衆
に
寄
り
添
う
こ
と
の
説
得
力
を
損
ね
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
政
党
や
社

会
運
動
な
ど
も
含
む
「
リ
ベ
ラ
ル
」
全
体
に
当
て
は
ま
る
問
題
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ロ
イ
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
所
の
「
デ
ジ
タ
ル

ニ
ュ
ー
ス
リ
ポ
ー
ト
二
〇
二
二
」
に
お
け
る
信
頼
度
調
査
で
は
、
テ
レ
ビ
局
の
最
下
位
が
テ
レ
ビ
朝
日
（
四
七
％
）、
新
聞
社
の
最
下
位
が
朝
日
新

聞
（
四
二
％
）
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
論
調
で
知
ら
れ
る
報
道
機
関
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
シ
ニ
シ
ズ
ム
の
蔓
延
を
前
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
「
信
頼
／
不
信
」
の
問
題
を
分
析
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
研
究
者
の
林は
や
し

香か
お

里り

〔
一
九
六
三
―
〕
は
「
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
は
い
っ
た
ん
受
け
取
り
は
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
は
『
無
関
心
』『
無
関

与
』
と
い
う
状
態
」
が
日
本
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
不
信
を
招
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
不
信
は
積
極
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
漠
然
と

し
た
も
の
で
あ
り
、「
重
要
な
出
来
事
を
、
正
確
に
、
い
ち
早
く
伝
え
る
」
と
い
う
決
意
を
報
道
機
関
が
表
明
す
る
の
は
重
要
な
こ
と
だ
が
、
そ

れ
だ
け
で
信
頼
が
回
復
す
る
と
い
う
の
は
素
朴
な
見
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
ほ
か
に
も
、
林
香
里
は
新
聞
各
紙
の
評
価
を
め
ぐ
る
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の
弱
い
立
場
の
人
び
と
の
権
利

オ

を
積
極
的
に
試
み
る
「
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
よ
う
に
、
他
の
組
織
と
の
連
携
を

通
じ
て
報
道
を
充
実
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
よ
り
主
観
的
な
事
実
に
関
心
を
寄
せ
、
多
種
多
様
な
解
釈
の
可
能
性
を
提
示
し
、

そ
の
妥
当
性
を
競
わ
せ
る
こ
と
で
よ
り
望
ま
し
い
社
会
を
構
想
す
る
と
い
う
理
念
が
提
示
さ
れ
始
め
て
い
る
。「
声
な
き
声
」
の
活
性
化
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
本
分
と
言
っ
て
も
よ
い
。

こ
こ
で
、
考
察
を
深
め
た
い
論
点
は
何
か
と
言
え
ば
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
「
声
な
き
声
」
を
ど
の
よ
う
に
活
性
化
す
べ
き
で
あ
り
、
ど
の

よ
う
に
活
性
化
で
き
る
の
か
」
で
あ
る
。
第
一
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
専
門
職
と
し
て
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
見
直
す
べ
き
か
、
見
直
せ
る
の

か
で
あ
る
。
報
道
記
者
は
客
観
的
で
中
立
公
平
な
姿
勢
で
出
来
事
を
報
じ
、
政
府
や
大
企
業
な
ど
の
大
き
な
権
力
か
ら
自
律
し
た
立
場
を
貫
く
こ

と
を
自
ら
の
責
任
と
し
て
課
し
て
き
た
が
、
個
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
顔
や
氏
名
を
出
し
て
情
報
発
信
で
き
る
時
代
に
な
り
、
そ
の
役
割
も
変
化
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
取
り
巻
く
メ
デ
ィ
ア
環
境
を
ど
の
よ
う
に
設
計
す
べ
き
か
、
設
計
で
き
る
の
か
で
あ
る
。
権

力
関
係
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
の
が
、
主
体
は
環
境
に
依
存
し
て
お
り
、
環
境
は
主
体
的
な
行
為
か
ら
構
築
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
人

間
の
行
為
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
要
因
に
制
約
さ
れ
て
い
る
。「
声
な
き
声
」
を
活
性
化
す
る
営
み
も
何
ら
か
の
構
造
に
制
約
さ
れ
、
何
ら
か
の
葛

藤
に
直
面
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
体
何
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
。

＊

そ
れ
で
は
、「
声
な
き
声
」
の
活
性
化
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
な
の
か
。
こ
の
こ
と
を
検
討
す
る
た
め
に
、「
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
」
に
付
随
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
記
者
は
、
腐
敗
し
た
権
力
に
毅
然
と
立
ち
向
か
う
反
体
制
の
英
雄
と
し
て
描

Ｚ

Ｃ
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リ
ズ
ム
が
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
と
信
頼
関
係
を
結
び
直
す
た
め
に
は
、
事
実
性
や
正
確
性
な
ど
の
真
実
に
か
か
わ
る
要
素
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る

と
論
じ
た
。
こ
の
状
況
判
断
を
ふ
ま
え
る
と
、「
声
な
き
声
」
を
活
性
化
す
る
真

な
メ
デ
ィ
ア
実
践
に
お
い
て
も
、「
真
正
性
」
を
ど
の
よ
う
に

利
用
し
、
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
田た

中な
か

瑛あ
き
ら

『〈
声
な
き
声
〉
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―
―
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
意
見
を
い
か
に
掬
い
上
げ
る
か
』
に
よ
る
。
た
だ
し
、
出
題
に
際
し
て
一
部
表

記
・
表
現
を
改
め
、
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

※

　無
敵
の
人＝

社
会
的
に
失
う
も
の
が
何
も
な
い
た
め
に
、
犯
罪
を
起
こ
す
こ
と
に
何
の
躊
躇
も
な
い
人
を
意
味
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ス
ラ
ン
グ
。
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調
査
結
果
を
参
照
し
、『
産
経
新
聞
』
の
読
者
だ
け
が
そ
の
理
由
と
し
て
「
記
事
が
信
頼
で
き
る
」（
三
六
・
四
％
）
よ
り
も
「
論
調
や
考
え
方
に

共
感
で
き
る
」（
三
一
・
一
％
）
と
い
う
回
答
を
多
く
挙
げ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
社
会
で
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
と
の
あ
い
だ

に
強
い
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
情
報
の
正
確
な
伝
達
だ
け
で
な
く
、
共
感
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も

考
え
ら
れ
る
。
二
〇
一
六
年
か
ら
「
ポ
ス
ト
真ト

ゥ
ル
ー
ス実

」
が
流
行
語
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
世
論
を
形
成
す
る
時
に
、
客
観
的
な
事
実
よ
り
も
個
人
の 

感
情
や
信
条
へ
の
ア
ピ
ー
ル
の
方
が
よ
り
説
得
力
が
あ
る
状
況
」
を
意
味
す
る
。
実
際
、
有
力
な
政
治
家
が
虚
偽
答
弁
を
繰
り
返
し
て
も
熱
狂
的

に
支
持
さ
れ
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
陰
謀
論
が
拡
散
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。

「
真
実
」
と
は
異
な
る
何
か
が
重
要
性
を
帯
び
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
「
真
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ

正
性
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
説
明
す
る
。
こ
れ
を
一
言
で

述
べ
る
の
は
難
し
い
が
、「
本
物
ら
し
く
見
え
る
」、「
自
然
な
も
の
に
見
え
る
」、「
裏
表
が
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
物
事
の
判
断

基
準
で
あ
る
と
差
し
当
た
り
定
義
し
て
お
き
た
い
。
実
際
、「
本
音
を
ぶ
つ
け
る
」、「
タ
ブ
ー
に
切
り
込
む
」、「
マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
な
い
」
な
ど

の
煽
り
文
句
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
違
い
を
強
調
す
る
の
に
真
正
性
は
用
い
ら
れ
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
を
魅
了
し

て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
選
択
肢
が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
や
社
会
全
体
に
当
て
は
ま
る
普
遍
的
な
規
範
（「
べ
き
」
論
）
が

ま
す
ま
す
信
頼
を
失
い
、
規
範
に
応
じ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
役
割
が
権
威
性
を
失
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
多
く
の
人
び
と
が
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
意
味
内
容
そ
れ
自
体
よ
り
も
、「
誰
が
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
の
か
」
に
基
づ
い
て
価
値
を
判
断
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
個
人

と
し
て
何
を
思
い
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
か
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。「
セ
ル
フ
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
も
浸
透
し
、
自
分
自

身
を
首
尾
一
貫
し
た
存
在
と
し
て
示
す
能
力
が
評
価
さ
れ
、
競
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
前
、
私
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ー
ナ

Ｄ
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Ⅱ
　
1

　
思
春
期
に
あ
る
人
間
を
早
期
に
社
会
化
す
る
教
育

2
　
社
会
的
に
認
知
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
い
う
歴
史
的
厚
遇

3
　
公
的
な
関
係
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
困
難
に
す
る
言
葉

4
　
個
人
的
な
領
域
に
押
し
込
め
ら
れ
て
不
可
視
化
さ
れ
て
き
た
問
題

Ⅲ
　
1

　
誰
も
が
納
得
す
る
適
切
な
解
釈
を
提
示
す
る

2
　
対
話
を
調
整
す
る
役
割
を
果
た
す
人
を
育
て
る

3
　
変
換
の
際
に
生
じ
る
葛
藤
を
遠
ざ
け
る
努
力
で
支
え
る

4
　
相
互
対
話
を
通
じ
て
妥
当
性
の
あ
る
合
意
を
生
み
出
す

Ⅳ
　
1

　
個
人
／
社
会
、
善
／
悪
と
い
っ
た
恣
意
的
な
対
立
軸
を
信
頼
で
き
な
い

2
　
義
務
／
権
利
、
手
段
／
目
的
と
い
っ
た
技
術
的
な
発
想
が
通
用
し
な
い

3
　
強
者
／
弱
者
、
加
害
／
被
害
の
よ
う
な
道
徳
的
な
善
悪
で
割
り
切
れ
な
い

4
　
内
／
外
、
公
／
私
の
よ
う
な
社
会
的
立
場
に
は
還
元
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
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問
㈠

　
空
欄
ア
〜
カ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ア
　
1

　
意
匠

　
　
2

　
共
通
項

　
　
3

　
分
水
嶺

　
　
4

　
必
然

イ
　
1

　
対
立

　
　
2

　
総
括

　
　
　
3

　
物
議

　
　
　
4

　
類
似

ウ
　
1

　
軽
視

　
　
2

　
検
証

　
　
　
3

　
尊
重

　
　
　
4

　
対
処

エ
　
1

　
共
感

　
　
2

　
懸
念

　
　
　
3

　
疎
外

　
　
　
4

　
反
発

オ
　
1

　
解
消

　
　
2

　
拡
張

　
　
　
3

　
挽
回

　
　
　
4

　
擁
護

カ
　
1

　
競
争

　
　
2

　
差
異

　
　
　
3

　
先
端

　
　
　
4

　
背
反

問
㈡

　
空
欄
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ
　
1

　
ど
の
「
声
」
も
等
し
く
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
論

2
　
捉
え
や
す
く
な
っ
た
多
く
の
「
声
」
の
同
一
性
を
も
と
に
し
た
連
帯
の
力

3
　
ど
の
「
声
」
が
聞
き
入
れ
ら
れ
、
ど
の
「
声
」
が
無
視
さ
れ
る
の
か
の
落
差

4
　
一
つ
の
「
声
」
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
偏
り
に
は
注
意
す
べ
き
だ
と
い
う
戒
め
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問
㈤
　
傍
線
部
Ａ
「
政
治
的
な
手
続
き
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
状
況
に
置
か
れ
る
人
び
と
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
で
な
い
も

の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
日
々
の
体
験
の
な
か
で
生
じ
る
不
満
や
不
安
が
適
切
に
代
議
制
民
主
主
義
に
接
続
さ
れ
ず
、
個
々
の
経
験
に
と
ど
め
置
か
れ
て
し
ま
う

こ
と
。

2
　
属
性
区
分
で
括
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
に
加
え
ら
れ
る
抑
圧
が
一
般
化
さ
れ
た
う
え
で
、
社
会
に
包
摂
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
。

3
　
自
分
自
身
の
直
面
す
る
主
観
的
な
現
実
を
表
現
し
、
他
者
に
承
認
さ
れ
よ
う
と
す
る
と
き
の
困
難
さ
を
前
に
右
往
左
往
し
て
し
ま
う
こ

と
。

4
　
属
性
に
規
定
さ
れ
る
現
実
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
、
そ
れ
を
他
者
に
対
し
て
伝
え
る
た
め
の
資
源
を
欠
い
た
状
態
に
置
か
れ
て
し
ま
う

こ
と
。
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問
㈢

　
本
文
中
の
枠
で
囲
ま
れ
た
ａ
〜
ｅ
は
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
な
い
。
正
し
く
並
べ
替
え
る
と
す
れ
ば
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
ど
れ

が
最
も
適
切
か
。
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ａ
―
ｄ
―
ｂ
―
ｃ
―
ｅ

　
　
2

　
ｃ
―
ｂ
―
ａ
―
ｄ
―
ｅ

3
　
ｄ
―
ｂ
―
ａ
―
ｃ
―
ｅ

　
　
4

　
ｅ
―
ｃ
―
ｂ
―
ａ
―
ｄ

問
㈣

　
波
線
部
Ｘ
「
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
」
Ｙ
「
癒
着
」
Ｚ
「
本
分
」
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
言
葉
に
言
い
換
え
た
場
合
、
文
脈
上
最
も
適
切
な
も
の
を

次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ｘ
　
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト

1
　
語
義
矛
盾
的

　
　
2

　
両
面
価
値
的

　
　
3

　
試
行
錯
誤
的

　
　
4

　
曖
昧
模
糊
的

Ｙ
　
癒
着

1
　
集
中

　
　
2

　
葛
藤

　
　
3

　
結
合

　
　
4

　
寛
解

Ｚ
　
本
分

1
　
真
骨
頂

　
　
2

　
中
心
部

　
　
3

　
屋
台
骨

　
　
4

　
大
動
脈
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問
㈦
　
傍
線
部
Ｃ
「「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
付
随
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ネ
ッ
ト
世
論
に
み
ら
れ
る
冷
笑
的
な
気
分
に
同
調
す
る
よ
う
な
批
評
を
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
「
反
権
力
」
の
姿
勢
を
貫
く
た
め
に
、

読
者
の
期
待
を
裏
切
る
よ
う
な
権
威
的
な
活
動
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。

2
　
そ
の
権
威
性
が
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
権
力
監
視
」
と
い
っ
た
報
道
機
関
と
し
て
の
役
割
を
全
う
す
る
こ
と
を
目
指
す
点
が
目

立
つ
た
め
、
人
び
と
に
寄
り
添
い
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。

3
　
議
会
政
治
へ
の
不
信
が
増
す
現
代
社
会
に
お
い
て
、
政
治
の
場
で
生
じ
る
問
題
に
介
入
で
き
る
権
力
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
力
を
不
十
分
に
し
か
使
え
て
い
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。

4
　
誰
も
が
事
実
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、
求
め
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
専
門
的
な
見
地

か
ら
情
報
発
信
を
行
い
、
市
民
の
求
め
る
民
主
性
を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。
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問
㈥

　
傍
線
部
Ｂ
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
引
き
受
け
る
課
題
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
「「
声
な
き
声
」
の
活
性
化
」
の
課
題
と
な
る
理
由
の
説
明

と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
人
び
と
が
そ
の
主
観
的
な
事
実
に
関
心
を
寄
せ
、
多
様
な
解
釈
を
す
る
と
い
う
こ
と
や
、
そ
の
解
釈
が
適
切
で

あ
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
活
動
だ
か
ら
。

2
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
中
立
公
平
な
姿
勢
で
出
来
事
を
報
じ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
自
律
的
な
立
場
に
依
拠
し
て
お
り
、
そ
の
言
論
活

動
に
よ
っ
て
政
府
や
大
企
業
と
い
っ
た
大
き
な
権
力
を
監
視
で
き
る
か
ら
。

3
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
社
会
が
多
様
な
人
び
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
複
雑
さ
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
社
会
に
対
し

て
、
客
観
的
な
一
つ
の
事
実
を
世
界
の
真
実
と
し
て
み
せ
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
持
つ
か
ら
。

4
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
従
来
、
構
造
的
に
弱
い
立
場
の
人
び
と
が
上
げ
る
「
声
」
を
多
く
の
人
に
届
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
生

き
づ
ら
さ
に
寄
り
添
う
と
い
う
意
識
を
不
特
定
多
数
の
人
に
抱
か
せ
る
こ
と
を
得
意
と
す
る
か
ら
。
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問
㈨

　本
文
の
内
容
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

　現
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
無
署
名
記
事
と
は
異
な
る
迫
力
を
持
つ
「
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
や
、
取
材
を
専
門
と
し
な
い

一
般
市
民
に
よ
る
「
市
民
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
活
動
が
主
流
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
無
署
名
記
事
に

よ
っ
て
、
そ
の
中
立
公
平
性
を
担
保
す
る
こ
と
に
固
執
す
べ
き
で
は
な
い
。

2

　自
分
が
直
面
す
る
問
題
を
他
者
に
知
っ
て
も
ら
い
解
決
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
議
会
政
治
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
被
害

者
と
し
て
の
告
発
が
私
的
な
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
状
況
が
あ
る
。
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、「
声
な
き
声
」
と
い

う
概
念
を
介
し
て
社
会
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

3

　現
代
の
メ
デ
ィ
ア
空
間
で
は
、
人
び
と
が
「
声
」
を
上
げ
る
機
会
が
増
え
、
そ
の
「
声
」
に
首
尾
一
貫
性
を
求
め
る
「
声
」
も
ま
た
同

様
に
増
大
し
て
き
た
。
社
会
に
異
議
申
し
立
て
を
す
る
際
に
は
、
そ
れ
を
す
る
人
び
と
に
も
、
か
つ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
標
榜
し
て
い

た
よ
う
に
、「
声
」
を
聞
く
側
を
説
得
す
る
自
己
表
現
が
不
可
欠
で
あ
る
。

4

　「
交
差
性
」
と
い
う
概
念
や
、「
生
き
づ
ら
さ
に
寄
り
添
う
」
と
い
っ
た
姿
勢
が
浸
透
し
た
こ
と
か
ら
、
現
代
社
会
で
は
「
優
し
さ
」
を

め
ぐ
る
想
像
力
が
蔓
延
し
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
人
び
と
は
、「
優
し
さ
」
と
い
う
個
人
的
感
情
に
よ
っ
て
問

題
の
社
会
的
解
決
が
で
き
る
と
思
い
が
ち
だ
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
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問
㈧

　
傍
線
部
Ｄ
「
ポ
ス
ト
真ト

ゥ
ル
ー
ス実

」
と
あ
る
が
、
こ
の
事
項
に
注
目
す
る
理
由
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う

ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
人
び
と
の
す
る
情
報
発
信
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
に
も
と
づ
く
が
ゆ
え
に
誰
の
も
の
も
重
視
さ
れ
説
得
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
何
が
「
真
実
」
な
の
か
を
誰
も
が
同
じ
手
段
で
検
証
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
憂
慮
す
る
た
め
。

2
　「
声
な
き
声
」
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
人
び
と
の
数
に
応
じ
て
立
ち
現
れ
て
し
ま
う
「
真
実
」
に
そ
の
都
度
応
じ
る
こ
と
は
せ
ず
、

か
つ
て
重
視
さ
れ
て
い
た
普
遍
的
な
規
範
の
強
化
を
あ
ら
た
め
て
要
求
す
る
た
め
。

3
　「
真
実
」
は
、
そ
れ
を
発
信
す
る
人
の
表
現
で
説
得
力
を
持
た
せ
る
競
争
で
磨
か
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
同
様

に
、
一
人
称
の
視
点
で
出
来
事
を
描
き
出
す
表
現
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
た
め
。

4
　
客
観
的
事
実
の
提
示
で
は
な
く
、
人
の
感
情
や
信
条
へ
の
訴
求
が
重
視
さ
れ
る
状
況
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
誰
が
い
か
に
表
現
す
る
の
か

と
い
う
点
が
、
そ
の
価
値
判
断
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
。
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⑦

　経
営
が
悪
化
す
る
【

　
　
　】
緒
は
実
に
さ
さ
い
な
こ
と
だ
っ
た
。

 

1

　由

　
　 2

　端

　
　 3

　情

　
　 4

　内

　
　 5

　前

⑧

　身
を
宙
に
【

　
　
　】
ら
せ
る
。

 

1

　弄

　
　 2

　踊

　
　 3

　躍

　
　 4

　翔

　
　 5

　覆

⑨

　今
後
の
動
【

　
　
　】
に
注
目
す
る
。

 

1

　向

　
　 2

　機

　
　 3

　脈

　
　 4

　作

　
　 5

　揺

⑩

　疎
【

　
　
　】
だ
っ
た
友
人
と
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
。

 

1

　外

　
　 2

　通

　
　 3

　漏

　
　 4

　隔

　
　 5

　遠
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二
、
次
の
問
㈠
〜
問
㈣
の
設
問
に
答
え
よ
。

問
㈠

　次
の
各
文
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
5
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①

　そ
の
商
品
の
価
格
は
【

　
　
　】
外
に
高
額
だ
。

 

1

　言

　
　 2

　心

　
　 3

　法

　
　 4

　以

　
　 5

　員

②

　総
力
を
【

　
　
　】
集
し
て
事
態
の
解
決
を
図
る
。

 

1

　招

　
　 2

　徴

　
　 3

　結

　
　 4

　採

　
　 5

　募

③

　ど
う
か
【

　
　
　】
便
に
ご
対
応
く
だ
さ
い
。

 

1

　簡

　
　 2

　音

　
　 3

　方

　
　 4

　利

　
　 5

　穏

④

　長
い
年
月
を
か
け
て
関
係
を
【

　
　
　】
む
。

 

1

　慎

　
　 2

　育

　
　 3

　畳

　
　 4

　企

　
　 5

　望

⑤

　【

　
　
　】
評
が
高
い
彼
女
の
新
作
。

 

1

　定

　
　 2

　風

　
　 3

　時

　
　 4

　品

　
　 5

　世

⑥

　彼
を
【

　
　
　】
柔
し
よ
う
と
裏
か
ら
手
を
回
す
。

 

1

　優

　
　 2

　懐

　
　 3

　温

　
　 4

　善

　
　 5

　軟
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が
あ
る
。
今
日
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
概
念
の
精
緻
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
そ
の
代
表
的
事
例
で
あ
る
は
ず
の
ナ
チ
ズ
ム
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
ら

な
く
な
る
と
い
う

Ｅ

な
事
態
さ
え
生
じ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
本
質
と
は
何
な
の
か
。
こ
れ
を
究
明
す
る

は
何
よ
り
も
、
集
団
行
動
が
も
た
ら
す
独
特
の

Ｆ

、

参
加
者
が
そ
こ
に
見
出
す
「
魅
力
」
に
求
め
ら
れ
る
。

大
勢
の
人
び
と
が
強
力
な
指
導
者
に
従
っ
て
行
動
す
る
と
き
、
彼
ら
は
否
応
な
く
集
団
的
熱
狂
の
渦
に
飲
み
込
ま
れ
、
敵
や
異
端
者
へ
の

攻
撃
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
そ
の
熱
狂
が
思
想
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
か
か
わ
り
な
く
、
集
団
的
動
物
と
し
て
の
人
間

の
本
能
に
直
接
訴
え
る
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

全
員
で
一
緒
の
動
作
や
発
声
を
く
り
返
す
だ
け
で
、
人
間
の
感
情
は
お
の
ず
と
高
揚
し
、
集
団
へ
の

Ｇ

や
連
帯
感
、
外
部
へ
の

敵
意
が
強
ま
る
。
こ
の
単
純
だ
が

Ｈ

な
感
情
の
動
員
の

Ｉ

、
そ
れ
を
通
じ
た
共
同
体
統
合
の
仕
組
み
を
、
こ
こ
で
は

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
呼
び
た
い
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は

Ｊ

的
な
定
義
に
す
ぎ
ず
、
複
雑
で
多
様
な
実
態
を
説
明
す
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
こ
の

よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
発
生
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
社
会
状
況
に
対
応
し
た
形
で
、
具
体
的
な
特
徴
を
も
っ
て
登
場
す

る
。し

か
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
と
呼
び
う
る
様
々
な
運
動
に
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
、
複
雑
化
し
た
現
代
社
会
の
な
か
で
生
き
る
人
び
と
の
精
神
的

な
飢
餓
感
に
訴
え
る
と
い
う
本
質
的
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
う
し
た
運
動
が
人
び
と
を
動
員
し
よ
う
と
す
る
や
り
方
も
、
き
わ
め
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問
㈡

　
次
の
文
章
の
空
欄
Ａ
〜
Ｊ
に
入
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
15
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ

よ
。（
同
じ
も
の
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

そ
も
そ
も
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
は
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
は
普
通
、
こ
の
言
葉
を
歴
史
上
の
事
象
を
説
明
す
る
の
に
用
い
て
い
る
。

歴
史
的
現
象
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
や
世
界
恐
慌
に
よ
る
混
乱
を
背
景
に
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
台
頭

し
た
独
裁
的
・
全
体
主
義
的
な
政
治
運
動
・
体
制
を
指
し
、
議
会
制
民
主
主
義
の
否
定
、
偏
狭
な
民
族
主
義
や
排
外
主
義
、
暴
力
に
よ
る
市

民
的
自
由
の
抑
圧
と
い
っ
た
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

Ａ

な
ら
、
高
校
世
界
史
の
教
科
書
に
も
載
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
伝
え
ら
れ
る
の
も
、
ヒ
ト
ラ
ー
や
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
と
い
っ
た
独
裁
者
が
強
大
な
権
力
を
握
り
、
宣
伝
や
武
力
を

Ｂ

し
て
国
民
を
厳
し
く
統
制
す
る
、
恐
怖
政
治
の
イ
メ
ー

ジ
だ
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
、
数
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら

を
ふ
ま
え
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
特
徴
を
正
し
く
把
握
す
る
努
力
は
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
歴
史
的
現
象
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
焦
点
を
当
て
た
従
来
の
研
究
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
時
代
・
地
域
ご
と
に
異
な
る
複
雑
で

Ｃ

な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
一
方
で
、
か
え
っ
て
そ
の

Ｄ

な
本
質
を
ぼ
や
け
さ
せ
て
し
ま
っ
た
面
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問
㈢

　次
の
四
字
熟
語
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
10
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

（
同
じ
も
の
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

①

　粉
骨

身

　
　②

　比

連
理

　
　③

　恐

至
極

　
　④

　実
力
伯

　
　⑤

　率
先

範

1

　垂

　
　 2

　砕

　
　 3

　翼

　
　 4

　仲

　
　 5

　縮

6

　献

　
　 7

　中

　
　 8

　楽

　
　 9

　悦

　
　10

　模
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て
似
通
っ
た
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
強
力
な
指
導
者
の
も
と
集
団
行
動
を
展
開
し
て
人
び
と
の
抑
圧
さ
れ
た
欲
求
を
解
放
し
、
こ
れ
を

外
部
の
敵
へ
の
攻
撃
に
誘
導
す
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
権
威
へ
の
服
従
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
敵
の
排
除
を
通
じ
て
共
同
体
を
形
成
し
よ

う
と
す
る
こ
と
、
そ
こ
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

Ｄ

な
仕
組
み
が
あ
る
。

（
田た

野の

大だ
い

輔す
け

『
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
教
室

　
な
ぜ
集
団
は
暴
走
す
る
の
か
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
一
部
省
略
・

加
筆
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

1
　
畏
怖

　
　
2

　
根
本
的

　
　
3

　
最
小
公
倍
数

　
　
4

　
最
大
公
約
数

　
　
5

　
皮
肉

6
　
定
義

　
　
7

　
快
楽

　
　
　
8

　
広
汎

　
　
　
　
　
9

　
帰
属
感

　
　
　
　
10
　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

11
　
駆
使

　
　
12
　
解
放

　
　
　
13
　
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　
14
　
普
遍
的

　
　
　
　
15
　
多
面
的



017 26

③
　
お
茶
を
に
ご
す

1
　
い
い
か
げ
ん
に
対
応
し
て
、
そ
の
場
を
ご
ま
か
す
こ
と
。

2
　
や
る
こ
と
が
な
く
て
、
暇
で
し
か
た
が
な
い
こ
と
。

3
　
ど
ん
な
に
良
質
で
も
、
水
が
ま
ず
く
て
は
風
味
も
損
な
わ
れ
る
こ
と
。

4
　
物
事
が
た
や
す
く
す
ら
す
ら
と
で
き
る
こ
と
。

④
　
汗
顔
の
至
り

1
　
た
い
へ
ん
な
暑
さ
の
た
め
、
顔
が
汗
に
ま
み
れ
る
こ
と
。

2
　
全
力
で
事
に
臨
み
つ
づ
け
た
結
果
、
限
界
に
達
す
る
こ
と
。

3
　
あ
ま
り
の
恥
ず
か
し
さ
で
、
顔
に
汗
を
か
く
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
。

4
　
非
常
に
大
き
な
失
敗
を
し
て
し
ま
い
、
血
の
気
を
失
う
こ
と
。

⑤
　
幽
明
境
を
異
に
す
る

1
　
生
と
は
異
な
り
、
死
に
は
一
切
の
差
別
は
な
く
、
そ
れ
を
免
れ
得
る
者
は
い
な
い
こ
と
。

2
　
死
に
よ
っ
て
、
死
者
と
生
者
と
が
あ
の
世
と
こ
の
世
と
に
わ
か
れ
る
こ
と
。

3
　
新
年
を
迎
え
る
こ
と
と
は
、
一
歩
ず
つ
死
へ
と
近
づ
く
目
印
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

4
　
人
の
死
後
、
精
神
は
あ
の
世
へ
行
く
が
、
身
体
は
こ
の
世
に
残
る
と
い
う
こ
と
。
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問
㈣

　
次
の
慣
用
的
な
表
現
の
意
味
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
4
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を

マ
ー
ク
せ
よ
。

①
　
眦
ま
な
じ
り

を
決
す
る

1
　
ひ
と
み
を
こ
ら
し
て
、
一
か
所
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
こ
と
。

2
　
怒
り
や
決
意
な
ど
に
伴
っ
て
、
目
を
見
は
る
こ
と
。

3
　
満
足
し
た
結
果
、
表
情
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
。

4
　
激
怒
し
て
、
相
手
を
強
く
に
ら
み
つ
け
る
こ
と
。

②
　
毀き

誉よ

褒ほ
う

貶へ
ん

1
　
ほ
め
た
り
悪
口
を
言
っ
た
り
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
評
判
の
こ
と
。

2
　
こ
の
世
の
す
べ
て
は
、
常
に
移
り
変
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

3
　
世
間
の
評
価
が
、
賛
否
の
二
つ
に
大
き
く
分
か
れ
る
こ
と
。

4
　
弟
子
が
師
匠
を
超
え
る
ほ
ど
と
な
っ
て
、
賞
賛
さ
れ
る
こ
と
。
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8 ．He works out every morning before going to school.

① does job  ② make breakfast

③ takes a look  ④ exercises

9 ．She keeps her room very neat.  Nothing is out of place.

① tidy ② dirty ③ messy ④ blustery

10．Stop acting like a child.

① ballooning ② behaving ③ blooming ④ branding

11．We have to stop talking and get back to work.

① must ② never ③ rather ④ quiet

12．I’m going to go over this document one more time to make sure there 

are no mistakes.

① careful ② intend ③ review ④ strand

016 1

次の 1 ～12の下線部の内容に最も近いものを、①～④からそれぞれ 1 つずつ選

び、マークしなさい。

1 ．Terrance usually wakes up at 7am.

① gets up ② quits up ③ shocks up ④ shoes up

2 ．Ivan is an amazing tennis player.

① urge ② event ③ agony ④ excellent

3 ．Please hold on for just a moment.  I will answer your question soon.

① arrive ② crisp ③ start ④ wait

4 ．Regina hardly ever drives her car.

① hard ② often ③ rarely ④ every time

5 ．Make sure to hand in your assignment before the 3pm deadline.

① tore ② drain ③ testify ④ submit

6 ．Can you turn down the volume on the T.V.?  It’s too loud.

① lower ② over ③ computer ④ grace

7 ．Take it easy.  There’s nothing to worry about.

① Turn on  ② Relax

③ Run the board ④ Proud

Ⅰ．
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7 ．I wanted to go by taxi, but she （ ） I take the bus.

① recommended  ② suggested for

③ tried  ④ adviced to

8 ．Ken is fast, but Karen （ ）.

① faster  ② is faster

③ more faster  ④ has fastest

9 ．Excuse me, （ ） tell me how to get to the station?

① have you ② you did ③ could you ④ ever you

10．I was born in Japan, but I （ ） in Canada.

① grew up ② raising ③ overgrown ④ raisin

11．That was a really difficult test, （ ）?

① was test  ② once again

③ wasn’t it  ④ weren’t they

12．I’m not sure （ ） he is older than me or not.

① above ② about ③ forever ④ whether

016 3

次の 1 ～12の英文の（ ）内に入るものとして、最も適当なものを①～④ 

からそれぞれ 1 つ選び、マークしなさい。

1 ．I （ ） eat chicken than steak.

① do my best  ② wouldn’t

③ would rather  ④ overly

2 ．Who is the funniest person （ ）?

① know you now ② that you know

③ have you ever  ④ are you ever

3 ．I borrowed 500 yen from him yesterday, so now I have to （ ） 

back.

① store money  ② give to

③ money him  ④ pay him

4 ．He has never played baseball, （ ） he really likes watching 

baseball games on T.V.

① can’t ② isn’t ③ does ④ but

5 ．It’s a beautiful day.  （ ） we go for a hike?

① Ever ② Why are ③ What ever ④ How about

6 ．I （ ） breakfast this morning, so I’m really hungry.

① didn’t eat ② haven’t eat ③ have eat ④ eaten

Ⅱ．
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something better.

A　① Where are you

② How is the job search

③ When is that airplane flight

④ What is the reason for the company

B　① I am going

② don’t I ever

③ I would like to

④ the best reason is

C　① actually

② fact of matter

③ as long as goes

④ as time

D　① off my grid

② fly the handle

③ turn it down

④ consider him finished

E　① going to trip

② must have travel

③ overcome

④ has to commute to

016 5

次の会話文の（ Ａ ）～（ Ｅ ）に入るものとして最も適当なものを、 

①～④からそれぞれ 1 つずつ選び、マークしなさい。

Ray and Mary are having a chat.

 Ray :  （ Ａ ） going?

 Mary :  Okay, I guess.  But it’s really stressful.

 Ray :  Yeah, I bet.  What kind of job are you looking for?

 Mary :  I really like computers, so （ Ｂ ） work for a technology 

company.

 Ray :  That sounds interesting.  Have you had any interviews?

 Mary :  Well, （ Ｃ ）, I had one yesterday.

 Ray :  Really?  That’s great!  How was it?

 Mary :  I think it went pretty well.  I talked with the president of the 

company for about 30 minutes.  She seemed really nice.

 Ray :  So, do you think you’ll get the job?

 Mary :  I’m not sure.  Even if I get an offer, I might （ Ｄ ）.

 Ray :  Why?

 Mary :  The company is really far from my home.  It took me two hours to 

get to the interview.  I don’t want to spend that much time 

commuting every day.

 Ray :  Is it possible to work remotely?

 Mary :  No, it’s not.  The president told me that everyone （ Ｅ ） 

the office every weekday.

 Ray :  That’s too bad.  What about the pay?

 Mary :  The salary is okay, but it’s not great.

 Ray :  I see.  It sounds like you should keep looking.  I think you can find 

Ⅲ．
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Action Program.

The new report found that the biggest share of wasted food̶about 

60 percent̶came from households.  An estimated 28 percent came from 

food service operations, such as restaurants.  The researchers estimated 

each person wastes about 79 kilograms of food yearly.  They said that is 

equal to at least 1 billion meals wasted daily across the world.

2 ．According to the passage above:

① most countries around the world think working with international 

charities is a waste of time.

② the number of countries participating in the food waste report has 

increased since 2021.

③ the U.N. refused to count the number of countries taking part in the 

food waste report.

④ sharing food with friends and neighbors is a bad idea because it 

causes sickness.

Clementine O’Connor is a food waste expert at the UNEP and a co-

writer of the report.  She described the results to The Associated Press as a 

“travesty.”  O’Connor said that while the problem is widespread and very 

complex, she believes it can be helped through effective “collaboration and 

systemic action.”

The report comes at a time when the U.N. estimates 783 million 

people around the world face long-term hunger.  The Israel-Hamas war and 

ongoing violence in Haiti have added to the problem.  Experts say those 

conflicts have caused people in Gaza and Haiti to suffer a severe lack of food.

016 7

次の一連の英文に関する、 1～ 5の質問の答として最も適当なものを①～④か

らそれぞれ 1つずつ選び、マークしなさい。

U.N. Estimates World Wastes 19 Percent of Its Food

A United Nations （U.N.） report says that even with hunger being a 

huge problem around the globe, the world wastes about 19 percent of the 

food it produces.

The report said the waste adds up to more than 1 billion metric tons 

of food.  The writers of the report believe that the food waste could have 

helped the estimated hundreds of millions of people living with hunger each 

day.

The estimate appears in the U.N. Environment Program’s （UNEP’s） 

latest Food Waste Index Report.  It aims to follow progress on a 2021 U.N. 

goal to cut worldwide food waste in half by 2030.

1 ．According to the passage above:

① reporters are often hungry because they tend to have low salaries.

② people not having enough food to eat is a problem in today’s world.

③ hundreds of millions of people think the United Nations should waste 

more food.

④ members of the United Nations want to stop using the metric 

system.

The U.N. said the number of countries taking part in the report 

nearly doubled from the first one released in 2021.  The report is co-

produced by the UNEP and an international charity called the Resources 

Ⅳ．
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The report’s writers said there was notable growth in efforts to 

reduce food waste in low- and middle-income countries.  But they said 

wealthier nations may have to lead international cooperation and policy 

development.

The report said food redistribution̶including donations of leftover 

food to food banks and aid groups̶will play an important role in fighting 

food waste among food sellers.

One group involved in such a program is the nonprofit Food Banking 

Kenya.  The nonprofit group gets leftover food from farms, markets and 

other places and “redistributes” it to schoolchildren and people who want 

food.  Food waste is an increasing concern in Kenya, where an estimated 

4.45 million metric tons of food is wasted each year.

5 ．According to the passage above:

① markets tend to make huge profits from food waste, especially in

Kenya.

② it is important for schoolchildren to learn about policies that

redistribute income.

③ eating leftover food is a good idea, but freshly cooked food is often

more delicious.

④ low- and middle-income countries have become more active in trying

to limit food waste.

016 9

3 ．According to the passage above:

① Clementine O’Connor is someone who knows a lot about food waste.

② the main cause of hunger in Gaza and Haiti is bad weather.

③ experts think the U.N. should stop trying to solve the food waste

problem because it is too complex.

④ war used to be a big problem, but we do not have to worry about

war anymore.

Food waste is also a global concern because of environmental 

pressures linked to production.  These include the land and water required 

to raise crops and animals as well as pollution caused by food waste.

Experts estimate food loss and waste currently produces eight to ten 

percent of worldwide greenhouse gases.  The report says, if food waste were 

a country, it would rank third in greenhouse gas emissions after China and 

the United States.

4 ．According to the passage above:

① eight to ten percent of the countries in the world produce all of the

world’s wasted food.

② people in China and the United States don’t waste much food and

don’t produce any greenhouse gases.

③ animals are messy eaters, so they create more environmental

problems than humans.

④ producing food requires the use of land and water and can contribute

to environmental problems.
[出典：Voice of America]
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Sunny is 30 years old and works in marketing.  She asked to be 

identified only by her first name for the security of her cat.  She did not 

want to risk officials removing Mooncake from her care.  She wonders about 

the reasoning behind the ban.  “Cats are so much quieter than dogs.  If they 

allow dogs, I don’t （ Ａ ） why they don’t allow cats.”

Officials rarely enforce the ban.  And the law is only for high-rise 

Housing and Development Board （HDB） buildings.  Eighty percent of 

Singapore’s 3.6 million people live in the buildings.

2 ．According to the passage above:

① most people in Singapore live in buildings that don’t allow cats as

pets.

② every year, over 3.6 million cats are removed from HDB buildings in

Singapore.

③ Sunny often speaks to dogs in a quiet voice, but she cannot

understand cats.

④ people under the age of 30 are not allowed to work in marketing in

Singapore.

The ban does, however, make life difficult for cat owners.  One 

problem they face is health care for their animals.  Medical insurance cannot 

be provided for illegal pets.

Lawmaker Louis Ng campaigned to end the ban.  He said the law 

frequently becomes part of disputes between neighbors.  “（ Ｂ ）, the 

cats are used to threaten people when there is a neighborly dispute,” he said.  

One neighbor will threaten to tell the police about another neighbor’s cat.

016 11

次の一連の英文を読み、設問に答えなさい。

問 1．次の一連の英文に関する 1～ 5の質問の答えとして最も適当なものを、

①～④からそれぞれ 1つずつ選び、マークしなさい。

Singapore to End Cat Ban in Public Housing

Sunny is a proud Singaporean citizen who follows the laws of her 

country.  Mostly, anyway.  For the last three years, she has illegally kept a 

cat called Mooncake in her home.

A 34-year-old Singaporean law bars cats from government-built 

housing.  Such housing is where most of the city-state’s population lives.  

Mooncake lives in government-built housing too, although secretly.

Luckily for Sunny and her cat, Singapore plans to end the cat ban 

later this year.  The legal change will free Sunny from the threat of a $3,007 

fine or her pet’s possible removal.

1 ．According to the passage above:

① most people living in Singapore’s government-built housing own cats.

② Sunny has been breaking the law by keeping a cat in her home.

③ Mooncake is a famous cat in Singapore and earns $3,007 per month

as a model.

④ people who keep a lot of secrets often like to play with cats to

relieve their stress.

Ⅴ．
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4 ．According to the passage above:

① one reason cats were banned from HDB apartments is because many 

people consider them to be bad luck.

② in the 1970s, residents of HDB apartments were allowed to have cats 

as pets.

③ people living in HDB apartments are not permitted to own dogs as 

pets.

④ it has been illegal to use the internet inside HDB apartments since 

1989.

It is not （ Ｃ ） what made the Singapore government decide to 

end the cat ban.  But a 2022 government public opinion study may have 

been the turning point.  The study results showed 9 out of 10 Singaporeans 

believed that cats were fit to keep as pets, including in HDB buildings.

Market research company Euromonitor International has predicted a 

big increase in cat ownership.  It estimated Singapore’s current pet 

population at around 94,000 cats and 113,000 dogs.

Under the new rules, HDB homeowners would be limited to two pet 

cats.  The rules also require owners to register their pets with the 

government.  The owners must also get special identifying electronic devices 

for the animals.  And, owners must install protective devices on windows so 

cats do not get out.

For many cat owners, including Mooncake’s, the law will bring 

（ Ｄ ） of mind.  “I will feel so much more relaxed once my cat can 

legally live in my apartment,” Sunny said.
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3 ．According to the passage above:

① when people have an argument, they sometimes throw cats at each 

other.

② police stations in Singapore often use cats as mascots.

③ Louis Ng would like to make owning cats illegal everywhere in 

Singapore.

④ people who keep cats illegally are not able to get medical insurance 

for them.

Established in 1960, the HDB sells government-built housing directly 

to citizens for 99-year special agreements.  The policy has led to one of the 

world’s highest home-ownership rates.  Still, people who live in the buildings 

are subject to many restrictions and laws.

Cats were permitted in HDB apartments until 1989 when lawmakers 

changed the housing law.  On its website, the HDB says cats are difficult to 

keep contained in individual homes.  It also says that cats drop hairs and 

other body waste in public areas and can be loud.

Dogs have not been subject to a similar ban, but they are limited to 

one per household.  And, only some kinds of dogs are permitted.
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5 ．According to the passage above:

① most cat owners are angry that the government decided to end the

ban on cats in HDB buildings.

② according to market research, no one in Singapore currently owns a

pet cat, but over a million people own pet dogs.

③ as of 2022, most people in Singapore thought it was okay to have

cats as pets in HDB buildings.

④ under the new rules, all residents of HDB buildings will be required

to keep at least two cats as pets.

問 2 ．（ Ａ ）～（ Ｄ ）に入るものとして最も適当なものを、①～④か

らそれぞれ 1つずつ選び、マークしなさい。

A　① understand ② concern ③ trade ④ trend

B　① Over ② Other ③ Often ④ Oven

C　① privacy ② quality ③ splash ④ clear

D　① think ② brain ③ peace ④ cake

[出典：Voice of America]
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ある
⑷
石高制が確立した。この制度を基準に百姓の年貢負担額などが定まった。

徳川家康は関ヶ原の戦いに勝利して西軍の諸大名を処分し，征夷大将軍となって江戸幕

府を開いた。その後大坂の陣で豊臣秀頼を滅ぼすと，江戸幕府は一国一城令，元和の武家

諸法度を制定し，大名を統制した。ここで大名とは，将軍と主従関係を結んだ直属の武士

で知行地1万石以上の者をいうが，将軍との親疎によって
⑸
親藩・譜代・外様に分けられた。

またその配置は親藩・譜代を要所に，有力な外様は江戸から離れた遠隔地に置いた。

幕府と藩が土地と人民を支配する幕藩体制は，戊辰戦争により旧幕府勢力が一掃さ

れ，1871年の Ｄ により藩が解体することで瓦解した。明治新政府による中央集権

が確立し，地方には藩にかわって府と県がおかれ，中央政府が派遣する府知事・県令が地

方統治にあたった。1888年と1890年には，それぞれ
⑹
市制・町村制，府県制・郡制が公布さ

れ，中央統制色を強く残す地方自治制が確立した。しかし地方自治の規定は大日本帝国憲

法においては存在せず，憲法のもとで制度的に保障されたわけではなかった。

第二次世界大戦後，連合国の占領下で民主化に向けた改革がおこなわれ，日本国憲法が

制定された。憲法では地方自治が条文として明文化され，さらに地方自治法が公布されて，

住民自治と団体自治の2つの原理に立つ地方自治が保障された。都道府県の知事と議員は

住民の Ｅ により選出され，かつて地方行政を統括した Ｆ は解体された。

問1 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 1

① 国造 ② 伴造 ③ 臣 ④ 連

問2 下線部⑴の国司について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 2

① 郡司の行政を監督した。

② 諸国で実施する政務について中央に報告した。

③ 任期は設けられず，終身官であった。

④ 中央から任命された人物が就任した。

日
本
史

018－3

第1問 次の文章を読んで，下の問い（問1～11）に答えなさい。

日本史の各時代に中央政権のもとで地方は誰が，どのように治めたのかをたどってみよ

う。

5世紀から6世紀にかけてのヤマト政権は，東北から九州にかけての諸豪族を傘下にお

さめて連合政権を形成したが，6世紀には地方豪族を Ａ に任じて彼らに地方を統

治させた。

律令国家が成立し，行政機構が整備されると，全国はまず五畿七道に分けられ，さらに

国・郡・里に区分された。郡を治める地方官には Ａ の系譜をひく有力者が任じら

れ，こうした郡がいくつか集まって国が形成された。国には
⑴
国司が任命され一国を統治し

た。

10世紀になると律令体制が行き詰まりを見せ，とくに国家財政の維持が困難となった。

中央政府は任国に赴任する国司の最上席者に一国の支配を任せたが，彼ら最上席者は

Ｂ と呼ばれるようになった。 Ｂ は有力農民である田堵に耕作と納税を請け負

わせ，官物や臨時雑役を徴収した。

11世紀後半に公領は国司によって郡・郷・保などの新たな単位に再編成され，年貢・公

事を徴収する土地の領有体制が成立していった。この制度を基盤として，院政期には知行

国の制度が広まり，公領は知行国主である上皇や上級貴族の私領のように扱われた。

武士が台頭し，武士団の棟梁が中央政治の覇権をめぐって争い，治承・寿永の乱が終息

に向かう中で，源頼朝は弟の義経追討を名目に諸国に守護を，荘園・公領に地頭を任命す

る権利を得た。守護は各国に一人ずつ，おもに東国出身の有力御家人が任命され，

Ｃ などの権限を得て一国の治安維持にあたり，地方行政官としての役割も果たした。

鎌倉幕府の滅亡後，足利尊氏は京都に幕府を開き，守護をはじめ旧幕府の統治機構の多

くを受け継いだ。南北朝の動乱が激化する中で国人と呼ばれる地方武士が台頭すると，彼

らの統括にあたる
⑵
守護が任国において大きな権力を持つようになった。

応仁・文明の乱以降，室町幕府の力が衰え守護も没落傾向を強めて戦国の動乱が始まる

と，各地に自らの実力で領国をつくりあげ，独自の支配をおこなう戦国大名があらわれた。

彼らの中には領国支配の基本法である
⑶
分国法を制定するものもあった。

豊臣秀吉のもとで全国統一事業が進む中，秀吉は服属した地域に土地調査事業である検

地を断行した。その結果土地の生産力が米の量目である石高で表示され，社会編成原理で
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問8 下線部⑸の親藩の中で，最高の位置づけであった「三家」にはあたらないものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 8

① 越前藩 ② 紀伊藩 ③ 水戸藩 ④ 尾張藩

問9 空欄 Ｄ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 9

① 大政奉還 ② 版籍奉還 ③ 廃藩置県 ④ 東京遷都

問10 下線部⑹について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 10

① 山県有朋内務大臣が中心となり整備された地方制度である。

② ドイツ人モッセは市制・町村制の成立に尽力した。

③ 府県知事は総務大臣が任命する無給の名誉職であった。

④ この時期，沖縄では地方自治制度の実施が見送られた。

問11 空欄 Ｅ ， Ｆ に入る語句の組み合わせとして正しいものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 11

① Ｅ＝直接選挙 Ｆ＝内務省 ② Ｅ＝間接選挙 Ｆ＝自治省

③ Ｅ＝直接選挙 Ｆ＝自治省 ④ Ｅ＝間接選挙 Ｆ＝内務省
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問3 空欄 Ｂ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 3

① 遙任 ② 受領 ③ 目代 ④ 重任

問4 空欄 Ｃ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 4

① 喧嘩両成敗 ② 楽市楽座 ③ 大犯三箇条 ④ 下地中分

問5 下線部⑵における守護の権力形成について述べた文として誤っているものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 5

① 荘園や公領の領主が年貢徴収を守護に請け負わせる守護請がさかんになった。

② 守護の中には国衙の権限を吸収し，一国の支配権を確立する者もいた。

③ 半済令が発せられると，守護は当初任国の荘園・公領の年貢の半分を徴収する権

限を得た。

④ 守護の地位は幕府の任命による1代限りのもので，任国が世襲により継承される

ことはなかった。

問6 下線部⑶の分国法に関して，支配下の小領主たちに大名の居館があった一乗谷への

引っ越しを命じている法として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

6

① 甲州法度之次第 ② 朝倉孝景条々

③ 塵芥集 ④ 今川仮名目録

問7 下線部⑷に関連して，太閤検地と石高制について述べた文として正しいものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 7

① 石高は田地でのみ表示され，畑地や屋敷地には適用されなかった。

② 太閤検地のさいには後三条天皇が定めた宣旨枡を基準枡として採用した。

③ 地主などが小作料を取る権利を認め保護した。

④ 石高制は大名らを戦争に動員するさいの軍役の基準となった。
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問1 下線部⑴の記録として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

12

① 『後漢書』東夷伝 ② 「魏志」倭人伝

③ 『宋書』倭国伝 ④ 『漢書』地理志

問2 下線部⑵に関して述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 13

① 冠位十二階が定められた。

② 憲法十七条が定められた。

③ 遣隋使を派遣して文物を取り入れた。

④ 改革を拒んだ蘇我馬子を滅ぼした。

問3 空欄 Ａ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 14

① 菅原道真 ② 阿倍仲麻呂 ③ 玄昉 ④ 鑑真

問4 空欄 Ｂ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 15

① 大輪田泊 ② 博多津 ③ 大湊 ④ 十三湊

問5 空欄 Ｃ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 16

① 関東大仏 ② 天龍寺 ③ 建長寺 ④ 朱印
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第2問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

日本史における東アジア諸国との交流の歴史について考察してみよう。

4世紀になると中国大陸では南と北で王朝がそれぞれ交代する時代となり，周辺異民族

への支配力が衰えたため，東アジアの諸地域で国家形成が進んだ。朝鮮半島北部には高句

麗が領域を拡げ，南部では百済と新羅がおこった。鉄資源を求めて加耶諸国と密接な関係

を結んでいたヤマト政権は，高句麗の南下政策に対抗し，百済や加耶とともに争うことと

なった。5世紀に入ると
⑴
倭の五王が約1世紀の間中国の南朝に朝貢したという記録が残る。

6世紀の後半，隋が南北朝を統一して周辺に勢力を拡大し始めると，周辺諸国もこれに

対応する動きを見せ，7世紀初頭には
⑵
倭国でも新しい国家組織の形成が進んだ。

隋が滅び唐がおこると，倭国は遣唐使を派遣して文物の導入に努め，8世紀に遣唐使は

ほぼ20年に一度の割合で派遣された。717年に唐に渡った Ａ は玄宗皇帝に重用され，

詩人李白とも交遊した。彼は日本への帰国を望んだがかなわなかった。

唐の滅亡後，中国は宋によって再統一されたが，日本と正式な国交はなかった。しかし

貿易はさかんにおこなわれ，日本の僧たちは商船を利用して宋に渡り，新たな仏教や文物

を日本にもたらした。宋は12世紀に女真人により南方へと押しやられ南宋となったが，日

宋間の貿易はさかんで，平清盛は Ｂ を修築して畿内に商船を迎え入れた。鎌倉時

代には，日本から栄西や道元が宋に渡り，宋からも蘭溪道隆，無学祖元らが来日して，本

格的な禅宗がもたらされ，隆盛した。

13世紀後半，日本は二度にわたる蒙古襲来に苦しめられたが，国家間の緊張がつづく間

にも日元間の貿易はつづいた。14世紀に入ると寺社造営料を得るための貿易船が元に派遣

されたが，その先例にならい，足利尊氏・直義の兄弟は後醍醐天皇の菩提を弔う寺院建立

を目的に Ｃ 船を元に派遣した。

14世紀中ごろに明が建国されると，日本は明の呼びかけに応じて1401年に使者を派遣し

⑶
明と国交を開いて貿易をおこなった。また1392年に朝鮮が建国されて，日本との国交も開

かれ，
⑷
日朝間の貿易もさかんとなった。
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第3問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

徳川家康が江戸に幕府を樹立し，国内で戦乱が終結していく中，江戸や上方（京都・大

坂）など各地で新たな文化が醸成されていった。
⑴
その担い手は多岐にわたり，従来よりも

一層多様な学問・文芸・絵画などが世に送り出されることとなった。

5代将軍徳川綱吉の治世には，朱子学を始めとする儒学が興隆する一方で，井原西鶴に

よる浮世草子の Ａ など，上方の町人らを中心とする元禄文化が形成された。また，

上方のみならず江戸においても歌舞伎が人々に愛好されるようになり，名優と評される
⑵
歌

舞伎役者も多く輩出された。

10代将軍徳川家治のもとで，老中田沼意次が実権を振るう18世紀後半ごろに形成された

のが宝暦・天明期の文化である。当時はより実用的な学問や知識を求められる中，自然科

学分野を中心に洋学が発展し，他方でより庶民の好みを反映した文芸等が人気を博する時

期であり，
⑶
こうした気風がさまざまな絵画が生まれる背景となった。

18世紀後半から19世紀前半にかけて，国内では幕政や藩政の改革が進められたが，相次

ぐ外国船の接近や飢饉の多発など，社会不安が次第に表面化していった。
⑷
宝暦・天明期に

続き，19世紀前半の文化・文政期においても文芸の分野ではさまざまな著作が生み出され

たが，
⑸
変動する社会の実情に対し，その打開策を唱える学者らも多く登場した。また，絵

画においては，
⑹
葛飾北斎などの絵師・画家によって人々の心をつかむ作品が創作された。

問1 下線部⑴に関して，近世における文化の担い手について述べた文として誤っている

ものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 19

① 京都の町人である俵屋宗達は『風神雷神図屛風』を創作した。

② 将軍の侍講を務めた木下順庵は『読史余論』を著した。

③ 8代将軍徳川吉宗は漢訳洋書の輸入制限を緩和した。

④ 秋田藩士の小田野直武は『解体新書』の扉絵を描いた。
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問6 下線部⑶に関して述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 17

① 日本と明が外交的に対等の立場に立ち貿易もおこなわれた。

② 日本の遣明船は勘合と呼ばれる証票を明に持参した。

③ 義満の子で4代将軍の足利義教は朝貢を嫌い，貿易が中断した。

④ 貿易をめぐる滞在費・運搬費は日本が負担したため，明側の利益は大きかった。

問7 下線部⑷に関して述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 18

① 朝鮮は対馬の宗氏を通じて貿易を統制した。

② 対馬は応永の外寇で損害を受けたが，その後通交は回復した。

③ 日本からは木綿が大量に輸出された。

④ 三浦の乱が起き，以降は貿易が衰えた。
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問7 下線部⑹に関して，葛飾北斎の作品として正しいものを，次の①～④のうちから一

つ選びなさい。 25

①

②

③ ④
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問2 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 20

① 『曽根崎心中』 ② 『猿蓑』

③ 『仮名手本忠臣蔵』 ④ 『日本永代蔵』

問3 下線部⑵に関して，江戸で活躍し，「荒事」で人気を集めた歌舞伎役者として正し

いものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 21

① 市川団十郎 ② 坂田藤十郎 ③ 芳沢あやめ ④ 竹本義太夫

問4 下線部⑶に関して，宝暦・天明期の絵画について述べた文として正しいものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 22

① 東洲斎写楽によって『婦女人相十品』が描かれた。

② 鈴木春信によって『雪松図屛風』が描かれた。

③ 円山応挙によって『市川鰕蔵』が描かれた。

④ 蕪村と池大雅によって『十便十宜図』が描かれた。

問5 下線部⑷に関して，宝暦・天明期の文化や化政文化の文芸作品のうち，幕府による

弾圧を受けたものとして誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

23

① 『雨月物語』 ② 『仕懸文庫』

③ 『偐紫田舎源氏』 ④ 『春色梅児誉美』

問6 下線部⑸に関して，近世の社会思想について述べた文として正しいものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 24

① 山片蟠桃は，心学を創始し，営利・商業の正当性を主張した。

② 安藤昌益は，『自然真営道』を著し，封建社会を批判した。

③ 大蔵永常は，『稽古談』を著し，専売制による藩の財政再建を主張した。

④ 本多利明は，報徳仕法を創始し，荒廃した農村の復興に取り組んだ。
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問3 下線部⑵に関して，綿糸紡績業の発達について述べた文として正しいものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 28

① 渋沢栄一によってガラ紡が発明された。

② 岩崎弥太郎らによって大阪紡績会社が設立された。

③ 綿糸紡績業の発達にともない，国内では綿花栽培がさかんになった。

④ 日清戦争後には，綿糸輸出高が輸入高を上回った。

問4 空欄 Ｂ に入る地名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 29

① 大冶 ② 鞍山 ③ 漢陽 ④ 萍郷

日
本
史

018－13

第4問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

幕末期，欧米列強がアジアに軍事的・経済的影響を及ぼしていることを知った日本は，

鎖国から開国へと外交政策を転換せざるを得なくなった。明治新政府は欧米列強に比肩す

べく国内の諸制度の整備とともに
⑴
殖産興業政策にも注力した。これにより全国各地に官営

工場が建設されたが，その維持・運営には多大な経費を必要とし，政府財政を圧迫したた

め，1880年代以降， Ａ の経営が三井に移管されるなど，官営工場の払い下げが進

められた。

1890年代から1900年代にかけて，国内の諸産業は大きな飛躍を遂げた。軽工業部門にお

いては特に
⑵
綿糸紡績業や製糸業の発展がめざましく，重工業部門においても官営八幡製鉄

所が操業を開始し，清の Ｂ 鉄山から輸入された鉄鉱石などを材料に鉄鋼生産が行

われるようになった。

⑶
1914年に勃発した第一次世界大戦は，日本の産業構造を大きく変化させる契機となった

が，1920年代に入ると恐慌が連続し，日本経済は低迷期に陥った。この間，国内政界では

中国に対する権益拡大や強硬姿勢を採る方針が主流となり，経済界では
⑷
新興財閥の台頭が

顕著になった。1930年代に入り，満洲事変・日中戦争と中国侵略の動きが加速する中，政

府は1937年に Ｃ を制定し，企業による資金調達を政府による許可制とするなど，

軍需を中心とした工業生産を推進するための諸政策を打ち出していった。

問1 下線部⑴に関して，殖産興業政策について述べた文として誤っているものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 26

① 工部省は，旧幕府や諸藩の軍需工場や鉱山などの運営を引き継いだ。

② 内務省は，内国勧業博覧会を開催し，新技術の普及を図った。

③ 新橋・横浜間に初の民営鉄道が開業した。

④ 前島密の建議により，官営郵便制度が導入された。

問2 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 27

① 長崎造船所 ② 佐渡金山 ③ 院内銀山 ④ 富岡製糸場
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問7 空欄 Ｃ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 32

① 国家総動員法 ② 重要産業統制法

③ 輸出入品等臨時措置法 ④ 臨時資金調整法

日
本
史

018－15

問5 下線部⑶に関して，次に示されたグラフを参考に，産業構造の変化について述べた

文として誤っているものを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 30

水産業5.1

工業
44.4％

1914年
生産総額
30.9億円

農業
45.4

鉱業5.1

3.8

56.81919年
生産総額
118.7億円

35.1

4.3

① 第一次世界大戦勃発の年には，農業生産額は10億円を上回っていた。

② 1919年の鉱業生産額は，1914年よりも下回っていた。

③ 第一次世界大戦中の工業生産伸長の背景には，造船業の発達が含まれる。

④ 1919年の工業生産額は，50億円を上回っていた。

問6 下線部⑷に関して，新興財閥として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 31

① 日窒 ② 理研 ③ 住友 ④ 日産

産業構造の変化

（『日本資本主義発達史年表』）
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問1 下線部⑴について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 1

① パンジャーブ地方のモエンジョ�ダーロが代表的遺跡である。

② アーリヤ人によって形成された。

③ 文字が刻まれた印章が発見されている。

④ アケメネス朝の侵攻によって衰退した。

問2 下線部⑵に関連して，中世後期の西ヨーロッパの農業と農民について述べた文とし

て正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 2
さん ぽ

① 三つに分けた耕地で3種類の作物を栽培する三圃制が普及した。
すき

② 牛や馬に引かせる鉄製の重量有輪犂が耕作に使用された。

③ 農民が領主に納める地代は，貨幣地代から生産物地代へ移行していった。

④ イギリスでは，ユンカーと呼ばれる独立自営農民が現れた。

問3 下線部⑶に関連して，11世紀にフランスで創設され，ヨーロッパの開墾運動の中心

となった修道会として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

3

① シトー修道会 ② フランチェスコ修道会

③ ドミニコ修道会 ④ イエズス会（ジェズイット教団）

問4 下線部⑷に関連して，ネーデルラントの一部であるオランダの歴史について述べた

文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 4

① カルロス1世時代のスペインから独立した。

② 七年戦争の講和条約で独立が国際的に承認された。

③ マニラを拠点に香辛料貿易を独占した。

④ オランダ総督ウィレム3世はイングランド王ウィリアム3世として即位した。

世
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第1問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

人類は，文明の発展とともに，自然環境を利用し，自らの生活に都合のいいように改変

してきた。環境の改変は時として環境の破壊にもつながり，かえって自らの生存を脅かす

ことにもなった。例えば，整然とした都市建設で知られる
⑴
インダス文明がなぜ崩壊したか

については諸説あるが，森林の伐採が進んだことなどによる洪水の頻発のためとも言われ

ている。その一方で10世紀以降のヨーロッパでは，
⑵
農業の発展と人口の増加にともなって

⑶
森林地帯の開墾が進められた。耕地の拡大は森林地帯の開墾にとどまらず，ライン川下流

の
⑷
ネーデルラントと呼ばれた低湿地帯では大規模な干拓がおこなわれるなど，人々の居住

地域は広がっていった。

ヨーロッパ人の居住地域の拡大は海外にも及び，15世紀末の
⑸
コロンブスの到達を機に，

⑹
アメリカ大陸との間で互いに未知の動植物などの往来が始まり，それぞれの地域の生態系

や文化に大きな影響を与えた。ユーラシア大陸ではアメリカ大陸原産のジャガイモ・トマ

ト・トウモロコシなどの栽培が一般化し，アメリカ大陸には牛や馬の大型家畜が導入され

た。またヨーロッパからもたらされた病原菌はアメリカ大陸の先住民の人口を激減させた。

そのため，彼らを使役していたヨーロッパ人は，労働力を補うために
⑺
アフリカから黒人奴

隷を輸入した。これによってアメリカ大陸では，先住民，ヨーロッパからの白人，アフリ

カからの黒人による複雑な民族構成が形成された。

18世紀の産業革命に始まる工業化は，地球環境に対してそれまでとは比べものにならな

いほど大きな影響を与えた。当初それは人口の集中や工場の排出物などによる
⑻
都市環境の

悪化として現れたが，やがて自動車の普及，石油化学製品の利用など，
⑼
人々の生活全般の

変化にともなう地球規模の変化が問題とされるようになった。例えば二酸化炭素などの温

室効果ガスの排出による地球の温暖化が進んでいることによって，海面の上昇や気候の変

動が起こるなど，すでにその影響は深刻なものとなっている。そのため1992年に開かれた

「環境と開発に関する国連会議」（地球サミット）で気候変動枠組み条約が採択され，現在

にいたるまで，
⑽
世界各国で二酸化炭素排出の削減への取り組みがおこなわれている。
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⑶



世
界
史

問9 下線部⑼に関連して，次の資料は，1962年にアメリカ合衆国のレイチェル�カーソ

ンが環境破壊を警告して発表した『沈黙の春』の一節である（引用文には，省略した

り，改めたりしたところがある）。カーソンが何を警告しているかについて述べた文

として正しいものを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 9

資料

自然は沈黙した。うす気味悪い。鳥たちはどこへ行ってしまったのか。みんな

不思議に思い，不吉な予感におびえた。裏庭のえさ箱は，からっぽだった。春が

きたが，沈黙の春だった。

農家では鶏が卵を産んだが，雛はかえらず，豚は飼っても，何にもならなかっ

た。小さい子ばかり生まれ，それも二，三日で死んでしまう。リンゴの木は，あ

ふれるばかり花をつけたが，耳をすましてもミツバチの羽音もせず，静まりかえ

っている。花粉は運ばれず，リンゴはならないだろう。
ひさし

庇のといの中や屋根板のすき間から，白い細かい粒がのぞいていた。何週間前

のことだったか，この白い粒が，雪のように，屋根や庭や野原や小川に降りそそ

いだ。

病める世界――新しい生命の誕生をつげる声ももはやきかれない。でも，魔法

にかけられたのでも，敵におそわれたわけでもない。すべては，人間がみずから
わざわ

まねいた禍いだった。

① 森林の伐採などによる砂漠化の進行を警告している。

② チョルノービリ（チェルノブイリ）原子力発電所事故による放射性物質の被害を

警告している。

③ オゾン層の破壊による紫外線の人体への悪影響を警告している。

④ 農薬として使用された化学薬品の生物への悪影響を警告している。

世
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問5 下線部⑸に関連して，コロンブスが1492年に大西洋を横断して最初に到達したとさ

れるバハマ諸島の島の名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

5

① プエルトリコ ② キューバ

③ ジャマイカ ④ サンサルバドル

問6 下線部⑹に成立した文明や国家について述べた文として正しいものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 6

① マヤ文明は文字をもたず，縄の結び方で数量などの情報を伝えた。

② テオティワカン文明では，「太陽のピラミッド」などが建造された。

③ アステカ王国は，鉄製の武器を利用して勢力を拡大した。

④ インカ帝国は，メキシコ高原のテノチティトランを都とした。

問7 下線部⑺の歴史について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 7

① アクスム王国は，キリスト教を受容した。

② ガーナ王国は，大ジンバブエ遺跡を残した。

③ マリンディは，サハラ交易の拠点として繁栄した。

④ アフリカ西北岸では，スワヒリ語が発達した。

問8 下線部⑻に関連して，都市環境の悪化とともに伝染病も流行した。その一つである

コレラの病原菌を発見したドイツの学者の名として正しいものを，次の①～④のうち

から一つ選びなさい。 8

① パストゥール ② ジェンナー ③ コッホ ④ ハーヴェー

018－20
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第2問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

中国の歴史において，王朝が政治的，経済的に混乱すると，重税などで困窮した民衆は

しばしば反乱を起こした。反乱に際しては，救いを求める民衆の信仰を集めた宗教結社が

中核となる例が多く見られた。
⑴
後漢の末期に起こった黄巾の乱は，張角が興した太平道の

信徒を中心とする農民反乱であった。太平道は，護符や霊水などによる病気の治癒を唱え，

同じ時期に起こった五斗米道とともに
⑵
道教の源流となった。

⑶
元の末期に起こった紅巾の乱

み ろく

の中心となったのは，弥勒仏が現世に現れて人々を救うという救世主信仰をもつ白蓮教徒

たちであった。白蓮教は邪教としてその時々の王朝から弾圧されたが，根強く信仰は維持

され，
⑷
清の乾隆帝退位直後にも大規模な反乱を起こしている。近代にいたっても，洪秀全

がキリスト教系の結社である上帝会を創始し，
⑸
アヘン戦争後の重税や経済的混乱に苦しむ

民衆の信仰を集めて
⑹
太平天国の乱を起こした。

近代以降の西洋からの新しい思想の流入とともに，革命運動や民衆運動も新しい社会の

実現をめざす理念のもとに組織されるようになった。孫文は，民族・民権・民生の三民主

義を掲げて
⑺
清の打倒と共和政の樹立を唱えた。20世紀に入ると民族資本が成長して労働者

も増加し，第一次世界大戦中の
⑻
新文化運動のような啓蒙運動もあって，新しい思想は次第

に大衆に広まり，第一次世界大戦直後には広く大衆を巻き込んだ反帝国主義運動である五

・四運動も起こっている。

新たな思想の一つであった社会主義を掲げる中国共産党は，第二次世界大戦後の1949年

に，蔣介石率いる中国国民党との内戦に勝利して中華人民共和国を樹立した。その後は，

理念の実現をめぐる路線の対立から
⑼
プロレタリア文化大革命のような混乱も生じており，

また，ヨーロッパで社会主義政権が相次いで崩壊した1989年には，
⑽
中国でも多くの人々が

民主化を求めて天安門広場に集まったが，政府によって武力弾圧された。

問1 下線部⑴に関連して，後漢の政治について述べた文として正しいものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 11

① 儒家などが弾圧される焚書・坑儒が起こった。

② 儒家官僚が弾圧される党錮の禁が起こった。

③ 物価安定策である均輸・平準の実施が始まった。

④ 官吏登用法の九品中正が創始された。

世
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問10 下線部⑽に関連して，2015年に採択された，温暖化防止のために各国が取り組むべ

き目標を定めた取り決めの名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 10

① ジュネーヴ協定 ② パリ協定

③ 京都議定書 ④ ウィーン議定書

018－22
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問7 下線部⑺に関連して，清を打倒した辛亥革命について述べた文として正しいものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 17

① 武昌の新軍の蜂起から始まった。

② 北京で中華民国が樹立された。

③ 同治帝が退位して清が滅亡した。

④ 袁世凱に代わって孫文が臨時大総統に就任した。

問8 下線部⑻について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 18

① 「連ソ・容共・扶助工農」をスローガンとした。

② 李大釗が雑誌『新青年』を発刊した。

③ 胡適がマルクス主義を紹介した。

④ 魯迅が『狂人日記』を発表した。

問9 下線部⑼について述べた次の文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，下

の①～④のうちから一つ選びなさい。 19

Ａ 学生などによって組織された紅衛兵が活動した。

Ｂ 国家主席であった周恩来が失脚した。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤

問10 下線部⑽に関連して，弾圧を指示した当時の最高指導者で，文化大革命後に改革・

開放政策を進めた人物の名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。 20

① 毛沢東 ② 林彪 ③ 江青 ④ 鄧小平
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問2 下線部⑵に関連して，道教を大成した北魏の道士の名として正しいものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 12

① 顧愷之 ② 王重陽 ③ 寇謙之 ④ 周敦頤

問3 下線部⑶に関連して，元の末期に乱発されて経済的混乱の一因となった紙幣の名と

して正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 13

① 飛銭 ② 交子 ③ 会子 ④ 交鈔

問4 下線部⑷に関連して，清の時代に起こった出来事Ａ～Ｃが，年代の古いものから順

に正しく配列されているものを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 14

Ａ 『四庫全書』が編纂された。

Ｂ 台湾を支配していた鄭氏政権が降伏した。

Ｃ 軍機処が設置された。

① Ａ→Ｂ→Ｃ ② Ｂ→Ａ→Ｃ ③ Ｂ→Ｃ→Ａ ④ Ｃ→Ｂ→Ａ

問5 下線部⑸について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 15

① 光緒帝の時代にイギリスと戦った。

② 林則徐によるアヘン取締りを機に起こった。

③ 清が敗北して北京議定書（辛丑和約）を結んだ。

④ 戦争の結果，清は遼東半島を割譲した。

問6 下線部⑹に関連して，淮軍を率いて太平天国の乱の鎮圧に活躍した漢人官僚の名と

して正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 16

① 李鴻章 ② 汪兆銘 ③ 康有為 ④ 梁啓超
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問1 下線部⑴に関連して，アメリカ独立革命について述べた文として正しいものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 21

① 独立宣言が発表されたことを機に，独立戦争が起こった。

② フランスは，イギリス本国側にたって参戦した。

③ 植民地側は，ゲティスバーグの戦いで勝利した。

④ エカチェリーナ2世時代のロシアなどが，武装中立同盟を結成した。

問2 下線部⑵に関連して，アメリカ合衆国が1803年にフランスから買収した地域の名と

して正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 22

① カリフォルニア ② ルイジアナ

③ テキサス ④ フロリダ

問3 下線部⑵に関連して，初めて独立13州以外の西部から出た大統領で，先住民を保留

地に強制移住させる政策をとった人物の名として正しいものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 23

① ジャクソン ② ジェファソン ③ モンロー ④ フランクリン

問4 下線部⑶について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 24

① 南部は保護貿易を，北部は自由貿易を主張した。

② 民主党のリンカンの大統領当選を機に戦争が始まった。

③ 南部は分離してアメリカ連合国を結成した。

④ 戦争後に奴隷解放宣言が発表された。
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第3問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

北米大陸東岸に形成されたイギリスの13植民地は，18世紀後半に
⑴
イギリスからの独立を

達成し，アメリカ合衆国が誕生した。ナポレオン戦争中に起こったアメリカ�イギリス

（米英）戦争を通じてイギリスからの経済的自立を進める一方で，
⑵
アメリカ合衆国の領土

はしだいに西部へ拡大し，19世紀半ばには太平洋岸に達する大陸国家へと成長した。しか

し，領土の拡大とともに，産業構造の違いから奴隷制や貿易政策などをめぐる南部と北部

の対立が激しくなり，1861年に
⑶
南北戦争が始まった。南北戦争は北部の勝利に終わり，奴

隷制は正式に廃止されたものの，解放された黒人の多くは経済的・社会的に低い地位に置

かれ，黒人に対する根強い差別も続いた。一方，北部主導で市場が再統一されたことでア

メリカ合衆国の工業は急速に発展し，19世紀末にはイギリスを追い越すまでになった。こ

の頃には国内の開拓も進んだ結果，フロンティアの消滅が宣言され，
⑷
アメリカ合衆国は国

外に向けて進出を始めた。

こうしたアメリカ合衆国の政治的・経済的発展は，その国際的影響力も高めた。モンロ

ー主義にもとづいて当初中立を守った第一次世界大戦では，途中から参戦して，膠着状態

であった大戦を連合国側の勝利へと大きく動かした。大戦後は，
⑸
ワシントン会議を開催し

てアジア・太平洋方面の秩序形成を主導し，ドイツの賠償問題にもかかわった。ロンドン

のシティに代わって，ニューヨークのウォール街が世界経済の中心となったために，1929

年にウォール街で起こった株の大暴落の影響は世界に波及し，
⑹
世界恐慌へと拡大した。第

二次世界大戦後も依然としてアメリカ合衆国は世界経済の中心であり，戦後に形成された

ブレトン�ウッズ体制では，アメリカ�ドルが基軸通貨とされた。また
⑺
東西冷戦体制のな

かで，アメリカ合衆国は西側資本主義陣営のリーダーとして，ソヴィエト連邦（ソ連）が

主導する東側社会主義陣営と対峙した。1989年に
⑻
冷戦の終結が宣言され，その2年後には

ソ連が崩壊して，国際秩序は安定に向かうかに見えたが，地域や宗教の対立が表面化した

り，特に近年では中国やロシアの台頭にともなう国際社会の分断が生じたりするなど，新

たな問題も現れてきている。
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問8 下線部⑺に関連して，1947年に発表されたマーシャル・プランによる援助を受けて

いない国を，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 28

① チェコスロヴァキア

② イタリア

③ ギリシア

④ トルコ

問9 下線部⑺に関連して，次のグラフは，冷戦期間中の米ソ両国が保有する核兵器数の

推移である。このグラフから読み取れることについて述べた文として正しいものを，

下の①～④のうちから一つ選びなさい。 29

万発5

4

3

アメリカ
2

ソ連
1

0
1945 50 55 60 65 70 75 80 85 90

① アメリカ合衆国の核兵器数は，朝鮮戦争中に2万発を超えた。

② アメリカ合衆国の核兵器数は，ベトナム戦争中に一時減少した。

③ ソ連の核兵器数は，フルシチョフが指導者だった時代にアメリカ合衆国を上回っ

た。

④ ソ連の核兵器数は，ゴルバチョフが指導者だった時代に増加を続けた。
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問5 下線部⑷に関連して，19世紀末から20世紀初めにかけてのアメリカ合衆国の対外進

出について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

25

① アメリカ�スペイン戦争に勝利して，プエルトリコを獲得した。

② キューバを保護国化した。

③ 日米和親条約で日本を開国させた。

④ 中国進出をめざして門戸開放宣言を発表した。

問6 下線部⑸について述べた次の文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，下

の①～④のうちから一つ選びなさい。 26

Ａ 九カ国条約によって日英同盟が解消された。

Ｂ 海軍軍備制限（海軍軍縮）条約によって主力艦の保有比率が決定された。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤

問7 下線部⑹に関連して，アメリカ合衆国大統領フランクリン�ローズヴェルトの恐慌

対策について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

27

① 農産物の価格の引き下げをめざして農業調整法（AAA）を制定した。

② 失業者対策でテネシー川流域開発公社（TVA）を設立した。

③ 政府間債務の1年間支払い猶予（モラトリアム）を発表した。

④ 西部公有地での開拓農民に土地を与えるホームステッド法を制定した。
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

19世紀のヨーロッパでは，国民国家が形成されていく一方で，国境を越える様々な課題

に対応するための国際機関の設立が進んだ。スイスのデュナンは，
⑴
クリミア戦争で敵味方

の区別なく傷病兵の看護にあたったナイティンゲールの活動に影響を受けて，中立の救護

機関の設置を提唱し，1864年に国際赤十字が設立された。また1865年には万国電信連合

が，1874年には万国郵便連合が成立した。帝国主義政策をとる諸国の対立が激しくなった

19世紀末には，オリンピアの祭典の故事に着想を得たフランスのクーベルタンの提唱によ

り，スポーツを通じた平和友好の推進をめざして国際オリンピック大会が開かれている。

同じ時期に
⑵
ロシア皇帝の提唱で開催されたハーグ万国平和会議は十分な成果をあげること

ができず，20世紀に入ると世界は
⑶
第一次世界大戦を経験することになった。

そこで大戦末期のアメリカ大統領ウィルソンの提唱に基づいて，大戦後に国際平和機構

として国際連盟が発足した。しかし，当初
⑷
敗戦国ドイツや革命で社会主義国となったロシ

ア�ソヴィエトは国際連盟から除外され，有力国であったアメリカ合衆国も国内の反対で

参加しなかった。国際連盟は，国際協調の機運が高まった1920年代には一定の役割を果た

したものの，侵略国に対する制裁規定が経済制裁に限られるなどの問題も含んでいたため，

⑸
世界恐慌以後に高まった国際的緊張には十分に対応できず，第二次世界大戦の勃発を防ぐ

ことはできなかった。

第二次世界大戦中の
⑹
米英両首脳の会談によって国際平和機構の再建が提唱され，戦後に

発足した国際連合は，国際連盟の限界に対する反省から，軍事制裁権が規定された。しか

し1950年に始まった
⑺
朝鮮戦争に際して出動した国連軍は実質的には

⑻
アメリカ軍を中心とす

る有志連合軍と言えるものであり，冷戦体制下の対立などによって，国連憲章に基づく真

の意味での国連軍は一度も編成されていない。ただ，それに代わって紛争の平和的解決や

和平の維持などのために国連平和維持活動（PKO）が世界各地で展開され，1990年代に

は日本も
⑼
カンボジアでの PKOに参加して自衛隊を派遣した。また，

⑽
紛争などで生じた難

民を保護・支援する機関も設置されている。それだけでなく，例えば新型コロナウィルス

感染症のような世界的な伝染病の流行への対策では世界保健機関（WHO）が中心となる

など，国際連合は多くの専門機関をもち，その活動は多岐にわたる。
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問10 下線部⑻に関連して，冷戦の終結が宣言された米ソ両首脳の会談がおこなわれた地

名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 30

① ジュネーヴ ② パリ ③ ヤルタ ④ マルタ
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問6 下線部⑹に関連して，国際平和機構の再建を提唱した1941年の会談の名として正し

いものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 36

① ミュンヘン会談 ② カイロ会談

③ 大西洋上会談 ④ テヘラン会談

問7 下線部⑺について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 37

① 当時の朝鮮民主主義人民共和国の指導者は，金正日であった。
パクチョンヒ

② 当時の大韓民国の指導者は，朴正煕であった。

③ 戦争中に日本では警察予備隊が創設された。

④ 北緯17度を境界とする休戦協定が結ばれた。

問8 下線部⑻に関連して，1991年にアメリカ合衆国を中心とする多国籍軍が出動した湾

岸戦争で，イラクが占領していた国の名として正しいものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 38

① クウェート ② イラン ③ シリア ④ ヨルダン

問9 下線部⑼に関連して，カンボジアについて述べた文として誤っているものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 39

① シハヌークを国王とする王国としてイギリスから独立した。

② 1954年のジュネーヴ会議で独立が国際的に承認された。

③ 急進左派のポル�ポト政権がベトナム軍の侵攻で打倒された。

④ ベトナム軍のカンボジア侵攻を機に中越戦争が起こった。

問10 下線部⑽に関連して，1990年代に日本人の緒方貞子も高等弁務官を務めたことがあ

る国連難民高等弁務官事務所の略称として正しいものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 40

① UNCTAD ② UNHCR ③ UNESCO ④ UNTAC
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問1 下線部⑴について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 31

① オスマン帝国を，イギリス・フランスが支援した。

② ロシアを，サルデーニャが支援した。

③ フランスは，第三共和政の時代であった。

④ ドイツ帝国は，中立を維持した。

問2 下線部⑵に関連して，ハーグ万国平和会議を提唱したロシア皇帝の名として正しい

ものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 32

① アレクサンドル1世 ② ニコライ1世

③ アレクサンドル2世 ④ ニコライ2世

問3 下線部⑶について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 33

① ドイツ軍のポーランド侵攻を機に始まった。

② 日本は参戦して，ドイツ領南洋諸島を占領した。

③ イタリアは，ドイツと同盟してイギリスなどと戦った。

④ タンネンベルクの戦いで，ドイツがフランスに勝利した。

問4 下線部⑷に関連して，ドイツの国際連盟への加盟を決めた条約の名として正しいも

のを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 34

① サン�ジェルマン条約 ② ブレスト�リトフスク条約

③ ロカルノ条約 ④ ラパロ条約

問5 下線部⑸に関連して，日本が国際連盟を脱退するきっかけとなった満洲事変につい

て述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 35

① 北京での日中両軍の衝突を機に始まった。

② 当時満洲（中国東北地方）を統治していたのは張作霖であった。

③ 日本は清の皇帝であった順治帝を執政とする満洲国を樹立した。

④ 国際連盟はリットン調査団を派遣した。
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問2 下線部ⓐの冷戦に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 2

① アメリカのルーズベルトによる「鉄のカーテン」演説以来，米ソ両大国間の対立

を中軸とする東西対立が表面化した。

② 1947年，アメリカはポーランド・トルコ政府の援助を決定し，共産主義封じ込め

政策を実施した。

③ ソ連は1956年に西側に対抗する東側の安全保障体制としてＣＯＭＥＣＯＮ（コメ

コン）を結成した。

④ アメリカは資本主義世界経済の再建のため，ヨーロッパに対してはマーシャルプ

ランを，日本に対してはガリオア資金・エロア資金で援助を実施した。

問3 下線部ⓑの旧ユーゴスラヴィア紛争に関する記述として最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 3

① 冷戦終結後，1991年にスロバキアとクロアチアが旧ユーゴスラヴィアからの独立

を宣言したことで内戦が始まった。

② 1990年代に解体が始まるまでは，旧ユーゴスラヴィアは8つの共和国によって構

成される連邦国家であった。

③ コソボ紛争における人道危機を懸念したＮＡＴＯ軍は，国連安保理決議にもとづ

いてセルビア側への空爆をおこなった。

④ ボスニア・ヘルツェゴビナでは，セルビア人とクロアチア人，ムスリムとの間で

激しい内戦が起き，膨大な数の犠牲者を生んだ。

問4 下線部ⓒの第三世界に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 4

① 中国の周恩来とインドのネルーは，1954年に平和十原則を発表した。

② 1960年にはアフリカの27か国が独立し，アフリカの年と呼ばれた。

③ 途上国における資源ナショナリズムの高まりが，国際連合でのＮＩＥＯ樹立宣言

にも反映された。

④ 欧米の植民地であったアジア・アフリカの国々は米ソいずれの側にも属さない第

三世界を形成し，1955年に非同盟諸国首脳会議を開催した。
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第1問 次の文章を読み，下の問い（問1～問10）に答えなさい。

1989年，
ⓐ
冷戦が終結した。それにより，国際政治情勢に安定がもたらされると誰もが期

待した。ところが，資本主義対社会主義という対立関係は沈静化したが，それに代わり民

主化運動や民族・宗教対立を背景にした地域的な紛争が多発している。
ⓑ
旧ユーゴスラヴィ

ア紛争やチェチェン紛争の発生などである。

また東西の接近により，アメリカとロシアは
ⓒ
第三世界に援助する必要性が弱まり，対外

援助を停止・削減した。そして大国の支援が削減された途上国では新たな権力闘争が発生

し，
ⓓ
民族対立や

ⓔ
宗教対立が表面化した。これらの対立が多くの

ⓕ
難民を生み，大きな問題と

なっている。

そして，2001年9月11日に発生した同時多発テロに対し，アメリカは「テロとの戦い」

を宣言し，アフガニスタンに拠点を持つテロ組織アル・カイーダと彼らをかくまうアフガ

ニスタンのタリバン政権に対する軍事攻撃を開始した。その後，国際社会はテロ組織およ

びテロ支援国家との長きにわたる戦いに突入した。

さらに，力による現状変更の試みへの対応も求められている。ロシアはかねてより対立

していた
ⓖ
ウクライナに2022年2月から軍事侵攻し，戦争が激化している。そしてアジアで

は中国が Ａ への本格的な進出を図り， Ｂ やベトナムなどとの対立を深めて

いる。中東においても，パレスチナの
ⓗ
ガザ地区においてイスラエルとの間で大規模な戦争

が勃発している。2022年から始まったロシアのウクライナ侵攻に端を発する戦争も収まる

気配がない。この二つの戦争はともに
ⓘ
他国の介入で紛争地域が大規模に広がることが懸念

されている。

問1 文中の Ａ ， Ｂ に当てはまる語句の組み合わせとして最も適当なもの

を，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 1

① Ａ 東シナ海 Ｂ フィリピン

② Ａ 東シナ海 Ｂ ミャンマー

③ Ａ 南シナ海 Ｂ フィリピン

④ Ａ 南シナ海 Ｂ ミャンマー
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問8 下線部ⓖのウクライナに関連して，ロシア・ウクライナ戦争が始まった2022年に

ＮＡＴＯへの加盟申請をおこない，2023年4月に正式加盟した国として最も適当なも

のを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 8

① フィンランド ② スウェーデン

③ エストニア ④ トルコ

問9 下線部ⓗのガザ地区に関連して，中東での紛争の記述として最も適当なものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 9

① ガザ地区は，1973年の第四次中東戦争以来，イスラエル占領下にある。

② 湾岸戦争直後には，日本は掃海艇などを派遣した。

③ 湾岸戦争において派遣された多国籍軍は，国連決議のない多国籍軍であった。

④ 第四次中東戦争において，アラブ側は石油戦略を展開し，第二次石油危機が起こ

った。

問10 下線部ⓘの他国の介入に関連して，第二次大戦後，ソ連軍（またワルシャワ条約機

構軍）が軍事介入や軍事侵攻をした国の組み合わせとして最も適当なものを，次の①

～⑥のうちから一つ選びなさい。 10

① ソマリア チェコスロバキア

② ソマリア アフガニスタン

③ ポーランド ソマリア

④ ポーランド アフガニスタン

⑤ ポーランド チェコスロバキア

⑥ チェコスロバキア アフガニスタン
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問5 下線部ⓓの民族対立に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 5

① イラン・イラク戦争当時，クルド人はイラクと連携してイランと戦ったが，劣勢

のイランは毒ガスを使ってクルド人を大量虐殺した。

② ルワンダでは，1994年にフツ族出身の大統領が暗殺されたことをきっかけとして，

ツチ族住民に対する虐殺事件が発生した。

③ 新疆ウイグルではロシア政府による圧迫を背景に，ウイグル人によるロシアから

の独立を目指す運動が起きた。

④ 1983年のオスロ合意により，パレスチナ人による暫定的な自治が認められ，1984

年にパレスチナ自治政府が樹立された。

問6 下線部ⓔの宗教対立に関連して，宗教対立が原因とはいえない紛争として最も適当

なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 6

① コンゴ動乱 ② 印パ紛争

③ 北アイルランド紛争 ④ チェチェン紛争

問7 下線部ⓕの難民に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 7

① 国連は，難民条約の採択とＵＮＣＴＡＤの設置により，難民の国際的保護と救援

活動をおこなっている。

② 難民条約では，経済的理由によって祖国を離れた人々や国内避難民も保護と救済

の対象となっている。

③ 難民とは戦争や紛争のため外国に逃れ，本国の保護を受けられない人々のことを

いい，亡命者は含まれない。

④ 日本政府は2010年から第三国定住の制度でミャンマー難民の受け入れをおこなっ

ている。
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問1 下線部ⓐの消費者物価指数に関して，次の戦後の物価指数のグラフに関する記述と

して最も適当なものを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 11
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① 消費者物価指数は，戦後一貫して上昇し続けている。

② プラザ合意の直後に，消費者物価指数は大幅に上昇している。

③ 1970年代の消費者物価指数の上昇は，2度の石油危機が主な原因である。

④ リーマンショック後，消費者物価指数は毎年上昇している。

問2 下線部ⓑに関連して，近年のエネルギー・食料事情に関する記述として最も適当な

ものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 12

① 2020年度，日本の電源別発電量で最も多い割合を占めているのは原子力である。

② 再生可能エネルギーを電力会社に買い取らせる固定価格買取制度は日本ではおこ

なわれていない。

③ 日本では米の輸入自由化に続いて，牛肉・オレンジの輸入も自由化した。

④ 2020年度，日本の食料自給率（カロリーベース）は50％を下回っている。
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第2問 次の文章を読み，下の問い（問1～問9）に答えなさい。

近年，賃金引き上げの話題が事欠かない。賃金が引き上げられても，それが物価上昇を

上回らないとわれわれの生活は豊かにならない。今日の
ⓐ
消費者物価指数は上昇している。

その背景は
ⓑ
エネルギー価格の上昇や食料価格の上昇，さらに円安の進行である。

ⓒ
外国為替市場において円が売られれば円安となる。

ⓓ
日米の金融政策の相違がその背景に

ある。日本銀行は長く低金利政策をおこなってきた。それに対しアメリカの中央銀行であ

るＦＲＢは金利を高く設定していた。すると日本の銀行よりもアメリカの銀行に預金する

方が利子が多くつくのでアメリカの銀行に預金する動きになる。よって外国為替市場にお

いて円が売られ，ドルが買われ円安・ドル高となるのである。円安は例えば，1ドル＝

100円が1ドル＝150円になることだが，アメリカで1ドルのとうもろこしが日本に輸入さ

れると，1ドル＝100円では100円のところ1ドル＝150円では150円になる。このように円

安になると輸入品価格が上昇し，物価上昇をもたらすのである。

このような背景で物価は上昇しているのだが，賃金引上げ率が物価上昇率を上回った場

合，
ⓔ
実質賃金が上昇する。

賃金引き上げに大きく関与するのが
ⓕ
労働組合である。労働組合の春季の賃金闘争を春闘

と呼んでいる。2024年の春闘では，一定の成果があった。しかし，従業員数で労働者の全

体のほぼ70％を占める
ⓖ
中小企業でこの賃上げがおこなわれなければ，日本全体として豊か

になるとは言えない。

かねてより，日本経済には，大企業と中小企業の間の経済格差，いわゆる「
ⓗ
経済の二重

構造」が存在しているといわれてきた。不況の時には，一般に大企業よりも中小企業のほ

うがより大きな影響を受けやすい。日本の高度経済成長を支えてきたといわれる中小企業

ではあるが，主に大企業の
ⓘ
下請け業務を請け負うことが多く，大企業にとっての景気の調

節弁の役割を担わされることが多い。

これら中小企業が活性化し，経済成長の中心に位置することが，日本経済の復活につな

がるのである。
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問7 下線部ⓖに関連して，次の表は中小企業の定義をまとめている。表中のＡ～Ｃの組

み合わせとして最も適当なものを，下の①～⑥のうちから一つ選びなさい。 17

① Ａ―1億円以下 Ｂ―200人以下 Ｃ―100人以下

② Ａ―1億円以下 Ｂ―150人以下 Ｃ―50人以下

③ Ａ―1億円以下 Ｂ―100人以下 Ｃ―50人以下

④ Ａ―5000万円以下 Ｂ―200人以下 Ｃ―100人以下

⑤ Ａ―5000万円以下 Ｂ―150人以下 Ｃ―50人以下

⑥ Ａ―5000万円以下 Ｂ―100人以下 Ｃ―50人以下

問8 下線部ⓗの経済の二重構造が発生した要因に関する記述として最も適当なものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 18

① 中小企業は大企業と比べて，労働生産性は高かったが，資本装備率が低かったこ

と。

② 中小企業は規模が小さいので，労働組合の組織率は大企業に比べて高かったこと。

③ 中小企業の中で，家族経営が主体となっている零細企業が大半を占めていたこと。

④ 高度経済成長期に農村から都市部への大量の労働力の移動が起こったこと。

問9 下線部ⓘの下請けに関連して，中小企業の置かれている状況をあらわす語句として

最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 19

① 原料高・製品高 ② 原料高・製品安

③ 原料安・製品安 ④ 原料安・製品高

業種 資本金 従業員

製造業 3億円以下 300人以下

卸売業 1億円以下 Ｂ

サービス業 Ａ 100人以下

小売業 5000万円以下 Ｃ
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問3 下線部ⓒに関連して，日本経済が円安になる原因・状況として最も適当なものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 13

① エネルギー価格，食料価格の下落でデフレーションが発生した。

② 好景気で完全失業率が低下した。

③ 日本企業が現地生産をおこなうため，アメリカへの対外投資を増加させた。

④ 日本の貿易黒字が拡大した。

問4 下線部ⓓの日米の金融政策に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 14

① 日本版ビッグバンとは，2002年に発足した小泉内閣が出した金融システム改革の

構想のことである。

② 2024年3月，日本銀行はマイナス金利を解除した。

③ ＦＲＢは，物価安定確保のために，2022年度は金利の引き上げを見送った。

④ ＦＲＢは，金融市場において量的引き締め（ＱＴ）は実施していない。

問5 下線部ⓔの実質賃金に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 15

① 実質賃金とは，労働者が実際に受け取った給与から，税金や社会保障費を除いた

ものである。

② 実質賃金は経済産業省が毎月「毎月勤労統計調査」で発表している。

③ 生活を維持・向上するためには，物価上昇率を上回る名目賃金の上昇が必要であ

る。

④ 2022年はコロナ禍後の景気回復で実質賃金が月次でマイナスとなる月は一度もな

かった。

問6 下線部ⓕの労働組合に関連して，日本の2022年における組合組織率に最も近いもの

を，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 16

① 10％ ② 17％ ③ 25％ ④ 34％
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問1 文中の Ａ と Ｂ に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを，次

の①～⑥のうちから一つ選びなさい。 20

① Ａ 幸福追求 Ｂ 財産 ② Ａ 幸福追求 Ｂ 生存

③ Ａ 財産 Ｂ 幸福追求 ④ Ａ 財産 Ｂ 生存

⑤ Ａ 生存 Ｂ 幸福追求 ⑥ Ａ 生存 Ｂ 財産

問2 下線部ⓐの環境権に関連して，大阪空港公害訴訟に関する記述として最も適当なも

のを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 21

① 大阪高等裁判所は環境権を承認せずに，過去と一定の将来の損害賠償と夜間飛行

の差し止めを認めた。

② 大阪高等裁判所は環境権を承認した上で，過去と一定の将来の損害賠償と夜間飛

行の差し止めを認めた。

③ 最高裁判所は環境権を承認した上で，過去の損害賠償は認めたが，夜間飛行の差

し止めは認めなかった。

④ 最高裁判所は環境権を認めずに夜間飛行の差し止めは認めたが，過去の損害賠償

は認めなかった。

問3 下線部ⓑに関連して，公害健康被害補償法についての記述として最も適当なものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 22

① 公害健康被害補償法は，裁判を通じて，特定の公害被害者に対して補償給付をお

こなうことを規定している。

② 公害健康被害補償法は，汚染者に対する補償給付だけでなく，汚染行為の差し止

めを求める権利も保障している。

③ 公害健康被害補償法の補償給付の財源は，公害発生者から徴収する仕組みとなっ

ている。

④ 公害健康被害補償法に基づいて，アスベストによる中皮腫に対し，救済金や医療

費などが支払われた。
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第3問 次の文章を読み，下の問い（問1～問9）に答えなさい。

最近の社会情勢の変化に対応して，憲法には明文化されていない「新しい人権」が主張

されるようになった。その一つに
ⓐ
環境権がある。環境権は憲法の13条の Ａ 権と25

条の Ｂ 権を根拠に，快適な環境を享受する権利であるとされる。

国レベルでの公害対策は1950年代後半からおこなわれ，1967年に公害対策基本法が制定

され1970年の公害国会で本格化した。さらに1973年には
ⓑ
公害健康被害補償法が制定された。

また従来から採用されていた濃度規制は，汚染物質の排出基準を一定の濃度以下とするも

のであるが，低濃度であっても排出量が多ければ公害発生につながる可能性があった。そ

こで，規制強化をめざして，一定地域内における汚染物質の総排出量を一定量以下とする

よう規制する総量規制が大気汚染防止法や水質汚濁防止法などに導入された。

その後の都市・生活型公害の増大，地球温暖化等の地球規模の環境問題が進行するなか，

環境そのものを総合的に捉える考え方が必要になってきた。そのため，公害対策や自然環

境保全の枠を超えて環境行政を総合的に推進していくための法律として，1993年に
ⓒ
環境基

本法が公害対策基本法にかわり制定された。つづく1997年には大規模事業に係る環境の保

全についての適正な配慮を確保するための
ⓓ
環境影響評価法が制定された。そして2000年に

は各種廃棄物・リサイクル関連法を統括する，循環型社会形成を推進していく上での基本

理念を示した
ⓔ
循環型社会形成推進基本法が制定されることとなる。

地球規模・世界規模でも環境問題は取りざたされ，特に気候変動問題は，我々一人一人，

地球に生きるすべての生き物に結びついた避けることのできない喫緊の課題である。

その一方で，環境保護のあり方をめぐり，様々な利害の対立が生じてきた。そのうち，

現世代と将来世代の対立を緩和する発想として，環境を維持しながら開発を進めるという

「持続可能な開発」という考え方がある。これは「将来の世代のニーズを満たしつつ，現

世代のニーズも満足させるような開発」のことで，1987年の「環境と開発に関する世界委

員会（ブルントラント委員会）」の報告書「我ら共有の未来」で定式化されたものである。

そして，2020年以降の地球温暖化対策の国際的枠組みを定めた
ⓕ
パリ協定が2015年に採択

され，翌年に発効した。世界各国は様々な問題に立ち向かいつつ，できるだけ早く，でき

るだけ大きく温室効果ガスの
ⓖ
排出量を減らす取り組みを加速度的に進めている。日本でも

2012年に
ⓗ
地球温暖化対策のための税が導入されている。
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問7 下線部ⓕのパリ協定に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 26

① パリ協定では，開発途上国を除くすべての加盟国が各国の状況に応じて温室効果

ガスの自主的削減目標を策定することが明記された。

② 世界の平均気温の上昇を産業革命以前に比べて3℃未満に抑えることを目指して

いる。

③ アメリカは2020年に離脱したが，2021年2月に復帰した。

④ パリ協定を受けて日本政府は，2030年までに温室効果ガスの排出量を2013年度比

で80％削減することを中期目標として掲げている。

問8 下線部ⓖの排出量に関して，2018年の二酸化炭素の年間排出量が最大であった国と

して最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 27

① 中国 ② ロシア ③ アメリカ ④ インド

問9 下線部ⓗの地球温暖化対策税に関連して，環境税や環境問題に対処するための税制

上の措置の例の記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

28

① 地球温暖化に対処するための環境税は，日本が世界に先立って制定した。

② 環境問題に対処するための税制上の措置として環境性能に優れた自動車に対する

エコカー減税がある。

③ 電気自動車には自動車取得税をディーゼル車よりも高税率で課税する。

④ 環境税は北欧諸国では制定されたが，ドイツやイギリスでは経済活動を阻害する

という理由でいまだに制定されていない。
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問4 下線部ⓒに関連して，環境基本法についての記述として最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 23

① 環境基本法において，経済調和条項がはじめて削除された。

② 環境基本法で，はじめて環境権が明記された。

③ 環境基本法は，公害として大気汚染，水質汚濁，地球温暖化などの典型的な7種

類を規定している。

④ 環境基本法は，自然環境保全法を部分的に統合して制定された。

問5 下線部ⓓに関連して，環境影響評価法についての記述として最も適当なものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 24

① 環境アセスメントについては，多数の地方公共団体が先行して条例化し，その後

に国が環境影響評価法を制定した。

② 環境アセスメントとは，すでに実施されている事業が環境にどのような影響を与

えたかを事後に調査し，評価する制度である。

③ 環境影響評価法では，民間の事業者ではなく，国や地方公共団体が環境アセスメ

ントを実施することを規定している。

④ 環境影響評価法では，国，地方公共団体が実施する環境アセスメントの費用の一

部を事業者が負担する条項が規定された。

問6 下線部ⓔの循環型社会形成推進基本法は廃棄物等を処理する方法の優先順位を定め

ている。その優先順位の高い順に左から並べたものとして最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 25

① 再使用 再生利用 適正処分 発生抑制 熱回収

② 再使用 再生利用 適正処分 熱回収 発生抑制

③ 発生抑制 再使用 再生利用 熱回収 適正処分

④ 発生抑制 再使用 再生利用 適正処分 熱回収

018－46



政
治
・
経
済

問1 下線部ⓐに関連して，日本の国税の特徴を説明する記述として最も適当なものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 29

① 日本の消費税率は，2019年に，飲食料費を含むすべての商品を対象に，10％に引

き上げられた。

② 日本の2022年度予算において，国税収入のうち直接税の総額は間接税の総額より

も少ない。

③ 日本では，2022年度予算において，所得税が税収全体の約3割を占め，消費税に

次いで多い。

④ 日本では，2022年度予算において，関税収入が税収全体の約1割を占めている。

問2 下線部ⓑの政府の経済活動に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 30

① 政府部門は家計部門に公共財や公共サービスを提供する一方，租税を徴収する。

② 政府部門は家計部門に公共財や公共サービスを提供するが，家計部門から政府部

門への労働力の供給はない。

③ 政府部門は家計部門に公共財や公共サービスを提供するが，企業部門からの財・

サービスの購入はない。

④ 政府部門は家計部門に公共財や公共サービスを提供しないが，租税を徴収する。

問3 下線部ⓒの特別会計予算に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうち

から一つ選びなさい。 31

① 近年の改革で，特別会計の数は2021年度時点で31にまで減少している。

② 特別会計の収入には事業主等から徴収する保険料も含まれる。

③ 特別会計は特定の事業を営むので，税金は使われない。

④ すべての特別会計の予算を単純に合計しても，その規模は一般会計より小さい。
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～問9）に答えなさい。

財政とは国や地方公共団体が
ⓐ
租税などの形で資金を獲得し，それを支出することによっ

ておこなう
ⓑ
政府の経済活動のことである。その収入のことを歳入といい，支出のことを歳

出という。歳入と歳出の計画を予算という。予算は，一般会計予算，特定の事業をおこな

うための
ⓒ
特別会計予算，政府系の金融機関の予算である政府関係機関予算の三つに分かれ

ている。また
ⓓ
災害や想定外の経済情勢の変化などに対応することを理由に，年度の途中で

編成される補正予算もある。

国の最も基本的な会計である一般会計の主な歳入項目には，租税や印紙収入，公債金な

どがある。公債金は財源不足を補うために国債を発行して調達した資金であり，このうち

公共事業費や政府の出資金・貸付金の財源となるものを建設国債，財政法で禁止されてい

るため特例法に基づいて発行されるものを
ⓔ
赤字国債という。新規発行の国債を日本銀行が

引き受けることは禁止されており，国債は市中消化により発行することが原則である。歳

入に占める国債発行額（公債金）の割合を国債依存度というが，これが高くなると財政の

自由度が失われ，いわゆる財政の硬直化をまねく。日本の財政は危機的状況にあるといっ

てよい。そのことは，国と地方を合わせた
ⓕ
公的債務残高が2024年度末で1300兆円以上の巨

額となる見通しであることからも確認できる。

一方，歳出に目を向けると，最近の一般会計予算の内訳は金額の多い順に社会保障関係

費，国債費（公債費），地方交付税交付金の順となっている。

地方政府の財政の現状も課題が多い。地方公共団体の財源は
ⓖ
地方税等が主なものである。

しかし，そのような自主財源だけでは財政がまかなえないため，国から各種の財政支援を

受けている。さらに財源不足を補うために地方債を発行する地方公共団体も多い。また地

方公共団体間の税収入格差是正を推進するための制度として，2008年に
ⓗ
ふるさと納税が始

まった。地方公共団体の財政基盤を強化することを目的にさまざまな改革が進められてき

たが，それでもなお実質的に
ⓘ
財政破綻を起こした地方公共団体も存在する。

解決すべき課題はなお多いが，各地の地方公共団体ではさまざまな取り組みをおこなっ

ており，今後地域の再生と発展が期待される。
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問8 下線部ⓗのふるさと納税に関する次の文章の Ａ に入る数字として最も適当

なものを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 36

2019年の改正地方税法においてふるさと納税制度に基づく返礼品が「調達費が寄付

額の Ａ ％以下の地場産品」と規制されることとなった。改正法は，地場産品

を「自治体の区域内で生産された物品やサービス」と「これらに類するもの」と規定

している。

① 10 ② 20 ③ 30 ④ 40

問9 下線部ⓘに関連して，2007年3月に国の管理下で再建を目指す「財政再建団体」に

指定された地方自治体として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。 37

① 帯広市 ② 札幌市 ③ 旭川市 ④ 夕張市
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問4 下線部ⓓに関連して，2024年元日に発生した能登半島地震に関する記述として最も

適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 32

① 能登半島地震の復旧・復興に向けた費用として，予見しがたい予算の不足に充て

るための予備費の使用は見送られた。

② 能登半島地震後の復旧対策費として，国は2024年度会計での復興国債の発行を決

定した。

③ 能登半島地震の復旧・復興に向けた費用として，石川県は2023年度の補正予算を

編成した。

④ 能登半島地震の復旧・復興に向けた費用として，すべて国の財政投融資の資金で

賄うことが決定された。

問5 下線部ⓔの赤字国債に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 33

① 赤字国債の発行は，国会の議決を必要とせず，閣議決定によりその額が決められ

る。

② 歳入における税収不足を補うため，1980年以降，毎年赤字国債が発行されている。

③ 赤字国債によって得た金額は，国の一般会計ではなく特別会計に計上される。

④ 2022年度の赤字国債の発行額は，建設国債よりも大きい。

問6 下線部ⓕの公的債務残高に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうち

から一つ選びなさい。 34

① 公的債務残高には，地方政府の借金である地方債は含まない。

② 2022年度の日本の一般政府の債務残高の対ＧＤＰ比率は，イタリアよりも大きい。

③ 2022年度の日本の一般政府の債務残高の対ＧＤＰ比率は，アメリカよりも小さい。

④ インフレーションの発生は，公的債務残高を実質的に増加させることとなる。

問7 下線部ⓖの地方税には該当しないものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

35

① 贈与税 ② 自動車税 ③ 事業税 ④ 入湯税
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1

⑴ x ＝�2�5＋4，y ＝�2�5－4のとき，

xy ＝ 1 ， x
y
＝ 2 ＋ 3

である。

⑵ 2つの不等式 x2－10x －24＞0，（ x ＋1）（ x2－ a2－ a ）＜0が同時に成り立

つ x が存在しないとき，定数 a の値の範囲は

4 5 ≦ a ≦ 6

である。

⑶ 0°≦θ≦180°とする。tanθ＝－ �52 のとき，

cos（180°－θ）＝
7

8
，cos（θ－90°）＝

10

9

である。

⑷ 三角形 ABCにおいて，AB＝11，BC＝10，CA＝9とする。三角形 ABCの面

積を S，内接円の半径を r とおくと，

S ＝ 11 12 13 ，r ＝ 14 15

である。
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2 a を実数の定数とする。2次関数

f（ x）＝ x2－（ a －2）x ＋ a2－7a ＋10

について，y ＝ f（ x）のグラフを C とする。

⑴ a ＝8のとき，C の頂点の座標は

（ 16 ， 17 ）

である。

⑵ C が x 軸と異なる2点で交わる a の値の範囲は

18 ＜ a ＜ 19

である。さらに，その2点の x 座標がともに正である a の値の範囲は

20 ＜ a ＜ 21

である。

⑶ C が x 軸から長さ�6の線分を切り取るとき，a の値は

a ＝ 22 ± 23

である。

⑷ 0≦ x ≦4における f（ x）の最大値をM，最小値を m とする。

M ≦10が成り立つとき，a の値の範囲は

24 ≦ a ≦ 25

である。このとき，最小値 m がとりうる値の範囲は

26 27 ≦ m ≦
28 29

30

である。
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3 袋 Aには赤玉6個，白玉4個，袋 Bには赤玉2個，白玉4個が入っている。

⑴ 袋 A，Bから1個ずつ玉を取り出したとき，

2個とも赤玉である確率は
31

32
，

赤玉と白玉が1個ずつである確率は
33

34 35

である。

⑵ 袋 A，Bから2個ずつ玉を取り出したとき，

4個とも赤玉である確率は
36

37 38
，

赤玉と白玉が2個ずつである確率は
39 40

41 42

である。

⑶ 袋 A，Bから2個ずつ玉を取り出したとき，取り出した玉は赤玉と白玉が2個ず

つであった。このとき，

2個の赤玉を袋 Aから取り出している条件付き確率は
43

44 45

である。
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⑵ Bクラスについて考える。

Bクラスの学生数は 51 52 人であり，得点の中央値は 53 54

点以上 53 54 ＋10点未満の階級に属する。

⑶ テストの成績に応じて次の基準でクラス替えをすることにした。

Aクラスの学生で50点未満のものは Bクラスに移る。

Bクラスの学生で70点以上のものは Aクラスに移り，40点未満のものは Cク

ラスに移る。

Cクラスの学生で60点以上のものは Bクラスに移る。

クラス替えによる各クラスの得点の中央値の変化に関して，次のことが言える。

クラス替え前と比べて，Aクラスの中央値は 55 。Cクラスの中央値は

56 。

55 ， 56 には，次の①～④のうちから適切なものを一つ選びなさい。

① 高くなる ② 低くなる ③ 変わらない

④ 高くなるとも，低くなるとも，変わらないとも言えない

数

学
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4 Aクラス，Bクラス，Cクラスの3クラスで100点満点の同一のテストが行われた。

Aクラスについては，30人全員の得点を高い順に示すと次のようになる。

98 96 90 87 86 84 84 83 83 81 78 77 76 76 75

74 73 72 70 69 68 65 64 61 58 55 52 46 45 37

次の図は，Bクラスと Cクラスについて，結果をヒストグラムで表したものであ

る。ヒストグラムの階級は，0点以上10点未満，10点以上20点未満，……，80点

以上90点未満，90点以上100点以下のように区切られている。

Bクラス Cクラス
12 12
11 11
10 10
9 9
8 8

度
数
（
人
）

度
数
（
人
）

7 7
6 6
5 5
4 4
3 3
2 2
1 1
0 0

0
～
10

10
～
20

20
～
30

30
～
40

40
～
50

50
～
60

60
～
70

70
～
80

80
～
90

90
～
10
0

0
～
10

10
～
20

20
～
30

30
～
40

40
～
50

50
～
60

60
～
70

70
～
80

80
～
90

90
～
10
0

得点 得点

⑴ Aクラスについて考える。

得点の中央値は 46 47 . 48 点である。

得点の平均値は72.1点なので平均値より高得点の学生数はクラス全体の

49 50 ％である。ただし，小数点以下を四捨五入して答えなさい。
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一 般 入 試

令和 7（2025）年度

試験学科
経済学科
多文化コミュニケーション学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

国　　語
（　学　科　別　）



020 2

（Cooperative Principle

）」
に
よ
っ
て
説
明
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
会
話
が
円
滑
に
進
む
た
め
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
決
ま
り
を
ぼ
く
た
ち
が
守

ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

①
量
：
必
要
な
こ
と
だ
け
言
う

②
質
：
本
当
の
こ
と
だ
け
言
う

③
関
係
：
そ
の
場
に
関
係
す
る
こ
と
だ
け
言
う

④
様
態
：
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
言
う

も
ち
ろ
ん
、
人
は
嘘
を
つ
く
し
、
余
計
な
こ
と
も
言
う
し
、
不
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

Ⅰ

。
こ
の
公
理
は
常

に
守
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
大
事
な
の
は
、
こ
の
公
理
が
破
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
会
話
で
も
、
公
理
を
前
提
に
会
話
が
解
釈
さ
れ
る
、
と
い

う
こ
と
の
方
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
。

Ａ
　「
今
日
、
夕
飯
食
べ
に
行
き
ま
せ
ん
か
？
」

Ｂ
　「
明
日
、
朝
早
い
ん
で
す
よ
ね
ー
」

Ａ
　「
そ
う
で
す
か
ー
、
残
念
」

020 1

一
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
以
下
の
設
問
に
答
え
よ
。

ム
ラ
ブ
リ
語
に
は
、「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
「
ご
は
ん
食
べ
た
？
」
と
か
「
ど
こ
行
く

の
？
」
な
ど
の
質
問
が
あ
い
さ
つ
の
代
わ
り
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
口
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
自
体
が
少
な
く
、
た
い
て
い
は
す
れ
違
い
ざ
ま
に

目
が
合
う
と
、
顎
を
ス
ッ
と
上
げ
る
動
作
を
す
る
だ
け
だ
。
あ
い
さ
つ
は
お
互
い
に
相
手
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
伝
え
合
え
ば
い
い
の
だ
か
ら
、

声
を
出
さ
ず
に
す
む
方
法
を
用
い
る
の
は
合
理
的
だ
。

あ
え
て
言
葉
で
あ
い
さ
つ
す
る
場
合
、
先
に
挙
げ
た
「
ご
は
ん
食
べ
た
？
」
や
「
ど
こ
行
く
の
？
」
と
言
う
の
だ
が
、
あ
な
た
が
も
し
そ
う
あ

い
さ
つ
さ
れ
て
も
、
真
剣
に
答
え
て
は
い
け
な
い
。
あ
い
さ
つ
と
し
て
の
「
ど
こ
行
く
の
？
」
に
対
し
て
「
え
ー
と
、
と
く
に
ど
こ
に
行
く
と
か

は
な
い
け
ど
、
あ
え
て
言
う
な
ら
散
歩
か
な
」
な
ど
の
よ
う
に
、
あ
な
た
が
正
直
に
、
ま
た
正
確
に
答
え
よ
う
と
し
て
い
る
間
に
、
ム
ラ
ブ
リ
は

ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
深
く
考
え
て
は
い
け
な
い
。
あ
い
さ
つ
で
は
、
内
容
は

ア

で
、
心
地
の
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
返
事

を
す
る
方
が
よ
ほ
ど
大
事
だ
。
相
手
が
ム
ラ
ブ
リ
の
場
合
は
、「
畑
に
行
く
」
と
か
言
っ
て
お
け
ば
、
違
和
感
が
少
な
い
だ
ろ
う
。

も
し
か
す
る
と
、
ま
じ
め
な
あ
な
た
は
、
質
問
さ
れ
て
い
る
の
に
、
テ
キ
ト
ー
に
答
え
る
ム
ラ
ブ
リ
式
の
あ
い
さ
つ
を

イ

だ
と
感
じ

る
か
も
し
れ
な
い
。
た
し
か
に
、
言
語
は
情
報
を
交
換
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
言
う
と
、
テ
キ
ト
ー
は
よ
く
な
い
。
テ
キ

ト
ー
が
よ
く
な
い
の
は
当
た
り
前
、
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ぜ
そ
れ
が
よ
く
な
い
の
か
は
、
答
え
る
の
が
難
し
そ
う
だ
。
な
ぜ
ぼ
く
た
ち

が
そ
う
感
じ
る
の
か
を
、
ポ
ー
ル
・
グ
ラ
イ
ス
と
い
う
哲
学
者
・
言
語
学
者
は
、
ぼ
く
た
ち
の
会
話
に
ひ
そ
む
前
提
、
い
わ
ゆ
る
「
協
調
の
原
理

※
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で
は
、
な
ぜ
意
味
の
な
い
「
お
は
よ
う
」
を
交
換
す
る
の
か
？
　
こ
の
理
由
を
考
え
る
に
は
、
言
語
は
「
意
味
」
と
は
別
の
な
に
か
を
伝
え
て

い
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
で
は
、
あ
い
さ
つ
は
意
味
以
外
の
な
に
を
伝
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
「
関
係
性
」
だ
。

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
と
い
う
人
類
学
者
は
、
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
意
味
」
だ
け
で
は
な
く
、「
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

伝
え
合
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
、

エ

的
に
は
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う
意
味
だ
が
、

こ
こ
で
は
主
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
う
人
々
の
「
関
係
性
」
を
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
考
え
る
例
と
し
て
、
日
本
語
の
場
合
は
人
称
代
名
詞
が
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ぼ
く
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

場
で
は
自
分
の
こ
と
を
「
ぼ
く
」
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
会
議
な
ど
の
公
の
場
で
は
自
分
の
こ
と
を
「
わ
た
し
」
と
言
い
か
え
る
。
な
ぜ
か
？
　
そ

れ
は
一
人
称
が
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち
周
囲
の
人
と
の
関
係
性
を

オ

表
す
か
ら
だ
。
会
議
の
場
に
い
る
人
と
ぼ
く
の
関
係
は
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
な
く
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
関
係
で
あ
る
。「
ぼ
く
は
賛
成
で
す
」
と
「
わ
た
し
は
賛
成
で
す
」
の
意
味
は
同
じ
だ
が
、
メ
タ

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
異
な
る
。
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
無
視
し
て
日
本
語
の
人
称
代
名
詞
を
用
い
る
の
は
不
可
能
な
の
だ
。

一
人
称
の
使
い
分
け
は
、
日
本
語
社
会
で
生
活
す
る
な
か
で
学
ば
れ
る
も
の
で
、
学
校
で
は
習
わ
な
い
。

Ⅲ

。

「
こ
こ
で
わ
た
し
は
自
分
を
『
わ
た
し
』
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
れ
は
こ
の
会
議
と
い
う
場
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
な
い
か
ら
で
す
」
な
ど
と
、
わ

ざ
わ
ざ
言
う
人
は
い
な
い
。
一
人
称
の
選
択
な
ど
に
よ
っ
て
、
暗
に
関
係
性
を
示
す
の
が
日
本
語
社
会
の
し
き
た
り
だ
。
こ
れ
は
学
習
者
に
と
っ

て
厳
し
い
。
教
科
書
な
ど
に
は
載
っ
て
い
な
い
の
に
、
違
反
す
る
と
強
い
違
和
感
を
与
え
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
難
し
い
理
由
は
そ
れ
以
外
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
言
葉
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
動
作
が
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
う
る
こ
と
だ
。

Ａ

020 3

一
見
、
と
く
に
違
和
感
の
な
い
会
話
だ
と
思
う
が
、
よ
く
考
え
る
と
会
話
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
不
思
議
に
思
え
て
く
る
。
夕
飯
へ
の
お
誘

い
に
対
す
る
返
事
「
明
日
、
朝
早
い
ん
で
す
よ
ね
」
は
、
直
接
的
に
は
「
夕
飯
に
行
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
意
味
を
持
た
な
い
。
け
れ
ど
、
こ
れ
が

誘
い
を
断
る
セ
リ
フ
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
お
互
い
に
「
関
係
の
公
理
」
を
前
提
に
し
て
解
釈
し
て
い
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、「
明

日
、
朝
早
い
ん
で
す
よ
ね
」
は
、
そ
の
場
に
関
係
す
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
は
ず
で
、
そ
の
結
果
、
誘
い
を
断
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
人
間
は
必
ず
し
も
常
に
理
想
的
で
合
理
的
な
情
報
交
換
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
合
理
的
で
な
い
と
こ
ろ
に
、

人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
か
さ
や

ウ

が
宿
る
。
だ
か
ら
、
も
し
あ
な
た
が
ム
ラ
ブ
リ
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
と
き
は
、
ま
じ

め
に
な
ら
ず
、
テ
キ
ト
ー
で
い
て
ほ
し
い
。
挨
拶
は
音
ゲ
ー
み
た
い
な
も
の
だ
。
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
よ
ろ
し
い
。

　
　
　
Ⅱ 

。

＊

そ
も
そ
も
、
言
語
は
意
味
の
あ
る
情
報
を
交
換
す
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と
、
不
思
議
に
思
う
だ
ろ
う
か
？

言
語
は
、
他
者
と
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
道
具
だ
。
そ
こ
で
交
換
さ
れ
る
の
は
、
個
人
の
思
考
や
感
情
な
ど
、
意
味
の
あ
る
情

報
だ
と
考
え
る
の
が
普
通
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
場
合
に
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
い
ま
話
題
に
し
た
あ
い
さ
つ
だ
。
こ
こ
で
は
日
本
語
の
「
お
は
よ
う
」
を
例
に
考
え
て
み
よ
う
。「
お
は
よ
う
」
が
伝
え
て
い
る

意
味
は
な
ん
だ
ろ
う
か
？

　

エ

ど
お
り
に
受
け
取
る
と
「
時
間
が
早
い
」
く
ら
い
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
眠
い
目
を
擦
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
交
換
す
る
ほ
ど
意
味
の
あ
る
情
報
と
は
思
え
な
い
。
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ｃ
　
け
れ
ど
、
な
ん
だ
か
と
て
も
仲
が
よ
さ
そ
う
な
会
話
に
聞
こ
え
な
い
だ
ろ
う
か
？

ｄ
　
た
と
え
ば
、
友
達
と
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
来
て
「
こ
の
ハ
ン
バ
ー
グ
美
味
し
い
ね
」「
美
味
し
い
ね
〜
」「
ね
〜
」
と
い
う
会
話
を
し
た
と
す

る
。

ｅ
　
ぼ
く
は
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
主
に
伝
え
る
も
の
を
「
儀
礼
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
勝
手
に
呼
ん
で
い
る
。

反
対
に
、
同
じ
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
の
会
話
だ
と
し
て
も
、
政
治
の
議
論
と
か
、
哲
学
の
話
と
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
話
と
か
、「
合
理
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
ば
か
り
し
た
と
す
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
充
実
し
た
時
間
だ
と
は
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
議
論
を
し
た
人
た
ち
の
関
係
性
が
深
ま
っ

た
か
ど
う
か
を
想
像
し
て
み
る
と
、「
美
味
し
い
ね
」
と
言
い
合
っ
た
と
き
ほ
ど
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
合
理
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
だ
け
で
は
、
一
定
の
距
離
以
上
は
親
し
く
な
れ
な
い
。
親
密
な
関
係
に
な
る
た
め
に
は
「
儀
礼
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
欠
か
せ
な
い

の
だ
ろ
う
。

ど
う
や
ら
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
ど
う
で
も
い
い
情
報
を
交
換
し
合
う
こ
と
で
仲
間
意
識
を
育
む
ら
し
い
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
「
あ
い
さ
つ
」

な
の
だ
。

人
間
は
意
味
の
な
い
こ
と
を
や
り
と
り
す
る
と
き
に
こ
そ
、
仲
が
よ
く
な
る
。
仲
が
よ
く
な
っ
た
か
ら
、
意
味
の
な
い
こ
と
を
や
り
と
り
す
る

の
で
は
な
い
。
意
味
の
な
い
こ
と
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
い
合
え
る
く
ら
い
仲
が
い
い
ん
だ
、
と
錯
覚
す
る
の
だ
。

先
ほ
ど
例
に
挙
げ
た
よ
う
に
、「
お
は
よ
う
」
の
意
味
は
「
時
間
が
早
い
」
程
度
の
も
の
だ
。
ほ
と
ん
ど
意
味
は
な
い
。
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
交

020 5

声
の
高
さ
、
リ
ズ
ム
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
か
ら
「
関
係
性
」
が
滲に

じ

み
出
る
。
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
人
間
観
察
を
し
た
ら
、
こ
ち
ら
の
2
人
は
恋
人

で
、
あ
ち
ら
の
2
人
は
ま
だ
友
達
だ
な
、
と
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
し
ま
う
。
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
言
葉
以
外
の
動
作
を
通
し
て
発
信
さ
れ
、
そ

れ
を
無
自
覚
に
受
信
し
て
い
る
な
に
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。

あ
な
た
が
誰
か
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
と
き
、
そ
こ
で
交
換
さ
れ
て
い
る
の
は
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
あ
な
た
と
そ
の
人
の
「
関
係

性
」
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
人
間
関
係
を
変
化
さ
せ
る
力
が
あ
る
の
だ
。
人
は
「
自
分
と
相
手
の
関

係
」
を

カ

つ
く
り
上
げ
る
こ
と
な
し
に
、
言
語
に
よ
っ
て
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
き
物
な
の
で
あ
る
。

＊

も
ち
ろ
ん
、
内
容
を
重
視
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
れ
ば
、
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
重
き
を
置
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
内
容

を
重
視
し
た
も
の
は
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
相
手
に
過
不
足
な
く
誤
解
な
く
、
考
え
て
い
る
こ
と
や
思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い
。

多
く
の
人
が
日
々
直
面
し
て
い
る
課
題
で
あ
り
、
こ
の
課
題
は
近
年
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
内
容
を

重
視
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
こ
こ
で
は
「
合
理
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

一
方
で
、
内
容
で
は
な
く
、
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
重
視
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
存
在
す
る
。

ａ
　「
あ
い
さ
つ
」
が
ま
さ
に
そ
れ
だ
。

ｂ
　
こ
の
や
り
と
り
は
、
お
互
い
に
「
美
味
し
い
ね
」
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
、
新
し
い
情
報
は
皆
無
だ
。
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GO
O
D

〞
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
と
呼
ば
れ
、
と
く
に
〝U

p is GO
O
D

〞
は
世
界
中
で
見
つ
か
る
た
め
、
も
っ
と
も

普
遍
的
な
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ム
ラ
ブ
リ
語
の
「
心
が
上
が
る
」
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
表
す
た

め
、
普
遍
的
だ
と
主
張
さ
れ
る
〝U

p is GO
O
D

〞
の
例
外
と
な
り
、
と
て
も
珍
し
い
。

ま
た
、
ム
ラ
ブ
リ
語
に
は
「
興
奮
」
な
ど
に
相
当
す
る
語
が
な
い
。
狩
り
や
性
交
、
祭
り
な
ど
で
感
じ
ら
れ
る
感
情
は
、
ぼ
く
た
ち
か
ら
す
れ

ば
「
興
奮
」
と
呼
べ
る
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ム
ラ
ブ
リ
は
そ
れ
ら
の
感
情
を
言
葉
で
表
す
こ
と
を
し
な
い
。「
狩
り
に
行
く
と
き
の
感
情
は

な
ん
と
い
う
？
」
と
質
問
し
て
も
、

Ⅳ

。
あ
た
か
も
「
ジ
ャ
ッ
ク
　
ク
ェ
ー
ル
（
狩
り
に
行
く
）」
と
い
う
言
葉

に
、
行
為
も
感
情
も
ひ
っ
く
る
め
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
だ
。

ム
ラ
ブ
リ
語
に
は
「
感
情
」
も
「
興
奮
」
も
な
い
。
ム
ラ
ブ
リ
が
行
為
か
ら
感
情
を
分
離
す
る
感
性
が
な
い
と
も
捉
え
ら
れ
る
。「
心
が
上
が

る
／
下
が
る
」
も
、
あ
る
種
の
身
体
的
な
行
為
に
近
い
感
覚
と
し
て
見
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
は
ム
ラ
ブ
リ
の
感
性
を
紐
解
く
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
感
情
は
直
接
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ム
ラ
ブ
リ
語
と
い
う
体

系
を
通
し
て
、
彼
ら
の
感
じ
て
い
る
世
界
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

＊

そ
も
そ
も
、
ム
ラ
ブ
リ
は
自
分
の
感
情
を
表
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
森
に
生
き
て
い
た
時
代
、
彼
ら
は
他
の
民
族
と
の
接
触
を
で
き
る
だ

け
避
け
て
き
た
。
森
に
息
を
潜
め
て
暮
ら
す
な
か
で
、
必
然
的
に
感
情
を
表
に
出
す
こ
と
を
慎
む
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
教
員
時
代
に
大
学
の
学
生
を
ム
ラ
ブ
リ
の
村
に
連
れ
て
行
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
。
旅
行
気
分
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

020 7

換
す
る
の
だ
か
ら
、「
儀
礼
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
の
だ
と
わ
か
る
。
あ
い
さ
つ
に
意
味
を
求
め
て
は
い
け
な
い
。
意
味
の
な
い
こ
と
が
、

あ
い
さ
つ
に
と
っ
て
は
な
に
よ
り
も
大
事
な
の
だ
。

こ
う
考
え
る
と
、
ム
ラ
ブ
リ
の
あ
い
さ
つ
は
テ
キ
ト
ー
で
い
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。「
ご
飯
食
べ
た
？
」
や
「
ど
こ
行
く
の
？
」
の

返
答
と
し
て
、
必
ず
し
も
正
確
に
答
え
な
く
て
も
い
い
、
い
や
、
む
し
ろ
正
確
で
は
な
い
方
が
い
い
と
す
ら
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

＊

最
近
の
研
究
で
ム
ラ
ブ
リ
語
が
注
目
さ
れ
て
い
る
分
野
の
ひ
と
つ
は
、
感
情
表
現
だ
。

感
情
を
表
す
表
現
は
、
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
語
彙
だ
。
日
本
語
で
言
う
と
「
う
れ
し
い
」
と
か
「
悲
し
い
」
な
ど
に
な
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
迂う

言げ
ん

的
な
表
現
だ
。「
心
が
躍
る
」
と
か
「
気
分
が
沈
む
」
な
ど
が
そ
う
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
言
語
で
両
方
の
表
現
方
法
を
用
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ム
ラ
ブ
リ
語
も
そ
う
だ
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
ム
ラ
ブ
リ
語
の
迂
言
的
な
感
情
表
現
だ
。
ム
ラ
ブ
リ
語
は
「
ク
ロ
ル
（
心
）」
を
用
い
て
感
情
を
表
す
の
だ
が
、

そ
の
な
か
で
も
「
ク
ロ
ル

　
ク
ン
（
心
が
上
が
る
）」
と
「
ク
ロ
ル

　
ジ
ュ
ー
ル
（
心
が
下
が
る
）」
と
い
う
感
情
表
現
が
お
も
し
ろ
い
。

直
感
的
に
は
「
心
が
上
が
る
」
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
、「
心
が
下
が
る
」
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
に
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際

は
逆
で
、「
心
が
上
が
る
」
と
い
え
ば
「
悲
し
い
」
と
か
「
怒
り
」
を
表
し
、「
心
が
下
が
る
」
は
「
う
れ
し
い
」
と
か
「
楽
し
い
」
と
い
う
意
味

を
表
す
。

認
知
言
語
学
と
い
う
分
野
で
は
、
世
界
の
言
語
に
見
ら
れ
る
普
遍
的
な
特
徴
と
し
て
、「
上
が
る
」
こ
と
は
「
よ
い
」
こ
と
、
つ
ま
り
〝U

p is 

Ｂ

Ｃ

※



020 10

※

　ム
ラ
ブ
リ
語

＝
タ
イ
や
ラ
オ
ス
の
山
岳
地
帯
に
住
む
少
数
民
族
・
ム
ラ
ブ
リ
が
話
す
言
語
。
狩
猟
採
集
民
の
ム
ラ
ブ
リ
は
、
現
在
で
は
わ
ず
か
五

〇
〇
名
前
後
の
集
団
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
話
す
ム
ラ
ブ
リ
語
は
消
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
「
危
機
言
語
」
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
文
字
を
持
た
な
い
言
語
で
あ
る
ム
ラ
ブ
リ
語
を
、
こ
の
文
章
の
筆
者
は
大
学
生
の
頃
か
ら
約
一
五
年
に
わ
た
っ
て
調
査
・

研
究
し
続
け
て
い
る
。

※

　迂
言
的
＝
こ
こ
で
は
、
遠
回
し
、
と
い
っ
た
意
味
。

020 9

う
、
学
生
た
ち
が
盛
り
上
が
っ
て
少
し
う
る
さ
い
夜
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
、
1
人
の
ム
ラ
ブ
リ
の
男
性
が
そ
ろ
そ
ろ
と
ぼ
く
に
近
寄
っ
て
き

て
、
こ
う
言
っ
た
。

「
わ
た
し
は
怒
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
本
当
だ
よ
。
け
れ
ど
あ
な
た
た
ち
が
大
声
を
出
す
と
、
村
の
子
ど
も
た
ち
が
怖
が
る
か
も
し
れ
な

い
、
怖
が
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
わ
た
し
は
怒
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
、
本
当
だ
よ
」

彼
は
ぼ
く
ら
に
「
静
か
に
し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。
し
か
し
、
そ
の
言
い
方
は
と
て
も
繊
サ
イ
で
、
オ
ク
病

に
さ
え
う
つ
る
。
遠
回
し
過
ぎ
て
な
に
が
言
い
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
、
さ
さ
や
か
な
訴
え
に
な
っ
て
い
た
。
繰
り
返
し
、「
わ
た
し
は

怒
っ
て
は
い
な
い
よ
、
本
当
だ
よ
」
と
挟
み
な
が
ら
、
言
い
た
い
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
す
る
光
景
は
、
ム
ラ
ブ
リ
と
暮
ら
し
て
い
る
と
珍
し
い
も

の
で
は
な
い
。
ム
ラ
ブ
リ
同
士
で
も
、
相
手
に
な
に
か
を
主
張
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
言
い
回
し
を
た
び
た
び
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
ム
ラ
ブ
リ

に
と
っ
て
は
、
な
に
か
を
主
張
し
た
り
感
情
を
相
手
に
向
け
る
こ
と
は
、
よ
っ
ぽ
ど
の
一
大
事
で
あ
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

感
情
を
表
す
の
を
よ
し
と
し
な
い
な
ら
「
心
が
上
が
る
」、
い
わ
ば
感
情
が
迫
り
上
が
っ
て
く
る
事
態
は
、
避
け
る
べ
き
こ
と
、
悪
い
こ
と
と

捉
え
る
感
性
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
伊い

藤と
う

雄ゆ
う

馬ま

『
ム
ラ
ブ
リ

　
文
字
も
暦
も
持
た
な
い
狩
猟
採
集
民
か
ら
言
語
学
者
が
教
わ
っ
た
こ
と
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表
記
・

表
現
を
変
更
し
、
一
部
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

ａ

ｂ

Ｄ
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Ⅱ
　
1

　
ど
の
ボ
タ
ン
か
は
問
わ
れ
な
い

2
　
ボ
タ
ン
に
こ
そ
意
味
が
宿
っ
て
い
る

3
　
あ
な
た
の
理
想
の
ボ
タ
ン
を
探
す
べ
き
で
あ
る

4
　
た
だ
し
適
切
な
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

Ⅲ
　
1

　
あ
え
て
言
え
ば
、
学
校
で
教
え
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
て
い
る

2
　
裏
を
返
す
と
、
こ
の
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
暗
黙
の
了
解
な
の
だ

3
　
つ
ま
り
、
全
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
根
源
に
あ
る
も
の
が
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ

4
　
な
ぜ
な
ら
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
人
は
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る

Ⅳ
　
1

　
ぼ
く
の
意
図
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
よ
う
だ
っ
た

2
　
ひ
た
す
ら
「
心
が
上
が
る
」
と
言
う
だ
け
だ
っ
た

3
　
そ
れ
は
と
て
も
語
り
つ
く
せ
な
い
、
と
い
う
表
情
を
し
て
い
た

4
　
そ
の
興
奮
を
言
葉
で
は
な
く
全
身
で
表
現
す
る
ば
か
り
だ
っ
た

020 11

問
㈠

　
空
欄
ア
〜
カ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ア
　
1

　
二
の
足

　
　
　
2

　
二
の
次

　
　
　
3

　
二
の
句

　
　
　
4

　
二
の
舞

イ
　
1

　
不
得
手

　
　
　
2

　
不
相
応

　
　
　
3

　
不
誠
実

　
　
　
4

　
不
用
意

ウ
　
1

　
あ
わ
れ
み

　
　
2

　
お
か
し
み

　
　
3

　
は
か
な
さ

　
　
4

　
わ
び
し
さ

エ
　
1

　
意
趣

　
　
　
　
2

　
語
順

　
　
　
　
3

　
字
義

　
　
　
　
4

　
文
様

オ
　
1

　
婉
曲
に

　
　
　
2

　
饒じ
ょ
う

舌
に 

3
　
冗
長
に

　
　
　
4

　
端
的
に

カ
　
1

　
余
さ
ず

　
　
　
2

　
あ
ま
ね
く

　
　
3

　
そ
の
都
度

　
　
4

　
や
む
な
く

問
㈡

　
空
欄
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ
　
1

　
と
き
に
は
相
手
を
傷
つ
け
る
言
い
方
を
す
る
も
の
だ

2
　
し
か
も
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
言
い
方
で
伝
え
る
の
が
常
だ

3
　
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ョ
ウ
と
し
た
話
し
方
を
す
る
の
を
好
み
が
ち
だ

4
　
あ
る
い
は
不
規
則
な
パ
タ
ー
ン
で
物
事
を
伝
達
す
る
生
き
も
の
だ
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問
㈣
　
本
文
中
の
枠
で
囲
ま
れ
た
ａ
〜
ｅ
は
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
な
い
。
正
し
く
並
べ
替
え
る
と
す
れ
ば
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
ど
れ

が
最
も
適
切
か
。
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ａ
―
ｅ
―
ｄ
―
ｂ
―
ｃ

2
　
ｂ
―
ａ
―
ｄ
―
ｃ
―
ｅ

3
　
ｄ
―
ｂ
―
ａ
―
ｃ
―
ｅ

4
　
ｅ
―
ａ
―
ｂ
―
ｄ
―
ｃ

020 13

問
㈢

　
傍
線
部
Ａ
「
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
、
本
文
に
お
け
る
「
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次

の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
人
々
の
関
係
性
を
示
す
も
の
が
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
言
葉
だ
け
で
な
く
、

言
葉
以
外
の
動
作
を
通
し
て
も
発
せ
ら
れ
る
た
め
、
そ
う
し
た
動
作
か
ら
も
会
話
を
交
わ
す
人
同
士
の
関
係
性
を
推
測
で
き
る
。

2
　
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
例
と
し
て
、
場
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
日
本
語
の
一
人
称
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
使
い
分
け
は
あ
く

ま
で
も
公
的
な
場
で
の
社
会
生
活
を
通
し
て
身
に
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
私
的
な
場
で
は
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
な
い
。

3
　
言
語
と
は
他
者
と
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
使
用
さ
れ
る
言
語
の
背
後
に
は
、
言
葉
そ
れ

自
体
の
意
味
を
超
え
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
人
が
相
手
に
本
当
に
伝
え
た
い
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
存
在
し
て
い
る
。

4
　
人
は
内
容
を
重
視
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
、
そ
の
人
と
相
手
と
の
関
係
性
を
あ
ら
わ
す
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
介
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
好
む
た
め
、
会
話
の
内
容
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
こ
そ
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。
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問
㈥
　
傍
線
部
Ｃ
「
最
近
の
研
究
で
ム
ラ
ブ
リ
語
が
注
目
さ
れ
て
い
る
分
野
の
ひ
と
つ
は
、
感
情
表
現
だ
」
に
つ
い
て
、
ム
ラ
ブ
リ
語
の
感
情
表

現
の
特
徴
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
感
情
を
表
す
表
現
に
は
語
彙
と
迂
言
的
な
表
現
の
2
種
類
が
あ
る
が
、
ム
ラ
ブ
リ
語
で
は
感
情
を
表
す
と
き
に
直
接
的
な
語
彙
は
ま
っ

た
く
使
用
さ
れ
ず
、「
心
が
上
が
る
／
下
が
る
」
な
ど
の
遠
回
し
な
表
現
だ
け
が
用
い
ら
れ
る
。

2
　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
「
心
が
上
が
る
」
と
表
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
「
心
が
下
が
る
」
と
表
現
す
る
ム
ラ
ブ
リ
語
は
、「
上
が

る
」
こ
と
を
「
よ
い
」
と
み
な
す
認
知
言
語
学
の
主
張
の
誤
り
を
正
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

3
　
例
え
ば
、
狩
り
に
行
く
と
き
の
感
情
を
「
興
奮
」
と
い
っ
た
言
葉
で
表
さ
な
い
ム
ラ
ブ
リ
語
で
は
、
行
為
と
感
情
は
は
っ
き
り
と
分
け

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
心
が
上
が
る
／
下
が
る
」
も
同
様
の
表
現
の
あ
り
方
と
考
え
ら
れ
る
。

4
　
ど
れ
だ
け
言
葉
を
費
や
し
て
も
人
の
感
情
を
直
接
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ム
ラ
ブ
リ
語
の
場
合
、
感
情
表
現
は
身
体
的
な
行
為
を

と
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
行
為
を
観
察
す
る
こ
と
で
ム
ラ
ブ
リ
の
感
情
を
想
像
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

問
㈦
　
傍
線
部
ａ
「
繊
サ
イ
」、
ｂ
「
オ
ク
病
」
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か

ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ａ
　
1

　
委
サ
イ

　
　
2

　
粉
サ
イ

　
　
3

　
迷
サ
イ

　
　
4

　
喝
サ
イ

ｂ
　
1

　
オ
ク
底
　
　
2

　
家
オ
ク
　
　
3

　
巨
オ
ク
　
　
4

　
オ
ク
面

020 15

問
㈤

　
傍
線
部
Ｂ
「
ム
ラ
ブ
リ
の
あ
い
さ
つ
は
テ
キ
ト
ー
で
い
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
」
に
つ
い
て
、
な
ぜ
「
ム
ラ
ブ
リ
の
あ
い
さ
つ
は

テ
キ
ト
ー
で
い
い
」
の
か
。
本
文
の
こ
こ
ま
で
の
内
容
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の
理
由
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択

肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
あ
い
さ
つ
と
は
、
す
れ
違
っ
た
者
が
互
い
に
相
手
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
伝
え
合
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
相
手
の
あ
い
さ
つ
に

対
し
て
「
テ
キ
ト
ー
」
は
よ
く
な
い
と
考
え
る
あ
ま
り
に
即
座
に
あ
い
さ
つ
を
返
せ
な
か
っ
た
場
合
、
結
果
的
に
相
手
を
認
め
て
い
な
い

と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
。

2
　
あ
い
さ
つ
と
は
、
内
容
を
重
視
し
た
合
理
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
会
話
を
円
滑
に
進
め
て
「
自
分
と
相
手

の
関
係
」
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
必
要
な
情
報
を
正
し
い
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
や
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
を

用
い
る
こ
と
が
、
な
に
よ
り
も
大
切
だ
か
ら
。

3
　
あ
い
さ
つ
と
は
、
例
え
ば
政
治
の
議
論
や
哲
学
の
話
な
ど
の
よ
う
な
「
合
理
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
な
く
、
意
味
の
な
い
や

り
と
り
で
あ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
「
儀
礼
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
り
、
親
密
な
者
同
士
に
し
か
お
こ
な
え
な

い
、
互
い
の
仲
間
意
識
を
確
認
し
合
う
手
段
だ
か
ら
。

4
　
あ
い
さ
つ
と
は
、
意
味
の
あ
る
情
報
を
交
換
し
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
仲
間
意
識
を
育
む
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
た
め
、
正
確
な
意
味
を
伝
え
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
相
手
に
誤
解
や
虚
偽
の
情
報
を
与

え
て
は
な
ら
な
い
、
な
ど
と
気
に
す
る
必
要
も
な
い
か
ら
。



020 18

問
㈨
　
本
文
の
内
容
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ポ
ー
ル
・
グ
ラ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
人
々
の
会
話
に
は
そ
れ
が
円
滑
に
進
む
た
め
の
「
協
調
の
原
理
」
が
存
在
す
る
が
、
実
際
の
会
話
で

こ
の
原
理
が
守
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
む
し
ろ
別
の
公
理
が
存
在
す
る
。

2
　
ム
ラ
ブ
リ
語
の
あ
い
さ
つ
と
は
、
互
い
の
親
密
度
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て
相
手
に
仲
間
で
は

な
い
と
思
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、
適
当
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
返
事
を
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

3
　
内
容
を
重
視
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
も
実
の
あ
る
会
話
は
可
能
だ
が
、
人
が
互
い
に
よ
り
親
密
な
関
係
に
な
っ
た
と
思
え

る
の
は
、
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
重
視
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。

4
　
使
用
す
る
言
語
の
感
情
表
現
が
独
特
な
ム
ラ
ブ
リ
は
、
そ
も
そ
も
感
情
の
表
出
を
悪
い
こ
と
と
み
な
す
特
徴
も
持
っ
て
お
り
、
だ
か
ら

こ
そ
ム
ラ
ブ
リ
式
の
あ
い
さ
つ
で
は
「
儀
礼
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

020 17

問
㈧

　
傍
線
部
Ｄ
「
遠
回
し
過
ぎ
て
な
に
が
言
い
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
、
さ
さ
や
か
な
訴
え
に
な
っ
て
い
た
」
に
つ
い
て
、
ム
ラ
ブ
リ
の

男
性
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
た
の
か
。
そ
の
理
由
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
普
段
、
ム
ラ
ブ
リ
は
感
情
を
表
に
出
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
い
ざ
自
身
の
感
情
を
相
手
に
伝
え
よ
う
と
し
て
も
、
適
切
な
言

葉
が
見
つ
か
ら
ず
、
遠
回
し
な
表
現
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

2
　
感
情
の
表
出
を
望
ま
し
く
な
い
こ
と
、
慎
む
べ
き
こ
と
と
み
な
す
ム
ラ
ブ
リ
に
と
っ
て
は
、
対
話
の
相
手
に
自
身
の
感
情
を
向
け
る
こ

と
さ
え
、
で
き
る
だ
け
避
け
る
べ
き
行
為
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
。

3
　
ム
ラ
ブ
リ
は
自
分
の
感
情
を
ほ
と
ん
ど
表
に
出
さ
な
い
以
上
、
自
身
の
訴
え
や
主
張
が
相
手
に
正
確
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
。

4
　
ム
ラ
ブ
リ
同
士
で
あ
れ
ば
、
感
情
の
表
出
を
慎
む
べ
き
だ
と
い
う
の
は
互
い
に
わ
か
っ
て
い
る
が
、
ム
ラ
ブ
リ
で
は
な
い
人
間
に
は
、

そ
う
い
っ
た
慎
み
の
大
切
さ
は
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
か
ら
。



020 20

ｆ
　
突
然
の
事
故
と
い
う
、【
　
　
　
】
の
事
態
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。

 

1
　
不
足
　
　
2

　
附
則
　
　
3

　
不
速
　
　
4

　
不
測
　
　
5

　
不
即

ｇ
　
与
え
ら
れ
た
任
務
を
【
　
　
　
】
す
る
。

 

1
　
換
遂
　
　
2

　
換
水
　
　
3

　
冠
水
　
　
4

　
寒
水
　
　
5

　
完
遂

ｈ
　
今
年
度
、
我
が
社
の
ト
ッ
プ
は
改
め
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
【
　
　
　
】
し
た
。

 

1
　
小
令
　
　
2

　
症
例
　
　
3

　
省
令
　
　
4

　
奨
励
　
　
5

　
小
例

ｉ
　
難
問
解
決
の
【
　
　
　
】
を
つ
か
む
。

 

1
　
短
所
　
　
2

　
端
緒
　
　
3

　
端
書
　
　
4

　
単
著
　
　
5

　
単
緒

ｊ
　
減
価
【
　
　
　
】
の
計
算
を
す
る
。

 

1
　
償
却
　
　
2

　
焼
却
　
　
3

　
消
却
　
　
4

　
小
客
　
　
5

　
招
客

020 19

二
、
問
㈠
〜
問
㈢
の
設
問
に
答
え
よ
。

問
㈠

　
次
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
語
を
、
後
の
1
〜
5
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ａ
　
賃
金
格
差
を
是
【

　
　
　
】
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

1
　
政

　
　
2

　
正

　
　
3

　
世

　
　
4

　
成

　
　
5

　
精

ｂ
　
大
家
族
な
の
で
、
毎
週
、
食
パ
ン
は
少
な
く
と
も
二
【

　
　
　
】
は
必
要
だ
。

 

1
　
近

　
　
2

　
禁

　
　
3

　
斤

　
　
4

　
緊

　
　
5

　
巾

ｃ
　
彼
は
誠
実
な
人
柄
で
堅
物
、
だ
が
無
【

　
　
　
】
な
男
だ
か
ら
つ
ま
ら
な
い
。

 

1
　
粋

　
　
2

　
事

　
　
3

　
残

　
　
4

　
常

　
　
5

　
礼

ｄ
　
牧
師
が
穏
や
か
な
声
で
福
【

　
　
　
】
書
を
朗
読
す
る
。

 

1
　
引

　
　
2

　
印

　
　
3

　
院

　
　
4

　
員

　
　
5

　
音

ｅ
　
国
境
に
緩
【

　
　
　
】
地
帯
を
設
け
る
。

 

1
　
衝

　
　
2

　
証

　
　
3

　
傷

　
　
4

　
渉

　
　
5

　
照



020 22

行
く
と
き
だ
け
で
あ
る
と
、
私
は
信
じ
て
い
る
。「
共
通
の
事
業
の
た
め
に
自
ら
を
犠
牲
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
な
に
を
意
味
す
る
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
個
人
的
な
も
の
と
社
会
的
な
も
の
と
の
、
悲
劇
的
な
葛
藤
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
人
間
が
、
未
来
の
社
会
に
対
す

る
責
任
と
い
う
、

ｉ

強
化
さ
れ
た
感
情
を
欠
い
て
い
て
、
他
の
人
々
を
利
用
す
る
権
利
だ
け
を
感
じ
、
他
の
人
々
の
運
命
を
外
側

か
ら
方
向
づ
け
、
彼
ら
に
社
会
の
発
展
に
お
け
る
役
割
を
理
解
す
る
よ
う
強
要
す
る
な
ら
ば
、
個
人
と
社
会
の
対
立
は
、
ま
す
ま
す

ｊ

性
格
を
帯
び
始
め
る
。

（
ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
著
／
鴻
お
お
と
り

英ひ
で

良な
が

訳
『
映
像
の
ポ
エ
ジ
ア

刻
印
さ
れ
た
時
間
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
一
部

表
記
を
変
更
し
、
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

1

内
的
に

2

い
ず
れ
か

3

形
成

4

委
譲

5

解
消

6

敵
対
的
な

7

手
段

8

唐
突
な

9

亀
裂

10

疎
遠

11

と
く
に

12

国
民
的
な

020 21

問
㈡

次
の
文
章
中
の
空
欄
に
最
も
よ
く
当
て
は
ま
る
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
12
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。（
な
お
、

同
じ
番
号
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

簡
単
に
言
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、

ａ

誰
か
の
努
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
〈
全
体
的
な
〉
努
力
に
よ
っ
て
、
す
で

に

ｂ

さ
れ
た
世
界
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
個
人
の
要
求
は
、
自
分
自
身
に
た
い
し
て
で
は
な
く
、
他
者
に
向
け
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
出
て
く
る
の
は
、
人
間
は
他
人
の
観
念
や
野
心
の

ｃ

に
な
る
か
、
あ
る
い
は
逆
に
、
個
々
人
の
関
心

を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
他
の
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
努
力
を

ｂ

し
利
用
す
る
指
導
者
に
な
る
か
の
、
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
個
人

の
責
任
の
問
題
は
、
偽
善
的
な
〈
社
会
的
〉
利
益
の
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
て
、
消
滅
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
人
間
は
そ
の
利
益
に
従

う
こ
と
で
、
自
分
自
身
に
た
い
し
て
無
責
任
に
か
か
わ
る
権
利
を
手
に
し
た
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
問
題
を
解
決
す
る
権
利
を
誰
か
に

ｄ

し
た
と
き
か
ら
、
物
質
的
過
程
と
精
神
的
過
程
の
間
の

ｅ

は
ま
す
ま
す
深
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
他
の
人
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
理
念
の
な
か
に
住
ん

で
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
理
念
の
標
準
に
そ
っ
て
成
長
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
と
絶
望
的
な
ま
で
に

ｆ

に
な

り
、
そ
れ
ら
と
の
矛
盾
の
な
か
に
入
っ
て
い
く
か
の

ｇ

な
の
だ
。

信
じ
が
た
い
野
蛮
な
状
況
だ
！

こ
の
私
的
な
も
の
と
公
的
な
も
の
と
の
葛
藤
を

ｈ

で
き
る
の
は
、
精
神
的
な
も
の
と
物
質
的
な
も
の
と
の
均
衡
が
と
れ
た
道
を

[

︻
原
典
︼Sculpting in Tim

e by Andrej Tarkovskij 
( c ) 2022 by Andrey Tarkovsky International Institute]
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Ⅲ
　
打
て
ば
響
く

1
　
目
の
前
の
現
象
か
ら
未
来
を
い
ち
早
く
正
確
に
予
測
す
る
。

2
　
頭
の
回
転
が
良
す
ぎ
て
い
つ
も
出
し
ゃ
ば
る
。

3
　
じ
っ
と
目
を
見
る
だ
け
で
相
手
の
気
持
ち
が
分
か
る
。

4
　
働
き
か
け
る
と
す
ぐ
に
反
応
す
る
。

Ⅳ
　
優
勝
劣
敗

1
　
い
ま
栄
え
て
い
る
者
も
、
や
が
て
は
滅
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

2
　
強
者
が
栄
え
、
弱
者
が
滅
び
る
と
い
う
こ
と
。

3
　
成
功
す
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
失
敗
す
る
と
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

4
　
勝
者
は
敗
者
を
い
た
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

Ⅴ
　
心
頭
を
滅
却
す
れ
ば
火
も
ま
た
涼
し

1
　
無
念
の
境
地
に
達
す
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
必
ず
や
り
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。

2
　
自
分
が
死
ぬ
時
が
来
て
も
、
こ
の
世
に
は
も
は
や
思
い
残
す
こ
と
は
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
。

3
　
無
我
の
境
地
に
達
す
れ
ば
、
ど
ん
な
苦
痛
も
苦
痛
と
感
じ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。

4
　
死
ん
だ
と
き
に
は
、
苦
痛
の
な
い
極
楽
浄
土
に
行
け
る
と
い
う
こ
と
。

020 23

問
㈢

　
次
に
挙
げ
る
慣
用
表
現
・
こ
と
わ
ざ
・
四
字
熟
語
の
説
明
と
し
て
最
適
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ
　
等
閑
に
付
す

1
　
そ
の
場
し
の
ぎ
の
適
当
な
相
づ
ち
を
打
つ
こ
と
。

2
　
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
平
等
に
と
り
あ
つ
か
う
こ
と
。

3
　
常
に
同
じ
速
さ
、
テ
ン
ポ
で
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
。

4
　
物
事
を
放
っ
て
お
い
た
り
軽
視
し
た
り
す
る
こ
と
。

Ⅱ
　
目
か
ら
鼻
へ
抜
け
る

1
　
と
て
も
気
持
ち
の
よ
い
目
覚
め
を
得
た
さ
ま
。

2
　
機
転
が
早
い
が
失
敗
も
多
い
さ
ま
。

3
　
経
験
し
た
こ
と
を
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
さ
ま
。

4
　
頭
が
良
く
抜
け
目
が
な
い
さ
ま
。





令和 7（2025）年度

試験学科
経済学科
多文化コミュニケーション学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

一 般 入 試
（　学　科　別　）

英　　語



019 2

7 ．Never （ ） I think that my sister would become a professional 

musician.

① did ② was ③ do ④ have

8 ．We should be leaving （ ） our next destination at 9 a.m. 

tomorrow at the latest.

① for ② to ③ at ④ over

9 ．This car sells extremely well thanks to its （ ） design.

① innovation  ② innovate

③ innovatively  ④ innovative

10．I have my teeth （ ） at the dentist every three months.

① cleans ② cleaning ③ cleaned ④ clean

019 1

次の 1～10の英文の（ ）に入る最も適当なものを①～④から 1つずつ

選び、マークしなさい。

1．Professor Smith （ ） the solution to the problem very clearly.

① explained about ② explained

③ explained on  ④ explained of

2 ．One of our classmates （ ） late for school every day.

① is ② be ③ are ④ can

3 ．The situation got worse due to our boss’s （ ） decision on the 

issue.

① delay ② delayed ③ delaying ④ delays

4 ．（ ） my father given me a ride to the station, I would not have 

missed my train.

① Have ② Has ③ If ④ Had

5 ．The doctor advised Ellie that she should （ ） more fruits and 

vegetables.

① eats ② eat ③ ate ④ eaten

6 ．These days, it is difficult to tell the difference （ ） a human voice 

and an AI voice.

① from ② to ③ through ④ between

Ⅰ．
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7 ．This type of physical exercise is only （ ） for those who jog 

regularly.

① unfit ② capable ③ ingenious ④ suitable

8 ．Our school is （ ） ranked for its excellent English program.

① highly ② shortly ③ extremely ④ largely

9 ．（ ） an introductory course in American literature, Kate has also 

decided to take a seminar on American women writers.

① Besides  ② Otherwise

③ Additionally  ④ Unless

10．These items are very delicate and must be handled with great 

（ ）.

① care ② part ③ cause ④ case

019 3

次の 1～10の英文の（ ）に入る最も適当なものを①～④から 1つずつ

選び、マークしなさい。

1．The rugby match will be （ ） for a day or two due to the 

typhoon.

① permitted ② prompted ③ promoted ④ postponed

2 ．The instructor will be available for questions （ ） today’s lecture.

① answering  ② worrying

③ concentrating  ④ concerning

3 ．（ ） you are ready, we will take you to the airport by our 

minibus.

① Suddenly ② Soon ③ Once ④ Immediately

4 ．We are （ ） to announce that the main dining hall is ready to 

serve lunch.

① saddened ② delighted ③ offended ④ interested

5 ．As an （ ） traveler, Bill always prepares an alternative itinerary.

① untrained  ② applicable

③ entertained  ④ experienced

6 ．All students are expected to （ ） instructions given in the 

student handbook.

① prohibit ② attract ③ follow ④ allow

Ⅱ．
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3 ．Ａ:　 How was your trip to Hokkaido?

Ｂ:　 It was most enjoyable, and there were things I experienced for the 

first time.  It was my first experience （ ）

Ａ:　 You mean you heard passengers conversing in Ainu?

Ｂ:　 No, bus stop names were announced in Ainu as well as in Japanese.

① to hear bus stop announcements.

② to hear Japanese on a bus.

③ to take a bus in Hokkaido.

④ to hear Ainu on a bus.

4 ．Ａ:　 I haven’t finished my essay assignment yet, and I am panicking.

Ｂ:　 When is it due?

Ａ:　 This coming Friday.  （ ）

Ｂ:　 You only have three days!  Good luck.

① I always put things off till the last minute.

② I think the essay is already due.

③ As usual, I am well prepared.

④ I have just finished writing it.

019 5

次の 1 ～ 4 の会話文の（ ）に入る最も適当なものを①～④から 1 つ 

ずつ選び、マークしなさい。

1 ．Ａ:　 How was your first day back to school after the holiday?

Ｂ:　 Not very good.  I just had Mr. Johnson’s math class.  He gave us a 

lot of assignments for next week.

Ａ:　I would have done the same.  （ ）

① The fewer, the better.

② That should help you get back to reality.

③ I think you should complain about the assignments.

④ You should miss his class next week.

2 ．Ａ:　 I have been studying for the physics examination for the entire 

afternoon, and I am getting extremely tired.

Ｂ:　 Sitting for a long time is not good for your health.  It would help if 

you walked about once in a while.

Ａ:　 How does it help?

Ｂ:　 It increases your blood circulation, （ ）

① which helps your brain work better.

② which will pass the physics examination.

③ which makes you tired in the end.

④ which is not good for your health after all.

Ⅲ．
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From one situation to the next, the specific acts of kindness were 

different.  For instance, in one experiment, people wrote “thank-you” notes to 

friends and family.  In another, they gave cupcakes （ Ｃ ）.  Across 

these experiments, we asked both the person performing a kind act and the 

one receiving it to fill out ＊questionnaires.  We asked the person who had 

acted with kindness to report their own experience and ＊predict their 

recipient’s response.  We wanted to understand how valuable people 

perceived these acts to be, so both the ＊performer and recipient had to rate 

how “big” the act seemed.  In all cases, we compared the performer’s 

expectations of the recipient’s mood with the recipient’s actual （ Ｄ ）.

＊questionnaire　「調査用紙」　　predict　「予測する」

performer　「行為者」

C　① up ② back ③ down ④ away

D　① experiment ② experience ③ exception ④ example

Across our ＊investigations, several powerful patterns emerged.  For 

one, both performers and recipients of the acts of kindness were in more 

positive moods than normal after these exchanges.  For another, it was clear 

that performers undervalued their impact: recipients felt significantly 

（ Ｅ ） than the kind actors expected.  The recipients also reliably rated 

these acts as “bigger” than the people performing them did.

＊investigation　「調査」

019 7

次の一連の英文を読み、文中（ Ａ ）～（ Ｅ ）に入る適当なものを①～④ 

から 1つずつ選び、マークしなさい。

Scientists who study happiness know that being kind to others can 

improve ＊well-being.  Acts as simple as （ Ａ ） a cup of coffee for 

someone can improve a person’s mood, for example.  Everyday life gives 

many opportunities for such actions, yet people do not always take 

advantage of them.

＊well-being　「幸福度」

A　① drinking ② buying ③ selling ④ receiving

My ＊research collaborator and I examined a possible explanation: 

people who perform random acts of kindness undervalue how much 
＊recipients appreciate their behavior.

Across multiple experiments involving about 1,000 ＊participants, 

people performed a random act of kindness̶that is, an action done to make 

someone else feel （ Ｂ ）.  Those who perform such actions expect 

nothing in return.

＊research collaborator　「共同研究者」　　recipient　「受け手」

participant　「（実験への）参加者」

B　① good ② unhappy ③ sad ④ lonely

Ⅳ．
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次の一連の英文［Ａ］～［Ｄ］を読み、それぞれの内容に最も合致するものを

①～④から 1 つずつ選び、マークしなさい。

［Ａ］ Whatever else people do when they come together̶whether they 

play, fight, make love, or make automobiles̶they talk.  We live in a world 

of language.  We talk to our friends, our associates, our wives and husbands, 

our lovers, our teachers, our parents, our rivals, and even our enemies.  We 

talk face-to-face and over all manner of electronic media, and everyone 

responds with more talk.  Hardly a moment of our waking lives is free from 

words, and even in our dreams we talk and are talked to.  We also talk 

when there is no one to answer.  Some of us talk aloud in our sleep.  We talk 

to our pets and sometimes to ourselves.

① We are always conscious when we talk.

② Our pets talk back when we talk to them.

③ Occasionally, we talk to ourselves.

④ Humans can only talk face-to-face.

［Ｂ］ The ＊possession of language, perhaps more than any other ＊attribute, 

distinguishes humans from other animals.  According to the philosophy 

expressed in the myths and religions of many peoples, language is the 

source of human life and power.  To some people of Africa, a newborn child 

is a kintu, a “thing,” not yet a muntu, a “person.”  It is only by the act of 

learning language that the child becomes a human being.  To understand 

our humanity, we must understand the nature of language that makes us 

human.  We begin with a simple question: what does it mean to “know” a 

language?

Ⅴ．

019 9

E　① lonelier ② sadder ③ better ④ worse

【Adapted and abridged from “Kindness goes farther than you think: Small 

acts boost recipients’ moods in big ways” by Amit Kumar in Scientific 

American, July 2022.】

[出典：Kindness Can Have Unexpectedly Positive Consequences by Amit 
Kumar, Scientific American, December 12, 2022.
Reproduced with permission. Copyright (c) 2022 SCIENTIFIC AMERICAN, 
a Division of Springer Nature America, Inc. All rights reserved.]
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knowledge that most speakers are unaware of.  This is true for speakers of 

all languages, from ＊Albanian to ＊Zulu.  A speaker of English can produce a 

sentence having two ＊relative clauses without knowing what a relative 

clause is.  For example:

　　 My ＊goddaughter who was born in Sweden and who now 

lives in Iowa is named Disa, after a ＊Viking queen.

In a parallel fashion, a child can walk without understanding or being 

able to explain the ＊principles of balance and support or the 
＊neurophysiological control mechanisms that permit one to do so.  The fact 

that we may know something unconsciously is not unique to language.

＊proficient at ～　「～に堪能な」　　profound　「深い」

Albanian　「アルバニア語」　　Zulu　「ズールー語」

relative clause　「関係節」　　goddaughter　「名付け娘」

Viking　「バイキング（北欧の民族）」　　principle　「原理」

neurophysiological　「神経生理学的」

① All English speakers know what relative clauses are.

② Knowing a language can be compared to being able to walk.

③ Knowing a language is completely different from being able to walk.

④ The ability to carry out a conversation depends on conscious

knowledge.

【Adapted and abridged from Victoria Fromkin, Robert Rodman, and Nina 

Hyams.  2013.  An Introduction to Language.  10th edition】
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＊possession　「所有」　　attribute　「属性、特性」

① In the process of growing up, we come to know only one language.

② To some people in Africa, we become human as we learn language.

③ In an African language, a newborn child is regarded as a human.

④ The source of human life and power is myths and religions.

［Ｃ］ When you know a language, you can speak and be understood by 

others who know that language.  This means you are able to produce strings 

of sounds that ＊signify certain meanings and to understand or interpret the 

sounds produced by others.  But language is much more than speech.  Deaf 

people produce and understand sign languages just as hearing persons 

produce and understand spoken languages.  The languages of the deaf 

communities throughout the world are ＊equivalent to spoken languages, 

differing only in their ways of expression.

＊signify　「表す、意味する」　　equivalent　「同等の、同じ」

① You know a language when you can produce some sounds.

② Sign languages in deaf communities are not comparable to spoken

languages.

③ You can be understood only by spoken languages.

④ You know a language when someone understands what you convey.

［Ｄ］ Most everyone knows at least one language.  Five-year-old children 

are nearly as ＊proficient at speaking and understanding as their parents.  

Yet the ability to carry out the simplest conversation requires ＊profound 

[出典：An Introduction to Language by Victoria Fromkin, Robert Rodman, 
Nina Hyams, Cengage Learning, 2013. Cengage Learning Inc. 
Reproduced by permission. www.cengage.com/permissions.]
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問2 下線部⑵に関して，弥生時代の農具として誤っているものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 2

① 石包丁 ② 鋤 ③ 踏車 ④ 鍬

問3 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 3

① 新嘗 ② 祖霊 ③ 大嘗 ④ 祈年

問4 下線部⑶に関して，それを説明したⅩ・Ｙの文について，正誤の組み合わせとして

正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 4

Ｘ―農民のなかには，口分田を捨てて本籍地を離れ，他国に逃亡する者もいた。

Ｙ―浮浪した農民のなかには，地方豪族や有力寺社らのもとで土地開墾に従事する者

もいた。

① Ｘ―正 Ｙ―正 ② Ｘ―正 Ｙ―誤

③ Ｘ―誤 Ｙ―正 ④ Ｘ―誤 Ｙ―誤

問5 下線部⑷に関して，中世における灯油の原料として正しいものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 5

① 楮 ② 紅花 ③ 漆 ④ 荏胡麻

問6 下線部⑸に関して，室町時代の農業についての説明として誤っているものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 6

① 肥料としては刈敷・草木灰などの利用が進展した。

② 下肥（人糞尿）なども肥料として用いられた。

③ 麦や蕎麦などを裏作とする三毛作が北海道にまで広まった。

④ 水稲の品種改良が進んで早稲・中稲・晩稲の作付けが普及した。

日
本
史
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第1問 次の文章を読んで，下の問い（問1～11）に答えなさい。

中国で生まれた農耕文化の影響をうけ，
⑴
日本でも水稲農耕がはじまった。農耕の開始に

より，そのために必要な
⑵
農具などがつくられた。水稲農耕が普及・発展するのにともなっ

て，農耕にかかわる自然の神々に対する信仰も深まっていった。古墳時代には農業生産力

が向上する一方で，各地の村々では，五穀豊穣などを請い願う春の Ａ 祭などをお

こなった。8世紀になって，律令制の支配が浸透していくと，律令制の負担の重さに苦し

む農民には
⑶
さまざまな行動がみられた｡

農業の集約化は，平安時代末期から鎌倉時代に進展していった。荘園領主の要求によっ

て，
⑷
原料作物の栽培・加工がおこなわれ，年貢・公事として都へ送られることも少なくな

かった。さらなる集約化や多角化が進むのは，
⑸
室町時代の農業と考えられる。

江戸時代になると，新しい農業技術が普及する。そこで大きな役割を果たしたものに，

農書があった。とりわけ宮崎安貞の『 Ｂ 』などは，広く流布した。また，それぞ

れの風土に適した特産物として，駿河や山城宇治の Ｃ ，阿波の藍玉，薩摩（琉球）

の黒砂糖などがあった。

明治になって，工業では西洋式技術の導入がはかられた。日清戦争前後の時代は，機械

による大量生産が急速に発展する産業革命の時代であった。その中心は，
⑹
生糸を生産する

製糸業と，綿糸を生産する紡績業であった。農業では1893年，勅令により Ｄ を設

けて，稲などの品種改良も進められた。

昭和になって，戦時期から敗戦直後にかけて深刻な食糧難となった。しかし，農地改革

の実施などによって戦後農業の基盤が築かれた。さらに，
⑺
高度経済成長期には農業生産力

が上昇した。

問1 下線部⑴に関して，水稲農耕についての説明として誤っているものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 1

① 大陸に近い九州北部で開始された。

② 弥生時代の水田跡遺跡として三内丸山遺跡がある。

③ 紀元前4世紀ごろには東日本にも広まった。

④ 古墳時代になっても北海道と南西諸島にはおよばなかった。

021－2
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第2問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

桓武天皇は長岡京・平安京への遷都と東北地方の
⑴
蝦夷攻略に力を注いだ。朝廷の軍隊は

苦戦したが，各地に城柵を築いて蝦夷を服属させていった。

平安中期になると地方政治が大きく変貌するなかで，各地で紛争が頻発した。紛争の鎮

圧をはかり，中・下級貴族が押領使や追捕使として紛争地に派遣された。平将門の乱など

の平定を機に，彼らのなかから代々武芸と武名を継承する桓武平氏や清和源氏などの軍事

貴族が成長した。平氏は当初関東に勢力を保持していたが，のち伊勢から西国にかけて勢

力下においた。
⑵
源氏は平氏と入れかわり東国へと勢力を拡大した。

⑶
保元の乱と平治の乱を経て平氏が政権を樹立したが，1185年に平氏が，さらに1189年に

⑷
奥州藤原氏も滅亡し，源氏の棟梁源頼朝が武家政権としての鎌倉幕府を確立させた。

頼朝の死後，北条氏が台頭して執権の地位を確立した。さらに承久の乱で上皇方に勝利

し，3代執権北条泰時の時代には
⑸
御成敗式目を制定した。

しかし，二度にわたる蒙古襲来に加え得宗専制体制が進行すると，幕府に対する御家人

の反発が高まり，討幕の計画を進めていた後醍醐天皇に呼応した武士たちによって鎌倉幕

府は滅ぼされた。

鎌倉幕府滅亡後，後醍醐天皇は建武の新政を開始したが，公家政治の復活に多くの武士

が不満を持ち，やがて足利尊氏が反旗を翻して建武政権は幕を閉じた。足利尊氏は
⑹
室町幕

府を開いて政権の安定に努め，足利義満は1390年に美濃の土岐康行を討伐し，1391年に六

分一殿と呼ばれた Ａ ，1399年には周防の大内義弘を滅ぼし，幕府の勢力を拡大し

た。

問1 下線部⑴について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 12

① 光仁天皇のときに，蝦夷の伊治呰麻呂が反乱を起こした。

② 坂上田村麻呂は胆沢城を築き，朝廷の東北支配の拠点とした。

③ 服属した蝦夷は，関東以西の地に俘囚として移住させられた。

④ 桓武天皇のときに紀古佐美が蝦夷の阿弖流為に勝利した。

日
本
史
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問7 空欄 Ｂ に入る農書として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 7

① 老農夜話 ② 農業全書 ③ 農政本論 ④ 農具便利論

問8 空欄 Ｃ に入る特産物として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 8
い ぐさ

① 茶 ② 藺草 ③ 漆 ④ 綿花

問9 下線部⑹について説明した文Ⅹ・Ｙについて，正誤の組み合わせとして正しいもの

を，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 9

Ｘ―製糸業では日清戦争後に座繰製糸の生産量が器械製糸を上まわった。

Ｙ―製糸業が発展すると，蚕の飼料となる桑の栽培がさかんになった。

① Ｘ―正 Ｙ―正 ② Ｘ―正 Ｙ―誤

③ Ｘ―誤 Ｙ―正 ④ Ｘ―誤 Ｙ―誤

問10 空欄 Ｄ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 10

① 三田育種場 ② 札幌農学校 ③ 農事試験場 ④ 駒場農学校

問11 下線部⑺に関して，高度経済成長期における農業生産力発展の要因の一つとして正

しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 11

① 農産物の輸出自由化決定 ② 農業機械の普及

③ 減反政策の中止 ④ 農業基本法の廃止

021－4
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問7 空欄 Ａ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 18

① 山名氏清 ② 山名宗全 ③ 斯波義敏 ④ 赤松満祐

日
本
史

021－7

問2 下線部⑵に関して，源氏の東国進出のきっかけとなった出来事として正しいものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 13

① 藤原純友の乱 ② 平忠常の乱 ③ 源義親の乱 ④ 刀伊の入寇

問3 下線部⑶に関して，讃岐に配流された人物名として正しいものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 14

① 順徳天皇 ② 土御門上皇 ③ 崇徳上皇 ④ 後鳥羽上皇

問4 下線部⑷について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 15

① 後三年合戦後に奥州平泉を根拠地として勢力を拡大した。

② 清衡・基衡・秀衡の3代100年にわたって権勢を誇った。

③ 博多港を整備し，日宋貿易に注力した。

④ 金や馬によって莫大な富を築き，平泉に中尊寺を建立した。

問5 下線部⑸に関して，その内容の説明として誤っているものを，次の①～④のうちか

ら1つ選びなさい。 16

① この法典は，最初に成文化された武家法である。

② この法典は，武士社会の道理に依拠したものである。

③ この法典は，裁判の基準を明確にしたものである。

④ この法典は，漢字に精通した武士の便宜を考え作成されたものである。

問6 下線部⑹に関して，室町幕府の支配体制について述べた文として誤っているものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 17

① 管領には細川・斯波・畠山の三家が交代で任命された。

② 幕府は，早くから軍事力の育成につとめ，奉公衆を編成した。

③ 侍所の長官は，赤松・一色・京極・朝倉の四家から任命された。

④ 足利尊氏は，子の足利基氏を鎌倉公方に任命し鎌倉府を開かせた。
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本
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問2 下線部⑴に関して，その説明として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 20

① 『論語』『孟子』などの原典に帰り，その真意をくみ取ろうとする学派であった。

② 山鹿素行は，儒学の原典からかけ離れていると朱子学を批判した。

③ 伊藤仁斎は，京都堀川に私塾の古義堂をひらいた。

④ 荻生徂徠の弟子の貝原益軒は，経世論の発展に寄与した。

問3 下線部⑵に関して，徳川綱吉に登用され，初代の天文方に任じられた学者として正

しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 21

① 北村季吟 ② 大塩平八郎

③ 渋川春海（安井算哲） ④ 柳沢吉保

問4 下線部⑶に関して，その説明として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 22

① 竹内式部は，『古事記伝』などを著した。

② 賀茂真淵は，『万葉考』などを著した。

③ 本居宣長は，契沖の指導をうけた。

④ 平田篤胤は，塙保己一の門人であった。

問5 空欄 Ｂ に入る学問所として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 23

① 懐徳堂 ② 咸宜園

③ 適々斎塾（適塾） ④ 洗心洞

日
本
史

021－9

第3問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

江戸時代の前期には，統治者の学問として，大義名分論と上下の身分秩序を重んじる朱

子学が重視された。朱子学者の Ａ は徳川家康に進講し，その門人の林羅山は家康

から家綱まで4代の将軍に仕えた。一方，朱子学を批判して独自の考えをうちだす儒学者

もあらわれた。実践を重視する陽明学に加え
⑴
古学などの学者が，それに該当する。なお，

⑵
儒学以外の学者にも，将軍によって幕府に登用される者が少なくなかった。

江戸時代の中期ごろには，日本古歌の実証的な研究により歌学を深める学者があらわれ

た。彼らの研究は，古典研究を通して日本古来の道を探求しようとする荷田春満らによっ

て
⑶
国学として結実していった。幕府や大名家の学問所以外に，都市の発展や経済の成長を

背景に，たとえば大坂の町人の出資で設立された Ｂ のような学問所が登場した。

そのころより，庶民教育機関の
⑷
寺子屋も増えていった。

こうしたなか，徳川吉宗は，実学を重んじる立場から漢訳洋書輸入の禁を緩和し，西洋

の学術を取り入れようとした。その結果，18世紀後半には医学を中心に蘭学が発展し，西

洋の科学や知識への関心が高まっていった。しかし，西洋への関心は幕府の対外政策に対

する批判へと発展し，江戸時代の後期には，
⑸
蘭学（洋学）者が幕府に弾圧される事件も起

きた。そうした試練を受けつつも，洋学を基礎に置く科学技術は開国前後の幕府や諸藩の

富国強兵策に取り入れられ，やがて日本の近代化をおしすすめる原動力になったと考えら

れている。

問1 空欄 Ａ に入る朱子学者として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 19

① 藤原惺窩 ② 林鳳岡（信篤）

③ 松永貞徳 ④ 中江藤樹
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第4問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

1853年にペリーが来航し，日本に開国を求めた。幕府は軍事力を背景としたその威力に

屈して1854年に日米和親条約を，1858年には
⑴
日米修好通商条約を締結し，開国へと一歩を

踏み出した。開国にともなって社会は混乱し，尊王攘夷が叫ばれるなか，やがて薩摩藩と

長州藩は武力倒幕へと舵を切った。

1868年に明治新政府が発足すると，政府は列強に対峙するため富国強兵策により軍事力

の増強につとめた。やがて朝鮮半島の支配をめぐり日清間の対立が深まり，1894年には日

清戦争が勃発し，翌年には
⑵
下関条約が講和条約として結ばれた。日清戦争後，南下政策を

進めるロシアが日本の新たな脅威となり，日本はロシアへの対抗手段としてイギリスと日

英同盟を締結した。1904年には日露戦争がはじまり，翌年に
⑶
ポーツマス条約が結ばれた。

1914年にヨーロッパで第一次世界大戦が勃発すると，日本は日英同盟を理由にドイツに

対して宣戦布告をおこなった。ヨーロッパを主戦場として戦われた戦争は1918年に休戦と

なり，翌年にヴェルサイユ条約が結ばれ，1920年には国際連盟が発足した。さらに1921年

にはワシントン会議が開かれ，太平洋における四大国間の協調をはかる四カ国条約が結ば

れ，翌年には九カ国条約と
⑷
ワシントン海軍軍備制限条約が結ばれた。

しかし，1929年に世界恐慌を発端として，世界秩序が激しく動揺した。日本は満洲事変

をおこして国際社会から孤立し，ついに国際連盟を脱退してドイツ・イタリアとの枢軸の

形成に向かった。第二次世界大戦が勃発すると，2年後日本も太平洋戦争に突入した。

日本は1945年にポツダム宣言を受け入れて連合国に降伏した｡同年には新たな国際平和

維持機構として国際連合が発足した。日本はＧＨＱの指導の下で非軍事化と民主化に向け

た戦後改革を行い，1951年に
⑸
サンフランシスコ平和条約に調印して主権を回復した。さら

に1956年に
⑹
日ソ共同宣言，1972年には

⑺
日中共同声明に調印し，ソ連・中華人民共和国との

国交正常化を実現した。

日
本
史
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問6 下線部⑷について説明した文Ⅹ・Ｙについて，正誤の組み合わせとして正しいもの

を，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 24

Ｘ―読み・書き・そろばんなど，日常生活で役に立つことを教えた。

Ｙ―商工業者が運営し，三都や城下町にのみ存在した。

① Ｘ―正 Ｙ―正 ② Ｘ―正 Ｙ―誤

③ Ｘ―誤 Ｙ―正 ④ Ｘ―誤 Ｙ―誤

問7 下線部⑸に関して，その説明として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 25

① 松平定信は異学を禁止する立場から大槻玄沢の私塾を閉鎖させた。

② 『解体新書』を無断で出版したとして，版元の蔦屋重三郎が処罰された。

③ 日本地図をシーボルトが国外に持ち出そうとしたことが発覚し，天文方高橋至時

が処罰された。

④ 幕府の鎖国政策を批判した渡辺崋山や高野長英を，幕府は厳しく処罰した。
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日
本
史

サ ハ リン とうしょ

第九条 露西亜帝国政府は，薩哈嗹島南部及び其の附近に於ける一切の島嶼竝びに該

地方に於ける一切の公共営造物及び財産を完全なる主権とともに永遠日本帝国

政府に譲与す。其の譲与地域の北方境界は北緯五十度と定む…

① この条約を締結したことで，韓国における日本の権益がロシアによって認められ

た。

② この条約を締結したことで，ロシアは日本に多額の賠償金を支払うこととなった。

③ この条約を締結したことで，清国からの旅順・大連の租借権を得ることとなった。

④ この条約を締結したことで，ロシアは日本に北緯五十度以南のサハリンと付属の

諸島を譲渡することとなった。

問4 下線部⑷に関連して，ワシントン海軍軍備制限条約の内容について述べた文として

誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 29

① この条約では，主力艦の保有率はアメリカ・イギリス両国が最も大きくなった。

② この条約では，今後10年間は老朽化しても代艦を建造しないことが定められた。

③ この条約に調印した日本の首席全権は若槻礼次郎である。

④ この条約は，アメリカ・イギリス・日本・フランス・イタリアの五カ国の間に定

められた。

問5 下線部⑸に関連して，サンフランシスコ平和条約に1951年に調印しなかった国とし

て正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 30

① イギリス ② オーストラリア

③ インド ④ メキシコ

問6 下線部⑹に関連して，日ソ共同宣言およびその内容について述べた文として誤って

いるものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 31

① この宣言に調印したことで，日本の国連加盟をソ連が支持することになった。

② 北方領土について，ソ連は国後島・択捉島の帰属については解決済みとした。

③ この宣言に調印したことにより，日ソの戦争状態が終了した。

④ 宣言調印時の日本の首相は岸信介である。

日
本
史
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問1 下線部⑴に関して，日米修好通商条約について述べた文として誤っているものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 26

① この条約により，神奈川・長崎・新潟・箱館が新たに開港された。

② この条約を締結したことにより，アメリカの領事裁判権を承認することになった。

③ この条約では，日本の関税自主権が欠如していた。

④ この条約を締結したことにより，居留地での自由貿易を承認することになった。

問2 下線部⑵に関して，下関条約が締結されたときの日本全権として正しいものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 27

① 伊達宗城 ② 榎本武揚

③ 伊藤博文 ④ 寺島宗則

問3 下線部⑶に関して，ポーツマス条約に関する史料を読み，これから読み取れること

として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。ただし，史料は原

文を読みやすいように改めています。 28

ロ シ ア

第二条 露西亜帝国政府は，日本国が韓国に於て政事上，軍事上及び経済上の卓絶な

る利益を有することを承認し，日本帝国政府が韓国に於て必要と認むる指導，
あた そ がい

保護及び監理の措置を執るに方り之を阻礙し又は之に干渉せざることを約す…

ならび

第五条 露西亜帝国政府は，清国政府の承諾を以て，旅順口，大連竝に其の付近の領

土及び領水の租借権及び該租借権に関連し又は其の一部を組成する一切の権利，

特権及び譲与を日本帝国政府に移転譲渡す…

第六条 露西亜帝国政府は，長春旅順口間の鉄道及び其の一切の支線竝びに同地方に

於て之に付属する一切の権利，特権及び財産，…（中略）…日本帝国政府に移

転譲渡すべきことを約す…
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問7 下線部⑺に関連して，日中共同声明に調印したときの首相は，のちの汚職事件で逮

捕されている。その事件名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。 32

① ジーメンス事件 ② ロッキード事件

③ リクルート事件 ④ 昭和電工事件
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問1 空欄（ 1 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 1

① メディア ② 新バビロニア ③ リディア ④ エジプト

問2 下線部⑵に関連して述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 2

① ビザンティウムに遷都した。

② エフェソスで宗教会議を開いた。

③ ローマにコロッセウムを建設した。

④ コロヌスに移動の自由を与えた。

問3 下線部⑶について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 3

① ヴェネツィアはコンスタンティノープルを占領した第4回十字軍を主導した。

② アウクスブルクのフッガー家は皇帝の地位を左右した。

③ イタリアの自治都市をコムーネと呼ぶ。

④ フランドル地方の都市では綿織物生産が主産業であった。

問4 下線部⑷に関連して，イギリスで産業革命が起こった要因として誤っているものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 4

① 綿織物の広大な市場を確保していた。

② 鉄鉱石，石炭などの資源が豊富であった。

③ 第1次囲い込みによって小作人が都市労働者となった。

④ 科学革命を背景として技術革新が進んだ。

世
界
史
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第1問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

前7世紀後半，アッシリア帝国崩壊後のアナトリア西部に栄えた（ 1 ）で，世界初

の金属貨幣が鋳造された。ギリシアやその他の国，地域でも貨幣は使用されるようになり，

交易の活発化に大きな役割を果たした。なかでも4世紀に
⑵
コンスタンティヌス帝が作らせ

たソリドゥス金貨は，その後ビザンツ帝国を中心に長く信用を保ち「中世のドル」とも呼

ばれた。

西ヨーロッパでは民族大移動の混乱を経て封建社会が形成され，人々は荘園に住み，自

給自足的な現物経済が支配的であった。しかし封建社会が安定し，余剰生産物の交換がお

こなわれるようになると，市に商人が定住して
⑶
都市へと発展し，地中海商業圏や北ヨーロ

ッパ商業圏が形成され，貨幣経済も復活した。

15世紀に始まる大航海時代は，商業革命や価格革命などの大きな変革をもたらしたが，

資本主義という経済・社会体制を確立したのが
⑷
産業革命であった。18世紀後半，イギリス

は産業革命によって「世界の工場」の地位を得たが，その後19世紀前半にはベルギー，フ

ランス，アメリカ合衆国にも産業革命は波及していった。また，18世紀に
⑸
アダム�スミス

が唱えた自由主義的経済理論は，マルクスらの反論はあったものの，世界経済の基調とな

った。しかし1929年の
⑹
世界恐慌の発生は，この流れの大きな転換点となった。

⑺
ケインズは，

この未曽有の不景気からの脱出を図るため修正資本主義を主張した。

第二次世界大戦後，ブレトン�ウッズ体制と呼ばれる国際経済体制が構築された。これ

は米ドルを基軸通貨として国際通貨の安定を図るものであったが，1971年，アメリカ合衆

国が
⑻
金とドルの交換を停止し，この体制は崩壊した。その後，1985年に先進5カ国蔵相・

中央銀行総裁会議（G5）が開かれ，円高ドル安をめざし各国が協調介入することが合意

された。これを（ 9 ）と呼ぶ。

現代の国際社会はグローバル化し，ICT（情報通信技術）の発達により情報と資本の移

動が瞬時におこなわれる。そのためある国の経済事情の悪化が，瞬く間に他の国に波及し，

世界的な経済不安を招く場合がある。（ 10 ）での通貨暴落を皮切りにアジア諸国に連

鎖し，ロシアにまで広がった1997年のアジア通貨危機はその典型例と言える。
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問7 下線部⑺について述べた次の文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，下

の①～④のうちから一つ選びなさい。 7

Ａ ケインズの主張は国家が積極的に経済に介入する必要を説くものだった。

Ｂ 『資本論』を著した。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤

問8 下線部⑻について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 8

① ニクソン大統領が発表した。

② 貿易収支の赤字が原因の一つである。

③ ドル�ショックと呼ばれた。

④ 固定相場制に移行した。

問9 空欄（ 9 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 9

① キャンプ�デーヴィッド合意 ② パリ協定

③ プラザ合意 ④ ジュネーヴ協定

問10 空欄（ 10 ）に入れる国名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 10

① タイ ② 韓国 ③ フィリピン ④ インドネシア
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問5 下線部⑸について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 5

① 反穀物法同盟の結成に立ち会った。

② 工場法の制定に努力した。

③ 『人口論』を著した。

④ 古典派経済学の祖と呼ばれる。

問6 下線部⑹に関連して，次のグラフは恐慌後の英，米，日，独の失業率の変化を表し

ている。ドイツにあたるものを，グラフ中の①～④のうちから一つ選びなさい。

6

％
30

20
②

③10

①

④
0
192930 32 34 36 38年
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第二次世界大戦後，冷戦体制のなか，西側諸国の軍事同盟として北大西洋条約機構

（NATO）が結成された。しかし，東欧革命，冷戦終結，ソ連の消滅という事態に直面し，

NATOは，
⑽
地域の平和と安定を守るためとして域外での軍事行動もおこなっている。

問1 空欄（ 1 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 11

① ペロポネソス ② ヘラス ③ コリント ④ デロス

問2 下線部⑵について述べた次の文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，下

の①～④のうちから一つ選びなさい。 12

Ａ 蘇秦と韓非は縦横家の代表的人物である。

Ｂ 彼らの活動は『戦国策』に記録されている。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤

問3 下線部⑶に関連して述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 13

① 淮河を両国の国境とした。

② 宋を兄，遼を弟とする取り決めであった。

③ 遼が毎年，多額の銀と絹を宋に贈ることになった。

④ 遼が西夏に滅ぼされるまで両国の和平が保たれた。

問4 下線部⑷について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 14

① ハンザ同盟の中心都市はリューベックであった。

② ハンザ同盟はロンドンやノヴゴロドに商館を構えていた。

③ ロンバルディア同盟の中心都市はミラノであった。

④ ロンバルディア同盟はフランス王のイタリア政策に対抗して結ばれた。
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第2問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

個人，団体もしくは国家が互いに共同の目的のために同一の行動をとることを約するこ

とを同盟という。古代から現代まで，さまざまな同盟が結ばれてきた。

ペルシア戦争に一応の決着がついたのち，エーゲ海周辺のポリスが，ペルシアの再襲来

に備え，アテネを盟主として同盟を結んだ。この同盟は当初金庫が置かれた島の名をとっ

て（ 1 ）同盟と呼ばれた。のちに金庫はアテネに移され，アテネはこの金庫の金をア

テネの復興に流用するなどしたため，この同盟は事実上アテネ帝国となった。

中国の戦国時代に，強大化した秦に対して，他の6国が，いかなる同盟策を取るべきか

が論じられ
⑵
縦横家と呼ばれる人々が登場したが，結局秦は他の6国をすべて滅ぼした。中

国では盟という名の和平協定が結ばれた。11世紀の初頭，
⑶
宋と遼との間に結ばれた澶淵の

盟がその代表的なものである。盟約としているが，実際には宋の面子を立てつつ武力衝突

を避けるための講和条約に他ならない。

中世後期のヨーロッパでは都市が発達し，北ドイツのハンザ同盟やイタリアのロンバル

ディア同盟などの
⑷
都市同盟が結ばれた。また，ハンザ同盟に対抗して北欧諸国がデンマー

クを盟主として同君連合を形成した。これは盟約締結地の名をとって（ 5 ）同盟と呼

ばれる。

ウィーン会議後のヨーロッパにおける保守反動体制を維持するために
⑹
神聖同盟と四国同

盟が結ばれた。メッテルニヒはこれらを利用して自由主義的風潮やナショナリズムを抑圧

しようとしたが，1848年の三月革命でウィーン体制は崩壊した。

ドイツの統一はプロイセンが主導して展開した。その先駆けとなったのが
⑺
ドイツ関税同

盟の結成である。ドイツの経済的統一を推進するこの同盟からオーストリアが除外された

ことが，のちの統一運動に多大な影響を及ぼした。

日本は近代に入ると，利害の一致した
⑻
列強と同盟関係を構築し，対立する列強との戦争

に臨んだ。この戦争にかろうじて勝利した日本では列強の仲間入りをしたとの意識が高ま

った。

19世紀末から対立の深まったイギリスとドイツは，20世紀初頭にはそれぞれ近い将来に

起こるであろう戦争に備えて同盟関係を構築していった。その結果
⑼
イギリスなどの協商国

とドイツなどの同盟国の大きく二つの陣営が形成され，その対立は第一次世界大戦の一因

となった。
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問9 下線部⑼について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 19

① 三国同盟締結時のドイツ皇帝はヴィルヘルム2世である。

② 三国同盟の一員であったイタリアは協商国側で第一次世界大戦に参戦した。

③ 英仏協商でイギリスはエジプトに，フランスはモロッコにそれぞれ優越権を認め

られた。

④ 英露協商で，イラン，アフガニスタンにおける両国の勢力範囲を定めた。

問10 下線部⑽に関連して，冷戦終結後に NATO軍が域外で空爆をおこなった国として

正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 20

① リトアニア ② チェチェン ③ セルビア ④ スロヴェニア
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問5 空欄（ 5 ）に入れる地名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 15

① カルマル ② ベルゲン

③ ストックホルム ④ コペンハーゲン

問6 下線部⑹について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 16

① 神聖同盟はロシア皇帝アレクサンドル2世が提唱した。

② 神聖同盟にはイギリスが加盟しなかった。

③ 四国とはイギリス，ロシア，フランス，オーストリアである。

④ 四国同盟は，のちにサルデーニャが加わり五国同盟となった。

問7 下線部⑺に関連して，この結成に寄与したドイツ歴史学派経済学者として正しいも

のを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 17

① マルサス ② リカード ③ ケネー ④ リスト

問8 下線部⑻に関連して，次の史料が示す同盟が結成されて2年後に勃発した戦争を，

下の①～④のうちから一つ選びなさい。 18

史料

も また だい ブ リ テンこく うえ おい

若シ日本国又ハ大不列顚国ノ一方ガ上記各自ノ利益ヲ防護スル上ニ於テ，別国ト
あわ その

戦端ヲ開クニ至リタル時ハ，他ノ一方ノ締約国ハ厳正中立ヲ守リ，併セテ其同盟
さまた

国ニ対シテ他国ガ交戦ニ加ハルヲ妨グルコトニ努ムベシ。

① 日清戦争 ② 南ア戦争

③ 日露戦争 ④ 第一次世界大戦
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問1 下線部⑴について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 21

① ポルトガルの出身であった。

② スペイン王の援助を受けていた。

③ パナマ地峡を発見した。

④ 太平洋の命名者となった。

問2 空欄（ 2 ）に入れる地名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 22

① ファショダ ② アンボイナ

③ アムリットサール ④ アガディール

問3 下線部⑶に関連して述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 23

① フランスがインドシナ出兵を開始したのはナポレオン3世の第二帝政期である。

② フランス人宣教師ピニョーが殺害されたことを口実とした。

③ 阮福暎の率いる黒旗軍が激しく抵抗した。

④ 清は南京条約でフランスのベトナム保護権を認めた。

問4 空欄（ 4 ）に入れる地名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 24

① マカオ ② マニラ ③ シンガポール ④ バタヴィア
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第3問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

1519年，
⑴
マゼランは西回りで東南アジアをめざす航海に出発した。マゼラン自身は現在

のフィリピンで戦死したが，部下たちはその後も航海を続け，目的地であったモルッカに

立ち寄ったのち喜望峰を回ってヨーロッパに帰り，史上初めて世界周航に成功した。

東南アジアに最初に進出したのは，インドのゴアを根拠地としたポルトガルであったが，

オランダはポルトガルのアジアでの交易網を破壊し，またイギリスを（ 2 ）事件で東

南アジアから駆逐した。以後オランダはジャワを拠点に領土獲得に乗り出し，後のオラン

ダ領東インドの基礎を築いた。

フランスは
⑶
インドシナへの進出をすすめた。この結果，清仏戦争が勃発したが，フラン

スはベトナムの保護権を清に認めさせ，カンボジアとあわせたフランス領インドシナ連邦

を成立させた。

イギリスは（ 2 ）事件後，インド経営に専念していたが，18世紀末から再び東南ア

ジアに進出し，マレー半島の港市を獲得した。さらに（ 4 ）を建設し，ペナン，マラ

ッカとあわせて海峡植民地とした。その後もイギリスの支配地域は拡大し，自動車のタイ

ヤとして需要の高まったゴムのプランテーション経営がおこなわれた。ビルマ（現在のミ

ャンマー）のコンバウン朝はイギリスとの3次にわたるビルマ戦争に敗れて，イギリスが

支配するインド帝国に併合された。こうして東南アジアでは（ 5 ）のみが植民地支配

を受けず独立を保った。第二次世界大戦後のベトナムでは，独立を認めないフランスとの

間に
⑹
インドシナ戦争が起こり，冷戦を背景としてベトナム戦争に引き継がれ泥沼化した。

独立を果たしたアジアやアフリカの新興国の中には冷戦下，東西どちらの陣営にも属さ

ない，第三世界と呼ばれる勢力が出現した。そのような国々の首脳が集まって1955年
⑺
アジ

ア�アフリカ会議が開催され，その存在感を示した。また地域協力や相互経済発展をめざ

し，1967年
⑻
東南アジア諸国連合（ASEAN）が結成された。当初，北ベトナムに対抗する

目的もあったが，現在では東アジアの国々との連携も含めた，より強力な自立的地域連合

をめざしている。しかし戦後の東南アジアには
⑼
開発独裁と呼ばれる，経済発展を優先し，

議会制民主主義を抑圧する政権も現れた。

21世紀に入ってからも，
⑽
東南アジアの国々の存在感は，国際社会の中でますます高まっ

ている。
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問8 下線部⑻に関連して述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 28

① 当初5カ国で発足した。

② 共通の通貨を使用している。

③ オーストラリアが加盟した。

④ ベトナムが脱退した。

問9 下線部⑼に関連して，開発独裁をおこなった人物として適当でないものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 29

① ミャンマーのアウンサンスーチー

② フィリピンのマルコス

③ インドネシアのスハルト
パクチョンヒ

④ 韓国の朴正熙

問10 下線部⑽に関連して述べた文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 30

Ａ フィリピンは東シナ海において中国と領土問題を有している。

Ｂ 旧ポルトガル領の東ティモールがインドネシアから独立した。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤
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問5 空欄（ 5 ）に入る国の位置を，次の地図の①～④のうちから一つ選びなさい。

25

① ③

②
④

問6 下線部⑹について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 26

① フランスはディエンビエンフーの戦いに敗れてインドシナから撤退した。

② アメリカ合衆国の支援で南部にゴ�ディン�ジエム政権が生まれた。

③ アメリカ大統領ジョンソンにより北ベトナムへの爆撃（北爆）が開始された。

④ ジュネーヴ休戦協定によってアメリカ軍がベトナムより撤兵した。

問7 下線部⑺に関連して，この会議が開催された都市を，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 27

① バンコク ② ベオグラード ③ バンドン ④ ジャカルタ

021－26



世
界
史

問1 下線部⑴について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 31

① インド�ヨーロッパ語族に属する民族である。

② ダマスクスを拠点として商業活動をおこなった。

③ 唯一神ヤハウェを信仰した。

④ 北アフリカに植民地カルタゴを建設した。

問2 空欄（2―Ａ）（2―Ｂ）に入れる語句の組み合わせとして正しいものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 32

① Ａ―新バビロニア Ｂ―アッシリア

② Ａ―アッシリア Ｂ―新バビロニア

③ Ａ―アッシリア Ｂ―アケメネス朝

④ Ａ―アケメネス朝 Ｂ―新バビロニア

問3 下線部⑶に関連して，ヨーロッパ・地中海世界のユダヤ人差別の例として誤ってい

るものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 33

① ラテラノ公会議の結果，ユダヤ人を農耕や貿易などの職業から排除する動きが進

んだ。

② 都市に居住する際，地区（ゲットー）を指定された。

③ ペスト流行時に「井戸に毒を入れた」というデマが流れ，ユダヤ人に対する迫害

が起きた。

④ オスマン帝国では，ミッレト制にもとづいて，ユダヤ人は信仰の自由を奪われた。
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

地中海東岸で遊牧生活を営んでいた
⑴
ヘブライ人は，パレスチナに統一王国を建て，隊商

交易や紅海での海上交易で前10世紀頃に繁栄したが，その後南北に分裂した。北のイスラ

エル王国が（2―Ａ）に滅ぼされたのち，南のユダ王国は（2―Ｂ）に滅ぼされて，その

住人はメソポタミアに強制移住させられた。約50年後にパレスチナに帰国したヘブライ人

は神殿を再建してユダヤ教を成立させた。以後のヘブライ人をユダヤ人と呼ぶことが多い。

その後パレスチナ一帯はローマ帝国の属州となったが，それに不満を持つユダヤ人の大反

乱が起き，鎮圧されたのち，ユダヤ人はパレスチナから追放され，世界各地に離散してい

った。

移住先でユダヤ人は，
⑶
さまざまな理由で差別され，迫害されることも多かった。ヨーロ

ッパでユダヤ人は
⑷
金融業・貿易業で財をなすものが多く，さらに反感を買うことにもつな

がった。こうした反ユダヤ主義を象徴する出来事が，19世紀末フランスで起こったドレフ
えん

ュス事件である。このユダヤ系軍人に対する冤罪事件は作家（ 5 ）らの救援活動によ

り一応の解決をみたが，このころからユダヤ人国家建設運動が本格化した。イギリスは第

一次世界大戦に際して戦争協力を取り付けるために，
⑹
オスマン帝国の領土に関して内容の

矛盾する約束をした。これが現在も続くパレスチナ問題の原因となった。ドイツではナチ

党が政権を取るとユダヤ人に対する迫害をおこない，それは
⑺
ユダヤ人絶滅をめざす大量虐

殺へと発展した。その結果，ドイツ占領下の各地から強制収容所に送られたユダヤ人数百

万人が犠牲となった。

第二次世界大戦後，パレスチナでユダヤ人がイスラエルを建国すると，周辺のアラブ人

との間に
⑻
第1次中東戦争が起こった。イスラエルは独立を確保したが，中東をめぐる戦争

はその後も止まなかった。1973年に勃発した
⑼
第4次中東戦争では，石油価格の高騰が起こ

り，世界の経済に大きな影響を与える事態となった。その後和平の道が探られ，1979年エ

ジプト�イスラエル平和条約が結ばれて，エジプトはイスラエルを承認した。1993年には

⑽
パレスチナ暫定自治協定が結ばれ紛争終結の糸口となるかと思われたが，現在も激しい争

いが続いている。
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問6 下線部⑹について述べた文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，下の①

～④のうちから一つ選びなさい。 36

Ａ イギリスはフセイン（フサイン）・マクマホン協定（書簡）でオスマン帝国によ

るアラブ人支配を容認した。

Ｂ イギリスはバルフォア宣言でパレスチナでのユダヤ人国家建設の援助を約束した。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤

問7 下線部⑺について，この虐殺を何と呼ぶか。次の①～④のうちから一つ選びなさい。

37

① ホロコースト ② インティファーダ

③ シオニズム ④ ディアスポラ

問8 下線部⑻に関連して述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 38

① 国際連合によるパレスチナ分割案をアラブ側は拒否した。

② 国際連合によるパレスチナ分割案を受諾したユダヤ側が建国宣言をした。

③ 戦争の結果，ユダヤ側の領土は建国宣言当時より縮小した。

④ 戦争の結果，多くの難民が発生した。

問9 下線部⑼について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 39

① エジプトのサダト大統領がシリアと共に開戦した。

② 国際石油資本（石油メジャー）が石油戦略を発動した。

③ 第2次石油危機が起こった。

④ アラブ側はシナイ半島を獲得した。

世
界
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問4 下線部⑷に関連して，次の文は，16世紀末にイギリスで著された，金融業を営むユ

ポーシャ：したがって，お前は，その男の胸を切りとらねばならぬ。法律が認め，

当法廷がそれを許す。

シャイロック：博学このうえなき裁判官様――判決が下ったのだ――さあ，用意

をしろ。（ナイフを逆手にアントーニオーに近づく）

ポーシャ：待て，まだあとがある。この証文によれば，血は一滴も許されていな

いな――文面にははっきり「一ポンドの肉」とある。よろしい，証文

のとおりにするがよい。憎い男の肉を切りとるがよい。ただし，その

さい，キリスト教徒の血を一滴でも流したなら，お前の土地も財産も，

ヴェニスの法律にしたがい，国庫に没収する。

グラシャーノー：おお，正義の権化，まったく立派な裁判官様だ！――おい，聞

いたか，ユダヤ人――おお，博学このうえなき裁判官様！

シャイロック：それが法律でございますか？

ポーシャ：（本を開いて）自分でこの条文を見るがよい。ひとえに正義を求めたの

はお前だ。よいか，それゆえ，ここに，お前の欲する以上の正義を取

らせようと言うのだ。

① シェークスピア ② チョーサー

③ セルバンテス ④ ラブレー

問5 空欄（ 5 ）に入れる人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 35

① スタンダール ② バルザック ③ フロベール ④ ゾラ
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ダヤ人が登場する戯曲の一部である。（引用文には，一部改めたところがある。）この
戯曲の作者を，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 　34

［出典：シェイクスピア著 福田 恆存訳　『ヴェニスの商人』］
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問10 下線部⑽について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 40

① オスロ合意とも呼ばれる。

② ヨルダン川西岸地区とガザ地区に，パレスチナ人の暫定自治政府を置くことを認

めた。

③ アメリカ合衆国大統領のレーガンが仲介者の一人であった。

④ アラブ側の代表者は PLO（パレスチナ解放機構）の議長アラファトであった。

021－32



政
治
・
経
済

問1 文中の 1 に入れる人物名として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 1

① バイデン ② トランプ ③ オバマ ④ クリントン

問2 下線部ⓐのＧＤＰに関連して，2022年の中国のＧＤＰおよび中国の1人あたり

ＧＤＰに関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

2

① 中国のＧＤＰはおよそ18兆米ドルである。

② 中国の1人あたりＧＤＰの規模は世界において10位以内である。

③ 中国の1人あたりＧＤＰの規模は日本のそれよりも大きい。

④ 中国の1人あたりＧＤＰはおよそ2万米ドルを超えている。

問3 下線部ⓑの保護貿易主義を唱えた経済学者として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 3

① マーシャル ② リカード ③ Ｊ．Ｓ．ミル ④ リスト

問4 下線部ⓒのＷＴＯに関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一

つ選びなさい。 4

① ＷＴＯはＧＡＴＴとＩＭＦを発展的に解消して設立された。

② ＷＴＯは通商摩擦が生じたときの解決策として輸出自主規制を明示的に禁止して

いる。

③ ＧＡＴＴ第1条で定めていた最恵国待遇の原則の例外として認められていた特恵

関税制度は禁止となった。

④ ＷＴＯでの紛争処理においては，全会一致の承認が必要なコンセンサス方式を採

用した。
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第1問 次の文章を読み，下の問い（問1～問10）に答えなさい。

中国は1990年代から「世界の工場」，「世界の市場」とも呼ばれるようになった。そし

て，2006年に中国の外貨準備高が日本を抜いて世界第1位になり，2007年には世界最大の

貿易黒字を記録，さらに2010年には
ⓐ
ＧＤＰの規模が日本を抜いて世界第2位となった。こ

のように現代の国際社会においては，中国の存在感は高まっている。

そのような中，2018年3月，当時のアメリカの 1 大統領は，知的財産権の侵害

を理由に，通商法301条に基づいて，中国からの500億ドル規模の輸入品に25％の高い関税

を課す制裁措置を段階的に発動すると発表した。中国は，対抗措置としてアメリカからの

輸入品に追加関税を課す準備をしているとし，さらに4月には今回のアメリカの措置が
ⓑ
保

護貿易を支援しているとして，
ⓒ
ＷＴＯの紛争解決手続きを開始したと発表した。

このような
ⓓ
米中貿易摩擦は経済安全保障を脅かし，

ⓔ
グローバル・サプライチェーンの分

断を招いた。わが国企業においても，このようなサプライチェーンの分断を受けて，これ

まで中国に設けていた生産拠点を第三国に移転させたり，国内に回帰させるといった動き

が，コロナ禍前後から見られるようになった。

その中国経済が今日，苦境に陥っている。直接的な原因は過度に上昇した不動産価格の

下落である。中国の不動産価格の上昇と
ⓕ
日本の1980年代の不動産バブルはよく似ていると

いわれる。中国も日本と同じように工業製品のアメリカへの輸出で経済を成り立たせてき

たが，米中貿易摩擦の深刻化によって中国の対米輸出が滞った。そこで
ⓖ
習近平政権は内需

拡大策への転換を図り，国内投資を活発化させたが，不動産価格が過度に上昇した後，急

激な下落に転じた。日本経済が不動産バブルの崩壊後に長期間低迷したことを踏まえれば，

中国が今後，長期の低成長時代を迎える可能性は高い。ＩＭＦの予測によれば，今後の中

国経済は，5年から7年にわたって2～3％程度の低成長が続くと予想される。
ⓗ
日本は中

国と政治的に対立する一方で，
ⓘ
経済面で中国に依存する関係を続けている。中国が長期の

低成長時代に入った場合，同国への依存を改めない限り，日本が受ける影響は極めて大き

なものとなるだろう。
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問8 下線部ⓖの習近平政権下で起こった出来事として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 8

① 雨傘運動 ② 香港返還 ③ 天安門事件 ④ 文化大革命

問9 下線部ⓗに関連して，日本と中国の国交に関する記述として最も適当なものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 9

① 日中間で争いのある尖閣諸島については，国際司法裁判所の審判に委ねられてい

る。

② 日中共同声明では，中国は日本に対する戦争の賠償請求を放棄している。

③ 日中共同声明後も今日に至るまで，日本は台湾と公式の外交関係を維持している。

④ 日中平和友好条約の締結で，中国は東シナ海における天然ガスの採掘を中止した。

問10 下線部ⓘに関連して，中国が提唱する一帯一路構想をささえるため，中国が2015年

に設立し，2016年に開業した金融機関として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 10

① アジア開発銀行 ② ＢＲＩＣＳ開発銀行

③ アジアインフラ投資銀行 ④ グラミン銀行
政
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問5 下線部ⓓの米中貿易摩擦に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうち

から一つ選びなさい。 5

① 2020年にＷＴＯは，アメリカが中国製品に課した関税について，ＷＴＯ協定に違

反していないと判断した。

② 1997年のアジア通貨危機は，米中貿易摩擦が発端であった。

③ 米中貿易摩擦が原因でリーマンショックがアメリカで起こった。

④ アメリカは中国製のＩＣＴ機器やＩＣＴサービスが自国の安全保障を脅かすとし

て，これを排除する動きをみせている。

問6 下線部ⓔのグローバル・サプライチェーンに関連して，国際分業に関する記述とし

て最も適当なものを，次の①～④のうちから選びなさい。 6

① 先進国の間では，それぞれの国が特定の工業製品に特化する垂直的分業がみられ

る。

② 先進国と発展途上国との間には，工業製品と原材料などが取引される水平的分業

がみられる。

③ リカードは比較生産費説を根拠に自由貿易を行えば，それぞれの国に国際分業の

利益が生じると説いた。

④ マルサスは発展途上国における幼稚産業については，保護貿易の必要性を説いた。

問7 下線部ⓕの日本のバブル経済に関連して，1980年代後半から1990年代の日本経済に

関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

7

① 日本経済は，家電製品や自動車の輸出を中心とする外需主導型の成長へと転換し

た。

② 景気が行き過ぎたにも拘わらず，円高の影響もあって消費者物価上昇率は5％を

上回ることはなかった。

③ 企業や個人が競って土地や株への投機を活発におこなったこともあり，バブル期

を通じて資産格差が縮小した。

④ リゾート開発が引き起こした地方圏の地価上昇は，やがて大都市圏へと波及した。
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問1 文中の 11 に入れる語句として最も適当なものを，次の①～④のうちから一

つ選びなさい。 11

① 小選挙区比例代表並立制 ② 小選挙区比例代表併用制

③ 大選挙区比例代表並立制 ④ 大選挙区比例代表併用制

問2 下線部ⓐに関連して，参議院議員通常選挙に関する記述として最も適当なものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 12

① 選挙区候補者は比例代表区にも同時に立候補できる。

② 比例代表選挙では全国を11のブロックに分ける。

③ 1回の選挙で，比例代表区から合計72名が改選される。

④ 2018年の公職選挙法改正により，比例代表制に特定枠が設けられるようになった。

問3 下線部ⓑに関連して，日本における一票の格差に関する記述として最も適当なもの

を，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 13

① 最高裁判所は，参議院で最大4．40倍の格差につき違憲と判断した。

② 最高裁判所は，衆議院で最大6．59倍の格差につき違憲と判断した。

③ 2022年の参議院議員選挙では，一票の格差は最大2．00倍以内であった。

④ 最高裁判所は衆議院議員選挙時の格差について，議員定数の不均衡が違憲である

と判断した場合においても，選挙自体は有効とした。

問4 下線部ⓒの小選挙区制に関連して，小選挙区制と大選挙区制の特徴に関する記述と

して最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 14

① 小選挙区制は大選挙区制に比べて，死票が少なくなる傾向がある。

② 大選挙区制は一つの選挙区が大きいため，小選挙区制に比べて，多額の選挙活動

費用がかかる。

③ 大選挙区制は大政党に有利なため，二大政党を形成しやすい。

④ 小選挙区制は大選挙区制と比べて，有権者の多様な意見を反映しやすい。
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第2問 次の文章を読み，下の問い（問1～問9）に答えなさい。

世界の多くの国々の選挙権年齢は満18歳以上であるが，日本は戦後からは男女ともに満

20歳以上であった。2015年公職選挙法改正で，日本も満18歳以上に引き下げられ，2016年

の参議院議員通常選挙から実施された。また，2018年には民法も改正され，2022年4月か

らは民法上の成年年齢が18歳に引き下げられ，男女の婚姻開始年齢も18歳となった。

そもそも選挙は，合意による統治をその原理の一つとする代表民主制において，国民が

政治参加する最も基本的な機会であり，主権行使の具体的な方法である。私たちが暮らす

社会をよくするために私たちの意見を反映させてくれる代表者が必要であり，その代表者

を決めるのが「選挙」である。選挙は私たち国民が政治に参加し，主権者としてその意思

を政治に反映させることのできる最も基本的かつ重要な機会なのである。よってその選挙

は自由かつ公正であることが大前提なのは当然のことである。

自由かつ公正な
ⓐ
選挙制度の原則としては，普通選挙，

ⓑ
平等選挙，秘密選挙，直接選挙が

挙げられる。選挙制度には，大きく分けて一選挙区から一人の議員を選出する
ⓒ
小選挙区制

と複数の議員を選出する大選挙区制，各政党の得票数に応じて議席を配分する
ⓓ
比例代表制

などがある。

日本の衆議院議員選挙では，1994年に 11 が導入された。これにより，候補者中

心の選挙から政党中心の選挙に変わることが期待された。参議院議員選挙でも比例代表制

が導入されている。

自由で公正な選挙を保障するための柱となる法律が公職選挙法で，同法は
ⓔ
選挙運動に一

定の制限を定めている。たとえば，金品で投票を依頼する買収は禁止されている。その他

にも選挙運動の内容や期間の制限なども定められている。

こうした選挙で重要な役割を果たすのが
ⓕ
政党である。選挙では政党は

ⓖ
公約を示して支持

の獲得を競い合う。しかし，日本の政党は党員数が少なく，組織としての力が弱いので，

選挙のときに労働組合や宗教団体，大企業や業界団体などに支援を頼ることも多い。この

ため，政治献金をおこなう企業・団体と政治家が癒着し，汚職事件が発生する原因の一つ

になっている。また近年の選挙では
ⓗ
投票率の低下も課題となっている。この原因の一つと

して，国民のなかに既存の政党に対する失望感が広がりつつあることが考えられる。政党

が具体的な政策や公約を示して国民に支持されるという，政党の原点に戻り，政治に真摯

に取り組むことが望まれる。
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問9 下線部ⓗの投票率の低下に関連する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 19

① 2019年の参議院議員通常選挙の投票率は40％を下回った。

② 現行の制度では，投票日にしか投票することができず，それが投票率の低下につ

ながっている。

③ 投票率を向上させるために，2013年に公職選挙法が改正され，インターネットに

よる投票が一部認められるようになった。

④ 2020年以降の投票率の低さは，20代～30代の若年層に顕著にみられる。
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問5 下線部ⓓの比例代表制に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 15

① 日本での議席配分の方式は，両議院ともドント式を採用している。

② 比例代表制は小選挙区制に比べて，二大政党制になりやすい。

③ 比例代表制はカナダやアメリカなどの北米で採用されている。

④ 比例代表制は少数意見が反映されにくい。

問6 下線部ⓔの選挙運動に関連して，日本における選挙運動・選挙活動の規制に関する

記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 16

① 選挙運動期間は，衆議院では17日間，参議院では12日間である。

② 立候補届け出前の選挙運動は，事前運動として禁止されている。

③ 戸別訪問は欧米諸国にならって，解禁された。

④ 公職選挙法は，候補者以外の有権者の電話による投票依頼を禁止している。

問7 下線部ⓕの政党に関連して，日本の政党の政治資金に関する法律の記述として最も

適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 17

① 政治資金規正法は，政党に対する献金を禁止したが．政治資金団体に対する献金

は認めている。

② 政治資金規正法に違反し刑に処せられた者は，罰金刑であっても，5年間公民権

が停止される。

③ 政党助成法によれば，総人口に100円を乗じた額を，議員数と得票数に応じて各

政党に交付することとされている。

④ 政党助成法により助成を受ける条件を満たす政党は，すべて政党交付金を受け取

っている。

問8 下線部ⓖの公約に関連して，選挙の際に有権者に政策の実施時期や数値目標を明示

した公約として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 18

① マニフェスト ② ドクトリン

③ プラットフォーム ④ パネル
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問1 文中の Ａ ～ Ｃ に入れる語句の組み合わせとして最も適当なものを，

次の①～⑥のうちから一つ選びなさい。 20

① Ａ 北里柴三郎 Ｂ 渋沢栄一 Ｃ 津田梅子

② Ａ 北里柴三郎 Ｂ 津田梅子 Ｃ 渋沢栄一

③ Ａ 渋沢栄一 Ｂ 北里柴三郎 Ｃ 津田梅子

④ Ａ 渋沢栄一 Ｂ 津田梅子 Ｃ 北里柴三郎

⑤ Ａ 津田梅子 Ｂ 渋沢栄一 Ｃ 北里柴三郎

⑥ Ａ 津田梅子 Ｂ 北里柴三郎 Ｃ 渋沢栄一

問2 下線部ⓐの日本銀行に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 21

① 国庫金の管理をおこなうなど，政府の銀行としての役割を果たす。

② 市中銀行への資金の貸し出しはおこなうが，手形や国債の売買はおこなっていな

い。

③ 金融機関以外の一般企業に対しても貸出をおこなうことができる。

④ 財投債を発行して集めた資金を用い，道路や港湾などの建設に融資する。

問3 下線部ⓑの通貨には法定通貨と仮想通貨がある。これらに関する記述として最も適

当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 22

① 法定通貨とは強制通用力を有する通貨だが，法定通貨による債務弁済の拒否はで

きる。

② 法定通貨には日本銀行券は該当するが，造幣局製造の硬貨は含まれない。

③ 仮想通貨とは，中央銀行などの公的な発行主体が，ブロックチェーンという技術

で通貨価値を保障するものである。

④ 仮想通貨は，2018年のＧ20サミットで暗号資産とよばれるようになった。
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第3問 次の文章を読み，下の問い（問1～問9）に答えなさい。

2024年7月に新紙幣が発行された。紙幣の刷新は，2004年以来およそ20年ぶりのことと

なった。新紙幣の肖像として，千円札では Ａ ，五千円札では Ｂ ，一万円札

では Ｃ が，それぞれ採用された。これら紙幣を発行するのは言うまでもなく
ⓐ
日本

銀行である。

日本銀行は日本の中央銀行として銀行券を発行する唯一の発券銀行である。また，景気

や物価の安定をはかるために
ⓑ
通貨量の調整をする

ⓒ
金融政策も日本銀行の重要な役割である。

日本銀行は金融政策を通じて，自ら供給する通貨量，すなわちマネタリーベースを操作す

ることで，
ⓓ
マネーストックに間接的に影響を及ぼし，景気の調整を図る。不況時にはマネ

ーストックを増やす金融緩和策が，好況時にはマネーストックを減らす金融引き締め策が

とられる。

バブル経済の崩壊後，長引く景気低迷に対処すべく，日本銀行は1999年からいくつかの

金融政策を実験的に試みてきた。1999年には，
ⓔ
ゼロ金利政策が開始され，2001年には

ⓕ
量的

緩和政策が開始された。やがてデフレーションは一時止まりかけたが，世界金融危機後に

再びデフレーションに陥った。そこで政府と日本銀行は，2013年から消費者物価上昇率を

2％とするインフレ・ターゲットを実現するためにマネタリーベースを拡大し，長期国債

買い入れの平均残存期間を2倍以上に延長するなどの量的・質的金融緩和によって，デフ

レーションからの脱却を目指した。さらに
ⓖ
マイナス金利を2016年に導入し，金融機関から

企業への貸し出しが増加するように誘導した。

2020年，新型コロナウイルス感染症が世界各地で流行し，各国で経済が停滞し世界の供

給網を混乱させた。日本でも企業や家計の経済活動や，人々の生活や仕事のあり方が大き

く見直される契機となった。

そして2022年に入ってからは，ロシアのウクライナ侵攻の影響に伴う資源高や円安の進

行もあり，世界的な
ⓗ
インフレの波が起こり，その波からは日本も免れることはできなかっ

た。この物価上昇は，企業収益を圧迫したり，商品への価格転嫁が進み，消費を冷え込ま

せたりする懸念が高まっている。
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問8 下線部ⓖのマイナス金利に関連する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 27

① マイナス金利を導入する政策は，非伝統的金融政策には含まれない。

② マイナス金利とは銀行などが持つ日銀当座預金の一部にマイナス0．1％の金利を

適用する政策である。

③ マイナス金利とは，国民の消費を促すため，市中銀行の当座預金をマイナスの金

利にすることである。

④ 2016年のマイナス金利政策の導入で日経平均株価は大幅に上昇し，翌年にはバブ

ル期の最高値を更新した。

問9 下線部ⓗのインフレに関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 28

① 借金をしている人の実質的な返済の負担が減少する。

② 自国通貨の対外価値が上昇するため，輸入品の国内価格が下落する。

③ 実質賃金が上昇するため，労働者の購入する商品の量が増加する。

④ 資産を土地などで保有するよりも，現金や預貯金で保有する方が有利になる。
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問4 下線部ⓒの金融政策に関連して，日本銀行が金融引き締めのためにおこなう金融政

策に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

23

① 外国為替市場において，円売りをおこなう。

② 売りオペレーションをおこなう。

③ 基準割引率および基準貸付利率を引き下げる。

④ 預金準備率を引き下げる。

問5 下線部ⓓのマネーストックの指標のうち最も大きい金額となるものとして最も適当

なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 24

① Ｍ1 ② Ｍ2 ③ Ｍ3 ④ 広義流動性

問6 下線部ⓔに関連して，1999年に開始されたゼロ金利政策に関する記述として最も適

当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 25

① 為替レートが実質0％になるように誘導した。

② 外貨準備率が実質0％になるように誘導した。

③ 長期プライムレートが実質0％になるように誘導した。

④ 無担保コール・レート（オーバーナイト物）が実質0％になるように誘導した。

問7 下線部ⓕに関連して，2001年に開始された量的緩和策に関する記述として最も適当

なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 26

① 短期国債を大量に売却したことが量的緩和政策であった。

② 資産担保証券を大量に売却したことが量的緩和政策であった。

③ 日銀当座預金残高を主な目標にして資金供給をおこなったことが量的緩和政策で

あった。

④ 大規模な外国為替市場への介入をおこなったことが量的緩和政策であった。
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問1 文中の 29 ， 30 に入れる語句として最も適当なものを，各群の①～④

のうちからそれぞれ一つずつ選びなさい。

29 ① 戦争と平和 ② 自然論

③ 国際平和論 ④ 戦争と平和の法

30 ① カント ② フーリエ

③ マルクス ④ ベンサム

問2 下線部ⓐの領域に関連して，経済水域についての記述として最も適当なものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 31

① 日本は，北方領土問題が存在しているために，現在まで日本沿岸に経済水域を設

定していない。

② 経済水域は領海の内側にあって，領海を測り始める基線から沖へ12海里以内の水

域をいう。

③ 経済水域における沿岸国の権利は，生物資源のほか非生物資源の開発にもおよぶ。

④ 現代では海洋は各国の領海と経済水域でほぼ分割されているので，国連海洋法条

約には公海に関する規定はない。

問3 下線部ⓑの国際法に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一

つ選びなさい。 32

① 国際連合で採択された条約は，加盟各国における批准の手続きを経ることなく，

すべての加盟国を自動的に拘束する。

② 国際法には，条約や協定など成文化された国際法のほかに，成文化されていない

国際慣習法がある。

③ 1919年のベルサイユ会議（パリ講和会議）以降，国際慣習法を条約として成文化

する試みは一度もおこなわれていない。

④ 現行の国際法のもとでは，国家の主権がおよぶ領域のうち，領空とは，領土と領

海の上空をさし，その範囲は大気圏外にまでおよぶとされる。
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～問8）に答えなさい。

国家とは一定の
ⓐ
領域に住む人びとに対して，強制力をもつ統治権によって社会秩序をつ

くる仕組みまたは団体のことをいう。現在，地球上には190を超える国家が存在している。

国際社会はこのような独立し，相互に平等であるとされる主権国家によって構成されてい

る。今日の国際社会の原型は，17世紀の半ばの三十年戦争終結後に締結されたウェストフ

ァリア条約によって形成された。オランダの自然法学者であるグロティウスはこの三十年

戦争の最中に『 29 』を著作し，国家間の紛争を解決するための手段としての
ⓑ
国際

法の基礎を構築した。しかし，国際法の限界として，統一的な立法機関が存在せず，違反

国に対する制裁手段が不備であるなどが指摘されている。

そこで，国際法以外の国家間の紛争を解決するための方法も模索された。各国が展開し

た勢力均衡政策も，こうした国際的な紛争解決と平和維持のためのものであった。

しかし，この勢力均衡政策は，実際には，かえって列強諸国間の軍事同盟を拡大させる

とともに，軍拡競争をも誘発することとなってしまった。多くの戦死者を出した第一次世

界大戦の原因は，列強諸国間のこの勢力均衡政策の実施にもあったと考えられている。

この第一次世界大戦に対する反省に基づいて設立されたのが，国際連盟であった。戦争

を回避し，平和を維持するための国際平和機関の設立は古くはフランスの思想家サン�ピ

エールの『永久平和の草案』（1713年）やドイツの哲学者 30 の『永久平和のため

に』（1795年）などにおいても提唱されていた。20世紀になって，こうした国際平和機関

の設立が，ようやく実現した。しかし，国際連盟は数々の欠陥ゆえに第二次世界大戦の勃

発を未然に防ぐことができず，事実上，その体制は崩壊した。

ⓒ
国際連合は，国際連盟が第二次世界大戦を回避できなかったことなどに対する反省の中

で設立された。連合国を中心に
ⓓ
大戦中から練られた構想をもとに，1945年に

ⓔ
国際連合憲章

が採択されて国際連合は発足した。国際連合は国際平和および安全の維持，経済・社会・

文化・そして人道などの面で国際協力の促進と国際問題の解決を主な目的としている。そ

のために6つの主要機関を置いており，
ⓕ
国際司法裁判所もその一つである。

国際司法裁判所は，国籍の異なる15名の裁判官によって構成される国際紛争を法的に解

決するための機関である。国際的な司法機関としては他に，1998年にローマで設立条約が

採択され，2003年に設立された
ⓖ
国際刑事裁判所がある。
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問7 下線部ⓕの国際司法裁判所に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 36

① 国際司法裁判所は，国連加盟国や安全保障理事会の付託などに基づいて，人道に

対する罪や集団殺害の罪を犯した個人を裁くことができる。

② 国際司法裁判所における裁判は，紛争当事者の一方が提訴することで開始される

ことになっている。

③ 国際司法裁判所は，総会または他の国連機関の要請に基づいて，法的問題につい

て勧告的意見を表明することができる。

④ 国際司法裁判所は，多国籍企業間の貿易紛争を裁判する権限をもち，紛争に関係

する企業の同意がある場合に裁判を開始することができる。

問8 下線部ⓖの国際刑事裁判所に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 37

① 国際刑事裁判所は，任期9年の18人の裁判官で構成される。

② 国際刑事裁判所は，ベルリンの壁が崩壊した年に設立された。

③ 国際刑事裁判所は，国際司法裁判所と同様に一審制を採用している。

④ 国際刑事裁判所には，多くの国連加盟国が加盟しているが，日本は2022年の時点

で加盟していない。
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問4 下線部ⓒの国際連合の各機関に関する記述として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 33

① 経済社会理事会は，1960年代に発展途上国の要求によって設立された，経済開発

を目的とする常設の機関である。

② 総会は国連加盟国の代表によって構成され，その決議はすべて過半数の賛成で成

立し，全加盟国を法的に拘束する。

③ 信託統治理事会は，国際的な社会，人権などの問題解決を図るために，専門機関

やＮＧＯなどと提携・協力し，活動している。

④ 安全保障理事会では，大国一致の原則に基づく議決がなされ，その決定は加盟国

に対して拘束力を有する。

問5 下線部ⓓに関連して，1941年に米英首脳が戦後の国際平和に関する構想を発表した。

その文書もしくはそれを発表した会談として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 34

① ダンバートン・オークス会議 ② モスクワ会議

③ ヤルタ協定 ④ 大西洋憲章

問6 下線部ⓔの国際連合憲章に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうち

から一つ選びなさい。 35

① 国際連合憲章は，領土をめぐる国家間の紛争については，国際司法裁判所に付託

することを紛争当事者に義務づけている。

② 国際連合憲章によれば，国連加盟国に対して武力攻撃が生じた場合には，安全保

障理事会が国際の平和および安全の維持に必要な措置をとるまでの間，加盟各国は

個別的または集団的自衛権を行使することができる。

③ 国際連合憲章は，人民の自決の原則をうたい，国内の少数民族が分離独立を求め

た場合には，それを認めることを，国連加盟国に義務づけている。

④ 国際連合憲章では，ある条約の締約国が条約上の義務を履行しない場合，直ちに

経済社会理事会が経済制裁を決定すると規定されている。
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1

⑴ 2
�3－1

の整数部分を a，小数部分を b とおくと，

a2＋ ab ＋ b2＝ 1 ， 1
a － b

＋ 1
a ＋ b

＝
2

4

3

である。

⑵ 0°≦θ≦180°とする。cosθ＝ �53 のとき，

sinθ＝
5

6
，tanθ＝

7

9

8

である。

⑶ 円に内接する四角形 ABCDにおいて，AB＝1， BC＝2，CD＝3，DA＝4

とする。四角形 ABCDの面積を S とおくと，

cos∠BAD＝
10

11
，S ＝ 12 13

である。

⑷ 200以下の自然数のうち，4の倍数全体の集合を A，5の倍数全体の集合を

B，6の倍数全体の集合を C とする。このとき，

A ∩ B ∩ C の要素の個数は 14 ，

（ A ∩ B ）∪ C の要素の個数は 15 16

である。
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2 a を実数の定数とする。2次関数

f（ x）＝－ x2＋2（ a －1）x ＋ a2－10a ＋15

について，y ＝ f（ x）のグラフを C とする。

⑴ C が x 軸と異なる2点で交わるとする。

ⅰ a の値の範囲は

a ＜ 17 ， 18 ＜ a

である。

ⅱ C が点（0，－1）を通るとき，a の値は

a ＝ 19

であり，C と x 軸の交点の x 座標は

x ＝ 20 ± 21 22

である。

⑵ x ≧0における f（ x）の最大値が14のとき，a の値は

a ＝ 23 － 24 25 または

a ＝ 26 ＋ 27 28

である。

⑶ 0≦ x ≦4における f（ x）の最小値が－3以下のとき，a の値の範囲は

29 － 30 ≦ a ≦ 31 ＋ 32

である。
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3 さいころを3回投げるとき，1回目に出た目を a，2回目に出た目を b，3回目に

出た目を c とする。

⑴ 次のような目の出方を考える。

ⅰ a が3の倍数，b と c は任意である目の出方は 33 34 通りある。

ⅱ 積 ab が3の倍数，c は任意である目の出方は 35 36 37 通りあ

る。

ⅲ 積 abc が3の倍数となる目の出方は 38 39 40 通りある。

⑵ a，b，c に対して，X を次のように定める。

① a，b，c の少なくとも2つが同じ値をとるとき X ＝0とする。

② a，b，c がすべて異なる値をとるとき，そのうちの最小の値 k に対して X ＝ k

とする。

ⅰ X ＝0となる確率は
41

42
である。

ⅱ X ＝1となる確率は
43

44 45
である。

ⅲ X ＝1のとき，3の倍数の目が出ている条件付き確率は
46

47 48
であ

る。
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数

学

以下の問で，必要ならば小数点以下を四捨五入して答えなさい。

⑴ この4日間のうち気温の変動が最も小さかったのは4月 49 50 日であ

り，湿度の変動が最も大きかったのは4月 51 52 日である。

⑵ 4月20日の気温，湿度について，

0時から5時までの各時刻の気温の平均値は 53 ℃であり，6時から11時

までの各時刻の気温の平均値は 54 55 ℃である。また，0時から12時

までの各時刻の湿度の中央値は 56 時に観測された値である。

⑶ この4日間のデータについて，ある人は次のように考えた。

Ⅰ 気温が上がると湿度は下がる傾向がある。

Ⅱ 曇や雨の続く時間帯は気温が上がりにくい。

Ⅲ 0時から12時までの間に晴の時間が多いほど，0時と12時の気温の差が大き

くなる。

このうち，正しいものは 57 である。 57 には，次の①～⑦のうちか

ら適切なものを一つ選びなさい。

① Ⅰだけ ② Ⅱだけ ③ Ⅲだけ

④ ⅠとⅡだけ ⑤ ⅠとⅢだけ ⑥ ⅡとⅢだけ

⑦ ⅠとⅡとⅢのすべて

数

学

021－59

4 次の図は，A市のある年の4月17日から20日までの4日間の0時から12時まで

の1時間ごとの気温，湿度を折れ線グラフで表したものである。ただし，気温，湿度

ともに測定値の小数点以下を四捨五入して表示されている。また，グラフの上部の記

号は各時刻での天気を表すもので，

〇は晴，◎は曇，●は雨

を表している。

4月17日 4月18日

24 100 24 100
22 22
20 90 20 90
18 18
16 80 16 80

気
温
（
℃
）

湿
度
（
％
）

気
温
（
℃
）

湿
度
（
％
）14 14

12 70 12 70
10 10
8 60 8 60
6 6
4 50 4 50
2 2
0 40 0 40
0 2 4 6 8 10 12 0 2 4 6 8 10 12

時刻（時） 時刻（時）
気温 湿度 気温 湿度

4月19日 4月20日

24 100 24 100
22 22
20 90 20 90
18 18
16 80 16 80

気
温
（
℃
）

湿
度
（
％
）

気
温
（
℃
）

湿
度
（
％
）14 14

12 70 12 70
10 10
8 60 8 60
6 6
4 50 4 50
2 2
0 40 0 40
0 2 4 6 8 10 12 0 2 4 6 8 10 12

時刻（時） 時刻（時）
気温 湿度 気温 湿度
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⑷ この4日間のデータから，気温の変動に湿度や天気がかかわっているように思わ

れるので，さらに詳しく調べることにした。4月1日から30日までの各々の日に

ついて，次のものを求めて，関係を調べた。

�T：12時の気温と6時の気温の差

X：6時～12時の時間帯の平均湿度

Y：6時～12時の時間帯の晴の時間数

次の図は，�Tと X，�Tと Yの散布図である。

20.0 20.0

15.0 15.0

気
温
差
�
T
（
℃
）

気
温
差
�
T
（
℃
）

10.0 10.0

5.0 5.0

0.0 0.0

－5.0 －5.0
30 40 50 60 70 80 90100 0 2 4 6 8

平均湿度 X（％） 晴の時間 Y（時間）

この結果をみて，ある人は次のように考えた。

Ⅳ 平均湿度と気温差の間には負の相関がある。

Ⅴ 晴の時間数と気温差の間には正の相関がある。

Ⅵ 日照時間は気温の上昇に大きくかかわっているが，湿度も気温上昇をコントロ

ールする要因の一つである。

このうち，与えられたデータから正しいと判断できるものは 58 である。

58 には，次の①～⑦のうちから適切なものを一つ選びなさい。

① Ⅳだけ ② Ⅴだけ ③ Ⅵだけ

④ ⅣとⅤだけ ⑤ ⅣとⅥだけ ⑥ ⅤとⅥだけ

⑦ ⅣとⅤとⅥのすべて

021－60
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な
ど
と
連
想
謎
解
き
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
読
者
が
い
て
も
い
い
。
車
輪
を
回
転
さ
せ
る
よ
う
に
頭
を
回
転
さ
せ
る
の
は
楽
し
い
。
そ
も
そ
も
回

転
運
動
は
文
明
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
だ
。
車
輪
、
水
車
、
風
車
、
モ
ー
タ
ー
、
電
話
の
ダ
イ
ヤ
ル
、
扇
風
機
、
洗
濯
機
、
ろ
く
ろ
、
ミ
キ
サ
ー
、

穴
あ
け
器
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
、
蓄
音
機
、
自
転
車
、
こ
ま
、
ボ
ー
ル
、
フ
リ
ス
ビ
ー
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
な
ど
数
え
始
め
た
ら
切
り
が
な
い
。

ウ

、
回
転
す
る
も
の
を
動
き
を
と
め
ず
に
「
つ
か
む
」
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ
れ
は

エ

で
は
な
く
、
カ
フ
カ
の

『
こ
ま
』
に
出
て
く
る
課
題
で
あ
る
。
あ
る
作
品
の
動
き
を
止
め
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
そ
の
作
品
を
把
握
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

そ
ん
な
課
題
も
読
者
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
。
オ
ド
ラ
デ
ク
も
糸
巻
き
の
よ
う
な
形
か
ら
察
す
る
と
昔
回
転
運
動
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

今
は
回
転
こ
そ
し
な
い
が
、
旅
に
出
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
し
、
家
の
中
で
絶
え
間
な
く
移
動
し
て
い
る
。
居
間
や
寝
室
で
は
な
く
、
廊
下
や
階

段
な
ど
半
分
外
の
よ
う
な
場
所
が
好
き
な
閾い
き

〔
境
界
・
境
目
〕
の
住
人
で
あ
る
。

そ
ん
な
オ
ド
ラ
デ
ク
の
将
来
を
心
配
し
て
い
る
の
が
語
り
手
の
家
長
だ
。
こ
の
家
長
が
実
は
カ
フ
カ
で
、
オ
ド
ラ
デ
ク
は
カ
フ
カ
の
書
い
た
作

品
群
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
オ
ド
ラ
デ
ク
文
学
は
理
解
さ
れ
や
す
い
と
は
言
え
な
い
。
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
何
の
役
に
立
つ
の

か
、
誰
に
も
理
解
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
作
品
群
は
作
者
の
死
後
ど
う
な
る
の
か
。
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
は
予
想
も
し
な
か
っ
た

よ
う
な
意
味
を
背
負
わ
さ
れ
、
悪
用
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
文
学
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
が
死
ん
で
も
作
品
は
残
る
こ

と
に
慰
め
を
見
出
す
作
家
も
い
る
が
、
カ
フ
カ
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

カ
フ
カ
の
小
説
に
オ
ド
ラ
デ
ク
の
よ
う
に
全
く
未
知
の
何
か
が
突
然
登
場
す
る
の
は
む
し
ろ
例
外
で
、
よ
く
知
っ
て
い
る
つ
も
り
の
物
や
状
況

が
急
に
ぶ
れ
だ
し
て
、
分
か
ら
な
く
な
る
場
合
の
方
が
多
い
。
た
と
え
ば
マ
リ
ア
像
。

Ⅲ

の
で
、
よ
く
見
な
い
こ

Ｘ
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一
、
次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
よ
。（
な
お
、〔

　
　
〕
は
出
題
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。）

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
と
い
う
日
本
語
を
初
め
て
耳
に
し
た
時
に
は
目め

眩ま
い

が
し
た
。
確
か
成
田
へ
向
か
う
国
際
便
の
中
で
の
こ
と
で
、
機
内
放

送
が
流
れ
、
離
着
陸
の
時
に
電
源
を
切
る
べ
き
機
器
の
一
つ
に
こ
れ
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
何
を
指
す
の
か
予
想
で
き
る
文
脈
で
使
わ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
と
「
端
末
」
を
溶
接
し
た
妙
に

ア

な
翻
訳
語
が
喚
起
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
ど
こ
ま
で
も
場
違
い

で
不
気
味
で
、
雲
の
領
域
を
抜
け
て
地
上
に
足
が
つ
い
て
か
ら
も
影
の
よ
う
に
つ
き
ま
と
っ
て
き
た
。

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
の
背
後
に
は
こ
の
日
本
語
の
意
味
を
共
有
す
る
大
き
な
共
同
体
が
控
え
て
い
る
。
わ
た
し
の
よ
う
に
言
葉
の
出
所
や
イ

メ
ー
ジ
に
ひ
っ
か
か
っ
て

イ

を
覚
え
る
人
間
は
、
片
脚
は
共
同
体
に
つ
っ
こ
ん
で
い
て
も
、
実
は
も
う
一
方
の
脚
で
外
に
立
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

「
オ
ド
ラ
デ
ク
」
の
意
味
を
共
有
す
る
共
同
体
は
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
。
も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
、
カ
フ
カ
の
生
き
た
時
代

に
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
読
者
は
、「
オ
ド
ラ
デ
ク
っ
て
一
体
な
ん
な
の
？
」
と
首
を
ひ
ね
り
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
し
か
な
い
。

Ⅰ

。
オ
ド
ラ
デ
ク
は
壊
れ
た
糸
巻
き
で
、
手
工
業
の
時
代
が
終
わ
っ
て
失
業
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
オ
ド
ラ
デ
ク
は
星
形
を
し
て
い
る
か
ら
ユ
ダ
ヤ
の
星
の
バ
ッ
ジ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
オ
ド
ラ
デ
ク
は
ド
イ
ツ
語
と
ス
ラ
ブ
語
の
境
界
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
の
で
、「Rad

（
車
輪
）」
と
い
う
ド
イ
ツ
語
の
単
語
を
「O
dradek

」

の
真
ん
中
に
見
つ
け
、
こ
れ
が
ロ
シ
ア
語
で
は
「
嬉
し
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
も
し
か
し
た
ら

　
　
Ⅱ

※

※
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そ
れ
に
比
べ
る
と
、
フ
ロ
イ
ト
が
記
憶
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
注
目
し
たW

underblock

（
マ
ジ
ッ
ク
・
メ
モ
）
の
場
合
は
、
表
面
の
シ
ー
ト
を

ボ
ー
ド
か
ら
剝
が
す
と
書
い
た
文
字
は
シ
ー
ト
か
ら
は
消
え
る
が
、
文
字
の
圧
力
で
で
き
た
微
か
な
痕
跡
が
下
の
ボ
ー
ド
に
残
り
、
光
に
か
ざ
し

て
よ
く
見
る
と
、
無
数
の
線
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
が
肉
眼
で
見
え
る
。

ａ
　
読
者
は
そ
の
中
か
ら
一
つ
の
層
を
読
む
の
で
あ
る
。

ｂ
　
い
く
つ
も
の
物
語
が
重
な
っ
て
、
編
み
目
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ｃ
　
つ
ま
り
、
カ
フ
カ
は
い
ろ
い
ろ
な
モ
チ
ー
フ
を
デ
ザ
イ
ン
感
覚
で
配
置
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の
物
語
を
一
つ
の
表
面
に
重
ね

書
き
し
た
の
で
あ
る
。

ｄ
　
カ
フ
カ
の
小
説
を
読
ん
で
い
る
と
、
こ
の
マ
ジ
ッ
ク
・
メ
モ
の
ボ
ー
ド
を
思
い
出
す
。

読
み
返
す
度
に
こ
れ
ま
で
見
逃
し
て
い
た
細
部
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
、
全
く
別
の
物
語
を
結
ぶ
作
品
に
『
変
身
』
が
あ
る
。
今
回
は
介
護

の
物
語
が
読
め
て
し
ま
っ
た
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ザ
ム
ザ
の
目
に
家
族
が
ど
う
映
る
か
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
胸
が

痛
ん
だ
。
息
子
の
変
化
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
何
も
で
き
な
く
な
る
母
親
や
攻
撃
的
に
な
る
父
親
と
比
べ
る
と
、
食
べ
物
を
運
ん
で
き
て
く
れ
る

妹
は
ま
だ
情
が
深
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
妹
さ
え
言
葉
の
端
々
や
何
気
な
い
仕
草
に
ま
る
で
動
物
に
餌
を
や
る
よ
う
な
態
度
が
現
れ
て
く

る
。
ま
た
、
グ
レ
ゴ
ー
ル
へ
の
同
情
心
か
ら
だ
け
で
世
話
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
生
ま
れ
て
初
め
て
両
親
に
頼
ら
れ
、
家
族
の
中
心
に
な
っ

※

Ｙ

Ａ

Ｚ
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と
が
多
い
。
こ
の
間
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
マ
リ
エ
ン
広
場
に
立
つ
マ
リ
ア
像
が
船
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
よ
く
見
る
と
、
船
で
は
な

く
三
日
月
で
あ
る
。
調
べ
て
み
る
と
、
古
代
の
月
の
女
神
信
仰
が
後
に
キ
リ
ス
ト
教
に
吸
収
さ
れ
、
マ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
ね
ら
れ
た
か
ら
だ

と
い
う
説
が
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
、
月
の
女
神
は
ア
ラ
ビ
ア
文
化
に
も
存
在
す
る
。
一
つ
の
像
が
ぶ
れ
て
何
重
に
も
重
な
っ
て
見
え
る
の
は
、
見

る
側
が
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、

Ⅳ

か
ら
で
あ
る
。
一
つ
の
宗
教
は
一
つ
で
な
い
。
だ
か
ら
何
が
マ

リ
ア
で
何
が
月
な
の
か
、
分
か
っ
た
顔
を
し
て
す
ま
し
て
い
る
の
は
欺ぎ

瞞ま
ん

〔
ご
ま
か
し
〕
で
あ
る
。
歴
史
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
せ
い
で
現
代
が

ぶ
れ
て
見
え
る
。『
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
男
と
の
会
話
』
は
そ
ん
な
作
品
か
も
し
れ
な
い
。

カ
フ
カ
の
書
く
会
話
に
は
独
特
の
緊
張
感
が
あ
る
。『
祈
る
男
と
の
会
話
』
も
ま
た
、
会
話
を
通
し
て
、
重
な
り
合
う
歴
史
の
襞ひ
だ

の
中
に
入
っ

て
い
く
作
品
で
あ
る
。
宗
教
的
権
威
が
押
し
つ
け
て
く
る
言
葉
の
意
味
を
疑
う
こ
と
な
く
受
け
入
れ
て
し
ま
う
男
が
出
て
く
る
。
し
か
も
注
目
さ

れ
た
が
っ
て
大
げ
さ
な
身
振
り
で
神
に
祈
っ
て
い
る
。
語
り
手
は
、
そ
ん
な
男
を
つ
か
ま
え
て
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
。「
野
原
の
ポ
プ
ラ
を
『
バ

ベ
ル
の
塔
』
と
呼
ん
で
し
ま
う
の
は
、
そ
れ
が
ポ
プ
ラ
（
パ
ッ
ペ
ル
）
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
知
り
た
く
な
い
か
ら
だ
」。
一

見
ナ
ン
セ
ン
ス
な

オ

を
つ
け
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
実
は
そ
う
で
も
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
る
以
前
の
ゲ
ル
マ
ン
民
族
に
は

樹
木
信
仰
が
あ
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
も
樹
木
信
仰
が
キ
リ
ス
ト
教
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
。
樹
木
か
ら
塔
へ
の
移
行
が

あ
っ
た
な
ら
、
塔
を
見
て
い
る
う
ち
に
向
こ
う
側
に
樹
木
が
透
け
て
見
え
て
き
て
も
不
思
議
は
な
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
場
合
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
で
一
つ
の

カ

を
じ
っ
と
睨に

ら

ん
で
い
る
う
ち
に
後
ろ
に
別
の

カ

が
い
く
つ
も

透
け
て
見
え
て
く
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
も
し
あ
っ
た
ら
機
械
か
脳
の
故
障
で
あ
る
。
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ゴ
ー
ル
は
汚
れ
た
存
在
に
な
る
こ
と
で
、
生
け
贄
に
さ
れ
る
こ
と
を
逃
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
カ
フ
カ
の
作
品
は
常
に
い
ろ
い
ろ
な
読
み
方
が
で
き
る
が
、
複
数
の
解
釈
が
お
盆
（
ド
イ
ツ
語
で
言
え
ば
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」）
に
載
せ

ら
れ
て
「
ど
う
ぞ
お
好
き
な
も
の
を
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
端
末
に
い
る
読
者
に
差
し
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
マ
ジ
ッ
ク
・
メ
モ
の
ボ
ー
ド

を
真
剣
に
見
つ
め
る
よ
う
に
熟
読
し
て
い
る
と
、
奥
か
ら
線
が
何
本
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
一
つ
の
映
像
を
結
ぶ
の
だ
。
や
っ
と
分
か
っ
た
、

と
思
っ
て
喜
ん
で
も
、
よ
く
見
る
と
ど
こ
か
ず
れ
て
い
て
、
ぴ
っ
た
り
は
重
な
ら
な
い
。
そ
の
ず
れ
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
揺
れ
な
が
ら
幅
を

広
げ
、
も
う
一
度
読
ん
で
み
る
と
、
別
の
像
が
浮
か
び
上
が
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
思
っ
た
像
と
は
ぴ
っ
た
り
は
重
な
ら
な
い
。
ず
れ
が
読
者
を

ひ
き
つ
け
て
は
振
り
落
と
す
。

そ
の
よ
う
な
重
層
構
造
は
、
カ
フ
カ
が
社
会
問
題
や
時
事
に
通
じ
、
ま
た
勤
務
先
の
労
働
者
災
害
保
険
局
で
は
実
際
に
た
く
さ
ん
の
書
類
を
書

い
て
い
た
一
方
で
、
私
的
な
手
紙
を
読
め
ば
分
か
る
通
り
、
カ
フ
カ
に
と
っ
て
は
書
く
こ
と
自
体
が
恋
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
関

係
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

公
文
書
を
書
く
こ
と
で
カ
フ
カ
が
編
ん
だ
現
実
の
層
が
、『
訴
訟
』、『
流
刑
地
に
て
』、『
巣
穴
』
な
ど
の
文
学
作
品
の
底
に
透
け
て
見
え
る
。

だ
か
ら
書
類
と
し
て
は
と
っ
く
に
意
味
を
失
っ
て
い
る
の
に
、
読
ん
で
い
て
面
白
い
。
カ
フ
カ
の
勤
め
て
い
た
労
災
保
険
局
と
い
う
役
所
は
災
害

保
険
を
出
す
と
同
時
に
、
保
障
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
害
関
係
の
対
立
か
ら
生
ま
れ
る
緊
張
感
と
、
労
働
者
の
危
険
を
減
ら
し
た
い

と
い
う
カ
フ
カ
個
人
の
倫
理
観
が
言
葉
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
当
時
の
社
会
を
映
し
出
す
。
読
ん
で
い
る
と
、
機
械
を
使
う
労
働
が
基
本
的
に
ど
れ
だ

け
危
険
か
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
採
石
作
業
そ
の
も
の
、
も
っ
と
言
え
ば
、
帝
国
の
存
在
そ
の

Ｂ
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た
こ
と
へ
の
自
己
満
足
が
動
機
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
怪
物
は
も
う
兄
さ
ん
で
は
な
い
の
だ
か
ら
ど
こ
か
へ
捨
て
て
く
る
べ
き
よ
、
と
言
い
出
す

の
も
妹
で
あ
る
。『
変
身
』
は
介
護
問
題
を
扱
っ
た
小
説
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
一
家
の
稼
ぎ
手
が
逆
に
介
護
さ
れ
る
立
場
に
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
か
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
、
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ザ
ム
ザ
の
よ
う
に
部
屋
の
外
に
出
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
現
象
は
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
日
本
で
は
め
ず
ら
し

く
な
い
。
本
人
は
昨
日
ま
で
の
自
分
に
い
つ
で
も
戻
れ
る
気
が
し
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
も
戻
れ
な
い
。
し
か
も
原
因
が
自
分
で
も
分
か
ら
な

い
。
家
族
の
期
待
を
裏
切
る
苦
し
さ
の
合
間
に
ふ
と
、
家
族
の
期
待
か
ら
解
放
さ
れ
た
く
て
、
こ
う
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。

グ
レ
ゴ
ー
ル
を
縛
っ
て
い
る
の
は
家
族
だ
け
で
は
な
い
。（
1
）
勤
め
先
の
会
社
は
、
グ
レ
ゴ
ー
ル
の
父
親
が
事
業
に
失
敗
し
て
借
金
を
抱
え

て
い
る
の
を
利
用
し
て
、
社
員
の
グ
レ
ゴ
ー
ル
を
搾
取
し
て
い
る
。（
2
）「
ふ
さ
ぎ
の
虫
」
に
取
り
憑
か
れ
る
代
わ
り
に
「
お
邪
魔
虫
」
に
変
身

し
た
の
だ
。（
3
）「
借
金
（Schulden

）」
と
い
う
単
語
は
ド
イ
ツ
語
で
は
（
複
数
形
と
単
数
形
の
違
い
は
あ
る
が
）「
罪
（Schuld

）」
と
い
う
単
語
と
同

じ
で
あ
る
。（
4
）
父
親
の
罪
を
償
う
た
め
に
息
子
が
生い

け
贄に

え

と
し
て
捧
げ
ら
れ
る
と
い
う
構
図
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。（
5
）

川
が
氾
濫
し
な
い
よ
う
に
処
女
を
生
け
贄
に
す
る
昔
話
が
日
本
に
も
あ
る
。
生
け
贄
は
と
に
か
く
汚け
が

れ
て
い
て
は
い
け
な
い
。「
は
れ
」
の
場

で
、
神
に
「
け
が
れ
」
の
領
域
に
属
す
る
も
の
を
お
供
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
自
分
か
ら
汚
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
グ
レ
ゴ
ー
ル
に

と
っ
て
は
唯
一
、
生
け
贄
に
さ
れ
る
運
命
を
逃
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
原
文
冒
頭
に
あ
る
「
ウ
ン
ゲ
ツ
ィ
ー
フ
ァ
ー
（U
ngeziefer

）」

は
、
今
日
の
ド
イ
ツ
語
で
は
害
虫
を
さ
す
が
、
語
源
的
に
は
、
生
け
贄
に
で
き
な
い
ほ
ど
汚
れ
た
生
き
物
と
い
う
意
味
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
グ
レ
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※
　
オ
ド
ラ
デ
ク
＝ 

カ
フ
カ
（
後
注
参
照
）
が
一
九
一
七
年
頃
に
執
筆
、
一
九
一
九
年
に
発
表
し
た
短
篇
小
説
“Die Sorge des H

ausvaters

”

に
現
れ
る
、
屋
根
裏
や
廊
下
な
ど
を
移
動
し
続
け
る
謎
の
物
体
の
こ
と
。

※
　
カ
フ
カ
＝ 

フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
（
一
八
八
三
―
一
九
二
四
）。
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
ド
イ
ツ
語
作
家
。
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー

帝
国
の
属
領
ボ
ヘ
ミ
ア
（
現
チ
ェ
コ
共
和
国
）
の
首
都
プ
ラ
ハ
に
生
ま
れ
育
つ
。
プ
ラ
ハ
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
一
九
〇
八
年
、
プ

ラ
ハ
の
労
働
者
災
害
保
険
協
会
に
就
職
、
以
後
、
官
吏
と
し
て
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
小
説
の
執
筆
に
従
事
す
る
。
ま
た
公
文
書

に
加
え
、
恋
人
に
あ
て
た
も
の
を
は
じ
め
と
し
て
お
び
た
だ
し
い
数
の
私
信
を
書
い
た
。
生
前
は
少
数
の
読
者
か
ら
の
評
価
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
が
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
中
で
ブ
ー
ム
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
高
い
評
価
の
対
象
と
な
る
。

※
　
フ
ロ
イ
ト
＝ 

ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
（
一
八
五
六
―
一
九
三
九
）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精
神
科
医
。
精
神
分
析
の
創
始
者
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア

＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
モ
ラ
ビ
ア
地
方
の
一
都
市
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
（
現
チ
ェ
コ
共
和
国
の
プ
リ
ボ
ー
ル
）
に
生
ま
れ
る
。
幼
時
に

ウ
ィ
ー
ン
に
移
住
、
一
八
八
一
年
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
学
部
を
卒
業
、
臨
床
医
と
な
り
、
精
神
分
析
を
確
立
し
た
。
ま
た
、
数

多
く
の
概
念
を
提
示
し
、
精
神
医
学
、
心
理
学
、
文
化
人
類
学
、
文
学
、
文
芸
批
評
な
ど
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
一
九

三
八
年
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
へ
亡
命
、
そ
の
地
で
死
去
し
た
。
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も
の
が
、
人
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
く
る
。
危
険
と
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
い
く
カ

フ
カ
の
文
章
が
、
危
険
の
奥
に
あ
る
シ
ス
テ
ム
の
骨
格
ま
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
よ
う
に
映
し
出
す
の
だ
。

木
材
加
工
の
作
業
に
使
う
機
械
は
拷
問
の
た
め
に
作
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ち
ょ
っ
と
事
故
が
起
こ
れ
ば
指
な
ど
簡
単
に
切
断
さ
れ
て
し

ま
う
。
そ
う
い
う
危
険
を
語
ら
ず
に
機
械
の
性
能
や
安
全
性
だ
け
を
説
明
す
る
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
人
の
監
禁
さ
れ
て
い
る
シ

ス
テ
ム
の
恐
ろ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。『
流
刑
地
に
て
』
に
出
て
く
る
士
官
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
訪
問
者
に
囚
人
の
身
体
に
罪
状
を
彫
り
込

む
機
械
の
説
明
を
す
る
が
、
そ
の
説
明
を
通
じ
て
彼
自
身
の
思
考
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
こ

の
士
官
に
と
っ
て
は
、
軍
で
上
官
に
逆
ら
う
こ
と
は
秩
序
を
乱
す
こ
と
で
あ
り
、
秩
序
を
乱
す
こ
と
は
犯
罪
で
あ
り
、
犯
罪
は
罰
せ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
囚
人
は
罪
の
内
容
を
知
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
鏡
に
な
っ
て
い
て
、
士
官
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
自
分
の
し
て

い
る
こ
と
に
罪
の
意
識
を
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
こ
に
間
違
い
が
あ
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
矛
盾
が
、
最
後
に
は
自

分
か
ら
拷
問
機
械
の
中
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
奇
妙
な
行
動
に
な
っ
て
現
れ
る
。

（
多た

和わ

田だ

葉よ
う

子こ

「
カ
フ
カ
重
ね
書
き
」〔『
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス 

01
　
カ
フ
カ
』
所
収
の
「
解
説
」〕
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表
記
・
表
現

を
変
更
し
、
一
部
省
略
・
加
筆
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

Ｃ
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Ⅱ
　
1

　
ド
イ
ツ
語
と
ロ
シ
ア
語
の
複
合
体
と
し
て
発
想
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
か

2
　
乗
り
物
に
乗
っ
た
時
の
感
想
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

3
　
ロ
シ
ア
語
を
用
い
る
人
び
と
が
抱
く
ド
イ
ツ
へ
の
あ
こ
が
れ
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う

4
　
回
転
す
る
こ
と
の
喜
び
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

Ⅲ
　
1

　
遠
く
か
ら
見
て
も
す
ぐ
に
そ
れ
と
分
か
る

2
　
神
聖
で
信
仰
す
べ
き
存
在
で
あ
る

3
　
あ
ま
り
に
あ
り
ふ
れ
て
い
て
陳
腐
で
さ
え
あ
る

4
　
人
び
と
の
心
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る

Ⅳ
　
1

　
現
代
が
複
雑
で
一
面
的
に
は
と
ら
え
ら
れ
な
い

2
　
よ
く
見
な
い
こ
と
を
し
て
ば
か
り
い
る

3
　
知
っ
て
い
る
つ
も
り
の
物
や
状
況
が
急
に
ぶ
れ
だ
す

4
　
歴
史
が
重
な
り
か
ら
で
き
て
い
る
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問
㈠

　
空
欄
ア
〜
カ
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ア
　
1

　
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル

　
　
2

　
ポ
ー
タ
ブ
ル

　
　
3

　
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

　
　
4

　
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

イ
　
1

　
不
快
感

　
　
　
　
　
　
2

　
嫌
悪
感

　
　
　
　
3

　
違
和
感

　
　
　
　
　
4

　
虚
無
感

ウ
　
1

　
と
も
か
く

　
　
　
　
　
2

　
と
す
れ
ば

　
　
　
3

　
と
は
い
え

　
　
　
　
4

　
と
こ
ろ
で

エ
　
1

　
詭
弁

　
　
　
　
　
　
　
2

　
禅
問
答

　
　
　
　
3

　
皮
肉

　
　
　
　
　
　
4

　
冗
談

オ
　
1

　
言
い
が
か
り

　
　
　
　
2

　
虚
言

　
　
　
　
　
3

　
出
ま
か
せ

　
　
　
　
4

　
口
説
き
文
句

カ
　
1

　
コ
マ
ン
ド

　
　
　
　
　
2

　
デ
ー
タ

　
　
　
　
3

　
ア
イ
コ
ン

　
　
　
　
4

　
ア
プ
リ

問
㈡

　
空
欄
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ
　
1

　
出
て
く
る
答
え
は
千
差
万
別
だ
ろ
う

2
　
に
も
か
か
ら
わ
ず
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る

3
　
と
い
っ
て
も
大
し
た
こ
と
は
思
い
つ
か
な
い

4
　
虚
実
含
め
て
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
る
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問
㈤
　
傍
線
部
Ａ
「
今
回
は
介
護
の
物
語
が
読
め
て
し
ま
っ
た
」
に
つ
い
て
、「
介
護
の
物
語
」
の
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
一
家
を
支
え
て
い
た
グ
レ
ゴ
ー
ル
の
変
化
に
と
ま
ど
う
ば
か
り
の
父
母
や
、
家
族
の
中
心
と
な
っ
た
妹
な
ど
、
グ
レ
ゴ
ー
ル
を
め
ぐ
る

家
族
の
姿
が
客
観
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

2
　
原
因
が
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
勤
め
に
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
家
族
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
と
な
っ
た
グ
レ
ゴ
ー
ル
の
苦
し
さ
が

切
実
に
描
か
れ
て
い
る
。

3
　
一
家
を
支
え
る
稼
ぎ
手
だ
っ
た
グ
レ
ゴ
ー
ル
が
、
逆
に
介
護
さ
れ
る
立
場
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
が
、
グ
レ
ゴ
ー
ル
の
視
点
か
ら
詳

細
に
描
か
れ
て
い
る
。

4
　
部
屋
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
グ
レ
ゴ
ー
ル
を
世
話
す
る
そ
の
妹
の
同
情
心
が
、
家
族
の
中
心
に
な
っ
た
こ
と
で
失
わ
れ
、
増
長
し
て

い
っ
た
さ
ま
が
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
。

問
㈥
　
本
文
で
は
以
下
に
挙
げ
る
一
文
が
欠
け
て
い
る
。
正
し
い
場
所
に
挿
入
す
る
と
す
れ
ば
、
本
文
中
の
（
1
）
〜
（
5
）
の
ど
こ
が
最
も
適

切
か
。
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

仕
事
が
忙
し
く
て
友
人
も
恋
人
も
つ
く
れ
な
い
グ
レ
ゴ
ー
ル
は
、
現
代
な
ら
ば
燃
え
尽
き
て
鬱
病
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
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問
㈢

　
波
線
部
Ｘ
「
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
」、
Ｙ
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」、
Ｚ
「
克
明
に
」
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
表
現
に
言
い
か
え
た
と
き
、
文
脈
上
最
も
適

切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ｘ
　
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ

1
　
端
的
な
素
材

　
　
2

　
主
要
な
概
念

　
　
3

　
明
白
な
動
機

　
　
4

　
正
当
な
基
盤

Ｙ
　
メ
タ
フ
ァ
ー

1
　
反
語

　
　
2

　
寓
意

　
　
3

　
象
徴

　
　
4

　
隠
喩

Ｚ
　
克
明
に

1
　
簡
単
に
わ
か
り
や
す
く

　
　
2

　
こ
ま
か
く
念
入
り
に

　
　
3

　
単
純
に
あ
っ
さ
り
と

　
　
4

　
は
っ
き
り
と
く
わ
し
く

問
㈣

　
本
文
中
の
枠
で
囲
ま
れ
た
ａ
〜
ｄ
は
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
な
い
。
正
し
く
並
べ
替
え
た
場
合
に
最
も
適
切
な
答
え
を
、
次
の
選
択
肢 

1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ａ
―
ｂ
―
ｄ
―
ｃ

　
　
2

　
ｃ
―
ａ
―
ｄ
―
ｂ

　
　
3

　
ｂ
―
ｃ
―
ａ
―
ｄ

　
　
4

　
ｄ
―
ｂ
―
ａ
―
ｃ
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問
㈧
　
傍
線
部
Ｃ
「
危
険
と
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
い
く
カ
フ
カ
の
文
章
が
、
危
険
の
奥
に
あ
る
シ
ス
テ
ム
の
骨
格
ま
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
よ

う
に
映
し
出
す
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
た
と
え
ば
『
流
刑
地
に
て
』
と
い
う
作
品
に
登
場
す
る
士
官
は
、
訪
問
者
に
対
し
て
あ
る
機
械
の
説
明
を
す
る
が
、
自
分
の
し
て
い
る

行
為
に
罪
の
意
識
を
も
っ
て
い
る
の
に
ど
こ
に
間
違
い
が
あ
る
か
を
知
り
得
な
い
ま
ま
に
な
さ
れ
る
そ
の
説
明
を
通
じ
て
、
こ
の
士
官
の

思
考
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
が
明
白
に
な
る
こ
と
。

2
　
カ
フ
カ
が
勤
め
て
い
た
役
所
が
負
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
災
害
保
険
を
出
す
と
同
時
に
保
障
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

利
害
関
係
の
対
立
か
ら
生
ま
れ
る
緊
張
感
や
、
労
働
者
の
危
険
を
減
ら
し
た
い
と
い
う
カ
フ
カ
個
人
の
倫
理
観
が
彼
の
文
章
に
お
の
ず
と

現
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
同
時
に
当
時
の
社
会
の
姿
を
映
し
出
し
て
い
る
こ
と
。

3
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
お
い
て
、
機
械
を
使
う
労
働
が
基
本
的
に
ど
れ
だ
け
危
険
か
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ

の
帝
国
の
存
在
そ
の
も
の
が
人
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
否
応
な
く
抱
か
せ

る
と
い
う
こ
と
。

4
　
木
材
加
工
の
作
業
に
使
う
機
械
は
、
事
故
が
起
き
れ
ば
指
な
ど
簡
単
に
切
断
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
危
険
を
含
み
も
っ
て
い
る
も
の

だ
が
、
そ
う
し
た
危
険
を
語
ら
ず
に
機
械
の
性
能
の
よ
さ
や
安
全
性
だ
け
を
説
明
す
る
人
か
ら
は
、
そ
の
人
が
と
り
つ
か
れ
て
い
る
組
織

的
な
思
い
こ
み
の
強
さ
が
お
の
ず
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。
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問
㈦

　
傍
線
部
Ｂ
「
そ
の
よ
う
な
重
層
構
造
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
カ
フ
カ
の
作
品
は
、
複
数
の
解
釈
が
作
者
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ
れ
て
い
て
、
作
品
を
読
む
者
は
読
む
た
び
に
提
示
さ
れ
る
解

釈
の
一
つ
一
つ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
作
品
世
界
の
複
数
性
に
幻
惑
さ
れ
る
構
造
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

2
　
カ
フ
カ
の
作
品
は
、
フ
ロ
イ
ト
が
示
し
た
マ
ジ
ッ
ク
・
メ
モ
の
よ
う
に
、
ボ
ー
ド
に
か
す
か
な
痕
跡
と
し
て
残
さ
れ
た
無
数
の
線
が
重

な
り
合
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
た
め
真
剣
に
読
ん
で
い
る
と
、
複
数
の
線
が
結
び
合
っ
て
で
き
た
一
つ
の
映
像
に
到
達
で
き
る

構
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

3
　
カ
フ
カ
の
作
品
は
、
熟
読
し
て
い
る
と
浮
上
し
て
く
る
い
く
つ
も
の
線
か
ら
形
づ
く
ら
れ
た
一
つ
の
解
釈
に
出
会
っ
て
も
、
そ
れ
は
ど

こ
か
作
品
自
体
と
は
ぴ
た
り
と
重
な
ら
ず
、
あ
ら
た
め
て
読
ん
で
み
る
と
ま
た
別
の
解
釈
が
得
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
ど
こ
か
ず
れ
を

含
ん
で
い
て
、
最
終
解
決
に
至
ら
な
い
構
造
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

4
　
カ
フ
カ
の
作
品
は
、
作
者
で
あ
る
カ
フ
カ
自
身
が
社
会
問
題
や
時
事
に
通
じ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
勤
務
先
で
数
多
く
の
書
類
を
、
さ

ら
に
は
私
的
な
手
紙
も
い
つ
も
書
い
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
す
る
多
様
性
を
構
造
的
に
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
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二
、
次
の
問
㈠
〜
問
㈣
の
設
問
に
答
え
よ
。

問
㈠
　
次
の
各
文
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
語
を
、
後
の
1
〜
5
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ａ
　
経
済
不
況
が
他
国
に
も
【
　
　
　
】
す
る
。

 

1
　
普
及
　
　
2

　
追
及
　
　
3

　
波
及
　
　
4

　
拡
及
　
　
5

　
連
及

ｂ
　【
　
　
　
】
し
て
容
疑
を
否
認
し
て
い
る
。

 

1
　
一
見
　
　
2

　
一
律
　
　
3

　
一
様
　
　
4

　
一
巡
　
　
5

　
一
貫

ｃ
　
彼
は
政
財
界
の
【
　
　
　
】
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

 

1
　
落
着
　
　
2

　
横
着
　
　
3

　
頓
着
　
　
4

　
癒
着
　
　
5

　
粘
着

ｄ
　
Ａ
社
の
新
商
品
が
市
場
を
【
　
　
　
】
し
て
い
る
。

 

1
　
打
開
　
　
2

　
収
束
　
　
3

　
融
通
　
　
4

　
席
巻
　
　
5

　
盛
況

ｅ
　
問
題
の
解
決
に
は
【
　
　
　
】
遠
い
。

 

1
　
程

　
　
　
2

　
縁

　
　
　
3

　
間

　
　
　
4

　
気

　
　
　
5

　
遥

　

ｆ
　
破
【

　
　
　
】
の
試
み
と
言
っ
て
よ
い
。

 

1
　
天
候
　
　
2

　
天
荒
　
　
3

　
転
向
　
　
4

　
転
高
　
　
5

　
転
行
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問
㈨

　
本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
答
え
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
フ
ロ
イ
ト
が
示
し
た
マ
ジ
ッ
ク
・
メ
モ
の
事
例
は
カ
フ
カ
の
文
学
観
を
端
的
に
表
現
し
て
お
り
、
カ
フ
カ
の
文
学
自
体
、
そ
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
自
覚
的
に
追
求
さ
れ
、
実
現
し
た
も
の
だ
っ
た
。

2
　
カ
フ
カ
の
小
説
で
は
、
現
に
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
事
物
や
状
況
が
、
そ
う
し
た
事
物
や
状
況
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
重
層
的
な
歴

史
が
関
与
す
る
こ
と
で
、
急
に
動
揺
し
て
見
え
だ
し
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
生
じ
る
。

3
　『
変
身
』
の
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ザ
ム
ザ
は
、
み
ず
か
ら
望
ん
で
害
虫
と
い
う
け
が
れ
た
存
在
へ
と
変
身
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
家
族
か
ら

生
け
贄
に
さ
れ
る
と
い
う
運
命
を
逃
れ
る
唯
一
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
た
。

4
　
あ
る
言
葉
の
出
所
や
イ
メ
ー
ジ
に
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
し
ま
う
本
文
中
の
「
わ
た
し
」
の
よ
う
な
人
物
は
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
で
、
そ

の
言
葉
を
疑
い
も
な
く
普
通
に
使
っ
て
い
る
「
共
同
体
」
の
外
に
出
て
し
ま
っ
て
い
る
。
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問
㈡
　
次
の
文
章
の
空
欄
Ａ
〜
Ｊ
に
入
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
後
の
1
〜
15
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ

よ
。（
同
じ
も
の
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

貧
民
や
労
働
者
階
級
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
欲
求
は
、

Ａ

世
界
じ
ゅ
う
の
様
々
な
都
市
を
蝕む

し
ば

み
、
都
心
で
の
立
ち
退
き
の
暴

力
を

Ｂ

い
る
。
そ
れ
は
、「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
で
知
ら
れ
る
動
向
だ
。
こ
の
言
葉
に
ど
の
よ
う
な
訳

語
を
あ
て
る
の
か
に
は
議
論
が
あ
る
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
正
確
な
訳
語
は
「
富
裕
化
」
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
ほ
か
に
、
い
く
つ
か

の
国
で
は
「
社
会
浄
化
」
と
呼
ば
れ
た
り
も
す
る
。
も
と
も
と
の
定
義
か
ら
や
や
ず
れ
る
の
だ
け
れ
ど
、「
社
会
浄
化
」
と
い
う
言
葉
は
、

日
本
の
都
市
で
起
き
て
い
る
問
題
の
ひ
と
つ
の
側
面
を
、
的
確
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
も
っ
と
も
重
大
な
問
題
は
、
立
ち
退
き
で
あ
る
。
世
界
の
都
市
で
は
多
く
の
場
合
、
貧
し
い
労
働
者
が

暮
ら
す
街
は
、
だ
い
た
い
都
心
に
位
置
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
劣
悪
だ
け
れ
ど
も
家
賃
の
安
い
土
地
や
家
屋
が
残
さ

れ
、
貧
し
い
労
働
者
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が

Ｃ

住す
み

処か

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
そ
の
土
地
の
上
に
、
長
い
歳
月
を
か
け

て
、
自
分
た
ち
の

Ｄ

や
文
化
を
築
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
時
期
（
最
初
に
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
観
察

さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
は
一
九
六
〇
年
代
）
を
境
に
、
そ
の
よ
う
な
都
心
の
土
地
は
、
不
動
産
業
者
や
金
融
業
者
に
と
っ
て
新
時
代
の
「
開

発
の

Ｅ

」
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
新
た
な
開
発
資
本
が
投
下
さ
れ
、
裕
福
な
住
民
が
招
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と

で
、
家
賃
や
地
代
の
上
昇
に
よ
り
住
民
が
住
め
な
く
な
っ
た
り
、

Ｆ

暴
力
的
に
追
い
出
さ
れ
た
り
す
る
事
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
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ｇ
　
そ
の
疑
問
は
本
質
的
で
は
な
い
の
で
、
ひ
と
ま
ず
【

　
　
　
】
し
よ
う
。

 

1
　
拾
少

　
　
2

　
拾
照

　
　
3

　
捨
象

　
　
4

　
捨
省

　
　
5

　
捨
章

ｈ
　
い
つ
ま
で
も
【

　
　
　
】
意
地
を
張
っ
て
い
て
は
だ
め
だ
。

 

1
　
形

　
　
　
2

　
固

　
　
　
3

　
肩

　
　
　
4

　
方

　
　
　
5

　
片

　

ｉ
　【
　
　
　
】
全
を
期
し
て
念
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

 

1
　
十

　
　
　
2

　
不

　
　
　
3

　
未

　
　
　
4

　
大

　
　
　
5

　
保

　

ｊ
　
結
局
、
議
案
は
【

　
　
　
】
抜
き
に
さ
れ
た
。

 

1
　
目

　
　
　
2

　
耳

　
　
　
3

　
骨

　
　
　
4

　
歯

　
　
　
5

　
股
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問
㈢
　
次
の
慣
用
表
現
・
四
字
熟
語
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
後
の
1
〜
4
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を

マ
ー
ク
せ
よ
。

①
　
歯
牙
に
も
か
け
な
い

1
　
誰
も
傷
つ
け
な
い
こ
と
。

2
　
何
も
の
も
恐
れ
な
い
こ
と
。

3
　
無
視
し
て
相
手
に
し
な
い
こ
と
。

4
　
力
の
差
が
あ
っ
て
物
足
り
な
く
思
う
こ
と
。

②
　
鼻
持
ち
な
ら
な
い

1
　
強
気
で
威
勢
だ
け
は
良
い
こ
と
。

2
　
誰
か
ら
の
助
け
も
な
く
辛
い
こ
と
。

3
　
自
信
家
で
他
人
の
言
い
な
り
に
な
ら
な
い
こ
と
。

4
　
言
動
が
我
慢
で
き
な
い
ほ
ど
不
愉
快
で
あ
る
こ
と
。

011 19

た
。
そ
の
よ
う
な
現
象
は
過
去
数
十
年
の
あ
い
だ
に
世
界
の
各
都
市
へ
と
広
が
り
、「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、

Ａ

「
惑
星
的
」
な
規
模
の
問
題
へ
と
発
展
し
た
。

Ｇ

な
こ
と
に
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
た
だ
街
を

Ｈ

な
も
の
に
さ
せ
た
り
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
消
し
去
っ
た

り
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
売
り
」
に
な
る
よ
う
な
街
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
必
要
と
す
る

し
、
無
理
矢
理
に
で
も
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
、
労
働
者
街
が
長
い
時
間
を
か
け
て

Ｉ

き
た
、
た
と
え
ば
「
人
情
」
や

「
下
町
ら
し
さ
」
と
い
っ
た
特
性
は
、「
お
客
」
や
消
費
者
を
呼
び
込
む
た
め
の
「
売
り
」
と
し
て
残
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、

Ｊ

に
演

出
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

（
原は
ら

口ぐ
ち

剛た
け
し

「
嗅
ぎ
わ
け
る
―
―
嗅
覚
の
地
理
」（『
汚お

穢わ
い

の
リ
ズ
ム

　
き
た
な
さ
・
お
ぞ
ま
し
さ
の
生
活
考
』
所
収
）
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題

に
際
し
て
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
一
部
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

1
　
上
等

　
　
　
　
　
2

　
均
質

　
　
　
　
3

　
奇
妙

　
　
　
　
　
　
4

　
過
剰

　
　
　
　
　
5

　
厄
介

6
　
と
き
に
は

　
　
　
7

　
い
ま
だ
に

　
　
8

　
い
ま
や

　
　
　
　
　
9

　
か
ろ
う
じ
て

　
　
10
　
も
た
ら
し
て

11
　
見
出
さ
れ
て

　
　
12
　
培
っ
て

　
　
　
13
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
14
　
ユ
ー
ト
ピ
ア

　
　
15
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
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問
㈣

　次
の
四
字
熟
語
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
後
の
1
〜
10
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

（
同
じ
も
の
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

①

　公
平

私

　
　②

　史
上

前

　
　③

　晴
耕
雨

　
　④

　暗
中

索

　
　⑤

　一
目

然

1

　滅

　
　 2

　無

　
　 3

　寸

　
　 4

　眠

　
　 5

　読

6

　瞭

　
　 7

　断

　
　 8

　探

　
　 9

　模

　
　10

　空
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③

　針
小
棒
大

1

　些
細
な
こ
と
を
大
げ
さ
に
言
う
こ
と
。

2

　中
途
半
端
な
大
き
さ
で
役
に
立
た
な
い
こ
と
。

3

　物
事
の
細
部
に
気
を
取
ら
れ
て
全
体
を
見
失
う
こ
と
。

4

　成
功
を
収
め
る
た
め
に
手
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
。

④

　見
切
り
発
車

1

　あ
れ
こ
れ
悩
む
前
に
ま
ず
は
行
動
に
移
す
こ
と
。

2

　慎
重
に
判
断
し
た
う
え
で
徐
々
に
物
事
を
進
め
る
こ
と
。

3

　議
論
が
十
分
に
さ
れ
な
い
う
ち
に
物
事
を
決
定
す
る
こ
と
。

4

　古
い
慣
習
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
新
た
な
道
を
歩
む
こ
と
。

⑤

　て
こ
を
入
れ
る

1

　自
分
と
は
関
係
の
な
い
物
事
に
割
り
込
み
、
干
渉
す
る
こ
と
。

2

　道
理
に
合
わ
な
い
こ
と
を
無
理
に
押
し
通
そ
う
と
す
る
こ
と
。

3

　相
手
の
様
子
や
秘
密
な
ど
を
、
ひ
そ
か
に
探
っ
て
み
る
こ
と
。

4

　弱
く
衰
え
た
も
の
な
ど
に
力
を
加
え
て
、
元
気
づ
け
る
こ
と
。





令和 7（2025）年度

試験学科
経営学科
ホスピタリティ・マネジメント学科
データサイエンス学科
経済学科
法律学科
国際関係学科
多文化コミュニケーション学科
現代社会学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

全学統一入試
（　前　期　）

英　　語



010 2

6 ．I am busy at the moment, but I promise that your bicycle （ ） 

by 5 pm tomorrow evening.

① will repaired  ② will be repairing

③ will repair  ④ will have been repaired

7 ．Although it was nearly full, we managed to hop （ ） the train.

① up ② at ③ on ④ down

8 ．I feel quite tired, so I would rather （ ） tonight.  I really need a 

good night’s sleep.

① don’t go ② not go ③ not gone ④ not going

9 ．My sister cannot speak German as （ ） as she can speak Korean.

① fluid  ② reasonable

③ lonely  ④ well

10．Even when something makes us unhappy, we need to see the humor in 

a situation.  （ ） laughter can’t hurt.

① A little  ② Only so much

③ Many  ④ A few

010 1

次の 1～10の英文の（ ）に入る最も適当なものを①～④から 1つずつ

選び、マークしなさい。

1．（ ） the weather was colder than usual, our dog refused to go for 

a walk.

① Due to ② Because ③ Anyway ④ Despite

2 ．We would take you to the airport if we could, but we don’t have our car 

at our （ ） this weekend.  It’s getting a new paint job.

① dependence  ② disposal

③ defect  ④ definition

3 ．She makes friends easily with （ ） she meets.

① wherever ② however ③ forever ④ whomever

4 ．I became bored of （ ） my grandfather retell that story over and 

over again.

① to hear  ② having heard to

③ hearing  ④ his hearing to

5 ．David （ ） at that restaurant only once; however, he highly 

recommends it.

① has eaten  ② eating

③ eats  ④ hasn’t been eating

Ⅰ．
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8 ．The crowd watched as the brave man tried to rescue the driver 

trapped inside the car.

① looked on ② settled on ③ carried on ④ locked on

9 ．Whether or not the policy is effective remains vague.

① definite ② precise ③ uncertain ④ legal

10．He gave a very genuine answer that won me over.

① honest ② unfair ③ artificial ④ delicate

010 3

次の 1 ～10の英文の下線部の意味に最も近いものを、①～④から 1 つずつ選

び、マークしなさい。

1 ．Before committing to a full painting, the artist first chose to sketch the 

landscape.

① preserve ② drag ③ outline ④ appeal

2 ．Do you happen to have a spare umbrella I can borrow?

① an advanced  ② an extra

③ an embarrassed ④ an unconscious

3 ．We need to identify the root of the problem.

① source ② manifest ③ pedestrian ④ risk

4 ．Remember to go over all four sections of the document before 

submitting it.

① resign ② review ③ recruit ④ ruin

5 ．It took the puppy a few days to orient itself to the new surroundings.

① intersection  ② definition

③ environment  ④ commonwealth

6 ．To catch the first train tomorrow, you’ll have to leave early.

① back down ② head out ③ lift up  ④ ease off

7 ．Written in 1787, the US Constitution is an important historic document.

① Profiled ② Registered ③ Drafted ④ Surveyed

Ⅱ．



010 6

4 ．Once used, remove the USB from your computer and make sure to 

store it safely.

① After each use, remove the USB from the computer to ensure it 

vanishes.

② Don’t forget to remove the safety feature of the USB once it is 

delivered to the computer.

③ It is not wise to remove your USB from the computer system for its 

own protection.

④ Remove the USB from your computer, and be sure to keep it in a 

safe place after you use it.

5 ．He was able to finish his assignment on time.

① Within the time frame provided, he lost track of his assignment.

② He managed to complete his assignment by the deadline.

③ With great efficiency, he set aside time for his assignment.

④ He succeeded in solving the riddle of the assignment early.

010 5

次の 1～ 5の英文とほぼ同じ意味のものを①～④から 1つずつ選び、マークし

なさい。

1．He was delighted to see his grandfather open his birthday present.

① His grandfather took the initiative to purchase a birthday gift for 

him.

② The sight of his grandfather opening his birthday gift filled him with 

great joy.

③ Seeing his grandfather took him back to his favorite memories of 

opening birthday presents.

④ He decided to open his presents before his grandfather became 

content.

2 ．I look forward to taking some time off.

① I’m excited to have some vacation time.

② My break will haunt me for the rest of my time.

③ I can’t be caught off guard by working all the time.

④ I hope to catch up on reality during that time.

3 ．Some laughs could be heard from a distance.

① In the distance, we could listen to the silence of jokes.

② The distance that humor travels is never enough.

③ Laughter was a cure in a distant land.

④ We could hear laughter in the distance.

Ⅲ．
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for.  The textbook level will be different depending on the 

course.

 New Student :  Oh!  That’s really good to know.  I’ll keep that in mind.  

（ Ｄ ）

 Staff Member :  Second, you should also make sure to buy a new textbook 

for your language classes.  Don’t buy a used textbook, 

especially for your English class.

 New Student :  （ Ｅ ）

 Staff Member :  Many of these textbooks include a special online code that 

allows you to access the book’s digital contents.

 New Student :  I see.

 Staff Member :  The code is likely already used when you buy a used 

textbook.  Depending on your teacher, you might have to 

complete some online tasks.  You won’t be able to access 

the digital content without a new code.

 New Student :  Oh, no!  That can’t be good.

 Staff Member :  Plus, when it’s used, the textbook might also have the 

answers from its previous owner, meaning you might be 

unable to do the practice exercises as designed.

 New Student :  Okay.  I’ll remember those points.  Thank you for all the 

information!

 Staff Member :  Sure, no problem.  Good luck with your semester!

010 7

次の会話文の（ Ａ ）～（ Ｅ ）に入る最も適当なものを①～④から 1 つ

ずつ選び、マークしなさい。

A new student is talking to a university staff member about textbooks.

 New Student :  Hi, I’d like some information about buying textbooks for my 

language classes.  （ Ａ ）

 Staff Member :  Sure, it’s located three buildings down from this one.  It’s 

on the second floor of the large blue building.  There’s a 

convenience store on the first floor of that building.  You 

won’t miss it.

 New Student :  Great!  I appreciate the directions.

 Staff Member :  Are you thinking about purchasing （ Ｂ ） as 

well?

 New Student :  As a matter of fact, yes!  I was going to buy textbooks for 

my economics and environmental science courses.

 Staff Member :  You should be able to purchase those course books there as 

well.  You can always buy books online, but the campus 

bookstore gives you a 10％ discount on all new books and 

textbooks.

 New Student :  That’s good to know.  I was actually thinking of 

（ Ｃ ） online and here at school.

 Staff Member :  Sure, that makes sense.  If you’re purchasing online, you 

should be careful of two things.  First, if you’re buying a 

textbook for your first-year English class, make sure the 

textbook title is correct.  The placement test you took a 

few days ago helps determine which class you’re signed up 

Ⅳ．



010 10

次の英文を読み、（ Ａ ）～（ Ｅ ）に入る最も適当なものを①～④から

1 つずつ選び、マークしなさい。

Ⅴ．

010 9

A　① What’s the best way to get to my English classroom?

② Can you tell me where I can find the campus bookstore?

③ Do I need to take language classes?

④ What’s the relationship between the environment and economics?

B　① a new uniform for your convenience store job

② the special codes that you need for your practice

③ textbooks for your non-language-related classes

④ what makes the most sense for your future

C　① majoring in design

② finding facts

③ looking for tasks

④ comparing prices

D　① What’s the other thing?

② Where I can find the answers online?

③ Do you mind?

④ Where can I take the placement test?

E　① What’s the rate of discount?

② Why can’t you be the owner?

③ Why does it have to be new?

④ What is the highest level of English?

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

ブラン クエスト
長方形



010 12

［Adapted and abridged from “Separated at birth: The extraordinary true 

story of estranged identical twins who lived the same life.”  By Billi 

Fitzsimons （Mamamia.com.au, November 2, 2019）］

010 11

A　① mass ② bunch ③ heap ④ pair

B　① painted ② named ③ stamped ④ printed

C　① rarely ② monthly ③ eventually ④ hardly

D　① declared ② owned ③ stole ④ created

E　① fascinating ② rude ③ transparent ④ illegal

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

ブラン クエスト
長方形
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B　According to section 2, which of the following is true?

① Stress triggers a response that sends chemicals into the body,

allowing a person to react quickly during emergencies.

② When a person is stressed, blood pressure rises, preventing a person

from fighting.

③ The chemical reaction that comes from stress causes a person to

breathe faster and demands immediate and urgent medical attention.

④ A stressful situation can make a person feel like fighting the realities

but escape into the imaginary focus by speeding up reaction times.

010 13

次の一連の英文1～5を読んで、A ～ E の答えとして最も適当なものを 

①～④から 1 つずつ選び、マークしなさい。

A　According to section 1, which of the following is true?

① Only adults and busy people are the ones affected by stress.

② Stressors only appear when we are faced with schoolwork.

③ Eating while running can minimize the amount of stress for children.

④ Stress is our body’s normal reaction to difficult circumstances.

Ⅵ．

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

ブラン クエスト
長方形

ブラン クエスト
長方形

ブラン クエスト
長方形
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C　According to section 3, which of the following statements is true? 

People experiencing stress overload may

① feel the urge to express anxiety and sadness from overeating or

going through a life-changing event to celebrate with drinking.

② find joy in paying attention to the more minor difficulties in life so

they can provide care to the pressures of panic attacks.

③ exhibit the need to change their mood whenever they notice the

pain in their stomach, head, or chest going away.

④ have difficulty getting a good night’s rest and feel anxious or

worried.

010 15

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

ブラン クエスト
長方形

ブラン クエスト
長方形
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E　According to section 5, which of the following is true?

① Developing resilience can only be achieved through exposing

yourself to higher levels of stress that are beyond your ability to

control things.

② Remaining positive in life and having the ability to rely on the people

close to you can be beneficial in preventing too much stress from

building up.

③ Storing your everyday problems can be an efficient way to criticize

your family and friends identified by researchers as the cause of

problems.

④ The characteristics of stress, even in smaller amounts, will never

allow you to reach peak performance levels because they should not

be managed.

［Adapted and abridged from “Stress.”  （Chattooga County School District, 

July 2007）］

010 17

D　According to section 4, which is NOT recommended for managing 

stress?

① Eating well, exercising, and making sure you sleep enough each day.

② Relaxing by doing the things you love in everyday life.

③ Relying on drugs and alcohol for daily abuse.

④ Focusing on the most important tasks for the day and avoiding

becoming too busy.

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

ブラン クエスト
長方形

ブラン クエスト
長方形

ブラン クエスト
長方形
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経営学科
ホスピタリティ・マネジメント学科
データサイエンス学科
経済学科
法律学科
国際関係学科
多文化コミュニケーション学科
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試験時間（60分）
解答　…　巻末

（　中　期　）

国　　語



023 2

理
を
用
意
す
る
」
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た

イ

的
状
況
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
に
は
英
語
、
フ
ラ
ン 

ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
な
ど
を
話
す
作
業
員
が
い
る
。
か
れ
ら
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
人
び
と
と
警
察
や
事
務
局
と
の
間
を

ウ

す
る
。「
作
業
員
は
み
な
合
法
的
に
雇
わ
れ
た
移
民
」
で
あ
り
、
か
つ
て
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
人
び
と
が
中
心
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
収
容
命
令
が
実
行
さ
れ
る
な
か
で
も
、
庇
護
の
権
利
を
は
じ
め
、
移
民
た
ち
の
権
利
が
十
全
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
謳
っ
て

い
る
。
通
常
、
庇
護
申
請
を
行
な
う
意
思
を
表
明
し
た
人
は
、
近
隣
都
市
の
庇
護
申
請
者
用
セ
ン
タ
ー
へ
と
移
送
さ
れ
る
。
ま
た
レ
ジ
ー
ナ
・
パ

チ
ス
内
の
法
律
担
当
員
は
、
退
去
命
令
の
四
〇
％
を
取
り
消
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
で
は
、
保
護
に
関
し
て
も
人
び

と
の
置
か
れ
た
様
々
な
状
況
に

エ

す
る
。「
人
身
取
引
の
対
象
と
な
っ
た
女
性
は
、
復
帰
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
そ
っ
て
歩
を
進
め
て
い
く

よ
う
促
さ
れ
る
。
妊
娠
中
の
女
性
は
、
健
康
上
の
理
由
に
よ
る
滞
在
・
在
留
許
可
を
薦
め
ら
れ
る
。
精
神
面
で
の
問
題
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
あ
る
い
は
薬

物
依
存
と
い
っ
た
問
題
の
あ
る
人
は
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
よ
う
働
き
か
け
ら
れ
る
」。

レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
は
、「
五
つ
星
の
ホ
テ
ル
」
と
い
う

オ

が
当
て
は
ま
る
よ
う
な
設
備
を
用
意
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

＊

レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
は
、
正
真
正
銘
の
受
け
入
れ
、
歓
待
を
実
現
す
る
場
所
で
あ
る
。
国
外
退
去
を
待
つ
「
非
正
規
移
民
」
で
あ
っ
て
も
、

Ⅰ

な
の
で
あ
る
。

「
も
し
法
に
異
議
を
唱
え
る
必
要
が
あ
る
の
な
ら
そ
う
し
ま
し
ょ
う
」
と
語
る
通
り
、
神
父
は
イ
タ
リ
ア
の
移
民
政
策
に
対
し
て
、
正
確
に
言

う
な
ら
、
正
規
の
移
民
と
非
正
規
の
移
民
、
入
国
・
滞
在
を
認
め
ら
れ
て
い
る
移
民
と
そ
う
で
な
い
移
民
と
の 

Ⅱ
　
　
　
　

。
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一
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
に
答
え
よ
。（
な
お
、〔

　
　
〕
は
出
題
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。）

イ
タ
リ
ア
半
島
南
東
部
の
海
岸
。
レ
ッ
チ
ェ
近
郊
の
メ
レ
ン
ド
ゥ
ー
ニ
ョ
市
サ
ン
フ
ォ
ー
カ
に
は
か
つ
て
、「
高
い
歓
待
の
水
準
」
を
ほ
こ
る

〔
移
民
の
た
め
の
〕
施
設
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
（Regina Pacis

）」
と
い
う
民
間
団
体
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
空
間
だ
っ
た
。

元
々
は
一
九
九
七
年
以
降
、
ア
ル
バ
ニ
ア
や
コ
ソ
ヴ
ォ
か
ら
多
く
の
人
び
と
が
ア
ド
リ
ア
海
を
渡
り
海
岸
に
到
着
す
る
状
況
を
受
け
て
、
カ
ト

リ
ッ
ク
系
団
体
や
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
運
営
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
。
こ
の
「
受
け
入
れ
」
の
過
程
で
活

躍
し
た
人
物
に
、
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ロ
デ
ゼ
ル
ト
（Cesare Lodeserto

）
と
い
う
神
父
が
い
た
。
か
れ
は
歓
待
の
第
一
人
者
と
し
て

ア

を

浴
び
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
一
九
九
八
年
に
国
が
そ
の
施
設
を
認
可
し
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
は
レ
ジ
ー
ナ
・

パ
チ
ス
財
団
と
レ
ッ
チ
ェ
県
と
の
契
約
に
し
た
が
っ
て
、
ロ
デ
ゼ
ル
ト
神
父
（
以
下
「
神
父
」
と
も
表
記
）
を
施
設
長
と
し
た
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス

は
、「
一
時
滞
在
・
救
護
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
始
動
し
た
。

レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
は
、
三
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
を
持
つ
二
階
建
て
の
建
造
物
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ
に
一
八
〇
人
が
収
容
可
能
で

あ
る
。
二
七
の
寝
室
、
三
〇
の
ト
イ
レ
、
二
五
の
シ
ャ
ワ
ー
、
五
〇
の
洗
面
台
が
用
意
さ
れ
、
一
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
食
堂
、
八
〇
の

キ
ッ
チ
ン
、
二
一
の
洗
濯
場
が
あ
る
。
清
潔
さ
を
保
つ
た
め
に
、
掃
除
が
毎
日
な
さ
れ
る
。
個
々
の
部
屋
に
テ
レ
ビ
が
あ
る
が
、
様
々
な
国
の
放

送
が
み
ら
れ
る
衛
星
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
用
の
部
屋
、
ダ
ン
ス
ル
ー
ム
や
屋
外
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
す
ら
あ
る
。

生
活
必
需
品
や
食
事
も
ま
た
無
償
で
提
供
さ
れ
る
。
食
事
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
の
食
事
係
が
準
備
す
る
た
め
、「
マ
ル
チ
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
料
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う
方
策
は
、
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、（
国
家
の
）
法
的
規
範
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
こ
の
条
件
（
行
政
措
置
に
対
す
る
違

反
は
拘
禁
の
条
件
）
に
由
来
す
る
の
で
す
」。
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
は
本
来
、
退
去
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
「
非
正
規
移
民
」
を
「
客
人
」
と

し
て
迎
え
、
そ
の
生
を
保
護
す
る
い
わ
ば
「
歓
待
セ
ン
タ
ー
」
な
の
で
あ
る
。
だ
が
「
非
正
規
移
民
」
を
退
去
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
「
囚
人
」
と
し

て
「
拘
禁
す
る
」
空
間
と
し
て
の
非
本
来
的
な
役
割
を
も
課
さ
れ
た
、
担
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
。
こ
う
し
た
二
重
の
役
割
を
担
う
が
た
め

に
、「
歓
待
は
変
化
し
た
（
…
）
私
た
ち
が
み
な
、
退
去
の
役
人
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

だ
が
神
父
は
、
追
放
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
移
民
た
ち
へ
の
ケ
ア
は
や
は
り
必
要
だ
と
言
う
。「
私
た
ち
は
、
こ
こ
数
年
の
間
に
相

次
い
で
制
定
さ
れ
た
法
に
よ
っ
て
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
移
民
に
仕
え
る
た
め
、
そ
し
て
苦
し
ん
で
い
る
移
民
、
つ
ま
り
大
雑
把
に
非
正
規
移
民
と

言
わ
れ
る
人
び
と
だ
け
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
囚
人
、
麻
薬
中
毒
者
、
人
身
取
引
の
犠
牲
者
、
労
働
世
界
で
搾
取
さ
れ
る
者
、
そ
し
て
よ
り
一
般

的
に
は
、
滞
在
・
在
留
許
可
証
を
持
っ
て
い
な
い
す
べ
て
の
人
び
と
に
仕
え
る
た
め
に
、
拘
禁
セ
ン
タ
ー
の
内
部
で
私
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
す
」。

神
父
の
主
張
の
核
心
に
は
、
た
と
え
ど
ん
な
状
況
で
あ
れ
、
ど
ん
な
限
界
が
あ
ろ
う
と
も
、
困
難
な
状
況
を
生
き
る
移
民
た
ち
の
受
け
入
れ
は

無
条
件
で
善
で
あ
り
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
道
徳
的
規
範
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
の
よ
う
な
空
間
に
、

様
々
な
状
況
に
あ
る
ど
の
よ
う
な
人
間
を
も
無
条
件
に
「
客
人
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
で
可
能
に
な
る
と
い
う
歓
待
の
規
範
が
あ
る
。
非
正

規
の
移
民
だ
ろ
う
が
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
生
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
保
護
さ
れ
、
ケ
ア
さ
れ
、
再
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

＊
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「
イ
タ
リ
ア
の
海
岸
へ
の
到
着
で
期
待
さ
れ
て
い
た
自
由
が
も
た
ら
さ
れ
ず
に
、
さ
ら
な
る
苦
難
の
道
が
開
か
れ
て
し
ま
っ
た
人
び
と
」
を

カ

に
社
会
の
敵
、
犯
罪
者
と
み
な
し
、
本
国
に
送
還
す
る
よ
う
な
既
存
の
法
を
批
判
す
る
。

Ⅲ

は
ず
な

の
だ
。

人
の
移
動
と
い
う
現
象
は
、
境
界
の
安
全
保
障
化
を
通
じ
た
「
対
抗
」
措
置
で
解
決
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な

態
度
が
、
移
民
を
人
身
取
引
の
対
象
へ
、
と
き
に
は
死
へ
と
追
い
や
っ
て
い
る
と
し
て
、
神
父
は
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。「
私
た
ち
の
社

会
は
閉
じ
て
お
り
、
恐
怖
に
巻
き
込
ま
れ
る
ま
ま
で
す
。
侵
略
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
移
民
に
対
抗
す
る
こ
と
が
解
決
で
あ
る
と
感
情
的
に

信
じ
ら
れ
た
ま
ま
な
の
で
す
（
…
）
人
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
遠
さ
の
た
め
に
、
移
民
を
ど
ん
な
こ
と
で
も
平
気
で
や
れ
る
人
身
取
引
者
へ
、
起

こ
り
う
る
死
へ
、
予
見
さ
れ
る
悲
劇
へ
と
引
き
渡
し
て
い
る
の
は
法
な
の
で
す
」。
か
れ
ら
は
、
世
界
の
貧
困
、
紛
争
、
迫
害
に
よ
る
犠
牲
者
、

人
身
取
引
の
犠
牲
者
、
受
け
入
れ
側
の
国
家
の
法
に
よ
る
犠
牲
者
な
の
で
あ
る
。

神
父
は
、
こ
の
よ
う
な
法
が
作
用
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、「
私
た
ち
が
行
な
う
施
し
の
限
界
を
知
っ
て
い
る
」
と
も
言
う
。
た
と
え
レ
ジ
ー

ナ
・
パ
チ
ス
で
は
正
規
／
非
正
規
の
区
別
を
問
わ
ず
と
も
、
非
正
規
の
移
民
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
国
家
の
法
に
よ
っ
て
追
放
可
能
と
さ
れ
た

人
び
と
を
収
容
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
神
父
が
強
く
批
判
す
る
、

Ⅳ

で
あ
ろ
う
。
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス

は
、「
一
時
滞
在
・
救
護
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
行
政
拘
禁
の
収
容
所
と
し
て
の
役
割
を
引
き
受
け
た
の
だ
か
ら
。

こ
こ
に
お
い
て
、
神
父
は
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
の
本
来
の
機
能
を
「
収
容
」
や
「
本
国
送
還
」
を
担
う
拘
禁
セ
ン
タ
ー
の
機
能
か
ら
区
別
す

る
。
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
の
機
能
と
は
、
純
粋
に
受
け
入
れ
、
歓
待
に
こ
そ
あ
る
と
。「
鉄
柵
の
扉
、
警
察
の
存
在
、（
個
人
の
自
由
の
）
制
限
と
い
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こ
う
し
た
移
動
す
る
存
在
の
身
元
確
認
、
つ
ま
り
そ
の
存
在
を
捕
獲
す
る
実
践
、
可
視
化
す
る
実
践
に
お
い
て
こ
そ
、
近
代
国
家
は
成
立
し
て

き
た
と
も
言
え
る
。
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
持
た
ず
に
国
境
に
姿
を
現
せ
ば
、「
国
籍
不
明
」、「
身
元
不
明
」
の
「
不
審
」
な
存
在
と
み
な
さ
れ
、

入
国
を
認
め
ら
れ
る
可
能
性
は
限
り
な
く
低
い
。
国
境
は
、
主
権
権
力
に
よ
る
選
別
の
場
で
あ
る
。
人
び
と
は
国
家
と
連
携
可
能
な
「
よ
そ
者

（stranger

）」
か
ら
、
争
わ
れ
る
「
部
外
者
（outsider

）」
へ
、
そ
し
て
「
部
外
者
」
か
ら
疎
外
・
排
除
す
べ
き
「
外
人
（alien

）」
へ
と
振
り
分
け

ら
れ
る
。
ひ
ど
け
れ
ば
、
法
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
言
葉
を
交
わ
す
必
要
も
な
し
に
、
拘
禁
可
能
・
殲
滅
可
能
な
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
し
て
扱
わ
れ

う
る
。
ど
れ
ほ
ど
民
主
主
義
を
自
認
し
、
ど
れ
だ
け
平
和
や
人
権
擁
護
を
掲
げ
て
い
る
国
で
あ
ろ
う
と
、
国
境
と
は
「
民
主
的
制
度
の
絶
対
的
に

非
民
主
的
な
条
件
あ
る
い
は
「
自
由
裁
量
」
の
条
件
」
で
あ
り
、「
す
ぐ
れ
て
「
通
常
の
」
法
秩
序
の
管
理
ま
た
は
保
証
を
中
断
さ
れ
る
場
所
」

な
の
だ
。
到
来
す
る
移
民
・
難
民
の
主
張
や
行
動
が
、
国
境
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
「
民
主
的
」
な
意
思
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
考
え
ら
れ

て
い
な
い
。
非
正
規
に
越
境
す
る
人
び
と
が
、
移
民
政
策
を
形
成
す
る
ア
ク
タ
ー
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
国
境
お
よ
び
移
民
政
策
と
は
、

一
種
の
独
裁
的
な
場
で
あ
り
、
主
権
権
力
に
よ
る
一
方
的
な
可
視
化
、
身
元
確
認
、
選
別
の
場
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
だ
ら
け
の
主
権
的
選
別
を
通
じ
て
、
あ
る
種
の
到
来
者
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
。

ａ
　
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
は
「
こ
ち
ら
」
側
が
行
使
で
き
る
自
明
視
さ
れ
た
主
権
権
力
に
対
す
る
根
源
的
な
挑
戦
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ｂ
　
無
条
件
の
歓
待
と
は
、「
誰
」
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
し
に
、
自
分
た
ち
が
受
け
入
れ
可
能
か
ど
う
か
を
計
算
す
る
こ
と
な

し
に
、
選
別
す
る
こ
と
な
し
に
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
歓
待
す
る
と
い
う
、
一
種
の
法
を
超
え
た
法
、
掟
な
の
だ
。

Ｂ
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こ
こ
で
、
以
下
の
よ
う
に
問
う
て
み
た
い
。
不
意
に
「
あ
ち
ら
」
か
ら
、
見
ず
知
ら
ず
の
「
誰
か
」、
い
や
「
人
間
」
で
あ
る
か
も
わ
か
ら
な

い
「
何
か
」
が
や
っ
て
来
た
ら
、「
こ
ち
ら
」
の
人
は
ど
う
応
答
す
る
の
か
。
そ
れ
が
「
誰
か
」
で
あ
る
限
り
は
、
ど
ん
な
目
的
で
こ
こ
へ
来
た

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
「
誰
か
」
は
、
い
か
な
る
公
式
の
身
分
証
明
書
の
類
い
を
も
有
し
て
い
な
い
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
言
葉
や

ア
ク
セ
ン
ト
、
身
体
的
特
徴
な
ど
か
ら
、
そ
の
「
誰
か
」
の
情
報
を
得
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
言
語
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
だ
ろ
う
か
。

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
〔
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
一
九
三
〇
―
二
〇
〇
四
〕
は
、
歓
待
に
つ
い
て
論
じ
る
な
か
で
、
到
来
者
へ
最
初
に
向
け
ら
れ
る
問
い

か
け
が
持
つ
意
味
を
強
調
す
る
。「
あ
な
た
は
誰
？
」、「
あ
な
た
の
名
前
は
？
」
と
い
う
問
い
か
け
を
通
し
て
、
そ
し
て
名
前
を
告
げ
る
こ
と
を

通
し
て
、
見
知
ら
ぬ
「
誰
か
」
は
、
は
じ
め
て
「
外
国
人
」
と
し
て
法
―
ロ
ゴ
ス
の
世
界
に
現
前
し
う
る
。

し
か
し
デ
リ
ダ
は
、
こ
の
よ
う
な
「
誰
？
」
と
い
う
問
い
か
け
、
い
わ
ば
身
元
の
確
認
を
通
じ
た
受
け
入
れ
の
限
界
を
指
摘
す
る
。
こ
の
身
元

確
認
の
行
為
と
は
、
内
／
外
の
境
界
を
引
く
こ
と
で
、
主
権
権
力
を
立
ち
上
げ
る
原
初
的
行
為
で
も
あ
る
の
だ
。
国
家
は
、
日
々
国
境
に
お
い
て

身
元
確
認
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
経
済
エ
リ
ー
ト
や
観
光
客
よ
り
も
、
と
り
わ
け
移
民
、
庇
護
希
望
者
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
か
ら
の
人
び

と
を
標
的
と
し
て
い
る
。
今
や
空
港
な
ど
で
は
、
指
紋
認
証
や
顔
認
証
な
ど
の
生
体
測
定
・
認
証
技
術
を
用
い
た
身
元
確
認
が
導
入
さ
れ
て
い

る
。
リ
ス
ク
計
算
と
い
う
合
理
性
の
も
と
、
各
個
体
の
変
更
不
可
能
な
生
理
学
的
特
徴
を
収
集
し
、
膨
大
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
照
合
す
る
こ

と
で
、
自
動
で
リ
ス
ク
の
高
い
個
人
を
蓋
然
的
に
あ
ぶ
り
出
し
排
除
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
従
来
か
ら
の
人
種
や
国
籍
を
め
ぐ
る
身
体
化

さ
れ
た
境
界
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
中
立
的
、
効
率
的
な
装
い
の
も
と
に
強
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
同
時
に
、
こ
う
し
て
あ
ぶ
り
出
さ
れ
た

人
び
と
に
対
し
て
、
長
時
間
に
わ
た
る
拘
束
と
尋
問
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

Ｚ
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応
答
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
疲
弊
し
て
い
た
り
、
衰
弱
し
て
動
け
な
か
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。「
誰
？
」
と
問
い
か
け
ず
と
も
、「
こ
ち
ら
」

の
人
は
飲
み
物
を
与
え
よ
う
、
安
息
の
場
を
用
意
し
よ
う
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
次
に
こ
う
し
た
人
が
一
〇
〇
人
、
二
〇
〇
人
、
一
〇
〇
〇
人

と
や
っ
て
き
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
か
れ
ら
に
安
息
の
場
を
十
分
に
与
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
当
然
、
わ
が
家
へ
招
く
の
は
難
し
く
な
る
。

と
は
い
え
、
疲
労
困
憊
し
た
人
た
ち
を
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ
の
生
は
救
助
さ
れ
、
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
で

な
け
れ
ば
、
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
板
挟
み
の
な
か
で
、
当
面
の
と
こ
ろ
、
か
れ
ら
に
食
糧
や
医
療
の
支
援
、
休
息
の
場

を
提
供
す
る
た
め
、
ど
こ
か
に
大
き
な
空
間
を
用
意
す
る
必
要
性
が
出
て
く
る
。
こ
う
し
て
、
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
の
よ
う
な
空
間
が
出
現
す

る
。
神
父
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
「
ラ
ー
ゲ
ル
」〔
捕
虜
収
容
所
〕
で
は
あ
り
え
な
い
、
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
の
本
来
の
役
割
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
〔
イ
タ
リ
ア
の
哲
学
者
、
一
九
四
二
―
〕
は
、
次
の
よ
う
な
権
力
の
形
態
が
こ
ん
に
ち
で
は
支
配
的
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
生
き
残
ら
せ
る
権
力
は
、
古
典
的
な
主
権
者
の
よ
う
な
「
殺
す
」
権
力
で
も
な
く
、
近
代
西
洋
社
会
に
お
け
る
生

産
的
に
「
生
か
す
」
権
力
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、「
生
で
も
死
で
も
な
く
、
調
節
可
能
で
潜
在
的
に
は
無
限
の
生
き
残
り
」
を
生
産
す
る
「
現
代

の
生
権
力
の
主
要
な
性
能
」」
で
あ
る
。
生
き
残
ら
せ
る
権
力
は
、「
生
き
る
に
値
し
な
い
生
」
を
破
壊
す
る
わ
け
で
も
、
移
民
・
難
民
の
追
放
を

た
だ
ち
に
目
論
む
わ
け
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
注
目
す
べ
き
は
、「
犠
牲
者
」
を
救
助
、
保
護
、
歓
待
す
る
よ
う
な
行
為
か
ら
も
、
剥
き
出
し
の

生
の
よ
う
な
存
在
が
生
み
出
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。

あ
ら
た
め
て
神
父
の
言
説
を
確
認
す
れ
ば
、
歓
待
の
対
象
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
路
頭
に
迷
っ
た
移
民
、
貧
困
な
移
民
、
売

春
か
ら
逃
れ
て
来
た
女
性
、
家
の
な
い
避
難
民
」
で
あ
る
。
か
れ
ら
が
非
正
規
に
国
境
を
越
え
よ
う
と
、
退
去
さ
せ
ら
れ
る
の
は
正
し
い
こ
と
で

Ｃ
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ｃ
　
デ
リ
ダ
は
こ
う
し
た
受
け
入
れ
の
か
た
ち
を
、「
条
件
付
き
の
歓
待
」
と
呼
ん
で
い
る
。

ｄ
　
無
条
件
の
歓
待
が
開
こ
う
と
す
る
の
は
、
非
国
境
的
な
世
界
で
あ
り
、
非
主
権
的
な
主
人
／
客
人
関
係
で
あ
る
。

ｅ
　
し
か
し
同
時
に
、「
無
条
件
の
歓
待
」
と
い
う
考
え
も
ま
た
提
出
し
て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
限
り
、
国
境
を
ど
れ
ほ
ど
開
放
的
に
す
る
政
策
を
採
用
し
よ
う
と
も
、
主
権
権
力
を
措
定
し
た
り
温
存
し
た
り
し
た
上
で
の
行
為

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
条
件
付
き
の
歓
待
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
デ
リ
ダ
は
こ
う
も
主
張
す
る
。「
無
条
件
の
歓
待
が
あ
る
た
め
に
は
、
他
者
が

や
っ
て
き
て
家
を
破
壊
し
、
革
命
を
起
こ
し
、
す
べ
て
を
盗
み
、
皆
殺
し
に
し
て
い
く
危
険
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
非
主
権
的

な
無
条
件
の
歓
待
に
は
、
主
人
／
客
人
関
係
が
逆
転
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
、
し
ま
い
に
は
自
己
破
壊
的
な
事
態
ま
で
も
が
想
定
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
。

自
己
破
壊
的
な
事
態
ま
で
想
像
す
る
よ
う
な
ら
、「
あ
な
た
は
誰
か
」
と
い
う
問
い
か
け
な
き
非
主
権
的
な
歓
待
、
さ
ら
に
は
正
規
／
非
正
規

を
問
わ
な
い
非
主
権
的
な
歓
待
は
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
よ
う
。

＊

正
規
／
非
正
規
、
合
法
／
不
法
を
問
う
こ
と
な
く
、
無
条
件
に
あ
ら
ゆ
る
到
来
者
を
「
客
人
」
と
し
て
歓
待
せ
よ
。
ロ
デ
ゼ
ル
ト
神
父
は
、
レ

ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
に
お
い
て
、
こ
の
無
条
件
の
歓
待
の
よ
う
な
何
か
を
地
上
に
お
い
て
で
き
る
限
り
実
現
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
う
一
度
問
お
う
。
不
意
に
「
あ
ち
ら
」
か
ら
、
見
ず
知
ら
ず
の
「
誰
か
」
が
「
こ
ち
ら
」
へ
と
や
っ
て
来
た
ら
、「
こ
ち
ら
」
の
人
は
ど
う
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な
い
の
だ
か
ら
。
移
民
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
考
慮
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
、
ビ
オ
ス
（
人
格
的
な
生
）
か
ら

ゾ
ー
エ
ー
（
動
物
的
な
生
）
の
切
り
離
し
、
法
権
利
か
ら
の
生
の
切
り
離
し
、「
人
間
」
か
ら
「
非
人
間
」
の
切
り
離
し
が
作
動
す
る
。
こ
う
し
て
、

無
条
件
の
歓
待
の
身
振
り
が
、
生
き
残
ら
せ
る
権
力
と
し
て
作
用
し
、
剥
き
出
し
の
生
を
生
み
出
す
。「
犠
牲
者
」
と
は
、
た
だ
生
き
残
ら
さ
れ

る
だ
け
の
生
で
あ
る
。

無
条
件
の
歓
待
と
い
う
「
人
間
的
」
行
為
を
目
指
し
た
結
果
、
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
へ
の
歓
待
は
、
生
き
残
ら
せ
る
権
力
と
し
て
、
主
権
的
例

外
と
し
て
作
用
す
る
。
そ
の
空
間
が
無
条
件
に
歓
待
す
る
過
剰
な
生
は
、
主
権
的
過
剰
に
と
ら
え
ら
れ
、
し
ま
い
に
は
ゾ
ー
エ
ー
と
し
て
扱
わ
れ

る
。
か
れ
ら
は
「
塊
」
な
の
で
あ
る
。「
あ
ち
ら
」
か
ら
来
た
「
君
」
は
、
も
は
や
「
誰
」
で
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
拘
禁
セ
ン
タ
ー
の
は

じ
ま
り
、
否
、「
ラ
ー
ゲ
ル
」
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

（
北き
た

川が
わ

眞し
ん

也や

『
ア
ン
チ
・
ジ
オ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
―
資
本
と
国
家
に
抗
う
移
動
の
地
理
学
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
一
部
表
記
・
表
現
を
改

め
、
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）
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は
な
い
。
か
れ
ら
は
貧
困
の
「
犠
牲
者
」、
犯
罪
組
織
に
海
を
渡
ら
さ
れ
た
人
身
取
引
の
犠
牲
者
で
あ
り
、
国
家
の
法
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
私
た

ち
」
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
生
は
、「
あ
ち
ら
」
で
は
な
く
「
こ
ち
ら
」
で
再
生
産
さ
れ
る
べ
き
な

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
人
間
」
的
態
度
に
よ
る
生
の
言
説
化
は
、
そ
の
内
部
に
簡
単
に
は
解
消
で
き
な
い
矛
盾
を
抱
え
込
ん
で
も
い
る
。
保

護
さ
れ
る
べ
き
「
犠
牲
者
」
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
場
合
、「
犠
牲
者
」
と
い
う
地
位
に
か
れ
ら
を
至
ら
し
め
た
人
び
と
も
い
る
と
さ

れ
る
。
神
父
の
場
合
、
特
に
「
人
身
取
引
組
織
」
が
犠
牲
者
を
生
み
出
す
要
因
と
し
て
特
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は
、
生
命
の

維
持
と
い
う
規
範
が
「
人
間
」
と
し
て
求
め
ら
れ
る
価
値
で
あ
る
な
ら
、「
犠
牲
者
」
を
生
み
出
し
た
人
び
と
は
、
良
心
の
呵
責
も
な
く
生
命
を

な
い
が
し
ろ
に
で
き
る
「
非
人
間
」
と
い
う
地
位
へ
と
横
滑
り
し
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
人
身
取
引
の
犯
罪
者
か
ら
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
へ
、

囚
人
へ
、
そ
し
て
「
非
人
間
」
へ
と
。

「
犠
牲
者
」
と
し
て
救
護
さ
れ
る
人
間
も
、
実
は
「
非
人
間
」
の
領
域
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。「
路
頭
に
迷
っ
た
移
民
」

で
あ
れ
、「
貧
困
な
移
民
、
売
春
か
ら
逃
れ
て
来
た
女
性
、
家
の
な
い
避
難
民
」
で
あ
れ
、
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
へ
無
条
件
に
歓
待
さ
れ
る
人
び

と
は
、
い
か
な
る
個
々
人
の
事
情
も
問
題
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
へ
と
押
し
出
さ
れ
、
た
だ
歓
待
さ
れ
る
過
剰
な
生
と
化
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え

な
く
な
い
。
人
身
取
引
に
よ
っ
て
容
赦
な
く
売
買
さ
れ
、
命
の
危
険
と
と
も
に
連
行
さ
れ
る
人
は
誰
で
あ
ろ
う
と
、
と
に
か
く
「
人
間
」
の
尊
厳

を
回
復
す
べ
く
「
私
た
ち
」
に
助
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
法
的
・
政
治
的
生
で
は
な
く
、
そ
の
生
物
学
的
な
生
の
再

生
産
の
み
が
絶
対
的
問
題
と
な
り
、
問
題
は
そ
こ
で
と
ど
ま
る
。
い
や
、
そ
れ
よ
り
重
要
な
こ
と
な
ど
何
も
な
い
の
だ
か
ら
。
死
な
せ
て
は
い
け

Ｄ
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Ⅱ
　
1

　
間
に
線
を
引
く
主
権
的
区
別
に
対
し
て
否
定
的
だ

2
　
ち
が
い
に
敏
感
な
私
た
ち
の
社
会
を
信
頼
し
て
い
る

3
　
ち
が
い
に
よ
る
根
本
的
な
敵
対
関
係
を
無
視
し
て
い
る

4
　
間
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
な
い
権
力
に
同
調
し
て
い
る

Ⅲ
　
1

　
国
家
の
法
と
は
異
な
り
、
本
来
な
ら
か
れ
ら
は
助
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

2
　
国
家
の
法
に
則
り
つ
つ
、
移
動
の
権
利
は
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

3
　
国
家
の
法
の
威
力
を
知
り
、
か
れ
ら
の
移
動
は
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4
　
国
家
の
法
が
及
ぶ
範
囲
と
は
別
の
場
所
で
、
生
活
が
営
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い

Ⅳ
　
1

　
よ
い
移
民
を
選
別
す
る
こ
と
な
し
に
拘
禁
す
る
国
家
に
協
力
す
る
こ
と

2
　
ど
の
国
で
も
生
活
で
き
る
と
人
が
信
じ
て
す
る
移
動
を
制
限
す
る
こ
と

3
　
人
の
移
動
を
犯
罪
化
す
る
よ
う
な
既
存
の
移
民
政
策
の
片
棒
を
担
ぐ
こ
と

4
　
非
正
規
移
民
と
不
法
滞
在
者
と
を
区
別
し
な
い
慈
善
団
体
の
方
針
を
許
す
こ
と

023 11

問
㈠

　
空
欄
ア
〜
カ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ア
　
1

　
脚
光

　
　
　
2

　
激
励

　
　
　
3

　
研
鑽

　
　
　
4

　
焦
点

イ
　
1

　
全
体
化

　
　
2

　
多
文
化

　
　
3

　
複
雑
化

　
　
4

　
文
明
化

ウ
　
1

　
切
断

　
　
　
2

　
仲
介

　
　
　
3

　
翻
弄

　
　
　
4

　
分
類

エ
　
1

　
応
用

　
　
　
2

　
適
合

　
　
　
3

　
展
開

　
　
　
4

　
配
慮

オ
　
1

　
虚
偽

　
　
　
2

　
警
鐘

　
　
　
3

　
戯
言

　
　
　
4

　
比
喩

カ
　
1

　
印
象
的

　
　
2

　
潜
在
的

　
　
3

　
超
越
的

　
　
4

　
突
発
的

問
㈡

　
空
欄
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ
　
1

　
こ
の
空
間
を
占
有
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
住
人
」

2
　
そ
の
要
望
す
る
と
こ
ろ
を
否
定
で
き
な
い
「
法
」

3
　
か
れ
ら
へ
の
施
し
は
避
け
ら
れ
な
い
「
義
務
」

4
　
か
れ
ら
は
こ
の
空
間
の
「
囚
人
」
で
は
な
く
「
客
人
」
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問
㈣
　
波
線
部
Ｘ
「
大
雑
把
」
Ｙ
「
規
範
」
Ｚ
「
蓋
然
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
の
意
味
に
最
も
近
い
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う

ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ｘ
　
大
雑
把

1
　
大
体
　
　
　
2

　
大
切
　
　
　
3

　
大
仰
　
　
　
4

　
大
半

Ｙ
　
規
範

1
　
決
断
　
　
　
2

　
命
令
　
　
　
3

　
基
準
　
　
　
4

　
理
念

Ｚ
　
蓋
然

1
　
宿
命
　
　
　
2

　
閉
塞
　
　
　
3

　
偶
然
　
　
　
4

　
確
率
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問
㈢

　
傍
線
部
Ａ
「
退
去
の
役
人
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
民
間
団
体
と
し
て
経
営
的
自
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
で
利
益
を
得
て
い
る
た
め
、
移

民
の
受
け
入
れ
が
帯
び
る
政
治
性
を
消
せ
な
い
こ
と
。

2
　
イ
タ
リ
ア
で
は
移
民
の
雇
用
が
違
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
剰
な
人
口
と
し
て
追
放
さ
れ
な
い
よ
う
に
雇
用
を
確
保
し
た
た

め
、
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
が
違
法
な
団
体
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

3
　
境
界
の
安
全
保
障
化
を
通
じ
た
「
対
抗
」
措
置
を
講
じ
る
イ
タ
リ
ア
の
移
民
政
策
を
支
持
し
て
い
な
く
て
も
、
収
容
す
る
段
階
で
、
人

び
と
を
追
放
可
能
な
存
在
と
し
て
追
認
し
て
し
ま
う
こ
と
。

4
　
充
実
し
た
居
住
空
間
と
し
て
整
備
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
一
時
滞
在
を
目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
空
間
に
、
移
民
の
人
び
と
が
長

期
滞
在
し
て
イ
タ
リ
ア
の
社
会
生
活
に
な
じ
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
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問
㈦
　
傍
線
部
Ｃ
「
剥
き
出
し
の
生
の
よ
う
な
存
在
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
死
ん
で
し
ま
う
脆
弱
な
「
人
間
」
で
あ
る
た
め
に
、
劣
悪
な
環
境
で
生
か
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
か

ら
、
非
社
会
化
さ
れ
る
生
。

2
　
そ
の
尊
厳
の
回
復
を
目
指
さ
れ
、
救
わ
れ
る
「
人
間
」
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
生
の
履
歴
を
問
題
に
さ
れ
ず
に
、
生
物
学
的
な
再
生
産

の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
生
。

3
　「
客
人
」
の
よ
う
に
丁
重
に
も
て
な
さ
れ
、
身
元
確
認
も
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
ホ
ス
ト
国
で
い
つ
ま
で
も
「
住
民
」
の
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
さ
れ
る
生
。

4
　
部
外
者
の
「
人
間
」
と
し
て
法
秩
序
の
管
理
が
行
き
届
か
な
い
場
所
に
追
い
込
ま
れ
、
生
命
を
維
持
す
る
こ
と
す
ら
あ
き
ら
め
る
よ
う

に
さ
れ
る
、
不
安
定
な
法
的
身
分
に
あ
る
生
。

023 15

問
㈤

　
傍
線
部
Ｂ
「
国
境
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク

せ
よ
。

1
　
国
家
に
と
っ
て
の
有
害
性
の
基
準
を
定
め
る
法
の
も
と
で
、
移
動
し
て
く
る
人
び
と
に
対
し
て
尋
問
や
拘
禁
を
す
る
こ
と
で
、
国
家
に

有
用
で
正
し
い
ふ
る
ま
い
を
強
い
る
権
力
を
行
使
す
る
場
所
。

2
　
貧
困
、
紛
争
、
迫
害
の
犠
牲
者
と
い
う
歴
史
性
を
帯
び
る
難
民
の
人
び
と
が
、
そ
の
記
憶
に
紐
づ
け
ら
れ
て
生
き
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
政
治
的
に
も
中
立
的
な
情
報
で
個
々
の
生
を
書
き
換
え
る
場
所
。

3
　「
あ
ち
ら
」
で
は
「
人
間
」
と
し
て
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
人
び
と
に
つ
い
て
、
そ
の
身
体
的
特
徴
を
含
む
個
人
情
報
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、「
こ
ち
ら
」
の
「
人
間
」
と
同
じ
だ
と
保
証
す
る
場
所
。

4
　
移
動
し
て
く
る
人
び
と
の
身
元
確
認
を
通
じ
て
、
そ
の
人
び
と
の
人
種
や
国
籍
を
め
ぐ
る
身
体
的
特
徴
を
も
使
い
、
個
人
を
リ
ス
ク
の

有
無
で
自
動
的
に
選
別
で
き
る
よ
う
に
す
る
主
権
権
力
が
立
ち
上
が
る
場
所
。

問
㈥

　
本
文
中
の
枠
で
囲
ま
れ
た
ａ
〜
ｅ
は
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
な
い
。
正
し
く
並
べ
替
え
る
と
す
れ
ば
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
ど
れ

が
最
も
適
切
か
。
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ａ
―
ｄ
―
ｂ
―
ｃ
―
ｅ

　
　
2

　
ｂ
―
ｅ
―
ｃ
―
ａ
―
ｄ

3
　
ｃ
―
ｅ
―
ｂ
―
ａ
―
ｄ

　
　
4

　
ｅ
―
ｃ
―
ｄ
―
ｂ
―
ａ
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問
㈨
　
本
文
の
内
容
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
の
よ
う
に
、
い
か
な
る
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
持
つ
人
間
で
も
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
理
念
を
持
つ
支

援
団
体
で
あ
っ
て
も
、
支
援
さ
れ
る
者
を
選
ぶ
と
い
う
最
低
限
の
ふ
る
ま
い
に
お
い
て
、
誰
か
を
排
除
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

2
　
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
を
運
営
し
た
神
父
の
価
値
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
で
あ
っ
て
も
生
き
る
た
め
の
支
援
は
与

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
に
「
歓
待
」
を
実
現
さ
せ
た
神
父
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
者
と
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

3
　
生
体
測
定
・
認
証
技
術
を
用
い
た
身
元
確
認
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
境
で
行
わ
れ
る
暴
力
的
な
検
査
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
に
や
っ
て
来
る

難
民
の
人
び
と
を
収
容
す
る
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
は
、
こ
の
身
元
確
認
を
回
避
す
る
支
援
を
し
て
い
る
と
い
う
点
で
倫
理
的
に
正
し
い
。

4
　
非
主
権
的
な
無
条
件
の
「
歓
待
」
は
、
レ
ジ
ー
ナ
・
パ
チ
ス
の
よ
う
な
民
間
の
支
援
団
体
で
あ
れ
ば
実
現
可
能
だ
が
、
人
を
排
除
し
た

り
し
な
か
っ
た
り
す
る
基
準
を
曖
昧
に
し
、
恣
意
的
な
選
別
に
よ
っ
て
安
全
保
障
を
図
る
国
家
は
、
そ
れ
を
実
現
で
き
な
い
。
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問
㈧

　
傍
線
部
Ｄ
「
簡
単
に
は
解
消
で
き
な
い
矛
盾
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
犠
牲
者
を
「
非
人
間
」
と
し
て
価
値
づ
け
て
い
る
こ
と
に
は
倫
理
的
問
題
が
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
、
犠

牲
者
を
保
護
し
た
り
救
援
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
偽
善
を
体
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

2
　
犠
牲
者
が
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
社
会
で
生
産
的
な
存
在
と
な
る
た
め
の
技
術
的
訓
練
で
あ
り
、
移
民
を
「
人

間
」
に
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
技
術
的
訓
練
に
特
化
し
す
ぎ
た
た
め
に
移
民
を
「
非
人
間
」
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

3
　
犠
牲
者
を
犠
牲
者
と
し
て
認
定
す
る
主
権
的
権
力
は
、
犠
牲
者
以
外
の
誰
に
で
も
備
わ
っ
て
い
る
が
、
犠
牲
者
に
接
す
る
と
誰
も
が
、

そ
の
権
力
を
自
分
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
、
自
分
が
犠
牲
者
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
。

4
　
犠
牲
者
は
、
保
護
時
に
「
人
間
」
と
し
て
尊
厳
を
回
復
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
犠
牲
者
を
そ
の
地
位
に
追
い
や
っ
た
者
は
自
動
的
に

「
非
人
間
」
の
地
位
に
置
か
れ
、「
人
間
」
と
し
て
救
わ
れ
る
者
と
そ
う
し
な
く
て
も
よ
い
者
の
境
界
線
が
は
か
ら
ず
も
引
か
れ
て
し
ま
う

こ
と
。
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・
高
価
な
楽
器
を
子
供
に
買
い
与
え
た
が
、【

　ヲ

　】
に
小
判
と
な
り
そ
う
だ
。

・【

　ワ

　】
の
下
に
い
つ
も
ド
ジ
ョ
ウ
は
い
な
い
。

・
あ
る
有
力
者
の
【

　カ

　】
の
一
声
で
、
補
助
金
の
額
が
決
定
さ
れ
た
ら
し
い
。

1

　馬

　
　
　 2

　梅

　
　 3

　栗

　
　
　 4

　

　
　
　 5

　蟹か
に

　
　
　 6

　亀

7

　海
老

　
　 8

　粟あ
わ

　
　 9

　薔
薇

　
　10

　猫

　
　
　11

　獅
子

　
　12

　菜

13

　李

　
　
　14

　竹

　
　15

　蜂

　
　
　16

　目
白

　
　17

　鶴

　
　
　18

　柳
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二
、
問
㈠
〜
問
㈢
の
設
問
に
答
え
よ
。

問
㈠

　次
に
挙
げ
る
文
章
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
最
適
の
語
（
動
植
物
の
名
）
を
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
18
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を

マ
ー
ク
せ
よ
。（
な
お
、
同
じ
番
号
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

・
海
外
投
資
で
は
、
ま
さ
に
濡
れ
手
で
【

　イ

　】
の
大
儲
け
だ
っ
た
。

・【

　ロ

　】
下
に
冠
を
正
さ
ず
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
よ
う
に
、
人
か
ら
怪
し
ま
れ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

・【

　ハ

　】
は
甲
羅
に
似
せ
て
穴
を
掘
る
。

・
火
中
の
【

　ニ

　】
を
拾
う
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
と
彼
の
今
後
を
案
じ
た
。

・
尻【

　ホ

　】
に
乗
っ
て
、
愚
か
な
真
似
を
し
続
け
る
。

・
あ
の
人
気
店
は
行
列
も
で
き
、【

　ヘ

　】
押
し
だ
。

・【

　ト

　】
の
甲
よ
り
年
の
功
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
年
長
者
の
話
は
尊
重
し
た
い
。

・
競
技
会
で
の
彼
女
の
活
躍
ぶ
り
は
、
破
【

　チ

　】
の
勢
い
だ
っ
た
。

・
自
分
の
頭
の
【

　リ

　】
も
追
え
な
い
よ
う
で
は
、
他
人
に
助
言
す
る
資
格
は
な
い
。

・
彼
は
交
通
事
故
に
病
気
が
重
な
り
、
ま
さ
に
泣
き
っ
面
に
【

　ヌ

　】
だ
。

・
会
社
の
企
画
会
議
で
失
敗
し
た
彼
女
は
、
青
【

　ル

　】
に
塩
の
様
子
だ
っ
た
。
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と
も
に
し
て
、
彼
ら
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
知
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
先
住
民
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ

大
陸
を
イ
ン
ド
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
）
と
間
違
え
た
た
め
、
英
語
で
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
あ
る
い
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
イ
ン
デ
ィ
オ
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
人
種
的
に
は
日
本
人
と
同
じ
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
で
あ
り
、
目
の
色
も
髪
の
毛
も
黒
い
黄
色
人
種
で
、
日
本
人
に
と
っ
て

コ

の
も

て
る
人
た
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
大
半
は
社
会
の
最
下
層
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
征
服
後
の
抑
圧
や
虐
待
の
歴
史
の
せ
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
山や
ま

本も
と

紀の
り

夫お

『
先
住
民
か
ら
見
た
世
界
史
―
―
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
「
新
大
陸
発
見
」』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
一
部
表
記
を
変
更
し
、

補
足
・
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

1
　
対
等
　
　
2

　
率
直
　
　
　
3

　
促
　
　
　
　
4

　
移
　
　
　
　
　
5

　
正

6
　
異
　
　
　
7

　
親
近
感
　
　
8

　
相
反
　
　
　
9

　
交
流
　
　
　
　
10
　
違
和
感

11
　
敵
対
　
　
12
　
初
め
て
　
　
13
　
し
か
し
　
　
14
　
た
し
か
に
　
　
15
　
し
ば
し
ば
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問
㈡

　
次
の
文
章
中
の
空
欄
に
最
も
よ
く
当
て
は
ま
る
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
15
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。（
な
お
、

同
じ
番
号
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

学
問
の
世
界
で
、
著
名
な
研
究
者
が
発
表
し
た
説
に
対
し
て

ア

を
と
な
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
と
く
に
欧
米
の
著
名
な

研
究
者
が
誤
り
を
お
か
す
と
、
そ
れ
を
日
本
人
が

イ

す
こ
と
は
き
わ
め
て
む
ず
か
し
い
。
最
近
、

ウ

耳
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
交
換
」
も
、
そ
の
よ
う
な
説
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
説
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
歴
史
学
者
で
あ
る
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
・
Ｗ
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
が
一
九
七
二
年
に
発
表
し
たT

he Colum
bian Exchange

（
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
交
換
）
と
い
う
本
で
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ク
ロ
ス
ビ
ー
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見
に
よ
っ
て
、
新
旧
両
大
陸
間
で
様
々
な
物
資
の

エ

が
さ
か
ん
に
な
っ
た
が
、
こ
の

エ

を
ク
ロ
ス
ビ
ー
は
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
交
換
」
と
よ
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

オ

、
は
た
し
て
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
交
換
」
と
い
う
こ
と
ば
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
わ
た
し
が

カ

「
コ
ロ

ン
ブ
ス
の
交
換
」
と
い
う
こ
と
ば
に
接
し
た
と
き
の

キ

な
感
想
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、「
交
換
」
と
い
え
ば
、
な
ん
と

な
く

ク

の
関
係
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
わ
た
し
の
知
る
限
り
、
こ
の
関
係
は

ク

ど
こ
ろ
か
、
き
わ
め
て
一
方
的
な

も
の
だ
っ
た
と
思
え
る
か
ら
だ
。
多
く
の
研
究
資
料
に
も
と
づ
け
ば
、

ケ

、
新
旧
両
大
陸
で
作
物
や
家
畜
、
そ
し
て
疫え

き

病び
ょ
う

な
ど

の
交
換
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
を
詳
細
に
見
れ
ば
、「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
交
換
」
は
表
面
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
は
、
わ
た
し
が
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
の
焼
畑
農
耕
民
や
ア
ン
デ
ス
高
地
の
農
牧
民
な
ど
の
先
住
民
と
暮
ら
し
を
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Ⅲ
　
三
つ
子
の
魂
百
ま
で

1
　
幼
い
と
き
に
得
た
つ
ら
い
体
験
は
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
必
ず
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
。

2
　
幼
い
頃
の
性
格
は
、
年
を
と
っ
て
大
人
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

3
　
三
つ
子
が
生
ま
れ
る
と
家
族
や
一
族
の
仲
が
良
く
な
り
、
生
涯
幸
せ
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

4
　
幼
い
と
き
の
性
質
や
行
為
に
、
す
で
に
将
来
の
立
身
出
世
の
き
ざ
し
が
読
み
と
れ
る
と
い
う
こ
と
。
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問
㈢

　
次
に
挙
げ
る
故
事
成
語
・
こ
と
わ
ざ
の
説
明
と
し
て
最
適
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク

せ
よ
。

Ⅰ
　
満
を
持
す

1
　
自
分
の
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
て
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
。

2
　
準
備
を
十
分
に
整
え
、
機
会
を
待
ち
受
け
る
こ
と
。

3
　
旅
に
出
発
す
る
と
き
の
、
気
持
ち
が
少
し
高
ぶ
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
。

4
　
準
備
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
次
第
に
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
来
て
い
る
様
子
の
こ
と
。

Ⅱ
　
鳴
か
ず
飛
ば
ず

1
　
人
目
に
つ
く
よ
う
な
活
躍
を
し
な
い
で
い
る
こ
と
。

2
　
敵
の
目
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
静
か
に
身
を
隠
し
て
い
る
こ
と
。

3
　
何
を
や
っ
て
も
失
敗
ば
か
り
し
て
い
る
こ
と
。

4
　
攻
勢
に
転
じ
る
た
め
の
機
会
を
執
念
深
く
う
か
が
っ
て
い
る
こ
と
。
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6 ．The new policy may increase efficiency, but on the other hand, it could 

also lead to job cuts.

① for a long time ② in contrast

③ by far  ④ at once

7 ．After careful consideration, she finally made up her mind to pursue a 

career in medicine.

① came to the conclusion to ② put up with

③ took part in  ④ referred to

8 ．Their friendship has been on and off since high school, yet each reunion 

feels timeless.

① occasional ② demanding ③ shared ④ attractive

9 ．The head chef is in charge of creating the menu for the restaurant’s 

grand opening.

① content with  ② responsible for

③ remind of  ④ absent from

10．I fear my brother’s attitude might bring about big trouble in the future.

① ease ② prevent ③ cause ④ fail

022 1

次の 1～10の英文の下線部の内容に最も適当なものを、①～④からそれぞれ 1

つずつ選び、マークしなさい。

1．In my opinion, we should pay attention to this new evidence.

① offer help to  ② make up to

③ prevent from  ④ focus on

2 ．Wearing sunscreen can prevent your skin from getting sunburned.

① accept ② stop ③ depend ④ belong

3 ．The sudden change in weather had nothing to do with the forecast.

① got along with ② was concerned with

③ was independent of ④ caught up with

4 ．The committee consists of experts from various fields from all over the 

world.

① is made up of  ② plans to

③ is worthy of  ④ applies for

5 ．Thanks to the new technology, communication has become much easier 

and faster.

① Accounting after ② If any

③ Make believe  ④ As a result of

Ⅰ．
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7 ．My brother was shocked as （ ） his money stolen at the market.

① he had  ② he had been

③ he being  ④ he have

8 ．I am （ ） working with the new members from this autumn.

① look forwarding ② looking forward to

③ looked forward ④ looking forward

9 ．Despite （ ） for hours, the hikers couldn’t find the trail leading to 

the summit.

① on search ② to search ③ searched ④ searching

10．The movie I saw yesterday was the best one that I （ ） seen.

① have being ② had ever ③ had even ④ have been

022 3

次の 1～10の英文の（ ）内に入るものとして最も適当なものを、①～④ 

からそれぞれ 1つずつ選び、マークしなさい。

1．He is not used to （ ） such spicy food, so he found the dish too 

hot.

① eat ② eating ③ be eaten ④ ate

2 ．The book, （ ） cover is red, is still available at the bookstore on 

campus.

① whom ② who ③ which ④ whose

3 ．She has been （ ） the Social Media Team as part of her current 

responsibilities.

① gone through  ② consistent of

③ assigned to  ④ looked after

4 ．The company decided （ ） its prices in order to attract more 

customers.

① to lower ② lower ③ lowed ④ to lowered

5 ．I have been studying many languages, including Chinese, （ ） I 

was in high school.

① during ② since ③ on ④ from

6 ．The president apologized （ ） arriving late to the meeting.

① at ② through ③ for ④ to

Ⅱ．
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 Ken :  That’s great.  Have you ever been to Hawaii before?

 Tina :  No, this will be my first time.  Actually, I’ve never been abroad, so 

I’m a little nervous.

A　① feeling nervous on ② trying hardly with

③ so excited for  ④ very concerned to

B　① as much as possible ② more than his

③ time to time  ④ become the best

C　① did you  ② have you ever

③ been you  ④ have you been

D　① hardly ever  ② must be

③ can guitar  ④ playing

E　① am taking  ② going to

③ plan for travel  ④ will trip

F　① extreme funny ② overly entertain

③ very experience ④ too expensive

022 5

次の会話文の（ Ａ ）～（ Ｆ ）に入るものとして最も適当なものを、 

①～④からそれぞれ 1 つずつ選び、マークしなさい。

Ken and Tina are having a chat about spring vacation.

 Ken :  Only one more week of classes.  I’m （ Ａ ） spring vacation.

 Tina :  Yeah, me too.  I can’t wait!  Do you have any plans?

 Ken :  I want to work at my part-time job （ Ｂ ）.

 Tina :  Why?  Are you trying to save money?

 Ken :  Yeah.  I’d really like to buy a new guitar, but the one I want costs 

over 200,000 yen.

 Tina :  Wow, that’s so expensive!  How long （ Ｃ ） playing guitar?

 Ken :  For about ten years.  I started playing when I was in elementary 

school.

 Tina :  Ten years.  That’s a long time.  You （ Ｄ ） pretty good.

 Ken :  I’m okay.  But recently I’ve been so busy with school that I haven’t 

had time to practice much.  If I get a new guitar, I think I’ll be 

motivated to start playing more.

 Tina :  Well, good luck.

 Ken :  Thanks.  How about you?  Are you going to do something fun 

during spring vacation?

 Tina :  I’m （ Ｅ ） Hawaii!

 Ken :  Really?  That sounds amazing.  How long are you going to stay?

 Tina :  For two weeks.

 Ken :  That’s a long time!  Are you staying at a hotel?

 Tina :  No, that would be （ Ｆ ）.  I have a friend that lives in Hawaii, 

and he said I could stay at his house.

Ⅲ．
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“There she is,” Kelly says, pointing to large paw prints, about the size 

of my fist, in the soft sand.  We follow the prints through tall pines and sabal 

palms.  A check of a motion-triggered camera trap Kelly placed there 

reveals that FP224 walked by just before 9 p.m., two evenings earlier.  Her 

tracks are thrilling to see̶a reminder that Florida still has wilderness and 

large cats, some of them resilient enough to live unseen along the fringes of 

the expanding suburbs.

Most Floridians will never see any signs of these predators, which 

weigh from 65 to 165 pounds as adults, depending on sex, and can leap more 

than 10 yards in a single bound.  But the panther̶known to the Cherokee 

as “lord of the forest”̶depends on the millions of acres of swamps, forests, 

and fields in southwestern and central Florida, many of which are at 

imminent risk of development.

2 ．According to the paragraphs above, which is true?

① The “lord of the forest” cannot live without the conveniences of the 

city.

② Florida is home to panthers, but residents rarely encounter them.

③ Watching panthers is a popular thrill among residents in Florida.

④ Florida citizens do not hesitate to risk their lives for wild cats.

The Florida panther, classified as a subspecies of mountain lion, or 

cougar, once ranged throughout most of the southeastern United States.  But 

the animals were hunted aggressively, and by the 1970s their numbers 

dropped sharply and had fallen to fewer than 30 in Florida, making them 

highly vulnerable to inbreeding.  They were within a whisker of going 

extinct, says Kelly.

022 7

次の一連の英文に関する 1 ～ 7 の質問の答えとして最も適当なものを、①～④

からそれぞれ 1 つずつ選び、マークしなさい。

“Welcome to panther country,” Brian Kelly says when I meet him at a 

busy intersection in East Naples, Florida, a stone’s throw from a gas station 

and an urgent care center.  Kelly, a state panther biologist, points east into 

the sprawling subdivision where he lives.  A panther was caught on camera 

just a quarter mile away, he says, and another one made it across the six-

lane road we’re standing beside.

Yet another panther, an eight-year-old female named FP224, lives 

nearby.  She’s been hit by a car twice, breaking a leg each time.  She was 

treated by veterinarians and released after both accidents.  To look for signs 

of her, we drive to Kelly’s house, next to a patch of forest where she 

recently birthed at least three kittens.  It’s the wet season, when panther 

tracks typically are wiped out by rain, but we get lucky.

1 ．According to the paragraphs above, which is true?

① A panther got into accidents but got treatment and recently had 

three babies.

② Kelly rescued a panther which was crossing the six-lane road in 

Florida.

③ A state panther biologist rescued and released three kittens back 

into the wild.

④ A panther broke its leg in a car accident in order to save its kittens.

Ⅳ．
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4 ．According to the paragraphs above, which is true?

① McBride participated in the successful effort to increase the panther 

population in South Florida.

② The number of people in Florida grew to 200 and it was considered 

as a great success in U.S. history.

③ Despite hiring one of the world’s best trackers, the panther rescue 

plan failed dramatically.

④ Nearly 200 people were involved for the rescue mission of the 

panthers in South Florida.

But a variety of threats cloud the panther’s future, including car 

collisions and panther-on-panther territorial spats, the two leading causes of 

death.  About 25 of the cats are killed by vehicles each year, a reflection of 

how development and road construction threaten the species at a time when 

roughly 900 people are moving to Florida every day.  Additionally, a new 

disease with an unknown cause has harmed more than a dozen panthers, 

alarming conservationists.

5 ．According to the paragraph above, which is true?

① As thousands of new people came to live in Florida every day, the 

panthers migrated to different states.

② Conservationists nationwide have no idea what poses a serious 

threat to the future of Florida panthers.

③ The steady increase in the panther population has increased the risk 

for many new Florida residents.

④ Around 25 cats lose their lives to vehicle collisions annually, 

highlighting the threat posed to the species by development.

022 9

3 ．According to the paragraph above, which is true?

① Thousands of Florida panthers were found throughout the southeastern 

United States in the 1970s.

② By the 1970s, there were only 30 Florida panthers surviving outside 

Florida.

③ Florida panthers used to be hunted in large numbers in the United 

States.

④ Due to overhunting, the Florida panther has disappeared from the 

United States.

Scientists back then hatched an unprecedented rescue plan: In the 

mid-1990s they hired Texan Roy McBride, arguably the world’s best 

mountain lion tracker, to capture eight of the cats in Texas, all females, then 

release them into South Florida.  Five of them bred, and this infusion of 

genetic diversity reversed the panther’s downward spiral.

Populations grew slowly, and now there are about 200 individuals, 

most of them in a massive stretch of contiguous land south of the 

Caloosahatchee River, which stretches east from Fort Myers.  “It’s one of the 

most dramatic conservation success stories in U.S. history,” says Carlton 

Ward, Jr., a conservationist and photographer whose work is supported by 

the National Geographic Society.
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7 ．According to the paragraph above, which is true?

① Preserving the Florida Wildlife Corridor is crucial for panther

survival, with more funding needed to prevent development.

② Conservationists want to stop panthers from expanding their habitat

to the north.

③ Conservationists believe that the habitat of panthers requires more

construction of parking lots and roads.

④ To reduce the panther population, the Florida Wildlife Corridor

needs to raise funds through citizen donations.

022 11

There is also good news, however: Panthers are reclaiming some of 

their old territory.  In 2016 scientists spotted a female north of the 

Caloosahatchee River for the first time since 1973.  “That was a milestone,” 

wildlife biologist Jennifer Korn says of the sighting in the Babcock Ranch 

Preserve.  Unlike males, females don’t travel far from their mother’s home 

range, a major limiting factor in the animal’s expansion.  About a couple 

dozen panthers now live north of the Caloosahatchee, Kelly estimates, 

including a few females.

6 ．According to the paragraph above, which is true?

① Although male panthers are coming back to their homeland, female

panthers are not yet seen in the territory.

② Female panthers tend to travel north of Caloosahatchee; however,

male panthers do not reach that far.

③ The sighting of panthers, including females, north of the Caloosahatchee

River indicated that panthers were returning to their former territory.

④ Since the late 20th century, 12 panthers, including females, have

settled in Babcock Ranch Reserve.

The northward expansion is necessary for panthers to survive long 

term, but it’s possible only if the Florida Wildlife Corridor, a patchwork of 

public and private lands that runs throughout the state, is preserved, Ward 

says.  To make that possible, more conservation funding is needed to help 

landowners, mainly ranchers, prevent open spaces from becoming 

subdivisions, parking lots, and roads.

［出典：Douglas Main, ''How Americaʼs most endangered cat could help
    save Florida'', National Geographic.］
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“Our company’s foremost mission is to serve as the gateway to 

Koyasan and to steer the visitors to various shops in the area,” says Kubo.  

There are many establishments in the area that serve traditional Buddhist 

cuisine.  Although the cafe wanted to present the shojin concept reflecting 

the spirit of Koyasan, it did not wish to compete with surrounding 

restaurants by offering the same dishes.  Instead, curry was chosen 

precisely because it is usually not associated with Buddhist cuisine.  “Some 

visitors E  realize that it is vegetarian after finishing the dish,” 

Kubo says.

Despite its unusual origin, shojin curry is becoming one of the most 

popular dishes on Koyasan.  Even in the winter, people line up before the 

cafe opens on the weekend.  During the peak season in the summer and fall, 

it draws a crowd that Kubo, who commutes in from the center of Osaka city, 

likens to crowds in Nanba or Umeda.

問 1 ．A～Eに入るものとして、最も適当なものを①～④からそれぞれ 1つず

つ選び、マークしなさい。

A　① on ② against ③ forward ④ without

B　① quickly ② annually ③ seldom ④ completely

C　① abandoning ② resembling ③ depositing ④ concluding

D　① oversees ② emerges ③ persuades ④ resigns

E　① temporally ② honesty ③ precious ④ only

022 13

英文を読み、設問に答えなさい。

A cafe near Kongobuji Temple at the heart of Mount Koyasan has 

embraced Buddhist food prohibitions to develop its signature curry dish.  

Cafe Shizuku, which serves “Koyasan shojin kare” （Buddhist cuisine curry）, 

opened its doors in the summer of 2022.

Animal-based ingredients such as meat and fish are not used in 

“shojin ryori” （Buddhist cuisine）, since eating animals goes A  the 

teachings of Buddhism.  The use of five vegetables known as “gokun” which 

usually means garlic, onion, green onion, Chinese chives and Chinese 

scallions, are also prohibited.  These ingredients have a strong smell and are 

thought to “increase excitement,” hampering Buddhist training.  Spices such 

as curry powder are often regarded in the same manner.

Although the main ingredients in Japanese curry are usually curry 

powder, onion and meat, shojin curry must be made without any of these 

three.  How could anyone strike a balance between “shojin” principles and 

the taste of curry, which seem B  incompatible?

A bite of the Koyasan shojin curry shows that it has captured the 

essential flavor of curry to an amazing degree.  Instead of curry powder, 

“sansho” （Japanese pepper） picked at the foot of the surrounding mountains 

is used to add spiciness.  Instead of onion, Fuyu persimmon grown in 

Kudoyama, a town also located at the foot of the mountains, is used 

generously.  Soy meat nicely offers a texture C  minced meat.

Why was shojin curry chosen as the signature dish to begin with?  

Risa Kubo, 41, who D  the Koyasan Digital Museum facility where 

Cafe Shizuku is located, had the answer.  The cafe is run by DMC Koyasan, 

which stands for “Destination Management Company.”

Ⅴ．

［出典：Mt. Koyasanʼs ʻBuddhist curryʼ has no meat or curry powder, 
　The Asahi Shimbun, April 25,2024.］
「承諾番号25-0561」朝日新聞社に無断で転載することを禁じる
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問 2 ．次の設問の答えとして、最も適当なものを、①～④からそれぞれ 1 つず

つ選び、マークしなさい。

1 ．According to the passage above, what is true?

① Cafe Shizuku became a popular attraction despite its 

unconventional approach.

② Curry was selected specifically because it is generally connected 

to Buddhist food.

③ DMC Koyasan was originally opposed to the idea of serving curry 

to visitors.

④ Animal ingredients are used in shojin curry to draw new visitors.

2 ．What is the most appropriate title for this article?

① The struggle to turn traditional ‘Buddhist curry’ into a popular 

dish

② Mt. Koyasan’s ‘Buddhist curry’ still has room for improvement

③ Mt. Koyasan’s popular ‘Buddhist curry’ has no meat or curry 

powder

④ ‘Buddhist curry’ revitalized a formerly abandoned tourist 

destination



全学統一入試

令和 7（2025）年度

試験学科
経営学科
ホスピタリティ・マネジメント学科
経済学科
法律学科
国際関係学科
多文化コミュニケーション学科
現代社会学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

（　後　期　）

国　　語



025 2

こ
う
し
た
市
民
間
で
の
平
等
の
理
念
は
、
近
代
以
降
の
民
主
主
義
論
に
も
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
た
と
え
ば
19
世
紀
前
半
の
思
想
家
で
あ
る

ア
レ
ク
シ
・
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
七
月
革
命
を
機
に
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
、
そ
こ
で
新
し
く
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
実
地
で
観

察
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
諸
階
層
間
の
平
等
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
、
い
ず
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
波
及
す
る
歴
史
の
動
か
し

が
た
い
趨す
う

勢せ
い

で
あ
る
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。

古
代
の
民
主
主
義
と
近
代
の
民
主
主
義
は
多
く
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
平
等
を
一
つ
の
理
想
と
し
て
掲
げ
た
点
で
は
一
致
す
る
。

Ⅰ

、
私
た
ち
は
少
な
く
と
も
建
前
と
し
て
は
、
誰
も
が
等
し
い
政
治
的
権
利
を
持
つ
べ
き
こ
と
を
否
定
し
な
い
だ
ろ
う
。

＊

民
主
主
義
の
来
歴
を
振
り
返
る
と
き
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
国
家
ア
テ
ナ
イ
の
経
験
が
し
ば
し
ば
持
ち
出
さ
れ
る
。
ア
テ
ナ
イ
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
は
、
市
民
が
対
等
な
立
場
で
政
治
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
く
わ
え
、
民
主
政
を
維
持
す
る
た
め
の
特
徴
的
な
制
度
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
制
度
の
一
つ
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
陶
片
追
放
（
オ
ス
ト
ラ
シ
ズ
ム
）」
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
陶
片
追
放
と
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
都
市
国
家
ア
テ
ナ
イ
で
、
僭せ
ん

主
に
な
る
危
険
が
あ
る
人
物
を
一
定
期
間
ポ
リ
ス
か
ら
追
放
す
る
制
度
で
あ
り
、
紀
元
前
5
0
8
年
の
ク
レ
イ
ス

テ
ネ
ス
改
革
で
導
入
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
教
科
書
的
な
説
明
に
し
た
が
え
ば
、
陶
片
追
放
は
僭
主
の
台
頭
を
防
止
し
、
民
主
的
な
平
等
を
保
つ

た
め
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
と
し
て
、「
違
法
提
案
に
対
す
る
公
訴
（
グ
ラ
フ
ェ
ー
・
パ
ラ
ノ
モ
ン
）」
と
な
ら
ん
で
紹
介
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

※

Ｘ

Ａ

※
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一
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
以
下
の
設
問
に
答
え
よ
。

民
主
主
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
に
し
て
も
、
そ
の
最
も
基
本
的
な
価
値
観
の
一
つ
に
「
平
等
」
が
あ
る
こ
と
に
反
対
す
る
人
は

少
な
い
だ
ろ
う
。
民
主
主
義
体
制
の
も
と
で
は
、
金
持
ち
も
貧
し
い
者
も
等
し
く
（
直
接
的
で
あ
れ
、
間
接
的
で
あ
れ
）
政
治
的
な
参
加
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
れ
は
古
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
え
ど
も
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
市
民
の
平
等
を

ア

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
政
治
家
ペ
リ
ク
レ

ス
の
演
説
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
教
科
書
で
は
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
参
照
さ
れ
る
も
の
だ
。

わ
れ
ら
の
政
体
は
他
国
の
制
度
を
追
従
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ひ
と
の
理
想
を
追
う
の
で
は
な
く
、
ひ
と
を
し
て
わ
が
範
を
習
わ
し
め
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
名
は
、
少
数
者
の
独
占
を
排
し
多
数
者
の
公
平
を
守
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
民
主
政
治
と
呼
ば
れ
る
。
我
が
国
に
お
い
て

は
、
個
人
間
に
紛
争
が
生
ず
れ
ば
、
法
律
の
定
め
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
ひ
と
に
平
等
な
発
言
が
認
め
ら
れ
る
。
だ
が
一
個
人
が
才
能
の
秀
で

て
い
る
こ
と
が
世
に
わ
か
れ
ば
、
無
差
別
な
る
平
等
の
理
を
排
し
世
人
の
認
め
る
そ
の
人
の
能
力
に
応
じ
て
、
公
け
の
高
い
地
位
を
授
け
ら

れ
る
。
ま
た
貧
窮
に
身
を
起
こ
そ
う
と
も
、
ポ
リ
ス
に
益
を
な
す
力
を
持
つ
人
な
ら
ば
、
貧
し
さ
ゆ
え
に
道
を
と
ざ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

わ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
自
由
に
公
け
に
つ
く
す
道
を
も
ち
、
ま
た
日
々
互
い
に
猜
疑
の
目
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
自
由
な
生
活
を

イ

し
て
い
る
。
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さ
て
ア
テ
ナ
イ
の
人
々
が
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
を
追
放
し
よ
う
と
し
て
、
陶
片
に
名
ま
え
を
書
い
て
い
る
と
、
田
舎
者
ま
る
だ
し
の
男
が
ア
リ

ス
テ
イ
デ
ス
を
た
だ
行
き
ず
り
の
人
と
思
い
こ
ん
で
、
陶
片
を
わ
た
し
、「
ひ
と
つ
、
こ
れ
に
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
と
書
い
て
く
れ
ん
か
の
」

と
頼
ん
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
は
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
も
び
っ
く
り
し
て
、「
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
は
、
あ
ん
た
に
、
な
に
か
ひ
ど
い
こ
と
で
も

や
っ
た
の
か
ね
」
と
た
ず
ね
る
と
、「
い
や
、
な
ん
に
も
あ
り
ゃ
し
ね
え
。
で
え
い
ち
、
お
ら
あ
、
そ
ん
な
男
知
り
も
し
ね
え
だ
が
、
た
だ
、

ど
っ
こ
さ
行
っ
て
も
よ
、『
正
義
の
人
』『
正
義
の
人
』
っ
て
聞
く
も
ん
で
さ
あ
、
腹
が
立
っ
て
な
ん
ね
え
だ
か
ら
よ
」
と
い
っ
た
。
こ
れ
を

聞
い
て
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
は
一
言
も
こ
た
え
ず
陶
片
に
自
分
の
名
を
書
く
と
、
そ
の
ま
ま
男
に
も
ど
し
た
そ
う
だ
。

こ
う
し
て
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
の
追
放
は
決
ま
っ
た
と
い
う
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
ほ
か
に
も
同
じ
よ
う
な
話
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
テ
ミ
ス
ト

ク
レ
ス
に
つ
い
て
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、「
陶
片
追
放
は
刑
罰
で
は
な
く
、
嫉
妬
心
の
慰
撫
・
軽
減
で
あ
る
。
嫉
妬
心
と
い
う
も
の
は
頭
角
を
現

わ
す
者
の
頭
を
抑
え
つ
け
る
こ
と
に
快
哉
を
叫
び
、
そ
の
む
し
ゃ
く
し
ゃ
を
こ
の
よ
う
な
公
民
的
剝
奪
と
い
う
形
に
現
わ
し
て
発
散
さ
せ
る
」
と

語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
と
、
陶
片
追
放
が
嫉
妬
心
の
慰
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
陶
片
追
放
を
嫉
妬
の

ウ

で
あ
っ
た
と
伝
え
る
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
話
を
ど
こ
ま
で
真
に
受
け
て
よ
い
か
は
微
妙
な
と
こ
ろ
が

あ
る
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
自
身
よ
り
1
〜
2
世
紀
も
前
の
出
来
事
を
記
述
し
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
解
釈
に
は
同
時
代
的
な
裏
付
け
が
乏

し
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
私
た
ち
と
し
て
も
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
説
に
つ
い
て
は

オ

を
付
け
た
う
え
で
受
け
取
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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陶
片
追
放
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
手
続
き
で
行
わ
れ
た
。
ア
テ
ナ
イ
の
市
民
団
は
年
に
一
度
、
陶
片
追
放
の
投
票
を
実
施
す
べ
き
か
を

投
票
で
決
定
す
る
。
こ
れ
で
実
施
が
決
ま
れ
ば
、
市
民
ら
は
2
ヶ
月
後
に
あ
ら
た
め
て
集
い
、「
オ
ス
ト
ラ
コ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
陶
器
の
か
け
ら

に
追
放
し
よ
う
と
思
う
者
の
名
前
を
書
き
、
そ
れ
を
投
票
場
所
に
投
げ
込
む
。
投
票
総
数
が
六
千
人
に
達
し
な
け
れ
ば
無
効
と
な
り
、
そ
の
な
か

で
最
も
多
く
名
前
を
書
か
れ
た
も
の
が
十
年
間
の
追
放
と
な
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
が
問
題
な
の
は
、
陶
片
追
放
が
民
主
政
治
を
維
持
す
る
制
度
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
民
衆
の
嫉
妬
の

ウ

で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
。
た
と
え
ば
セ
ー
レ
ン
・
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
陶
片
追
放
（
貝
殻
追
放
）
に
つ
い
て
、「
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
、
貝
殻
追
放
は
妬
み
の
ひ
と
つ
の

表
現
で
あ
っ
た
、
傑
出
し
た
も
の
に
拮
抗
す
る
た
め
の
一
種
の
自
衛
手
段
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
陶
片
追
放
は
嫉
妬
の
過
度

な
表
出
を
抑
え
る
た
め
の
装
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
民
衆
の
嫉
妬
の
ガ
ス
抜
き
と
し
て
機
能
し
て
い
た
わ
け
だ
。

＊

こ
れ
に
関
連
し
て
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
が
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
に
つ
い
て
伝
え
る
と
こ
ろ
を
見
て
み
よ
う
。
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
は
「
正
義
の
人
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
人
々
の
嫉
妬
を
買
う
よ
う
に
な
り
、
民
衆
ら
は
彼
を
陶
片
追
放
に
か
け
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
プ
ル
タ
ル

コ
ス
は
「
彼
の
名
声
に
た
い
す
る
自
分
ら
の
ね
た
み
心
を
僭
主
支
配
の
恐
怖
と
い
う

エ

の
か
げ
に
お
し
か
く
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
陶
片
追
放
は
、
肥
大
化
し
た
権
力
を
引
き
ず
り
下
ろ
す
と
い
う
よ
り
、「

Ⅱ

」
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
、
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
と
「
田
舎
者
ま
る
だ
し
の
男
」
と
の
会
話
に
つ
い
て
こ
う
伝
え
て
い
る
。

※

Ｙ

※

Ｂ
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社
会
の
中
に
集
合
精
神
そ
の
他
の
形
で
働
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
根
源
的
な
嫉
妬
か
ら
発
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
が
た

い
。
だ
れ
も
出
し
ゃ
ば
ろ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
だ
れ
も
が
お
な
じ
で
あ
り
、
お
な
じ
も
の
を
も
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
社
会
的
公

正
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
分
も
多
く
の
こ
と
を
断
念
す
る
か
ら
、
他
の
人
々
も
そ
れ
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
、
お
な
じ

こ
と
で
あ
る
が
他
人
も
そ
れ
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
蠢う
ご
め

い
て
い
る
の
は
「
自
分
が
贔ひ

い
き屓

に
な
れ
な
い
と
す
れ
ば
、

Ⅳ

」
と
い
う
、
見
か
け
の
公
正
さ
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
真
っ
黒
な
感
情
で
あ
る
。
こ
の
フ
ロ
イ
ト
の
洞
察
、
す
な
わ
ち
社
会
的
公
正
お
よ
び
平
等
の
観
念
が
嫉
妬
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
洞

察
は
、
正
義
を
中
心
に
構
想
さ
れ
た
現
代
の
政
治
哲
学
を
い
さ
さ
か
不
安
に
さ
せ
る
も
の
だ
ろ
う
。

＊

平
等
や
公
正
さ
の
本
性
が
嫉
妬
か
否
か
に
つ
い
て
、
結
論
は
お
い
て
お
こ
う
。
私
た
ち
と
し
て
は
せ
い
ぜ
い
、
嫉
妬
が
絡
ん
で
い
る
場
合
も
あ

れ
ば
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
に
留
め
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
民
主
主
義
が
要
求
す
る
平
等
の
理
念
は
、
別
の
仕
方
で
も
嫉
妬
の
問
題
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
に
お
け
る
民
主
化

が
も
た
ら
し
た
平
等
の
意
識
に
よ
っ
て
、
人
々
の
嫉
妬
感
情
が
爆
発
的
に
拡
が
っ
た
の
だ
。
と
い
う
の
も
、
平
等
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
や
否

や
、
人
々
は
お
互
い
に
比
較
を
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
ア
レ
ク
シ
・
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
を
取
り
上
げ
よ
う
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
そ
の
代
表
作
『
ア
メ
リ
カ
の
デ

Ｃ

025 5

だ
と
し
て
も
、
民
主
主
義
の
原
初
的
な
制
度
に
す
で
に
嫉
妬
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
（
少
な
く
と
も
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
そ
の
よ
う
に
考
え
た
）
こ
と
は
、

嫉
妬
と
民
主
主
義
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
と
て
も
示
唆
的
で
あ
る
。
嫉
妬
と
民
主
主
義
の
関
係
は
、
単
に
前
者
が
後
者
に
外
か
ら
取
り
憑
い
た

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
嫉
妬
と
民
主
主
義
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
強
い

カ

に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
さ
そ
う

で
あ
る
。

＊

民
主
主
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
に
せ
よ
、
そ
の
中
心
的
な
価
値
に
「
平
等
」
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
通
り
で
あ

る
。
平
等
の
理
念
は
様
々
な
仕
方
で
、
諸
制
度
や
諸
実
践
の
な
か
で
実
現
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
一
人
ひ
と
り
が
平
等
に
選
挙
権
を

持
つ
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
市
民
に
は
等
し
く
政
治
参
加
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
、
政
治
の
領
域
に
お
い
て
市
民
は
対
等
な
立

場
で
議
論
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
市
民
間
の
政
治
的
平
等
は
民
主
主
義
の
大
原
則
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
く
、
し
た
が
っ
て
現
代
の

政
治
哲
学
に
お
い
て
も
、「
平
等
と
は
何
か
」
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
精
神
分
析
の
祖
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
の
洞
察
は
、

Ⅲ

、
ど
こ
か
不
穏
な
も
の
で
あ
る
。

フ
ロ
イ
ト
は
「
集
団
心
理
学
と
自
我
の
分
析
」
の
な
か
で
、「
演
奏
の
後
で
、
歌
手
や
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
周
囲
に
群
れ
を
な
し
て
殺
到
す
る
魅
了

さ
れ
た
熱
狂
的
な
婦
人
た
ち
や
少
女
た
ち
」
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
女
た
ち
は
我
先
に
と
ス
タ
ー
と
お
近
付
き
に
な
る
こ
と

を
欲
す
る
の
だ
が
、
い
つ
し
か
集
団
と
し
て
一
体
化
し
、
み
な
で
平
等
に
ス
タ
ー
の
存
在
を
共
有
す
る
こ
と
を
喜
ぶ
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
フ
ロ

イ
ト
は
こ
の
よ
う
な
経
験
的
事
実
を
一
般
化
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

※
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政
治
学
者
の
宇
野
重
規
が
『
ト
ク
ヴ
ィ
ル
　
平
等
と
不
平
等
の
理
論
家
』
の
中
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
「
想
像
力
」

が
果
た
す
役
割
は
決
定
的
で
あ
る
。

ａ
　
そ
の
と
き
不
平
等
は
な
ん
ら
正
統
性
の
な
い
も
の
と
し
て
現
れ
る
だ
ろ
う
。

ｂ
　
つ
ま
り
平
等
化
以
前
の
社
会
に
あ
っ
て
は
、
人
々
は
主
人
を
比
較
の
対
象
と
は
見
て
い
な
い
。

ｃ
　
し
か
し
、
い
っ
た
ん
「
他
者
を
自
分
と
同
類
と
み
な
す
想
像
力
」
が
解
放
さ
れ
、
主
人
が
同
じ
人
間
で
あ
る
こ
と
に
理
解
が
及
ぶ
や
い
な

や
、
人
々
は
政
治
的
・
経
済
的
等
々
の
不
平
等
に
不
満
を
覚
え
る
よ
う
に
な
る
。

ｄ
　
そ
し
て
こ
の
「
不
平
等
を
正
当
化
す
る
の
に
特
別
な
理
由
が
要
求
さ
れ
る
」
こ
と
こ
そ
、
民
主
的
な
社
会
の
特
徴
な
の
で
あ
る
。

ｅ
　
そ
の
よ
う
な
社
会
に
あ
っ
て
、
不
平
等
な
状
態
に
特
別
な
正
当
化
は
必
要
と
さ
れ
な
い
し
、
主
人
に
対
す
る
嫉
妬
が
生
じ
る
こ
と
も
な
い

だ
ろ
う
。

宇
野
は
新
し
い
想
像
力
を
備
え
た
こ
の
よ
う
な
人
間
を
〈
民ホ
モ
・
デ
モ
ク
ラ
テ
イ
ク
ス

主
的
人
間
〉
と
呼
ん
で
い
る
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
こ
れ
は
同
時
に
〈
嫉
妬
的

人
間
〉
で
も
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
嫉
妬
は
等
し
い
者
同
士
の
あ
い
だ
に
生
じ
る
も
の
だ
が
、
同
時
に
そ
こ
に
は
最
小
限
の
違
い
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
つ
ま
り
、
嫉
妬
は
平
等
と
差
異
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
う
え
に
成
立
す
る
感
情
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ほ
か

な
ら
ぬ
平
等
と
差
異
こ
そ
、
私
た
ち
の
民
主
主
義
に
不
可
欠
な
構
成
要
素
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
嫉
妬
が
民
主
的
な
社
会
に
お
い
て
不
可
避
で
あ
る
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モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
な
か
で
、
新
大
陸
に
新
し
く
生
ま
れ
た
政
治
体
制
の
諸
特
徴
を
描
き
出
し
て
い
る
が
、

ａ

民
主
的
な
平
等
が
人
々
の

あ
い
だ
に
嫉
妬
感
情
を
も
た
ら
す
と
指
摘
し
て
い
る
の
だ
。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
よ
る
と
、
封
建
制
の
解
体
と
平
等
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
社
会
的
上
下
関
係
や
権
威
は

ｂ

否
認
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
「
諸
条
件
の
平
等
」
と
し
て
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
歴
史
の
動
か
し
が
た
い
趨
勢
で
あ
り
、

ｃ

避
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
の
平
等
化
は
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
れ
た
事
実
で
は
な
く
、
過
去
七
〇
〇
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
主
化
の
歩
み
で
も
あ
っ
た
。

ｄ

、
歴
史
の
必
然
的
な
流
れ
で
あ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
そ
の
平
等
の
理
念
は
、
人
々
の
あ
い
だ
に
嫉
妬
心
を
か
き
立
て
る
こ
と
に
な

る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

民
主
主
義
の
諸
制
度
が
人
の
心
の
中
に
羨
望
の
念
を
著
し
く
育
て
る
こ
と
に
目
を
塞
い
で
は
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
民
主
的
諸
制
度
が

各
人
に
他
者
と
同
等
に
な
る
手
段
を
提
供
す
る
か
ら
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
ら
の
手
段
が
こ
れ
を
利
用
す
る
人
の
期
待
を
絶
え
ず
裏
切
る
た
め

で
あ
る
。
民
主
主
義
の
諸
制
度
は
平
等
の
情
念
を
覚
醒
し
、
こ
れ
に
追
従
す
る
が
、
決
し
て
こ
れ
を
完
全
に
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
の
完
全
な
平
等
は
、
民
衆
が
こ
れ
を
捉
え
た
と
思
っ
た
そ
の
瞬
間
に
い
つ
も
そ
の
手
か
ら
逃
れ
、
パ
ス
カ
ル
が
言
う
よ
う
に
永
遠
の

と
ん

走
を
繰
り
返
す
。
認
識
し
う
る
ほ
ど
に
は
手
近
く
、
味
わ
う
に
は
遠
す
ぎ
る
だ
け
に
、
一
層
貴
重
な
こ
の
幸
福
の
追
求
に
民
衆
は
熱
中
す

る
。
彼
ら
は
成
功
の
望
み
に
よ
っ
て
駆
り
立
て
ら
れ
る
が
、
勝
利
が
確
か
で
は
な
い
の
で
苛
立
つ
。
興
奮
し
、
疲
れ
、
そ
し
て
憤
る
。

※
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問
㈠
　
空
欄
ア
〜
カ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ア
　
1

　
謳う
た

っ
た
　
　
2

　
騙か

た

っ
た
　
　
3

　
倣な

ら

っ
た
　
　
4

　
謀は

か

っ
た

イ
　
1

　
悦
楽
　
　
　
2

　
享
受
　
　
　
3

　
渡
世
　
　
　
4

　
是
正

ウ
　
1

　
切
り
口
　
　
2

　
と
ば
口
　
　
3

　
は
け
口
　
　
4

　
や
り
口

エ
　
1

　
偽
装
　
　
　
2

　
実
態
　
　
　
3

　
核
心
　
　
　
4

　
名
分

オ
　
1

　
難
癖
　
　
　
2

　
目
鼻
　
　
　
3

　
味
噌
　
　
　
4

　
留
保

カ
　
1

　
因
縁
　
　
　
2

　
手
綱
　
　
　
3

　
紐
帯
　
　
　
4

　
連
綿

問
㈡
　
波
線
部
Ｘ
「
趨
勢
」、
Ｙ
「
拮
抗
す
る
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番

号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ｘ
　
趨
勢

1
　
一
つ
の
側
面
　
　
2

　
急
激
な
変
化
　
　
3

　
物
事
の
な
り
ゆ
き
　
　
4

　
人
々
の
選
択

Ｙ
　
拮
抗
す
る

1
　
う
ち
勝
つ

　
　
　
2

　
従
う

　
　
　
　
　
3

　
歯
向
か
う

　
　
　
　
　
4

　
は
り
合
う
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こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ひ
っ
く
り
返
し
て
言
え
ば
、
嫉
妬
の
な
い
社
会
と
は
、
人
々
の
あ
い
だ
に
差
異
の
な
い
完
全
に
同
質
的
な
社
会
で
あ
る
か
、
絶
対
的
な
差
異
の

も
と
で
い
っ
さ
い
の
比
較
を
許
さ
な
い
前
近
代
的
な
社
会
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
嫉
妬
は
私
た
ち
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
条
件
か
つ
帰
結
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
嫉
妬
を
民
主
社
会
か
ら
切
り
離
せ
ば
よ
い
と
い
う
単
純
な
話
に
は
な
ら
な
い
の
だ
。

（
山や
ま

本も
と

圭け
い

『
嫉
妬
論

　
民
主
社
会
に
渦
巻
く
情
念
を
解
剖
す
る
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
一
部
省
略
し
た
箇

所
が
あ
る
。）

※
　
ア
レ
ク
シ
・
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル

＝
一
八
〇
五
―
一
八
五
九
。
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学
者
・
思
想
家
・
歴
史
家
。
建
国
し
て
間
も
な
い
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
旅
行
し
た

後
、『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
を
執
筆
し
、
民
主
政
の
諸
機
能
を
分
析
し
た
。

※
　
僭せ
ん

主
＝
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
、
非
合
法
の
手
段
に
よ
っ
て
政
権
を
奪
い
、
独
裁
制
を
樹
立
し
た
人
物
。

※
　
セ
ー
レ
ン
・
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
＝
一
八
一
三
―
一
八
五
五
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
哲
学
者
・
思
想
家
。『
死
に
至
る
病
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

※
　
プ
ル
タ
ル
コ
ス
＝
四
六
―
一
二
〇
頃
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
・
著
述
家
。
膨
大
な
数
の
著
作
を
の
こ
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

※
　
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
＝
一
八
五
六
―
一
九
三
九
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
神
経
科
医
・
精
神
科
医
。
精
神
分
析
学
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

※
　
パ
ス
カ
ル
＝
一
六
二
三
―
一
六
六
二
。
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
・
数
学
者
・
物
理
学
者
。
代
表
的
著
作
と
し
て
『
パ
ン
セ
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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Ⅳ
　
1

　
と
に
か
く
、
贔
屓
に
な
っ
た
だ
れ
か
を
お
と
し
め
て
気
を
晴
ら
そ
う

2
　
せ
め
て
、
出
し
ゃ
ば
ら
な
い
こ
と
で
悔
し
さ
か
ら
目
を
そ
ら
そ
う

3
　
逆
に
皆
は
平
等
な
の
だ
か
ら
、
だ
れ
も
ス
タ
ー
に
な
っ
て
は
い
け
な
い

4
　
少
な
く
と
も
皆
の
う
ち
、
だ
れ
一
人
と
し
て
贔
屓
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

問
㈣
　
傍
線
部
Ａ
「
陶
片
追
放
」
の
説
明
と
し
て
最
も
不
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ

よ
。

1
　
ア
テ
ナ
イ
で
は
民
主
的
平
等
を
維
持
す
る
た
め
に
様
々
な
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
陶
片
追
放
の
制
度
は
、
特
定

の
人
物
が
独
裁
者
と
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

2
　
陶
片
追
放
と
は
僭
主
と
し
て
台
頭
す
る
危
険
性
の
あ
る
人
物
を
ポ
リ
ス
か
ら
追
放
す
る
制
度
で
あ
り
、
ア
テ
ナ
イ
の
民
主
政
を
保
つ
た

め
に
も
、
一
年
に
一
人
、
必
ず
誰
か
が
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

3
　
陶
片
追
放
の
投
票
で
最
も
多
く
名
前
を
書
か
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
物
が
実
際
に
独
裁
者
と
化
す
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が

ど
こ
ま
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
定
期
間
ポ
リ
ス
か
ら
追
放
さ
れ
た
。

4
　
陶
片
追
放
は
僭
主
の
台
頭
を
防
ぐ
た
め
に
ア
テ
ナ
イ
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
市
民
が
行
き

過
ぎ
た
嫉
妬
心
を
抱
く
こ
と
を
防
ぐ
機
能
も
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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問
㈢

　
空
欄
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ
　
1

　
た
と
え
、
人
々
が
本
音
で
は
真
の
平
等
を
ま
っ
た
く
望
ん
で
い
な
い
と
し
て
も

2
　
実
際
に
は
、
多
く
の
民
主
社
会
で
様
々
な
不
平
等
が
横
行
し
て
い
る
と
し
て
も

3
　
原
則
と
し
て
、
民
主
主
義
の
平
等
の
理
念
に
は
義
務
と
責
任
が
付
随
す
る
も
の
の

4
　
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
い
ま
だ
に
真
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
実
現
し
て
い
な
い
も
の
の

Ⅱ
　
1

　
民
主
政
を
維
持
す
る
た
め
の
平
等
化
の
実
践

2
　
む
し
ろ
現
行
の
権
力
が
考
え
出
し
た
さ
か
し
ら
な
装
置

3
　
民
衆
の
ね
た
み
を
な
だ
め
る
た
め
の
心
こ
ま
や
か
な
工
夫

4
　
僭
主
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
抹
消
す
る
よ
く
練
ら
れ
た
制
度

Ⅲ
　
1

　
平
等
や
公
正
さ
の
要
求
に
、
じ
つ
は
後
ろ
め
た
い
感
情
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
暴
露
し
よ
う
と
す
る

2
　
嫉
妬
の
感
情
に
と
ら
わ
れ
た
人
々
が
、
公
正
さ
を
忘
れ
集
団
的
熱
狂
に
至
る
こ
と
を
予
言
し
て
み
せ
た

3
　
社
会
的
公
正
が
人
々
の
ね
た
み
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
決
し
て
実
現
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
た

4
　
政
治
的
平
等
を
重
視
す
る
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
、
人
気
者
に
市
民
が
群
が
る
現
実
を
冷
や
や
か
に
見
つ
め
る
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問
㈥
　
傍
線
部
Ｃ
「
民
主
主
義
が
要
求
す
る
平
等
の
理
念
は
、
別
の
仕
方
で
も
嫉
妬
の
問
題
と
か
か
わ
っ
て
い
る
」
に
つ
い
て
、
そ
の
説
明
と
し

て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
民
主
的
な
社
会
が
到
来
し
、
封
建
的
な
上
下
関
係
が
解
消
さ
れ
、
人
々
が
政
治
的
・
経
済
的
に
平
等
に
な
っ
て
い
く
と
、
か
え
っ
て

人
々
は
自
身
と
他
者
を
差
異
化
す
る
こ
と
を
求
め
は
じ
め
、
互
い
に
嫉
妬
感
情
を
高
め
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
。

2
　
民
主
主
義
の
諸
制
度
は
人
々
に
平
等
の
情
念
を
芽
生
え
さ
せ
た
が
、
現
実
の
社
会
に
お
い
て
完
全
な
平
等
は
い
ま
だ
実
現
さ
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
不
公
正
な
状
況
に
満
足
で
き
な
い
民
衆
は
怒
り
、
社
会
の
改
革
を
望
む
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
。

3
　
社
会
の
民
主
化
が
進
み
、
民
衆
の
あ
い
だ
に
平
等
の
意
識
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
自
身
と
他
者
は
同
等
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
実
際
に

は
そ
こ
に
様
々
な
不
平
等
が
存
在
す
る
こ
と
に
、
人
々
は
嫉
妬
の
感
情
を
抱
く
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
。

4
　
民
主
政
と
は
上
下
関
係
を
認
め
な
い
体
制
で
あ
り
、
民
衆
に
も
平
等
の
理
念
が
植
え
つ
け
ら
れ
る
が
、
一
方
で
他
者
と
比
較
し
は
じ
め

た
人
々
は
、
た
と
え
自
身
の
方
が
優
れ
て
い
て
も
他
者
と
平
等
だ
と
さ
れ
る
こ
と
に
、
嫉
妬
を
抱
く
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
。

問
㈦
　
空
欄
ａ
〜
ｄ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
8
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。（
同
じ

番
号
を
重
複
し
て
選
ば
な
い
こ
と
。）

1
　
あ
る
い
は

　
　
2

　
つ
ま
り

　
　
3

　
し
か
し

　
　
4

　
し
だ
い
に

5
　
す
ぐ
に
　
　
　
6

　
ま
さ
に
　
　
7

　
も
は
や
　
　
8

　
よ
も
や
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問
㈤

　
傍
線
部
Ｂ
「
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
と
「
田
舎
者
ま
る
だ
し
の
男
」
と
の
会
話
」
の
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢

1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
「
田
舎
者
ま
る
だ
し
の
男
」
が
、
通
り
す
が
り
の
人
を
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
本
人
と
知

ら
ず
に
彼
の
名
を
陶
片
に
書
く
よ
う
に
頼
ん
だ
の
は
、
人
々
が
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
を
「
正
義
の
人
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
嫉
妬
し
た
か
ら
だ
。

2
　「
田
舎
者
ま
る
だ
し
の
男
」
は
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
に
何
の
恨
み
も
な
か
っ
た
が
、
ア
テ
ナ
イ
の
多
く
の
人
が
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
の
名
を

陶
片
に
書
い
て
い
る
こ
と
を
見
聞
き
し
、
そ
の
理
由
に
彼
自
身
も
納
得
し
た
た
め
、
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
の
追
放
に
同
調
し
た
。

3
　「
田
舎
者
ま
る
だ
し
の
男
」
が
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
の
追
放
に
加
担
し
た
理
由
は
、
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
の
名
声
を
ね
た
ん
だ
か
ら
だ
が
、

「
正
義
の
人
」
が
や
が
て
独
裁
者
に
化
す
と
い
う
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
歴
史
を
二
度
と
く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
も
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

4
　
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ス
は
「
田
舎
者
ま
る
だ
し
の
男
」
か
ら
陶
片
に
自
身
の
名
を
書
く
よ
う
に
求
め
ら
れ
、
は
じ
め
は
驚
い
た
も
の
の
、

人
々
の
強
烈
な
嫉
妬
感
情
こ
そ
が
ギ
リ
シ
ャ
の
民
主
主
義
を
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
理
解
し
た
た
め
、
自
ら
の
追
放
を
受
け
入
れ
た
。
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問
㈨

　本
文
の
内
容
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

　古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
も
近
代
以
降
に
お
い
て
も
、
民
主
主
義
の
基
本
的
な
価
値
と
し
て
平
等
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
導
入
さ

れ
る
諸
制
度
と
人
々
の
嫉
妬
感
情
と
の
あ
い
だ
に
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
も
、
両
者
に
は
共
通
点
が
あ
る
。

2

　プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
ア
テ
ナ
イ
の
陶
片
追
放
の
制
度
を
刑
罰
で
は
な
く
民
衆
の
嫉
妬
の
軽
減
策
で
あ
る
と
み
な
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
近
代
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
説
は
完
全
に
は
信
用
で
き
な
い
。

3

　近
代
の
人
間
が
選
挙
権
や
政
治
参
加
の
平
等
な
ど
を
要
求
し
た
背
後
に
は
、
人
間
の
他
者
に
対
す
る
嫉
妬
感
情
が
存
在
す
る
以
上
、
果

た
し
て
「
平
等
」
を
民
主
主
義
の
根
本
的
な
価
値
と
し
て
捉
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

4

　嫉
妬
と
は
民
主
的
な
社
会
に
生
き
る
人
々
の
、
等
し
い
者
同
士
に
見
え
て
実
際
に
は
様
々
な
差
異
が
あ
る
者
の
あ
い
だ
に
生
じ
る
も
の

で
あ
り
、
私
た
ち
が
真
に
嫉
妬
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
平
等
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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問
㈧

　
本
文
中
の
枠
で
囲
ま
れ
た
ａ
〜
ｅ
は
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
な
い
。
正
し
く
並
べ
替
え
る
と
す
れ
ば
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
ど
れ

が
最
も
適
切
か
。
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ａ
―
ｄ
―
ｃ
―
ｂ
―
ｅ

2
　
ｂ
―
ｅ
―
ｃ
―
ａ
―
ｄ

3
　
ｃ
―
ｂ
―
ｅ
―
ｄ
―
ａ

4
　
ｄ
―
ｃ
―
ａ
―
ｅ
―
ｂ
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⑦

　冷

と
い
わ
れ
る
が
人
情
家
の
一
面
も
あ
る
。

 

1

　迭

　
　 2

　徹

　
　 3

　哲

　
　 4

　鉄

　
　 5

　綴

⑧

　浪
漫
派
の
系

に
連
な
る
詩
人
だ
。

 

1

　投

　
　 2

　譜

　
　 3

　富

　
　 4

　符

　
　 5

　当

⑨

　表
面
に
は

緻
な
文
様
が
彫
ら
れ
て
い
た
。

 

1

　曖

　
　 2

　精

　
　 3

　詳

　
　 4

　整

　
　 5

　雑

⑩

　表
情
か
ら
余

が
消
え
た
。

 

1

　計

　
　 2

　裕

　
　 3

　豊

　
　 4

　談

　
　 5

　雄
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二
、
問
㈠
〜
問
㈣
の
設
問
に
答
え
よ
。

問
㈠

　次
の
各
文
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
5
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①

　

外
の
成
功
に
喜
ぶ
。

 

1

　期

　
　 2

　希

　
　 3

　房

　
　 4

　某

　
　 5

　望

②

　山
で
遊
ぶ
た
め
生
傷
が

え
な
い
。

 

1

　貯

　
　 2

　蓄

　
　 3

　堪

　
　 4

　絶

　
　 5

　耐

③

　遺
族
に
弔

金
を
届
け
る
。

 

1

　慰

　
　 2

　遺

　
　 3

　用

　
　 4

　耗

　
　 5

　様

④

　

せ
ず
し
て
成
功
し
た
。

 

1

　糧

　
　 2

　弄

　
　 3

　労

　
　 4

　老

　
　 5

　牢

⑤

　事
の

否
を
論
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

1

　損

　
　 2

　面

　
　 3

　当

　
　 4

　判

　
　 5

　頭

⑥

　予
定
時
間
を
超

し
た
。

 

1

　科

　
　 2

　閲

　
　 3

　課

　
　 4

　過

　
　 5

　越
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演
奏
す
る
隣
人
の
人
格
と
も
結
び
つ
く
。
⑵
の
志
向
性
の
レ
ベ
ル
で
は
、
感
情
は
わ
た
し
の
内
側
の
感
覚
に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
た
し
の
外
側

の
誰
か
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
し
は
憎
し
み
の
感
情
を
介
し
て
、
他
人
の
人
格
に

Ｂ

を
払
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
。
直

接
情
念
が
主
体
の
個
人
的

Ｅ

に
根
ざ
し
て
い
る
の
に
対
し
、
間
接
情
念
は
人
格
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の

Ｆ

に
認
め

ら
れ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
こ
の
よ
う
な
間
接
情
念
の
説
明
を
誇
り
や
憎
し
み
の
感
情
だ
け
で
な
く
、
卑
下
や
愛
と
い
っ
た
感
情
に
も
適
用
す
る
。

感
情
の
志
向
性
は
「
感
情
は
色
メ
ガ
ネ
の
よ
う
に
作
用
す
る
」
と
い
う
比
喩
表
現
を
明
確
化
し
て
く
れ
る
。
わ
た
し
自
身
の
卑
下
の
感
情

は
不
快
な
感
じ
を
伴
い
つ
つ
、
他
人
に
劣
る
「
わ
た
し
」
の
あ
り
よ
う
を

Ｇ

と
し
て
際
立
た
せ
る
。
ま
た
、
あ
な
た
に
対
す
る
愛
の 

感
情
は
快
の
感
情
を
伴
い
つ
つ
、
わ
た
し
の
求
め
る
「
あ
な
た
」
の
あ
り
よ
う
を

Ｇ

と
し
て
際
立
た
せ
る
。
つ
ま
り
、
感
情
は
そ
の 

志
向
性
に
よ
っ
て
、
感
情
を
抱
く
人
間
の
「

Ｈ

」
を
「
わ
た
し
」
や
「
あ
な
た
」
と
い
っ
た
人
格
の
特
定
の
側
面
に

Ｉ

さ
せ
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

感
情
の
向
け
ら
れ
る
対
象
と
し
て
人
格
と
い
う
不
変
の
実
体
が
想
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
間
接
情
念
に
お
い
て
誇
る
べ
き
「
わ
た
し
」

の
人
格
と
か
、
愛
す
べ
き
「
あ
な
た
」
の
人
格
は
、
わ
た
し
た
ち
に
知
覚
さ
れ
る
限
り
で
の
身
体
を

Ｊ

と
し
て
志
向
さ
れ
る
に
過

ぎ
な
い
。

（
永な
が

守も
り

伸の
ぶ

年と
し

『
信
頼
と
裏
切
り
の
哲
学
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
一
部
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）
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問
㈡

　
次
の
文
章
の
空
欄
Ａ
〜
Ｊ
に
入
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
15
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ

よ
。（
同
じ
も
の
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

感
情
の
志
向
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
ヒ
ュ
ー
ム
〔
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
哲
学
者
、
一
七
一
一
―
一
七
七
六
〕
に
よ
れ
ば
、
感
情
に
は
直
接

的
な
も
の
と
間
接
的
な
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
耳
を
す
ま
せ
る
と
あ
る
音
色
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
の
知
覚
か
ら
直
接
的
に
喜
び
の
感

情
が
抱
か
れ
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
喜
び
、
悲
し
み
、
欲
求
、
嫌
悪
の
よ
う
に
主
体
の
感
覚
か
ら
内
発
す
る
感
情
は
「
直
接
情
念
」
と
呼

ば
れ
る
。

他
方
、
も
う
少
し
複
雑
な
成
り
立
ち
の
感
情
も
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
が
「
間
接
情
念
」
に
分
類
す
る
タ
イ
プ
の
感
情
で
あ
る
。
手
に
入
れ
た

ば
か
り
の
楽
器
を
誇
ら
し
く
感
じ
る
状
況
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
、
先
ほ
ど
の
喜
び
の
感
情
と
同
じ
よ
う
に
快
い
感
じ
が
す
る
。
で

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
誇
り
の
感
情
を
抱
く
と
き
に
は
楽
器
を

Ａ

し
て
い
る
自
分
自
身
に
も

Ｂ

が
向
け
ら
れ
る
。

誇
り
の
感
情
は
「
わ
た
し
」
を

Ｃ

と
し
て
、
そ
の
人
格
に
さ
し
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
感
情
が
何
か
に
向
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
感
情
の
「
志
向
性
」
と
表
現
し
よ
う
。

こ
こ
か
ら
間
接
情
念
の

Ｄ

を
整
理
で
き
る
。
そ
れ
は
⑴
快
苦
に
関
わ
る
「
感
じ
」
の
レ
ベ
ル
と
、
⑵
そ
れ
が
さ
し
向
け
ら
れ
る

「
志
向
性
」
の
レ
ベ
ル
に
ま
た
が
る
。
た
と
え
ば
夜
中
に
さ
わ
が
し
く
聞
こ
え
て
く
る
隣
人
の
演
奏
に
、
わ
た
し
が
憎
し
み
の
感
情
を
抱
く

状
況
を
想
像
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
と
き
⑴
わ
た
し
の
憎
し
み
の
感
情
は
不
快
な
感
じ
と
結
び
つ
く
一
方
、
⑵
憎
し
み
を
も
た
ら
す
演
奏
は
、
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問
㈣

　次
の
慣
用
的
な
表
現
の
意
味
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
4
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
番
号
を
マ
ー

ク
せ
よ
。

①

　横
や
り
を
入
れ
る

1

　状
況
に
応
じ
て
素
早
く
動
い
た
り
、
機
転
の
利
い
た
行
い
を
し
た
り
す
る
。

2

　人
の
弱
み
を
見
抜
い
て
そ
れ
に
つ
け
こ
ん
だ
り
、
欠
点
を
つ
い
た
り
し
て
失
敗
さ
せ
る
。

3

　人
の
そ
ば
で
非
難
め
い
た
言
い
方
を
し
た
り
、
で
し
ゃ
ば
っ
た
行
い
を
し
た
り
す
る
。

4

　他
人
の
成
功
を
う
ら
や
ん
で
意
図
的
に
妨
げ
た
り
、
物
事
の
進
行
を
止
め
た
り
す
る
。

②

　手
ぐ
す
ね
引
く

1

　気
を
利
か
せ
て
先
回
り
す
る
。

2

　無
駄
な
く
効
率
的
に
物
事
を
進
め
る
。

3

　心
の
中
で
ひ
そ
か
に
悪
巧
み
を
抱
く
。

4

　あ
ら
か
じ
め
十
分
に
用
意
し
て
待
ち
構
え
る
。

025 21

1

　宛
先

　
　
　
　 2

　集
中

　
　
　
　
　 3

　構
造

　
　 4

　注
意

　
　 5

　志
向
的
対
象

6

　集
団
生
活

　
　 7

　社
会
関
係

　
　
　 8

　見
方

　
　 9

　所
有

　
　10

　媒
介

11

　尽
力

　
　
　
　12

　本
来
的
志
向

　
　13

　責
任

　
　14

　配
慮

　
　15

　欲
求

問
㈢

　次
の
四
字
熟
語
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
10
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

（
同
じ
も
の
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

①

　危

存
亡

　
　②

　粗

濫
造

　
　③

　隠
忍

重

　
　④

　眺
望
絶

　
　⑤

　

厚
篤
実

1

　鈍

　
　 2

　急

　
　 3

　自

　
　 4

　佳

　
　 5

　軽

6

　生

　
　 7

　死

　
　 8

　製

　
　 9

　頂

　
　10

　温
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③
　
抜
き
差
し
な
ら
な
い

1
　
処
置
の
し
よ
う
が
な
い
。

2
　
物
事
の
決
着
が
つ
か
な
い
。

3
　
調
子
に
の
っ
て
度
を
過
ご
す
。

4
　
人
か
ら
何
も
か
も
取
り
あ
げ
る
。

④
　
胸
突
き
八
丁

1
　
過
去
に
身
に
つ
け
た
技
量
を
自
慢
す
る
様
子
。

2
　
物
事
を
な
し
と
げ
る
の
に
最
も
苦
し
い
時
期
。

3
　
疲
れ
果
て
て
何
に
も
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
気
分
。

4
　
言
葉
も
出
な
い
ほ
ど
興
奮
し
て
感
情
が
高
ぶ
る
状
態
。

⑤
　
同
日
の
論
に
あ
ら
ず

1
　
議
論
す
る
余
地
も
な
い
ほ
ど
明
白
で
あ
る
。

2
　
差
が
大
き
く
て
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

3
　
心
配
事
を
し
て
も
仕
方
が
な
い
と
あ
き
ら
め
る
。

4
　
証
拠
を
示
し
て
も
物
事
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
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8 ．This song （ ） me of my youth.

① gives ② reminds ③ takes ④ remembers

9 ．No quick （ ） to the population problem is in sight.

① examination  ② invitation

③ revolution  ④ solution

10．The electric power industry in Japan （ ） large amounts of fossil 

fuel.

① spreads ② contacts ③ creates ④ consumes
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次の 1 ～10の（ ）に入る最も適当なものを①～④から 1 つずつ選び、

マークしなさい。

1 ．Please don’t （ ） the door open when you go out.

① place ② leave ③ relay ④ stay

2 ．I have to get （ ） to my new schedule.

① taken ② called ③ used ④ spent

3 ．Could you give Jenny a （ ）?  Tell her we’re meeting at 7:30.

① message ② conduct ③ number ④ money

4 ．（ ） attracted us most was the beautiful scenery.

① That ② What ③ Which ④ How

5 ．The basketball player made a significant （ ） to his team for ten 

years.

① contribution  ② exception

③ exchange  ④ security

6 ．The new smartphone model will be （ ） in stores next week.

① friendly ② talented ③ smooth ④ available

7 ．A storm （ ） an airplane from taking off.

① supported ② scheduled ③ fell ④ prevented

Ⅰ．
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8 ．She said little or nothing about her experience.

① hardly anything ② small things

③ something more ④ enough to

9 ．Apart from their house in Los Angeles, they also have an apartment in 

New York.

① As far as  ② In front of

③ On behalf of  ④ In addition to

10．They had nothing to do with the accident.

① were not involved in ② didn’t meet

③ were notified by ④ didn’t go to

024 3

次の 1～10の英文の下線部に最も意味の近いものを①～④から 1つずつ選び、

マークしなさい。

1．The problem was apparent from the moment we started the project.

① logical ② evident ③ vague ④ unclear

2 ．The patient made a rapid recovery.

① ready ② fast ③ strange ④ gradual

3 ．They’ll never permit me to take so many books out of the library.

① enter ② hire ③ allow ④ show

4 ．She turned down the invitation.

① declined  ② interpreted

③ stopped  ④ lost

5 ．They are totally opposed to the new plan.

① against ② for ③ beside ④ along

6 ．People often neglect their health until they face a serious illness.

① give ② operate ③ ignore ④ share

7 ．He has run short of money.

① lacks ② supplies ③ borrows ④ lends

Ⅱ．
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次の 1 ～ 5 の対話の（ ）に入る最も適当なものを①～④から 1 つ 

ずつ選び、マークしなさい。

1 ． Tom :  Hey, have you ever thought about what shapes our personality?

 Jim :  Hmm, I guess it’s a mix of genetics, experiences, and the people 

around us, right?

 Tom :  Yeah, definitely.  （ ）

 Judy :  True.  And I think our own choices and reactions also shape 

who we are.

① People like your personality.

② What can I do for you?

③ Our family, friends, and even the books we read play a big role.

④ Have you ever chosen a book based on your personality?

2 ． Mary :  That meal wasn’t great, was it?

 Bill :  No.  It wasn’t as good as I hoped.

 Mary :  Yeah, even though it looked nice, （ ）.

 Bill :  It’s too bad.  We’ll have to try a different place next time.

 Mary :  I agree.  We should choose more carefully next time.

① it was agreed  ② it wasn’t agreed

③ it tasted good  ④ it didn’t taste good

Ⅳ．
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次の各組の英文がほぼ同じ意味になるように（ ）内に入る最も適当な

ものを 1つずつ選び、マークしなさい。

My smartphone is more expensive than his.

His smartphone is （ ） expensive than mine.

① less ② good ③ as ④ much

I have a friend.  That friend knows a lot about Information 

Technology.

I have a friend （ ） knows a lot about Information Technology.

① he ② what ③ which ④ who

I am unable to answer the question because it is very complex.

The question is （ ） difficult for me to answer.

① far ② more ③ as ④ too

I’ll call you as soon as a table is free.

I’ll call you the （ ） a table is ready.

① length ② moment ③ point ④ match

She always helps me when I am in trouble.

She’s consistently there for me whenever I face （ ）.

① happiness ② luck ③ difficulties ④ fortune

Ⅲ．

1．

2．

3．

4．

5．
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5 ． Emily :  I love your outfit!  Where did you get that coat?

 Olivia :  Thank you!  I found it at a new store in the city center.

 Emily :  It’s so stylish.  I’ve been （ ）.  Where is the store?

 Olivia :  It’s a new store that just opened on Main Street.  They have 

some really unique pieces.

 Emily :  Sounds great.  Thanks for the tip!

① waiting for my dress to arrive

② wanting to buy a brand new one

③ looking forward to it

④ wondering what happened to that shop
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3 ． Father :  Hey everyone, I was thinking we could spend some quality 

time together later this week.  How about we go to the park 

on Saturday?

 Mother :  That sounds lovely!  But don’t forget we have some errands 

to run.

 Father :  No worries, we （ ） in the morning and then enjoy 

the afternoon at the park.

 Child :  Yay!  Can we bring our frisbee and play some games?

 Father :  Absolutely!  And maybe we can even fly kites if the weather 

is nice.

① don’t know about it ② should take a walk

③ can get those done ④ must wait

4 ． Kate :  How’s your dog, Fido, doing?  I haven’t seen him in a while.

 Jill :  He’s doing great!  We got back from a health check, and his new 

diet is going well.

 Kate :  That’s good to hear.  How is he adjusting to the new food?

 Jill :  Surprisingly well.  I was （ ）, but he seems to love it.

 Kate :  That’s fantastic news.

① concerned he might not like it

② sure that he likes it

③ certain where he would go

④ happy when I bought it
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＊commercial nursery　「（種苗・苗木を育てて売る）園芸店」　　

orchard　「果樹園」　　pick-your-owns　「客が自分で収穫できる農園」

B　① produce ② buy ③ destroy ④ detect

＊heat-tolerant　「熱に強い」　　fire-blight-resistant　「火傷病に強い」

cross　「異種交配」　　patented < patent　「特許権をとる」

C　① awful ② ambitious ③ awkward ④ artificial

Walsh, who has been in the apple business for five decades, started 

the Tree Architecture Program at the university to build new apple 

varieties to solve emerging local problems.  He quickly realized he was 

developing solutions for problems nationally and even （ Ｄ ）.  The fruit 

has always been time-consuming to bring to market, with trees that need to 

be ＊trained and harvested by hand.  With laborers in short supply in all 

agriculture sectors, apple farming has been among the hardest hit, with 

labor costs rising sharply.

＊trained < train　「（枝などを曲げたり、刈り込んだりして）形を整える」
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次の一連の英文を読み、（ Ａ ）～（ Ｅ ）に入る最も適当なものを①～④ 

から 1つずつ選び、マークしなさい。

World apple production is forecast to be down almost 5 percent this 

year.  U.S. output also has been ＊trending downward, with the last harvest 

season producing the lowest levels since 2013.  It’s largely weather, with 

heat waves damaging crops from Washington state to China in recent years, 

while storms have reduced New Zealand’s crops.  But it’s not just weather: 

labor shortages, rising fuel and machinery costs, and a destructive disease 

called ＊fire blight are （ Ａ ） production, too.

＊trending downward　「減少傾向にある」

fire blight　「火
か

傷
しょう

病
びょう

（リンゴなどがかかる病気）」

A　① visiting ② spending ③ ordering ④ affecting

Two new apple varieties, one red and one yellow, developed at the 

University of Maryland by the researcher Chris Walsh, may solve some of 

these problems.  They are now called MD-TAP1 （the yellow） and MD-TAP2 

（the red）.  These names don’t sound like the sweet-sounding Cosmic Crisp 

or Pink Lady.  That will change when a ＊commercial nursery renames them 

something sweeter and sells the trees directly to growers.  They don’t know 

precisely when consumers will find these new varieties in local grocery 

stores, but Walsh says the researchers’ own ＊orchard will （ Ｂ ） them 

for ＊pick-your-owns and local Maryland farmers markets in September 2026.

Ⅴ．

( ... )

Walsh had an （　Ｃ　） goal: develop apples that were ＊heat-

tolerant but also ＊fire-blight-resistant, and that were on trees short enough to 

be easily harvested from the ground.  It started with a simple ＊cross of the 

apples he’s growing in an orchard at the Western Maryland Research and 

Education Center in Keedysville, Maryland. ( ... ) He’s hopeful these two new 
＊patented apples will thrive in a hotter, drier world.　( ... )
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次の一連の英文【Ａ】～【Ｅ】を読み、それぞれの英文の内容と一致するもの

を①～④から 1つずつ選び、マークしなさい。

【Ａ】 Helen Beatrix Potter is best known for her children’s books featuring 

animals, such as The Tale of Peter Rabbit, her first commercially published 

work in 1902.  Potter was an ＊entrepreneur and a pioneer of ＊character 

merchandising.  In 1903, Peter Rabbit was the first fictional character to be 

made into a ＊patented stuffed toy, making him the oldest licensed character.

Potter self-published the highly successful children’s book The Tale of 

Peter Rabbit in her thirties.  The book was a success, and multiple reprints 

were issued in the years immediately following its debut.  It has been 

translated into 36 languages, and with 45 million copies sold, it is one of the 

best-selling books in history.

Since its release, the book has generated considerable ＊merchandise 

for children and adults, including toys, dishes, food, clothing, and videos.  

Potter was one of the first to be responsible for such merchandise when she 

patented a Peter Rabbit doll in 1903 and followed it almost immediately with 

a Peter Rabbit board game.  Peter Rabbit has remained popular among 

children for over a century and continues to be adapted into new book 

editions, television programs, and films.

＊entrepreneur　「起業家」

character merchandising　「キャラクター商品化」

patented < patent　「特許権をとる」　　merchandise　「関連グッズ」

Ⅵ．
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D　① globally ② annually ③ scarcely ④ fairly

According to USApple, the nonprofit apple industry association, labor 

is also becoming harder to find: from 2016 to 2021, average annual crop 

production employment fell by 3 percent overall, but in apple orchards, the 

decline was 22 percent.  According to Walsh, these two new species grow 

into much shorter trees, which makes them easier to harvest, and they 

require a lot （ Ｅ ） hand labor than other apples.

E　① more ② less ③ of ④ by

【Adapted and abridged from “These New Apples are Built to Withstand 

( ... )

Extreme Weather” by Laura Reiley in The Washington Post, October 25, 

2023.】

[出典：From These new apples are built to withstand extreme weather by Laura 
Reiley, The Washington Post,October 25, 2023
 (c) 2023 The Washington Post. All rights reserved. Used under license.]

※ただし出題に際して一部表記を変更し、省略した箇所がある。



024 14

【Ｃ】 Peter enters the garden and eats more than is good for him and looks 

for parsley to cure his stomachache.  Peter is seen by Mr. McGregor, who 

chases Peter.  Peter gets caught in a net, and three friendly sparrows 

comfort him.  Peter manages to escape Mr. McGregor just in time but loses 

his blue jacket and shoes while running off.  He hides in a greenhouse, 

ultimately jumping into a ＊watering can for protection.  Unfortunately, there 

is water inside the watering can, so Peter gets wet and sneezes, alerting Mr. 

McGregor.  When Mr. McGregor gets tired running after Peter and resumes 

his work, Peter tries to escape but is completely lost in the huge garden.  

Peter tries getting a young mouse to help him; however, she is collecting 

food for her family and cannot help.  Peter also notices a cat sitting by a 

pond.  Peter considers asking for directions but ultimately decides not to, 

having been warned about cats by his cousin.  However, Peter sees that Mr. 

McGregor is “gone,” and it buys him time to escape to the gate.  Peter sees 

from a distance the gate where he entered the garden and heads for it 

despite being noticed and chased by Mr. McGregor again.  He slips under 

the gate with difficulty and escapes from the garden.  Mr. McGregor uses 

his abandoned clothing to dress a ＊scarecrow.

＊watering can　「じょうろ」　　scarecrow　「かかし」

① Peter Rabbit explores Mr. McGregor’s garden in search of parsley to 

treat his stomachache.

② Peter Rabbit was chased by Mr. McGregor in his vegetable garden 

and finally got caught by him.

③ Peter Rabbit tries to escape in vain.

④ Peter Rabbit dresses a scarecrow with his clothing.
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① The Tale of Peter Rabbit was not intended for children at first.

② Helen Beatrix Potter donated a doll of Peter Rabbit to a charity.

③ Helen Beatrix Potter was the first to patent a stuffed toy based on a 

fictional character.

④ The Tale of Peter Rabbit remained popular for over a century, but it 

has failed to attract children.

【Ｂ】 The plot of The Tale of Peter Rabbit is as follows.  The story focuses 

on Peter, a young rabbit, and his family.  Peter’s mother, Mrs. Rabbit, 

intends to go shopping for the day and allows Peter and her other three 

children, Peter’s sisters Flopsy, Mopsy, and Cotton-tail, to play.  She tells 

them they can go anywhere they like but not to enter the vegetable garden 

of an older man named Mr. McGregor, whose wife, Mrs. McGregor, put their 

father in a pie after he entered and got caught by Mr. McGregor.  Peter’s 

three younger sisters obediently stay away from Mr. McGregor’s Garden, 

choosing to go down the lane and gather blackberries, but Peter enters Mr. 

McGregor’s Garden in the hopes of eating some vegetables.

① Peter Rabbit and his sisters are told by their mother to play in Mr. 

McGregor’s vegetable garden.

② Peter Rabbit follows his mother’s warning and doesn’t enter Mr. 

McGregor’s vegetable garden.

③ Peter Rabbit’s sisters go out to pick blackberries instead of entering 

Mr. McGregor’s vegetable garden.

④ Peter’s father didn’t enter Mr. McGregor’s vegetable garden.
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① Potter purchased Hill Top Farm only with profits from her books.

② Potter acquired additional farms in the Lake District to maintain the 

landscape.

③ Potter became actively involved in land preservation and showed no 

interest in breeding.

④ Potter tried to write even after she lost her eyesight.

【Adapted and abridged from the articles “Beatrix Potter” and “The Tale of 

Peter Rabbit” in Wikipedia.】
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【Ｄ】 After returning home late, both sick and late, Peter is scolded by his 

mother for losing his shoes and his jacket （the second jacket and shoes he 

has lost in two weeks）.  Peter’s mother puts him to bed early without 

supper.  Mrs. Rabbit gives Peter a teaspoon of chamomile tea to cure his 

stomachache.  Flopsy, Mopsy, and Cotton-tail, meanwhile, enjoy a delicious 

dinner of milk, bread and blackberries.

① Peter Rabbit’s mother praises Peter Rabbit for losing his shoes and 

his jacket.

② Peter Rabbit is ill when he arrives home.

③ Peter Rabbit’s mother prepares chamomile tea after his supper.

④ Peter Rabbit has dinner with Flopsy, Mopsy, and Cotton-tail.

【Ｅ】 Potter wrote over sixty books, with the best known being her twenty-

three children’s tales.  With the profits from the books and a legacy from an 

aunt, in 1905, Potter bought Hill Top Farm in Near Sawrey, a village in the 

Lake District.  Over the following decades, she purchased additional farms to 

preserve the unique hill country landscape.  In 1913, at age 47, she married 

William Heelis, a respected local ＊solicitor with an office in Hawkshead.  

Potter was also a prize-winning breeder of Herdwick sheep and a prosperous 

farmer keenly interested in land preservation.  She continued to write, 

illustrate, and design merchandise based on her children’s books for British 

publisher Warne until the duties of land management and her diminishing 

eyesight made it difficult to continue.

＊solicitor　「弁護士」
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例えば、
12

10 11
に

5

4
- と答えたいときは、

5

4- として答えなさい。また、

既約分数（それ以上約分できない分数）で答えなさい。
⑵　根号を含む形で解答する場合は、根号の中に現れる自然数が最小となる形で答え
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⑶　問題の文中の二重四角で表記された 30 などには、選択肢から一つを選んで答
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⑷　同一の問題文中に 40 、 50 などが 2度以上現れる場合、原則として 2度目
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計算用紙

026 1

⑴　 2次関数 y=x2-4x+5 のグラフの頂点は点（ 1 ， 2 ）である。このグラ

フを直線 x=3 に関して対称移動したグラフは， 2次関数  

y=x2- 3 x+ 4 5 のグラフに一致する。これをさらに直線 y=3 に関

して対称移動したグラフは， 2次関数 y=-x2+ 6 x- 7 8 のグラフ

に一致する。

⑵　次式の分母を有理化すると
1 5

5

6+ +
=

12

109 11+ -
で

ある。

⑶　i+ i3= 13 である。また，i2+ i4= 14 である。

これより，-i1+ i2- i3+ i4+…+ i2022- i2023+ i2024- i2025= 15 iである。

⑷　方程式 sin sin cos2 6
2

5
0i i i- + + =] g を考える。ただし，0

4
1Ei
r とす

る。t=sini+cosiとおくと sin2i= t2- 16 である。これより方程式は  

t2- 17 t+
18

19
=0 と書き直され，その解は t=

20

21
である。こ

れより i=
22 23

r である。

⑸　方程式 log2（x+1）-2 log2x=1 を考える。対数の真数である x+1 と xはとも

に正である。このとき，この方程式を満たす xの値は x= 24 である。

1
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計算用紙

026 3

xy平面上に 2点 P（-1，0），Q（1，0）がある。a，bを実数として，方程式  

（x-a）2+（y-b）2=4 によって表される円が線分 PQと共有点を持つとする。

⑴　bがとり得る値の最大値は 25 である。

⑵　aがとり得る値の最大値は 26 である。

⑶　a=0 の場合， b がとり得る値の最小値は 27 である。

⑷　b=0 の場合， a がとり得る値の最小値は 28 である。

⑸　b=1 の場合， a がとり得る値の範囲は  

29 - 30 E a E 29 + 30 である。

⑹　点（a，b）がとり得る範囲の面積は
31

32
r+ 3 33 4 + 35 である。

2
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計算用紙

026 5

白いサイコロと赤いサイコロと青いサイコロが一個ずつある。これらを同時にふっ

て，白いサイコロの目を X，赤いサイコロの目を Y，青いサイコロの目を Zとす

る。X+YE4 の場合は S=X+Y+Zとおき，X+Y24 の場合は S=X+Yとお

く。

⑴　X+YE4 となる確率は
36

1 である。

⑵　S=5 となる確率は
36

37
である。

⑶　S=5 の場合，X+YE4 の条件つき確率は
3

1

8
である。

⑷　S=5 かつ Z=1 となる確率は
6

3

21

9
である。

⑸　S=5 の場合，Z=1 の条件つき確率は
41

40

42
である。

⑹　S=5 の場合，X=1 の条件つき確率は
44

43

45
である。

3
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計算用紙

026 7

関数 f 1x x x= -] ]g gを考える。

⑴　xF0 では f（x）= 46 ，x10 では f（x）= 47 である。

46 47 の解答群

0  x2+x　　 1  x2-x　　 2  -x2+x　　 3  -x2-x

y= f（x）のグラフ Gについて，G上の原点以外の点 Pにおける接線を lとし，lと

Gの交点をQとする（Q!P）。点 P，Qの x座標をそれぞれ p，qとする。

⑵　lの方程式は，p20 の場合には y=（ 48 p- 49 ）x-p2，p10 の場合には

y=（- 48 p- 49 ）x+p2である。

⑶　q=（ 50 51 - 52 ）pである。

⑷　p=-1 の場合，lと Gで囲まれた領域の面積は
54

53
55 + 56 であ

る。

⑸　p0を 0でない実数とする。p=p0の場合の接線 lを l0とし，l0と x軸との交点

があればその x座標を p1とする。p1が存在し p02p1を満たすような p0の範囲

は， 57 ， 58 ， 59 である。（選択肢は番号の小さい順に並べること）

57 58 59 の解答群

0  p01-1　　 1  -11p01
2

1
- 　　 2  

2

1
- 1p010

3  01p01
2

1　　 4  
2

1
1p011　　 5  p021

4
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計算用紙

026 9

⑹　⑸に続き，p=p1の場合の接線 lを l1とし，l1と x軸との交点があればその x

座標を p2とする。p1，p2が存在し p02p12p2を満たすような p0の範囲は，  

60

62

61-
1p01 63 - 64 ，p02 65 である。
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一方、観光客の数や行動を適切にコントロールできなければ、自然が壊れ、

地域が迷惑し、観光客自身も十分に楽しむことができないという「悲
ひ

劇
げき

」が生

じる。（中略）

オーバーツーリズムは、地域住民にとっても、自然環境にとっても、観光客

自身にとっても不幸な出来事である。では、どうすれば殺
さっ

到
とう

する観光客をコン

トロールすることができるのか。オーバーツーリズムをコントロールする方法

として、公共政策の観点から、大きく分けて3つの方法が存在する。（中略）

もっとも効果的な方法は規制的手
しゅ

法
ほう

である。特定の地域への立ち入りを許可

制にしたり、観光客数や車両の乗り入れを制限したりすれば、確実に観光客数

を制限することができる。実際に、世界の多くの国立公園や世界遺
い

産
さん

、自然保

護地域等では、こうした手
しゅ

法
ほう

が採
と

られている。（中略）

【　Ａ　】、規制的手
しゅ

法
ほう

を実施するには、原則的に法律や条
じょう

令
れい

、規則に基づ

く必要があり、相
そう

応
おう

の実施費用が必要になる。実施費用とは、申請書を受
じゅ

理
り

し

て許可を出したり、規制を周
しゅう

知
ち

する看板を設置したり、違反者がいないか定

期的にパトロールをしたりする費用である。（中略）

次にあげられるのが経済的手
しゅ

法
ほう

である。これは、観光客に税や手
て

数
すう

料
りょう

を支

払ってもらうことで、オーバーツーリズムの抑
よく

止
し

や観光対策に用いる資金を 

捻
ねん

出
しゅつ

する効果が期待できる。（中略）

たとえば、富士山でも入
にゅう

山
ざん

料
りょう

として1人あたり7000円を徴
ちょう

収
しゅう

すれば、登

山を断
だん

念
ねん

する人が多くなり、オーバーツーリズムに有
ゆう

意
い

な抑
よく

制
せい

効果を生むこと

が推定されている。また徴
ちょう

収
しゅう

した費用を富士山の保
ほ

全
ぜん

活動に用いることも可

能になる。【　Ｂ　】、あまりに高額な入
にゅう

山
ざん

料
りょう

を徴
ちょう

収
しゅう

すると、お金持ちしか

富士山に登ることができなくなるなど、公平性の問題が生じるという懸
け

念
ねん

があ

る。（中略）

もう一つの重要な手
しゅ

法
ほう

が、情報的手
しゅ

法
ほう

である。たとえば、京都市で展開され

②

（注 2）

（注 3）

（注 4）

（注 5）

（注 6）
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◎　答えはすべて日本語で、解答用紙に書きなさい。

Ⅰ．次の文中の①～⑮の下線の言葉の漢字の読み方をひらがなで書きなさい。

⑴　今日は、自宅でゆっくり休息をとるようにしてください。

⑵　この小説は、事実に基づいて書かれている。

⑶　コピー用紙やインクなどの消耗品は、常に用意しておいたほうがよい。

⑷　円安が、家計に深刻な影響を及ぼしている。

⑸　多くの困難を克服し、会社を設立することができた。

⑹　これまでの努力が認められて、重要な仕事を任されることになった。

⑺　戦争が終わり、国境に隔てられていた家族が、ようやく会えた。

⑻　先生の指示に従って、レポートの内容を変更した。

Ⅱ．次の文を読んで、後の問いに答えなさい。

人々が自然や文化に触れ、感動し、学びを深めることは素晴らしいことであ

る。観光産業は、交通機関や宿泊、飲食産業をはじめ、裾
すそ

野
の

が広く、雇用の確

保や経済の活性化はもとより、自然や文化の保護に貢
こう

献
けん

することも期待される。

①

②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮

（注 1）

①
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問 1 ． ①「自然や文化の保護に貢
こう

献
けん

する」の「自然」に貢
こう

献
けん

する具体的な例は何

ですか。文中の言葉を使って書きなさい。

 

 

問 2． ②「オーバーツーリズム」というのは何ですか。文中の言葉を使って書き

なさい。

 

 

問 3． 文中の【　Ａ　】【　Ｂ　】【　Ｃ　】に入る最も適当な言葉を、下の⑴～

⑶から一つずつ選んで、記号を書きなさい。

【　Ａ　】　⑴　すなわち　　⑵　つまり　　⑶　ただし

【　Ｂ　】　⑴　たとえば　　⑵　一方　　　⑶　それでも

【　Ｃ　】　⑴　そこで　　　⑵　そして　　⑶　それから
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ているように、観光客のマナー改善を求めるポスターや、地下鉄の利用を案内

するポスターの提供は、情報的手
しゅ

法
ほう

に分類される。

また、これからより一層必要になるのが「分
ぶん

散
さん

」のための情報提供である。

オーバーツーリズムと言っても、観光客のほとんどは東京、箱
はこ

根
ね

・富士山、京

都、大阪といった地域に滞在している。宿泊統計によれば、静
しず

岡
おか

、三
み

重
え

、鳥
とっ

取
とり

、

佐
さ

賀
が

、宮
みや

崎
ざき

、鹿
か

児
ご

島
しま

の 6県は、コロナ前の2019年と2023年を比べると6割も

宿泊者数が減っている状況にある。

また、農村や離
り

島
とう

では人口減少、過疎化が進み、文化や風景、インフラを維

持できない状況が生じ始めている。【　Ｃ　】、こうした地域に外国人観光客が

行きたくなるような情報提供やキャンペーンを戦
せん

略
りゃく

的
てき

に行うことが今後求め

られる。（中略）

一部に集中しているインバウンド観光客を分
ぶん

散
さん

させ、その先々でオーバー

ツーリズムの問題を生じさせないよう、予防的に対策を練
ね

ることが求められる。

（『オーバーツーリズム解決論　日本の現状と改善戦略』ワニブックスPLUS

新書による。※表現を一部省略・変更した箇所がある。）

（注1）  裾
すそ

野
の

が広い……範
はん

囲
い

が広い　さまざまな産業がある

（注2）  相
そう

応
おう

……似合っている　適切な

（注3）  周
しゅう

知
ち

する……知らせる

（注4）  捻
ねん

出
しゅつ

する……無理にお金を作る

（注5）  断
だん

念
ねん

する……あきらめる　やめる

（注6）  保
ほ

全
ぜん

……保護して安全を守る

（注7）  インフラ…… 〔英語〕infrastructure　電気やガス、水道、道路、公共 

交通機関など、社会や経済、国民の生活に必要なもの

（注8）  キャンペーン……〔英語〕campaign　広告、宣伝　販
はん

売
ばい

促
そく

進
しん

活動

（注9）  インバウンド……〔英語〕inbound　外から入る　海外から来る観光客

（注7）

（注 8）

（注 9）
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Ⅲ．次の1～ 3の文を読んで、後の問いに答えなさい。答えは、ａ～ｄから一つ

選んで、記号を書きなさい。

1．

どうしてメモをするといいのでしょうか。メモをすることによって、その時

間に集中することができます。メモをとるから集中するのではありません。メ

モをとることによって、今聞いたことを忘れていけるのです。メモをとってい

る人は、前のことを忘れています。ですから、今の話を集中して聞けます。メ

モをとっていない人は、いつも「前に聞いたことは何だったかな」と思い出し

ながら今の話を聞きます。前の話を思い出しながら、新しい今の話を聞いてい

るという二つの作業をやっているのです。これでは集中できません。集中する

ということは真剣に聞くということではなく、作業を一つにすれば自然に集中

できるのです。

（中谷彰宏『一日に24時間もあるじゃないか』PHP文庫による。※表現を一部

変更・省略した箇所がある。）

［問い］　筆者の一番言いたいことは何ですか。

ａ． メモをすることで、前の話を忘れ、今の話に集中できる。

ｂ． メモをすることで、前に聞いたことを思い出すことができる。

ｃ． メモをすることで、大切なことを忘れないようになる。

ｄ． メモをすることで、前の話を思い出しながら、今の話を聞くことができ

る。
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問 4 ． 次のａ～ｄの文が、本文の内容に合っていれば〇、間違っていれば×を書

きなさい。

ａ． 立ち入りを制限するために必要な費用は、観光客から徴
ちょう

収
しゅう

することに

なっている。

ｂ． 全ての登山客に入
にゅう

山
ざん

料
りょう

7000円を支払ってもらうと、公平性の問題が生

じる。

ｃ． 観光客がまだ少ない地域の情報を提供することで、観光客を分
ぶん

散
さん

させる

ことができる。

ｄ． 観光客が地方都市や農村などに行くことによって、その地域の経済が活

性化する。
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3 ．

私が大切にしたい言葉は、「聞くは一時の恥
はじ

、聞かぬは一生の恥
はじ

」です。こ

れは、「知らないことを聞くのはその時だけ恥ずかしい思いをするが、聞かず

に知らないまま過ごすと、一生恥ずかしい思いをする」ということわざです。

理由は、少し前まで、私は分からないことを分からないと言いにくかったか

らです。私の小学校では、友達同
どう

士
し

で教え合う「学び合い学習」が始まりまし

た。始めたばかりのころはつい、「友達にこんなこと聞いていいのかな」と

思ってしまい、なかなか「分からないから教えて」と言えませんでした。

でも時間がたつにつれて、分からないことを自然に聞けるようになりました。

聞かなかったらいつまでも分からないままです。自分をもっと成長させるには、

この言葉がぴったりだと思うようになりました。この言葉を大切に、中学校で

もがんばっていきたいです。

（井元久月美『朝日新聞　声欄　2024年 3月30日朝刊』による。※表現を一部

変更・省略した箇所がある。）

（注1）  ことわざ…… 昔からある教育的な言葉で、人々の経験から生まれた

言葉。

（注1）
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2 ．

忙しくてなにもできなかったとよく言うが、暇があればできるというもので

もない。休みの日は、ふだんしたくてもできないことをするチャンスである。

休みには、あれもしよう、これもしたいと思っている。ところがその休みに

なってみると、ほとんどなにもしないで終わってしまう。そういうことをたい

ていの人が経験する。

どうも、時間がある、という気持ちがいけないようである。ゆったりしてい

ると、ちょっとした用事が出てくる。そうだ、これをまずかたづけよう。それ

がすむと、すぐにつぎの用事が出てくる。これもやってしまおう、となる。こ

うなると、つぎつぎにちょっとしたことが出てくる。しなくてはならない仕事

はなんとなく気が重い。つい、どうでもいいことに注意がむかう。そして、一

日の時間がすぎてゆくのである。

（外山滋比古『ちょっとした勉強のコツ』PHP文庫による。※表現を一部変

更・省略した箇所がある。）

［問い］　筆者の一番言いたいことは何ですか。

ａ． 休みの日は何かをしようと思わないで、ゆったりすごすべきだ。

ｂ． 休みの日はなにもしていないようで、実はいろいろなことをしているの

だ。

ｃ． 休みの日は時間があるのに、なにもしないで終わることがよくある。

ｄ． 休みの日は時間があって、普通の日にできないことができるチャンスだ。
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Ⅳ．次の（　　　）の中に、適当なひらがなを 1字書いて、文を完成しなさい。

ただし、「は」と「も」を使ってはいけません。

（例） この書類（　に　）名前を書いてください。

1． 明日、学生食堂（　1　）交流イベント（　2　）開催される。

2． この授業では、Ａ国の経済がどのように発展してきたの（　3　）につい

て学ぶ。

3． ダムの建設（　4　）反対する住民団体が、計画中止の要望書を県

（　5　）提出した。

4． アニメ（　6　）きっかけに、日本文化（　7　）関心を持つ人は多い。

5． 地震の被害者は、約2000人（　8　）上った。

6． 今年夏のボーナスの平均支給額は、昨年夏と比較して、約3％上昇する

（　9　）予想されている。
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［問い］　この文章の内容に合っているものはどれですか。

ａ． 人の話は、その場でしっかり聞くことが大切で、しっかり聞かないと、

後でとても損をすることがある。

ｂ． 人の話をよく聞いていれば、もっと自分を成長させることができる。

ｃ． 分からないことを分からないとはっきり言うことは、「学び合い学習」

では、とても大切だ。

ｄ． 質問するときは、恥ずかしいときもあるが、知らないままになるより、

質問したほうがいい。
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Ⅵ．（　　　）の中の言葉から、適当なものを一つ選んで、文を完成しなさい。

（例） この建物は、有名な建築家　によって　建設された。

1． 市は、月に1度、お年寄り　　1　　のパソコン教室を開催している。

2． この地域では、　　2　　雪が降ることはないが、数年に一度くらいは降 

雪が見られる。

3． 父は、出張の　　3　　、いつも現地の名物を買ってきてくれる。

4． 海外経験が豊富な佐藤さん　　4　　、このプロジェクトのリーダーに最 

もふさわしいだろう。

5． 日本では今後、国内外　　5　　活躍できるグローバルな人材がますます 

必要になっていくだろう。

6． 青い色には、気分を落ち着かせる効果がある　　6　　、集中力を高める

働きもある。

7． お客様アンケートの結果　　7　　、店の営業時間を30分延ばすことにし

た。

（で・から・によって・について）

（向け・先・並み・用）

（いっさい・さっぱり・まったく・めったに）

（うちに・たびに・とおりに・とたんに）

（さえ・こそ・しか・ばかり）

（をめぐって・を問わず・をもとに・を契
けい

機
き

として）

（ながらも・ものなら・わりに・ばかりか）

（に対して・につれて・を踏まえて・を抜きに）
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Ⅴ．次の文の（　　　）の言葉を適当な形に変えて、文を完成しなさい。

（例） 今朝、雨が　降りそう　だったので、傘を持って登校した。

1． 私は、体が　　1　　うちに、世界一周旅行を実現させたいと思っている。

2． 先週の連休は非常に暑くなるという予報だったが、それほど　　2　　。

3． 子どもには、将来、自分の好きな道を　　3　　ほしいと考えている。

4． 火災の原因は、ガスコンロの火を　　4　　ぱなしにしていたことだった。

5． 店員に対して客がどなるのは、　　5　　がたい行
こう

為
い

だ。

6． 目的地まではバスで行けば楽だが、がんばれば　　6　　こともない。

7． 課長に　　7　　はじめて、私が今まで使ってきた敬語が間違っていたこ 

とに気づいた。

8． 田中さんは、上司に契約以外の仕事を　　8　　あげく、慣れない業務で

体を壊してしまった。

（降
ふ

る）

（元気だ）

（暑くなる）

（進む）

（つける）

（許す）

（歩く）

（注意する）

（する）
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Ⅶ．次の言い方を使って、15字以上の文を作りなさい。

一つの文に漢字を3字以上使いなさい。

前のⅠ～Ⅵの問題の中にある文を使ってはいけません。

「、」や「。」は、字数に数えません。

（例） ～によると、～

今 朝 の 新 聞 に よ る と 、 家 の 近 く で

大 き な 交 通 事 故 が あ っ た そ う だ 。

 （30字）
1． ～にとって～

2． ～だけあって～

3． ～ないではいられない
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8 ． その小学生のスピーチには人を感動させる　　8　　ので、ぜひ多くの 

人々に聞いてほしい。

9． 資金もなく、協力者もいないのであれば、この計画をあきらめる　　9　　。

（ものがある・までもない・おそれがある・わけがない）

（よりほかない・とは限らない・にほかならない・わけにはいかない）
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6 ．She is the best actress （ ） they had a chance to see at the 

theater.

① that ② what ③ which ④ whose

7 ．I would like to thank you （ ） of my entire Japanese class.

① for outside  ② for period

③ in the spite  ④ on behalf

8 ．（ ） she has accomplished so much in her department, she 

should become the president.

① Ever since ② Given that ③ Just for ④ Stating by

9 ．My daughter met her best friend from elementary school for （ ） 

in 20 years at a class reunion.

① different reason ② good

③ many occasions ④ the first time

10．（ ） Karen nor her twin sister is going to attend the Spanish 

class today.

① Both of ② Either ③ Neither ④ None of
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次の英文の（　　　　）に入るものとして、最も適当なものを①～④からそれ

ぞれ 1つずつ選びなさい。

（On your answer sheet, write the number of the word（s） that best 

complete（s） each sentence.）

1 ．For the past few weeks, while they are at university, they are 

（ ） in the library studying.

① almost always  ② almost anywhere

③ almost every time ④ almost whenever

2 ．Much of the knowledge needed to sell products can be （ ） 

experience.

① gained at  ② gained through

③ given in  ④ given out

3 ．They will have a presentation tomorrow morning, so they are too busy 

to think about （ ） other than their research.

① anything else  ② anything goes

③ everything else ④ something more

4 ．The play she wrote was better than any I （ ） before.

① had ever seen  ② had never played

③ have ever experience ④ have never seen

5 ．Her family owns a huge house （ ） door is painted pink.

① in which ② that ③ what for ④ whose

Ⅰ．
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6 ．She is familiar with Japanese rural culture because she used to live in a 

small village.

① is accustomed to ② is anxious about

③ is fond with  ④ is happy with

7 ．After the company went bankrupt, all of the employees went through a 

lot of hardships.

① answered  ② experienced

③ gave up  ④ hold onto

8 ．I am planning to get rid of all the clothes I no longer need.

① bring in ② buy out ③ sell to ④ throw away

9 ．She ate a large piece of chocolate cake by herself on her birthday.

① consumed ② dropped ③ erased ④ heated

10．In order to attend a board meeting, I have to take an express train from 

Tokyo Station to Yokohama at 2 p.m.

① call ② catch ③ get along ④ get away

028 3

次の英文の下線部の内容に、最も近いものを①～④からそれぞれ 1つずつ選び

なさい。

（On your answer sheet, write the number of the word（s） that has/have the 

closest meaning to the underlined part.）

1 ．We should not worry about it because she knows how to take care of 

the problem.

① deal with ② get in ③ initiate ④ keep

2 ．No matter what happens, I will continue studying both English and 

Spanish.

① go down ② get up ③ keep on ④ walk for

3 ．He may not have time to sleep tonight because he has to put together 

tomorrow’s presentation.

① get ready for  ② take part

③ seek for  ④ step back from

4 ．She manages two large factories and a small travel agency in her 

hometown.

① considers ② flees ③ operates ④ protests

5 ．She is planning on getting her car fixed before the holidays.

① cut ② sailed ③ sentenced ④ repaired

Ⅱ．
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（Ａ）　① All the best

② Best regards

③ Consequently

④ To be honest

（Ｂ）　① been

② been studying

③ being

④ being studying

（Ｃ）　① forever

② no idea

③ to answers

④ trouble

（Ｄ）　① is going

② should respond

③ will answer

④ would be

（Ｅ）　① all over

② at all

③ previous

④ time to time
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次の会話文の（　Ａ　）～（　Ｆ　）に入るものとして、最も適当なものを 

①～④からそれぞれ 1 つずつ選びなさい。

（On your answer sheet, write the number of the remark that best completes 

the conversation.）

Tom and Laura are having a chat after an exam.

 Tom :  Hey Laura, what did you think about today’s final exam in math 

class?

Laura :  （ Ａ ）, I didn’t think it was that hard.

 Tom :  Really?  Are you some sort of math genius?

Laura :  No, not at all.  I’ve just （ Ｂ ） really hard for the past couple 

of weeks.  How about you?  Did you think the exam was difficult?

 Tom :  Yeah, it was really hard for me.  I had （ Ｃ ） how to solve 

most of the problems.  I wouldn’t be surprised if I failed.

Laura :  Didn’t you say you were good at math?

 Tom :  Well, I got a really good score on the midterm exam, so I thought 

the final exam （ Ｄ ） easy.

Laura :  I see.  I guess you didn’t spend very much time studying then.

 Tom :  Actually, I didn’t study （ Ｅ ）.

Laura :  That wasn’t very smart, Tom.  Well, what about tomorrow’s final 

exam for history class?  （ Ｆ ） for that?

 Tom :  I haven’t started studying yet, but I’m not too worried.

Laura :  You’re not worried?  Why not?

 Tom :  The midterm exam was really easy, so I’m sure the final exam will 

be no problem.

Laura :  Oh Tom!

Ⅲ．
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次の一連の英文を読み、設問の答えとして、最も適当なものを①～④からそれ

ぞれ 1つずつ選びなさい。

（Read the following, and answer the questions that follow.）

Facing prejudice is, for most Asian Americans, an all-too-familiar part 

of life, a new report from the Pew Research Center shows.

The study, which is based on a survey of more than 7,000 

respondents, found that the majority of Asian Americans think too little 

national attention is being paid to their experiences with discrimination.

About one-third of Asian Americans have been told to go back to 

their home country, the report found.  Forty-four percent of Asian 

Americans ages 18 to 29 said they know an Asian person who has been 

personally threatened or attacked since the onset of the coronavirus 

pandemic.

There are about 23.5 million Asian Americans, making up 7.1％ of the 

nation’s population.  The year 2021 saw anti-Asian hate crimes in the U.S. 

jump to an all-time high, and 2022 was the second-worst year on record.

“Discrimination is nothing new against Asian Americans,” said Neil 

Ruiz, head of New Research Initiatives at Pew and the study’s co-author.  

Asian Americans have endured relentless stereotyping, reaching as far back 

as the 1800s, and Ruiz’s study highlights a paradox at the heart of that.

Asian American communities have for decades been typecast as 

model minorities: “loyal and hardworking,” as one respondent put it.  On the 

other hand, Asian Americans have found themselves excluded, treated as 

what scholars and activists have dubbed “forever foreigners.”

Ⅳ．
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（Ｆ）　① Are you ready

② Can you inform

③ Did you studied

④ Do you notice
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that they had felt pressured to adopt Anglicized names.

Russell Jeung, a professor of Asian American Studies at San Francisco 

State University, said that fighting anti-Asian prejudice means creating 

spaces where people “feel free to share how they are hurt or how others 

might be hurt” by offhand remarks.

The harder question, activists say, is how to respond when it’s not 

just a coworker making derisive comments but former President Donald 

Trump or others in positions of authority, such as airport security personnel 

who, according to the study, screen South Asian Americans at markedly 

higher rates.

After Trump used offensive language during the pandemic, including 

calling the coronavirus the “Chinese virus,” the non-profit group Stop AAPI 

Hate found that use of anti-Asian slurs had risen online.

Having a tolerant national role model is “a matter of life or death,” 

Jeung said.

Days after 9/11, then-President George W. Bush delivered a speech at 

a mosque calling for respect for Islam.  Hate crimes against Arab and South 

Asian Americans immediately fell, according to the Center for the Study of 

Hate & Extremism.

“American leaders have a very deficient understanding of the 

experiences and needs of a group as diverse as Asian Americans,” said 

Charles Jung, a Californian civil rights lawyer and community organizer.

National leaders, Jung said, have a responsibility to encourage 

tolerance and to bring communities together by highlighting shared values 

rather than perceived differences.  “At a minimum, that means not saying 

racist things and inflaming hatred,” Jung said.  “But that’s the bare 

minimum.”
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1 ．According to the passage above what is true?

① Less than 10％ of the US population is Asian American.

② Less than 2％ of Asian Americans have US citizenship.

③ The majority of Asian Americans are not living in the US.

④ There are 7,000 Asian Americans living in the US.

2 ．According to Neil Ruiz:

① A large number of Asian Americans wish to migrate to Asian

countries in the future.

② Asian Americans have been discriminated against for more than 100

years.

③ Asian Americans no longer feel alienated in the US.

④ The coronavirus pandemic created hatred against Asian Americans

for the first time in US history.

‘Forever Foreigner’ Trope

“We found that 78％ of Asian Americans have been treated as a 

foreigner in some way, even if they were born in the United States,” said 

Ruiz, an Asian American himself.  Criteria include being told to go back to 

one’s home country, being ridiculed for speaking a language other than 

English in public or having one’s name pronounced incorrectly.

Ruiz acknowledged that mispronouncing someone’s name can be an 

honest mistake.  But for many of the study’s participants, these incidents 

have often bordered on disrespect or become outright offensive, he said.

Ruiz recounted how, in one focus group, an Indian American woman 

said she had a list of more than 200 ways her name had been 

mispronounced, leaving her feeling perpetually demeaned.  Some reported 
[出典：Voice of America]
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and simplistic̶a cartoonish view of an entire people who are incredibly 

diverse.”

The Pew survey found that most Asian Americans, particularly 

Indian Americans, had not heard of the term “model minority,” though most 

respondents said they had been presumed by peers to be good at math or 

uncreative̶two stereotypes associated with Asians.

Karthick Ramakrishnan, a professor of public policy at the University 

of California, Riverside, and founder of AAPI Data, said that, compared with 

East Asian Americans, “the model minority myth is not as much of a barrier 

or a concern that South Asians have to deal with.”

“South Asians and East Asians experience racism and racial 

discrimination differently,” Ramakrishnan added, citing disproportionate 

security screenings and surveillance of South Asian Americans in the  

post-9/11 era.

Of the Asian Americans who were familiar with the term, 42％ said 

the model minority stereotype is harmful.

There isn’t a consensus among Asian Americans: 17％ thought the 

model minority stereotype is positive, a stance Republican Asian Americans 

are comparatively more likely to take.

Jeung counts himself among the 42％ who believe the stereotype is 

damaging.  He said it “drives a wedge between Asians and other racial 

groups.  It also masks issues that Asians face: If we’re seen as a model, we’re 

seen as not having any particular problems.  But clearly, we face racism.”

Jeung said the model minority stereotype belies a wide range of social 

issues that many Asian Americans confront in their day-to-day lives, from 

workplace discrimination （according to the Pew survey, about 1 in 5 Asian 

Americans said they had experienced anti-Asian workplace discrimination） 
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3 ．According to the passage above, what is true?

① Most Asian Americans feel that they are treated with respect and

care.

② More than half of Asian Americans reported they had been regarded

as non-American at some point.

③ Nowadays, Asian Americans are often considered as American

citizens.

④ The majority of Asian Americans do not have US citizenship.

4 ．According to the passage above, what does Charles Jung think about 

American leaders?

① American leaders are eager to learn the various needs of Asian

Americans.

② American leaders know the majority of Asian Americans are

originally from the same cultural background.

③ American leaders do not understand the diverse experiences of

Asian Americans.

④ American leaders have a good understanding of the diversity among

Asian Americans.

Model Minority Stereotype

The notion that Asian Americans serve as a model for other minority 

groups has been perpetuated in popular media for generations.  In 1966, The 

New York Times Magazine ran an article recognizing Japanese Americans 

as a “success story.”  In 1987, Time magazine ran a cover story describing 

Asian American children as “whiz kids.”

But Jung said the “model minority” stereotype is “certainly flattening 
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次の英文を読み、設問に答えなさい。

（Read the passage, and answer the questions that follow.）

Scientists Say: Digital Footprint

Your digital footprint is a record of your online life.

Posting A  social media, visiting websites and signing up for 

apps adds to your footprint.  But this digital “trail” doesn’t just include the 

information you post online.  It also includes the data that websites collect 

when you visit those pages.  Comments, messages and tags from other 

people are also part of your online presence.

Digital footprints aren’t good or bad.  Everyone who uses the internet 

has one.  Still, it’s important to B  aware of what’s in your digital 

footprint.

Once something is posted online, it can be impossible to remove 

completely.  An inappropriate comment or unflattering video can affect your 

relationships or future career.  Even a private message or photo meant for 

friends can easily be made public or altered.  Colleges and companies often 

look up applicants online C  accepting them.  This information may 

be used to determine if someone is a good fit.  Criminals also use personal 

data to harm or steal from others.  Having a positive digital footprint, 

though, can be useful.  Sharing work online can show off your skills and 

achievements.

How can you protect your digital footprint?  First, be careful about 

the information you share online.  Don’t post comments, videos or photos 

that might hurt or offend someone.  If you’re unsure, ask an adult you trust 

D  advice.  If someone you know has posted something negative 

Ⅴ．

028 13

to expectations of perfection in the classroom and beyond.

Despite the widespread problem of anti-Asian hate, the majority of 

Asian American adults said the challenges of racism were rarely, if ever, 

discussed in their households growing up.

“Sometimes, the adaptation that immigrant Asian parents adopt is 

swallowing the bitterness and pain,” Jung said.

5 ．According to the passage above, what is true?

① Asian Americans have excellent support networks among

themselves.

② East Asians have prejudice against Southeast Asians.

③ South Asians and East Asians face different kinds of racism.

④ The majority of Asian Americans are good at math.

6 ．What is the title for this article?

① Asian Americans are Accomplishing Economic Growth, Study Finds

② Asian Americans are Fighting against Global Warming, Study Finds

③ Asian Americans are Proud of being Model Minority, Study Finds

④ Asian Americans Still Face Prejudice and Discrimination, Study

Finds

7 ．In which part of a newspaper do you think you can find this article?

① In the advertisement section of a newspaper.

② In the art section of a newspaper.

③ In the fashion section of a newspaper.

④ In the society section of a newspaper.

[出典：Voice of America]
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問 2 ．次の設問の答えとして、最も適当なものを①～④からそれぞれ 1 つ選び

なさい。 

（Choose the correct answer for the questions that follow.）

1 ．According to the passage above, what is true?

① You should meet people offline as much as possible.

② You should not buy books online.

③ You should not use the same password forever.

④ You should put all your personal information online.

2 ．What is the appropriate subtitle for this essay?

① Your digital footprint is all the information about you that can be

found online

② Your digital footprint is automatically transformed for your own

benefit

③ Your digital footprint is managed by your employers from time to

time

④ Your digital footprint reveals your personal achievement at work
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about you, ask them to remove it.

Also, keep personal details such as addresses, birthdays and phone 

numbers private.  Create strong passwords and change them often.  This 

helps prevent hackers from accessing your accounts.  Don’t talk to strangers 

online and never agree to meet up with them offline.  On the internet, a 

person can easily pretend to be someone they’re not.  If you receive any 

inappropriate content E  someone else, tell an adult.

問 1 ． A  ～ E  に入るものとして、最も適当なものを①～

④からそれぞれ 1つずつ選びなさい。

（Write the number of the word that best complete blanks 

A  ～ E  .）

A　① between ② in ③ into ④ on

B　① be ② come ③ look ④ tell

C　① about ② before ③ between ④ during

D　① as ② at ③ for ④ to

E　① from ② out ③ to ④ up

[出典: Aaron Trempe, Science News Explores, April 22, 2024. Used with permission.]
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8 ．It was hard to tell the difference between the two.

① distinguish ② put ③ divide ④ vary

9 ．For the purpose of identification, all passengers must show a valid 

passport with their ticket at the departure gate.

① issue ② receive ③ present ④ apply

10．His comments were not very appropriate at the time.

① enormous ② suitable ③ popular ④ approximate
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次の 1 ～10の英文の下線部に最も意味の近いものを①～④から 1 つずつ選び、

番号を書きなさい。

（On your answer sheet, write the number of the word that has the closest 

meaning to the underlined part.）

1 ．This recipe should be sufficient for five people.

① lacking ② same ③ enough ④ small

2 ．Do you know the correct pronunciation of this word?

① amazing ② afraid ③ accurate ④ full

3 ．I will attempt to answer all your questions.

① try ② attack ③ tell ④ fill

4 ．Our proposal meets all the requirements.

① gets ② comes ③ satisfies ④ contacts

5 ．She couldn’t stand being kept waiting.

① rise ② get ③ change ④ bear

6 ．The two countries have argued fiercely over their vague border.

① apparent ② exact ③ unclear ④ logical

7 ．I tried to explain the situation, but he just changed the subject.

① report ② opinion ③ topic ④ note

Ⅰ．



029 4

6 ．A small dog somehow managed （ ） the fire.

① survive  ② surviving

③ to survive  ④ to have survived

7 ．Borrowers are expected （ ） books to the library on time.

① return ② returned ③ to return ④ returning

8 ．I decided to have the desktop computer （ ） instead of carrying 

it home with me.

① deliver ② delivering ③ to deliver ④ delivered

9 ．You （ ） be too cautious when driving a car.

① didn’t ② can’t ③ haven’t ④ hadn’t

10．（ ） I wanted to find out was how long it was going to take.

① What ② That ③ Which ④ When
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次の 1～10の（　　　　）に入る最も適当なものを①～④から 1つずつ選び、

番号を書きなさい。

（On your answer sheet, write the number of the word that best completes 

each sentence.）

1 ．The music hall is （ ） to be the architect’s best work.

① consider  ② considers

③ considering  ④ considered

2 ．I’m sorry for not （ ） to your e-mail earlier.

① respond  ② responds

③ responding  ④ responded

3 ．The soccer game was cancelled on （ ） of rain.

① account  ② accounts

③ accounting  ④ accounted

4 ．（ ） education more widely available is necessary in some 

countries.

① Make  ② To be made

③ Making  ④ To making

5 ．The bank in the city remains （ ） during the holidays.

① open ② opens ③ to open ④ to opening

Ⅱ．
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I think the story in the newspaper seems too optimistic to be true.

The newspaper story seems too optimistic, and it makes me 
（ ） it is true.

① secure ② owe ③ doubt ④ admit

5 ．
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次の各組の英文がほぼ同じ意味になるように（　　　　）内に入る最も適当な

ものを①～④から 1つずつ選び、番号を書きなさい。

（Write the number of the word so that each pair of the sentences means 

almost the same.）

I didn’t spend as much money as you did.

I spent （ ） money than you did.

① more ② less ③ much ④ fewer

There are nine players on our team.

Our team （ ） of nine members.

① becomes  ② concentrates

③ fights  ④ consists

Because the new menu was so popular, the restaurant attracted a lot 
of customers.

With the new menu （ ） so popular, the restaurant attracted a 
lot of customers.

① being ② having  ③ been ④ have been

Since we don’t know her e-mail address, we cannot send her our report.

If we （ ） her e-mail address, we could send her our report.

① knows ② knew ③ knowing ④ known

Ⅲ．

1．

2．

3．

4．
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3 ． Alex : Have you watched the new superhero movie yet?

 Sophie : No, not yet.  Is it any good?

  Alex : Absolutely!  The action scenes are amazing.

 Sophie : Sounds interesting.  I’ll give it a try.

  Alex : （ ）  Let me know what you think!

① You won’t regret it.

② What’s the reason for that?

③ I like it better.

④ How about you?

4 ．Judy : How was the math test for you?

  Ben : It was hard.  I had trouble with many questions.

 Judy : Me too.  I couldn’t figure out the last problem.

  Ben : Yeah, it was tough.  But at least it’s done now.

 Judy : （ ）

  Ben : Definitely.

① I want you to take a look at it.

② Sounds like your score seems to be perfect.

③ Let’s hope the next one is easier.

④ I’m good at math.
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次の 1 ～ 5 の対話の（ ）に入る最も適当なものを①～④から 1 つずつ

選び、番号を書きなさい。

（On your answer sheet, write the number of the remark that best completes 

the conversation.）

1 ． Bill : Wow, Asakusa is amazing!  So much history and culture.

 Sally :  Yeah, it’s like stepping back in time.  The architecture is 

incredible.

  Bill : I love these traditional shops and street vendors.  （ ）

 Sally : Definitely!  I’ve heard the street food here is delicious.

① How about taking a train to Tokyo Station.

② How fast people walk!

③ What makes you think so?

④ Let’s try some local snacks!

2 ． Taro :  Good day!  I’m planning a trip to the United States.  Can you 

offer some recommendations about which cities to consider?

 Brian :  Hello!  Of course, there are numerous fantastic choices.  

（ ）

  Taro :  Yes, but I’m unable to decide.  Choosing from New York, Los 

Angeles, and Chicago makes it quite difficult.

① When are you planning to leave?

② How about going to the United States?

③ What is your favorite dish?

④ Do you have some places in mind?

Ⅳ．
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次の一連の英文を読み、（　Ａ　）～（　Ｅ　）に入る最も適当なものを①～④ 

から 1 つずつ選び、番号を書きなさい。

（Read each of the passages.  Write the number of the word that completes 

（ Ａ ）～（ Ｅ ）.）

In a study from 2012, researchers found that people feel their best on 

the eighth day of a vacation.  So, should we stick to a one-week vacation for 

the best results?  Well, it’s more （ Ａ ）.  Figuring out the perfect 

vacation length is tricky because it depends on many factors, like where 

you’re going, what you like to do, and how well you can switch from work to 

vacation mode.

（　Ａ　） ① expensive  ② tiring  

③ complicated  ④ reasonable

The study, published in the Journal of Happiness Studies, showed that 

people’s ＊wellness peaks early in their vacation but starts to drop after a 

week.  The researchers, led by a scientist from the University of Groningen, 

also found that the （ Ｂ ） of the vacation （usually around 23 days in 

the study） and most activities during the vacation didn’t strongly impact 

health improvements.

＊wellness : the state of being healthy

（　Ｂ　） ① length  ② position  

③ depth  ④ understanding

Ⅴ．
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5 ． Mom :  Gather around, everyone!  I have an announcement!  I’ve 

booked our summer trip abroad.

  Dad : Where are we going?

  Mom :  Italy!  We’ll explore Rome, Florence, and maybe a coastal 

town.

  Son : Awesome!  I can’t wait to see the Colosseum.

 Daughter : And eat authentic pizza!

  Mom : Exactly!  It’ll be an unforgettable adventure for us all.

  Dad : Thanks for planning, dear.

  Mom : （ ）  This summer’s going to be amazing!

① I haven’t done it yet.

② You might be wrong.

③ Let’s start making our place-to-visit list.

④ All you have to do is eat a lot of pizza.
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In the United States, cultural norms also influence our vacation time.  

Compared to some countries where people get more vacation days, 

Americans often feel pressure not to take too much time off work.

When planning a vacation, one travel adviser suggests at least five 

days for short trips and ten days for longer ones.  She also distinguishes 

between a “vacation,” where you relax and do nothing, and a “trip,” where 

you’re constantly busy with activities.  To make the most of your vacation, 

experts recommend “completing any remaining responsibilities before you 

leave, being fully attentive during your travels, and giving yourself a day to 

readjust before returning to work.  And to keep that vacation feeling alive, 

try to （ Ｅ ） some of your favorite vacation activities to your everyday 

life.

（　Ｅ　）① add ② explode ③ make ④ remain

［Adapted and abridged from “The ideal vacation length for peak relaxation, 

according to experts” by Andrea Sachs in The Washington Post, January 18, 

2024.］
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Another researcher said figuring out the best vacation length is tough 

because everyone is different.  But he suggested avoiding vacations that are 

too short or too long.  If a vacation is too brief, you might not fully relax or 

connect with loved ones.

Some experts suggest taking （ Ｃ ） shorter vacations throughout 

the year instead of one big trip.  According to studies, this can help keep 

your mood up.

（　Ｃ　）① endless ② boring ③ urgent ④ multiple

A one-week vacation feels right for many people who work Monday 

to Friday.  One expert said we’re used to thinking in terms of seven days.  

So, exchanging a week of work for a week of relaxation is a sensible choice.  

Another expert said shorter three or four-day trips might feel hurried, while 

longer trips can start to feel routine.  So, seven days might be a good 

（ Ｄ ）.

（　Ｄ　） ① happening  ② society  

③ company  ④ compromise
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【Ｂ】 Seiji Ozawa was born in Shenyang, China, to Japanese parents on 

September 1, 1935.  His family returned to Japan in 1944.  As a child, he 

learned to play the piano but gave up on becoming a pianist after injuring 

two fingers while playing rugby.  He then decided to study conducting 

under Hideo Saito at the Toho School of Music in Tokyo.

In 1959, Ozawa traveled to Europe, winning an orchestral conducting 

competition in France.  This led to an invitation from Charles Munch, the 

music director of the Boston Symphony Orchestra, to study at Tanglewood 

in Massachusetts.  After winning a prestigious prize there, he continued his 

studies in Europe with Herbert von Karajan in Berlin.  Leonard Bernstein, a 

famous conductor, noticed Ozawa’s talent and appointed him as an assistant 

conductor for the New York Philharmonic.

In 1964, Ozawa became the artistic director of Ravinia Festival in 

Illinois.  The following year, he was recommended by Bernstein to lead the 

Toronto Symphony Orchestra, which greatly boosted his career.

① Seiji Ozawa, born in China in 1935, shifted from piano to conducting 

after a rugby injury.

② Seiji Ozawa was invited to study at Tanglewood in Massachusetts 

by Herbert von Karajan.

③ Seiji Ozawa replaced Leonard Bernstein as the conductor of the New 

York Philharmonic.

④ Seiji Ozawa led the Toronto Symphony Orchestra, which didn’t help 

much in his career.

029 13

次の一連の英文【Ａ】～【Ｅ】を読み、それぞれの内容と一致するものを①～④ 

から 1つずつ選び、番号を書きなさい。

（Read each of the passages 【Ａ】 to 【Ｅ】.  Write the number of the sentence 

that agrees with each passage.）

【Ａ】 Seiji Ozawa was a famous conductor from Japan who became well-

known in the world of classical music during the 1960s and ’70s.  He led the 

world-famous Boston Symphony Orchestra for almost 30 years.  He passed 

away at the age of 88 due to heart failure at his home in Tokyo on February 

6, 2024.  He had been dealing with health issues since 2010 when he was 

diagnosed with cancer, which affected his recovery from back problems and 

later heart disease.

Ozawa was a pioneer in bringing East Asian musicians to the West, 

which helped spread Western classical music to places like Korea, Japan, and 

China.  Some people used to think that Asian musicians couldn’t truly 

understand or feel Western classical music, but Ozawa proved them wrong 

with his talent, hard work, and passion for music.

① Seiji Ozawa led the Boston Symphony Orchestra for nearly 30 years 

before his passing at 88 due to heart failure in Boston.

② Seiji Ozawa overcame back problems and heart disease without 

much difficulty.

③ Seiji Ozawa was a pioneer who created barriers between the West 

and the East through his talent.

④ Seiji Ozawa’s passion shattered doubts about Asian musicians’ 

understanding of Western classical music.

Ⅵ．
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【Ｄ】 Apart from conducting concerts with the Boston Symphony 

Orchestra, Seiji Ozawa had an interesting relationship with Tanglewood 

over the years.  In 1994, a beautiful auditorium was built on the campus in 

Lenox, Massachusetts, thanks in part to a generous donation from Norio 

Ohga, the president of Sony Corporation.  He gave $2 million under the 

condition that the auditorium be named Seiji Ozawa Hall.

Even while working in Boston, Ozawa remained active in Japan.  In 

1980, he became the honorary artistic director of the Japan Philharmonic 

Orchestra （now called the New Japan Philharmonic）.  Then, in 1984, he 

helped create the Saito Kinen Orchestra in memory of his teacher.  This led 

to the establishment of the Saito Kinen Festival in Matsumoto in 1992, which 

was renamed the Seiji Ozawa Matsumoto Festival in 2015.

After leaving his role with the Boston Symphony Orchestra in 2002, 

Ozawa returned to Boston as its honorary music director in 2008 for two 

concerts at Symphony Hall, marking his final performances with the 

orchestra.  His last appearance at Tanglewood was in 2006.  Unfortunately, 

he had to cancel a scheduled return in 2010 due to health reasons, and again 

in 2016 because he didn’t have enough physical strength after conducting in 

Europe.

① Seiji Ozawa donated $2 million to build an auditorium at Tanglewood.

② Seiji Ozawa established the Boston Symphony Orchestra in 2002.

③ Seiji Ozawa’s last performance with the Boston Symphony Orchestra 

was in 2002.

④ Seiji Ozawa canceled his scheduled return to Tanglewood in 2016.
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【Ｃ】 After leaving his previous positions in 1969, Seiji Ozawa became the 

music director of the San Francisco Symphony the following year, holding 

that role until 1976.  During this time, he also served as the artistic director 

of the Berkshire Music Center at Tanglewood from 1970 to 1973, alongside 

composer Gunther Schuller, which helped strengthen his connection with 

the Boston Symphony Orchestra.

In 1979, Ozawa played a significant role in easing tensions between 

China and the United States.  The Boston Symphony Orchestra toured 

China, which was still recovering from the Cultural Revolution.  Ozawa’s 

childhood experience in China helped forge a connection with Chinese 

officials, making the tour possible.  Peter Gelb, who worked with the Boston 

Symphony at the time, praised Ozawa as one of the most influential 

conductors of the 20th century, noting his exceptional technique and unique 

style, making him a symbol of charisma and talent in conducting.

① Seiji Ozawa served as the music director of the Boston Symphony 

Orchestra from 1969 to 1976.

② Seiji Ozawa served as the music director of San Francisco Symphony 

for a single year.

③ Seiji Ozawa played a critical role in helping a tour of the Boston 

Symphony Orchestra to China in 1979.

④ Seiji Ozawa praised Peter Gelb for his exceptional technique.
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【Ｅ】 Seiji Ozawa was supposed to conduct concerts with a Japanese youth 

orchestra called Seiji Ozawa Ongaku-juku at Carnegie Hall in April 2011 as 

part of his role with a festival.  However, he had to cancel that and many 

other engagements due to health issues.  He made a small comeback in April 

2016, conducting the Berlin Philharmonic in Berlin and the orchestra of the 

Seiji Ozawa International Academy Switzerland in Paris.  His last trip to the 

United States was in December 2015 to receive a Kennedy Center Honor 

from President Barack Obama.

Seiji Ozawa is survived by his wife, Vera, their son Yukiyoshi （who is 

an actor）, their daughter Seira （a writer）, and a grandson.  In his later 

years, Ozawa came to appreciate the wisdom that comes with years of 

making music.  He believed that musicians develop a special quality as they 

get older, and their music can become even more interesting than during 

the peak of their careers.

① Seiji Ozawa conducted an orchestra of young Japanese musicians in

April 2011.

② Seiji Ozawa last visited the United States in December 2015.

③ Seiji Ozawa’s wife died before he did.

④ Seiji Ozawa believed that musicians lose their special quality as they

get older.

［Adapted and abridged from “Seiji Ozawa, a Captivating, Transformative 

Conductor, Dies at 88” by James R. Oestreich in The New York Times, 

February 9, 2024.］

[出典：Seiji Ozawa, a Captivating, Transformative Conduｃtor, Dies at 88 by James R. Oestreich, The 
New York Times, Feb. 9, 2024 
(c)2024 The New York Times Company]

ブラン クエスト
取り消し線



編入学試験

令和 7（2025）年度

試験学科
経営学科
経済学科
法律学科※

国際関係学科
多文化コミュニケーション学科
 ※は専門基礎、無印は小論文

試験時間（60分）

小論文・専門基礎



経営学部　経営学科　（ 2年次）

企業が国境を越えて海外でも活動する理由を説明しなさい。

経営学部　経営学科　（ 3年次）

企業における人的資源管理の活動にはどのようなものがあるか説明しなさい。

経済学部　経済学科　（ 3年次）

赤字になったら、生産者は操業を停止すべきか？あなたの考えを述べなさい。

法学部　法律学科　（ 2年次）

社会における「法」の意義（「法」はどのような役割を果たしているか、「法」はなぜ必要かなど）に

ついて、論じなさい。

法学部　法律学科　（ 3年次）

判例、または、学説により「類推適用」が認められている条文を一つあげ、その条文が本来適用され

る事実関係と、類推適用が認められている事実関係との違いを明らかにしながら、その類推適用につい

て、論じなさい。なお、類推適用の一般的な意義について論じる必要はありません。

国際関係学部　国際関係学科/多文化コミュニケーション学科　（ 3年次）

以下の 1または 2のテーマ、どちらかを選んで、①原因、②現状、③国際社会及び日本における取り

組みについて述べなさい。なお選んだテーマは必ず丸で囲むこと。

テーマ 1　　難民をめぐる問題

テーマ 2　　移民労働者をめぐる問題


